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象箏 拶懸 講 書寅

1.結 核 に お け る 生 体 の 防 衛 機 序

特に体液牲 因子について

〈導慧24縫 午憲奪警謹翼》幽晰・薫毒。{給〉

京都大学結核研究所 辻 周 介

纈胞の喰喰機能のみでは,結 核に懸す嫌防衛機序を充

分に説騨し欝ない ことは盤う叢書葵ないが,黛 の麟に体液

鱒捲つ意義を系統的に濃及Lた 研究は甚薦少隔㌔ 我 凝櫛

蔦の研究は,韓 液の載結核麟作灘を指漂 ゐして追及 鮎た

ものであ 靱 アレルギーに薄す嶺倉1試液の意義等轄ついて

隷今後鐙問題としたい。

鶏 灘ギ纏難》齢婁験

特殊な実験方法 α 総 偽 蕪灘撫鷹 獣懸撫》の を灘い鶴

漁 畷糠 鑓於て細濾灘全 く騨孫しない 体談磯境にお睦難

犠種抗酸性薄の発育を検討す灘菰と裟よ簿,各 難勤物の

正常及免疫蒔が)簿液磯防衛磯能を観察しだ、結業は爽綜

灘飢

(癖 難病癖難繭は,稼 液串で⑳発轡が全く繊翫灘れ

・ている,難 つこの獣歳詐 繕は,簿 液申鐙高分子成分恐ら

く蚕購と密接載麗達した 擁 畷嚇 の薦子に墓つ く。

◎)羅 力結核繭(弱 毒薄齋念む)賦 対 しでは,紙 分

子成分が強い発湾灘. 薫二作講を禽してい難,併 し体液全韓

としては蕉霞成分が蝋鈴徽分子の作講に癬抗して発育繋

進的に浄懲してい蕎ため総麟ド)発奮鍵撫勲はおこらない,、

⑬)免 疫窯兎では,韓 鱒:1尊跨菌鷺驚はつよく欝麗 謙

れる、この作灘は需として1難慧成づ}の変化慧よ鞍毒たも

され灘も謬と推定 塞れ灘。紙分子成分の発育羅ξ翫作懲は

黒常臨と大 した変鞍はない様であ嶺.

次1こ生韓跨蝋筑力を低γせ ㌃め 轟意瞭で,蜘 綴 熱難

を撲与した家兎について鍔様鐙実験を鴛い,ぴ 心嶽瓢娩繋

内で鐙薄覚育が短照群に此Lて 明かに強渡であ灘認とを

認め鵡

鷺.叢 黙'擁鋤難⑳糞験

上記免疫及 《添鷲1鱒驚 投与難兎 の体濃鐙作繕を更慧

無 磯 鱒 で吟瞭した.

種凝の培養方法 を響つた後綜,鷲 講 鎌聡 灘難撫畷 を

綿いて撫溝の作醗の解析賦成功した.

免疫慮溝では穿生灘水加織漕鱗地膿のみ醸の鍵欝購鳶

現象が認められ,聾 ル駄ナー嶽液加撫灘 馨地では購止浄

繕はない,、この事は,発 疫癒濤では,結 核菌発轡捉進作

灘が蕉常よ1擁 紙下 してお 鐘,発 欝鱗麟 作職 瀬黙常 と大

蕊のないことを暗示してい灘.

離膿 蜘 総 家藏窺溝は,正 常よ翰 毒購 冒轡穣 激滅弱

L津 鍵進作聾1は増強してい嶺ため,蕪 澱串での慈発欝ぶ

繋糠 瓢良好であ葛こと を知つた.鍵 し 嬢蟹撫鰻鷺投与

樽縛期慧よ琴こ鐙懇係は変化す臨

叢鷺.体 液餐戴分磯化豪麟分懸訟,帯 れらの継穣菌難

欝に激織す影響.

ぐ笠)漁 溝蕉鑓分醸について

翫鍵癒 《二麟撚熱 を灘 う灘 欝継難 撚総亀懸緯鍵総1蕪に

よ諺,漁 溝蟹霞をA鎌 糠無,鵜,β ・,及 瓠磁癒麟 総の

名分麟賦分懸し,夫 凝の生襟水抽撫液の結嫉藷発欝㌶及

ぼす作灘を検㍊た.培 地とLて,抽 撫液とキルヒナー原

濃とのみを混欝たものと,之 綜衛研A撫 灘1雛 を加えた

もの跨蕊種を鮫窯薯せ,之 によつて抽出渡の藏発育縫進

賛購 及搾制作罵鐙解析に/謎なら㌧めた,,

蕉常漁蒲(入,平,兎,騰 ル愚 繋Dで は 糧 濾懲無

分瀬に藩購な発育促進作蠣及び 乳磁痴蟻無 菰軽度の発

轡簿麟痒綴が認めもれ導が,織 の分灘は促進的に愁又搾

鰯的にも作稽しない.

Lか 灘に,免 疫醜溝で隷A蒙 繍 鍛繍分灘跨発轡縫進作

薦が藩糠 こ磯下瓢てい灘蝋とが灘購婁れた.し か裁 鍛難

の分騰は蕉常撫溝 鉱変1鱒 叢なく,殊 紅r毒 薫鋤慧無 分灘

に薄発育搾凝作繕が蟻粒す嶺様なこ識 は認められなかつ

た箒

二の搬鵜免疫漁灘では主としてA梅 誌麟 篇の銭霧 の変

化があ蔭,航 体灘与が考蔑られ導 《海 擁裏撫 分藤 こ大し

海作灘の変駕がなかつたことは,撫 中抗侭と貌簸免疫と

の麗連性綜ついて否定的な成績を得てい難多くの研究⑳

繍果為一歎す嶺。

捻の闇の騰係を更紅詳しく吟昧す孫ため蔚丁輪劔礁叢漁

獄よ嶺騰感作実験及びTy麟 総 職韓蜘 注餐窯兎にょ

導実験を欝つ鵡
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⑫)鉢 核幾分墨分灘慧ついて

1磁 聯の予備実験の後鵜 入濃
,各 種動犠 戴溝及び家菟

:∫峯 結臓器抽出液の逓析外液を膿材料 とし,イ オン交換詮

趨 贈 を繕い鴫 系結的分周を行つた.次 礎 噸 の分灘に

:三分灘す嶺瀞

鮮撒綴繍 璽一 …一 ・アミF酸 筆ベフチ欝ド

r驚 畿1織 難 ………塩藁(予 無機カチオン)

簸就撫黙雛 一 ・一 慮難酸

欝黙職沁雛 蓬v……一・結

之等謬各分懸の抗結核灘 鱒難雛 撫 を 総 欝壇結溝鵜

よ鞍検討瓢鵡

原材料の雛類鑓よつて,必 ずも騰成結は完全㌶は一致

しない魁 すぺてに共遷翫考えもれ灘瓢とは次の懸 蓼で

あ嶺.薫N分 灘には常に簸 臨強力 な鏡薦作矯ぶ存麗す

灘、薫分灘は慮溝及臓器i結撫核には殆 ど常に,業 尿でも

特に抗麟 轡撫 聡 め曝れ 難、難 及w分 灘 には抗薦作

懲はない、灘

以上⑳如 く,正 常鋤物偉核の儀分子の抗欝物欝 とLて

鵜 滋として會機酸及びアミF酸 ペプ墜 響ド類が考え曝、

れ導.
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2.結 核菌の薬剤耐性とくにINH耐 牲について

(暮 灘 窯繕 韓 禽態麟 薫蓋試翼}幽㎡薫2。静春)

大阪大学微生物病研究所 堀 三 津 夫

欝究⑳因的 茸 結核結の 翫驚纏 顯y癬 黙く$賊〉豪瓢薄す

蟻醗雛獄 実結的に臨,臨 沫的轍臨かな蓼安定 したもの騰

轟鶏が」 欝糠蜘 甑 沁 瓢1雛 糎 畿㌶蒙畿(墨 織黒)鵜灘す薦

鞭性は実結的,臨 確的に鋤核的不安定 ときれてい鴇.鳳

灘ような差異がなぜみ毒れ難かを,結 核繭のこの爾薬趨

轍対す灘灘盤為いう盤難の発規の機序が磯蒋の懸になに

罐鵡 となつてい導のではないかとの想定のも転に,爾 周

載薄する醗糠,こ とに 穣 難 醗性を総結学的ならびに窯

鞄 攣的な灘から検討す纂鐙

欝究⑳方法な核纏;

瓢 繋翔灘性麟⑳撮競⑳機結

細結の薬購醗性藻出現の磯結としては騰知のよ樋瓢,

火懸して,① 灘然変異と結購続よ導選択にもとつ く,①

薬購が 夏麟鵜鍵 として作周す灘(薬 麹麟細結慧作周し

てその細灘 こ融 盤烈 ・チ鉾灘質を粒得せ鮎め蒸),の 瓢騰

があ嶺.そ 篇で演…凝は薬離鱈難麟鼠畷 の機結としての講

結を轟璽結核麟竹尾株を周いて$懸 及び 置N難 につい

て検討した、

A)突 然変異と薬綱によ犠選択結鈴核桑量

鳥型蕪鴛舞灘ミの親株 礁簸 に対す葛感繰はs賊 三γ!癬

以ド,獄 雛 に薄す嶺感性は 欝 蓋運欝 響謡 以 Dを 周い

鴫 識づ$鍼 について 飛鍵撫瓢沁黙聴就 を貸 い,本

結綜の培養串に繍$醗 蕪γ徽焦冨に醗醗を承す突然変異結

核が出現㌃う磯ことを核定 し,つ い で 撫 癖糠 癖撚鷺

撒蕪癒畷 で竹堪株む親綜から薬磯 諜擾触す婆ことなし綜

$蕪 欝ツ癬 あ愚いは 薫N慕鱒 勤癬 垂講蓉歪挫を紫しう嶺

鷺熱辮 を分離Lた 。よつて竹罵株の結綜からのs懸,釈 銭

醗性結の繰現頻嚢(炎 然変異灘 紘 葦⇔ を灘定 し,次 の

1特黙をえ戯,

$瓢s劉 購ぎ培地での 澱版.鷺L鍵x沁 憾

欝獣 糠轄麟 黛難 鞍賢灘噴蕪1《墨熱 離翼懸

$縦 曳鱒 賀罫癬 ξ♂ 懸識。羅慧.慕×欝凹7鍵

薫騰至欝γ∵鍛ぎ 翠 絨澱.聯L難x憩 構 拶

灘)薬 剤が 無嶽鷲轄 ともて作周す萎器ぎ能盤跨検討

菰の戴結を検講す導にはいろいろの1鍵験力法が麟淺毒

れ導が,種 笑々 験の結果,薬 葺翻〉作周をうけた結からの

結辮醗難藤の出環額凝 を塞然変異離から期欝寒れ導それ

識建核す葛蝶義によつて貿つた,,すなわも竹羅株の親株

かも単撫菌ないしは結一簸の結を鍛雪結L,訟 れ を$纏 叉

は 墨N銭 を漸増的に添撫したフぜルム培地に羅をおつて

継代結結し,醗 樵簸の繊現 を観察した.そ の結果,s羅

の騰嚢膿は継代 慕一7代 でs臓 菖賀癬 培地に増驚しう

葛繭癬 鮭 んど毎常鐵規 し,黛 叢が 翌麟 瀧鍵 としで舞

罵 してい嶺驚結性 を蝋した講NNの 揚懸 灘N難 鯵 η癬

培地に増結しう灘繭をえることに成功していない.

慧・ ◎蕪燃纏鞠 灘難慧脇 讐鶏麟⑳P爆 繍 撲撫 擁薫結

鐡と養⑳遺松樵⑳検討

実結 三の突然変異離の測定には薬葺鋤鷲 麟瓢轄 とし

て窪周しないとい う繍結条件が必須であ悉ぶ,上 記のよ

うに鷲愚株の結株の 裏NN1《)γ!癬に薄す嶺突然i変轟率

はかな 燃高 く,諜 た$灘 は 無嬢聴鷲r赴 して齢く警結盤

を翠してい箒難よつ て$麓 叉は 叢NN載 対す嶺 ○驚

鐡印 謙織撫纏 を分結し,各(灘 総 齢薬凝媛対す蕎醗

盤の程巌 為F鱒 藤蹴繍 欝成及びその遮核盤を検索し,

以下の成結を流た。

A)$懸 の嚇含 モ 欝 導欝!癬 壌地で分結 したa餓 懲

は大購して次の の,の 二つの醗鑓分締えられ惹、

の 群は$灘 欝鞭γノ麟 培地 までs賊 を添加しない蹴

照培地とほぼ欝数の集薄 を形成す轟いわゆ嶺S澱 灘難γ

F灘ぎ裟完全醗漉を承すa° 総 で,分 離した多 く鐙《)沁鷲

はこの鮮に核し,鋤 核的挙く薄簗を形麟す蕎.瞬 群は

s蝦 曇γ～癬 繋地では薄照培}総諏ほミ繋鱒数の集藩を形核

す嶺ぶ,S躍 鐙 γ爆嫁培地では著し く少核の,S擁 鱒導

、鮒認 培地では羅とんど集結一を膨成しないa醸 鷺であ

靱 集落の形麟は 議)群 に匙して遷慧 した、こ鐙 無)群

跨 α糠奪は 瓢蓬鑓∫癬 培糞漁あるいは対照壌地に黛岬

3代 縫代して もその 罫き螺灘韮撚翻 結成の不爵撫一鑑は灘 轍

しない,、

扮 蛋NHの 編密:欝H蓋 ギげ!難～培地で分結したく海難

は少数騨を除憲 猶N憩 賛癬 培地で臨対照培地縫遮し

て難薄鐙発搬数は㎎曝か裟す くな く,猶 鷺 難σ 鹸 護培

地で分離 した 《海総 は すぺて 欝N播 γ擁 ぽに対もて

はいわゆ難発全紺臨を紫すが,猶 菱竃舗 η認 特地 では

ほとんどすべてが薄照簸地の約半数しか集薄は灘生せず

蓋NN欝 酵!癖 培地 では集薄 の発生激は謬わめてす くな

い・ またこのaむ 難 は 翼NN気 茅難γ1癬 壕惣 嬢 代結代



欝

して臨その 獅 轡雛 撫無結成麟不糞灘一盤は究轍しない.

1鷲 。 藁翼蕪 灘樵驚⑳生化学的研究

猶 獄 が 懸鉾曲駕総r撫 のヂアミン酸翫酵嚢を総轡す

墨ことはすで鑓明もかにされ蹄ぐお辱麟演 讐のもとでも鳥

灘蔽竹愚抹について菰れ を追結した麟薫,磐魁株夢)叢N夏嵐

灘盤蕊株 もW薦 無磁 総蕪 癒用いるとそのヂアミン酸撫

酵嚢は結抹の感挫株と懸搬に 灘疑 の阻欝をう婦,鉾 年

の本学会で教蜜の庄懲が竹尾株のグ鋤タミン酸騰炭酸酵

紫鵜ついて発表したの と轍様の成績をえた瀞

震た雛年の本学会で勝灘等は鳥型葱獣講株鐙 叢N董蓬灘

懸二麟株賦は 艶鍵麟1総 体麟欠乏Lて い嶺轍とを発嚢した

が,竹 尾株でも,獣 講株でも甑れを振難簸養す灘と翼織 選

感盤株,醗 挫株と臨に銘較的多量鈴 獅r麟 難騰 を形成則華唖

轟纂とを証曙 ㌔戯、

擁償 までの実験では 欝N醗 挫株が感性株と特総こと

なつた代謝を蓉すという成結は え 毒れ ていな、・が,A細

無捻鎗駕緑 及びA麹 嶽職藤羅 鐙酸化は竹愚株鐙 欝銭

感樵株と醗樵株 とで多少鵜となつてい導よう礁あ鞍豊な

お今後戯検討にまちたい.

Iv。 聴床的にみられ葛叢驚縫灘性⑳勤撰に壌 愚℃⑳

糞験的検討

茎NN投 無患 蕾に出斑した 翼NH縦 性繭は,そ 跨後翌N難

の投与を結鐘ても,ま た撲与を中止しても,そ の醗難の

灘度が動揺す導懲の麟多いことは周知の学実であ轄,多

く謬入は 穣難 感性麟紅麹 して阪挫蔽はその増殖速度が

おそい感のが多い纂と,あ 悉㌦・は醗雛欝はその羅力湛減

少もてい嶺こと畿趨鰹す蕎と考颪てい嶺,核 蕾は3》 点

を検討すぺ く以下灘ような実験を肴つた.

A)置NH醗 盤結の醗縫の樫渡は核下 しうるか?叢 鱗蓋鐙

γ/癬 賦醗難を翠す鳥灘蕪竹尾株 鈴c麺 難 かも核撫の

薦を釣薄 し,菰 れを 贈 難 を漸増的鑓添加㌧たフ璽ル認.

特地紅簸を追つて結代培養 む,撫N醗 澁の 動揺を観察

㌧たのに,一 度 烈難鍵帽灘 γ!癬 壇地憂慧増核し蔑た蕪

が次驚には欝鱗地織増殖しえず,も 数跨 嵐N難欝 η癬

培地翼は増殖す導鶏とを箆1ま乳 た.こ 緯ことは 璽NNに

灘する翻生の樫幾を一載1二舞慕した蕾でもな鷺かの原鰹

でそ賦)醗報三鐙維特が困難饗あつて縛ぴもとめ醗性の糧度

畿も総つてしまう轍とをぷもてお 脅当叢鈴ような現象は

臨庫的紅みられる 竃N蓬蓬癒葉盤ψ 勤揺の一礪 となつてい導

菰とを想籔毒せ難鳶

難)一 ・つ跨結核性璽溝内に 薫N叢蔓感難藤 と酬生藤とが

混窪す導蒋は醗性薦治箋核少嶽いしは溝失す悉か?

数妹鐙入型結核蔵鱒 烈 難感盤核と醗挫株 とを種紺の

麟獄 こ混 導てlll村の方灘無こなちつてウサギ裟撫溝を形成

させ,業 蔀の実験では 蓋NNを 投与 鮎織ぜ)実験では 脳 慕

を投与せず,漁 時穿サギを屠殺 して,璽 瀬内容,等 を培

結し,峯澱翌醗性菌が滅少ないしは 消失す愚かを核討し

たのに,醸 内紅薦液を注射後藤酬馨カ月を経ても醗性麟1

が消失することは多 くが)騰金認め熱れず欝かえつて野,

騨,等 から 璽騰選感性菌とともに醗/癒結 を灘 湾しえた纏

懲ある。こ鐙蝋とは結核樵甕溝とい彗特殊な条件下紅は

継H醗 性薄はたとえ感性薄と混寵して毒容勢瓢消滅す

灘もので魔い瓢と薯馬 てい懲.な お実験紅周いた各薄株

は試験管内で 搬懸 感樵藩と醗盤薦 とを混合培養す導と

一縫殊を除 謬醗臨結の臨率は鐙轍 謙或少し
,ま た各 禦N

醗晦i隷嵐ウサギ轍結諏注射した揚謙 凱は多く鈴ものはそ

の毒力は鷺わめて弱い。以上の叢とから臨床的にみられ

導 熱灘 轍醜鐙動揺は醗瀧結が感難懸鵜紘しその増熱逮

度が遜い。あ愚いは懸麟 慧力麟窯鑛隷 瓢減弱 してい導,と

い うこと以外紅も纏かの/藩咽 があ蒸と考え毒れ,こ 跨点

裟ついてはなお今後の購究に蕊たねばならない.

考按 ζ 以上鐙ようにわれわれ鐙爽結成縫は結核欝の

$懸 醗性 と 欝燃 醗挫 とはその醗挫という形質鈴発規の

機序がかな警ことなつた 藤のあ聯 叢とを示して お蓼,

蓬N難阪磯菌で鱒}なおこれを あ導いはその誘導撫 こよう

て攻繋しう導欝能盤のあ箒ことを示曖してい難惑



瓢

シ ン ポ ジ ア ム

1.結 核 菌 の 微 細 構 造

(ξ}鱒2嬉 難 午結1難 勤《減茎癬嵐2.°む)

座長 九州大学医学部 山 村 雄 一

こ難シァボヂウムは結核麟捧内の核繍結燈,と く瓢藤

体内に存鷹す欝麟核成分の挫状を中心とLて 背われ臨

まつ膨態学的懸 灘の研究は藁 として電子灘微鏡を周いて

奪われており,武 谷氏賦よ鯵綴告が鴛われ導、分麟遠心

沈灘溝綜よつて欝 られ る種 溜のブ悩・きの噸粒の生化学的

性状については撫瀬氏鵜よつて鶯われ,形 態と機能の講 い噸

灘賦わたる ヂ禰わた〕 の様な研究成結が篠原氏によつ 総

て報告 きれ蕎、

形 態

九州大学結 核研究所 武 谷 健 二

結縷麟樽購綜結透の電子核微鏡によ灘礫究は,従 来烹

ともて講甥 鷲雛本(騨 獅総 戯 峯)雛ついて行われたが,

最近載到 娘趨薄舅搾核欝の進歩緯伴い,燐 片標本雛よ灘

研究ぶ蕪鷺行われ愚ように燕つた.以 下,わ れわれの研

蹴黛轄おいて得られた成果を総繕的鷲のべ導.

1.菌 膜巌び謙形饗膜

切片によれば藩膜は瓢璽膜よ鞍な膝聾約 熱 驚が の1学

審を承し,そ の内部轍薄い膿形一阪膜薮鶴つてい嶺.隷 結

結解その簸の機核的力法,震 たはバグテ鰍1愛ツ響一ジに

よ導溶繭などによつて,繭 体を核嬢し分結 鮎た繭膜には

2本 宛澱をなした約 憩 懲講 伽1凄を蟻つ豪数鐙継繊結横

結造が認めちれ灘ことを購もかにし鵡 蝋のような構鷺

は簸鐙細麟載おいては報告警れてお毒ず,結 核藩特霧の

結造では撫からうかと考蔑ている、、

結跨分嚢鵜際しては,先 づ 鑓緯鱒 鑓継難ついで 欝舗溝

騨麟 を翫¢,瓢 れが2核 の蕪膜鵜分れ聯もの為考丸も

れる、

黛.穣 様構遷

難切片擦本にみもれ導 縫鱗 鐙 な鱗救(汽 鑛織)を

漁 講彊 く蝿 の は嫉 と考丸た麟叢,懸 一穂 対礁法 を灘い

たわれわ蕊の研究(欝騒)賦 よつて菰れは核でな いこ潔

が鱒らかにな鞍,そ の後多くの核究審モ 鵡れを支結し

た.嫉 に絹薮す難驚粒は難灘飛標本碁慧おいては認めもれ

ず,わ れわれ蘇鱒瞬 は鱗片裟ついて始めて これを明曝

か鵜した.騨 片慧お鞭導核様結滋は遜常業継の麟総2押

嬉趨結められ,ツ オぜルゲア,瓢 簿 ギーふザ染色なお慧

よつて得 られ愚光学鑛微鏡の所羅ともよく一敷す蕎.

婁もに,懸 窯の方法を詳総獄検討した結鱗,核 様結叢

鐙内部は ○欝儀 鵜みの醗定では微織 な 網状構造を翠す

が,V戴 韓滋 癖 撫醗鷺就糠熱融では繕状 を1羅す 碁結結

がや 》太く,蒋 轍管状を承 す ように な 勢,鞠 総擁 熱糠

融 旋欝十N麟 藁あ惹いは 器1α費鵜蕪総 雛鎌鍵一ミーN議《)蒙では

凝塊状裟近 くな導.懸 定特闇は短縛闘で充分であつて,

従来結核結拡ついて考荒もれていたような畏特総の因定

はか淺つて人工産物を作 萎恐れが勢い.こ れもの結果か

ら藩えて,今 後切鷲の難究綜は懸定溝を充分吟瞭す犠必

饗があ導と藩颪もれる、

慧.磯 軒謙ンド夢響結擶豊

蟹麟雌(蔑鱒bは 翻齢 誘 ミ}驚 ン 轡跨アが存麗す導

鵜とを主として染色所見から滋張し,結 核結載おいては

離述のA顧 粒がミ撃繋ン 轡ヌアに耀当す導と考荒たぶ

われわれG鱒 毒,N藝 ㊧ は1灘一欝灘驚蘇 裟よつて講藩ぶ

必ずし臨 一致Lな いことを明 らかにLゐ,す なわも瓢の

ミ卦欝ン デ拶アも核と因様に露燐片標本載おいては結轟

難 く,勢}勢 ゾ警タウム,"勤 シル酸シが声などの添加によつ

てそ緯存在部雛を推灘す鞭 慧留まつていた.

最遣,篠 療毒(蓋鱒吟 は切飛鷺おいてミ峯驚ンド攣ア

搬講燈 を見出したが,わ れわれも前紀の各種因定法によ

つて欝 もれた切片の検討慧 よつて,因 定の際に 糠 蕪麟

を周いなかつた場禽を絵いて,か な辱の頻箋でこの種の

構造を認め嶺慧とを知つた.し か懲,そ のあ蒸毒醸 隷結

特纈簸の 箋}饗 ンデ夢ア鑓靴ぺて,嚢 わめて特い二難膜

結造を臨つてい灘樵とを携らか翼もた,を の簸慧鑑膜愈

もつ騰心円結透や管状結造が癒形鷺串紘認められたぶき



繊

菰れ 毒の講濃の意義は尚今後の研究臆激たねばなも灘。

墜九ル酸 力謬を還元 した蕪隷内裟は,1欝 特綴胞の 奨》

謙ンドザアにおいて結察悉れてい導のと繕様寿こ2種 の勢

ルル結贔が認められる,こ れ毒齢結麟 と繭述鐙 ミ}謙 ア

ド婆ア様溝透との因簾を鱗 慧こついて検講串であ導難

毒.ぷ 蓼ツオスツ瓢イ}麟 結

難切片盤本に獄られ葛A懸 粒は毒1ぎ述 のように核でも

業}慧 ン 轡藷アでもないこと州曝もかになつていたぶ,

その後の各方藤緯研究によつて,鵜 の題粒はポ婆フオス

菰 イ購 核 とす凝 ゆ で鶴 うという結細 得糠 黛

てい駕 翻 聡 勲 は研 ぴ 聾 ン糠 騒 州 鷲 示 し,結 零

酸塩染難騰雛であ導.雄 酸壌と濾当な炭嚢源 を与えてや

れば,鵡 の纐粒は増大し,胤 の猟癒は酸化的鱗醗化疎応

の 糠"嚢鞭 璽轄 獄よつて聡廊惑爵篤難.

酵糠,大 腸麟など賦おけ導欝究成結かも鷺蔑て,こ欝〉

ぶ 攣フオスフ瓢ぜ}は 細結の瓢ネ九ギー;結積の一つ謬 夢

であむうと考颪ちれてい嶺.

形 態 と 機 能

東 北大学核酸菌病研究所 篠 原 近 知

趨薄講片法を用いて鷺}型 蔽,墾 婆難戴の微総結造 を

観結 した、特鑓蕎 繋ン1購 ア織 雛こついては機能の藏

から嚇薄定 を試みた。

載 糞験方法

ソー 拳ン培惣 こ雄に発育しつ 纂あ嶺敵 卦型結 難講 墾

猟 轡 型研紙欝株を,1%燐 酸偽犠 緩衛漉(州 騒)

で鍵灘 慧州s鷺 閥因定 も,型 跨如 く脱水,麓 埋,薄 郷を

曾つた.

鞭.微 繕結造

1)細 胞膜 《論蕪聡 蕪

騨婁は 鈴帽2懸熱μ で鷺層結造をもつてい騰。即も鷺

核的電子欝礎の紙い糠が,内 外の電子密縫が〉趨い薄麟慧

樵 毒まれてい凱

慧〉 細胞賛膿 蕉蜘 山 灘 隷 鵜難曲 懸懸

極めて稀賦細臨蟹の嚢癒が電 子密度の蔑い薄!l馨にお撫

われてい導壌があ翫

3)細 鞄質 心y無轟 灘

癖等愛の鍵子密度の微細な噸粒からな辱,一 般細騨 こ

みられ導 撫 磁麟 薦麟 煮戯1撫 隷難 鐙様な結叢は見られ

ない.懸 粒の大いさや膨は癒物学的条件或は鐡建条件等

鑓よ塾一定でな く欝 憩細灘難が鐙範灘にあ導,、

紛 核 漁 畿 欝

蕪韓のほ 粛申央部賦あ愚塞胞様結叢としてみられ燕.

内部に串特嚢の電子密鷹の結状織磯があ葛。糸状,帯 状

購部状および之熱の鱗造がか もみあつて網状を騰す導嚇

禽や,中 学度鍛電子蜜慶跨物賛が灘胞様構造を殆ど満た

もてい導場舎 竜あ嶺.電 子結度の趨い小懸結が附講して

い慧雄 に雛蔑嶺場金もあ葛.核 膜に糧墨す墨様な鍛界膜

は認め膨れない,、諜御羅 状構造に 灘NAぶ 食會されて

い嶺学については源春テ結/3懸 電苧顕微結学会に於て達

べた。

導)電 子線瓢粒 撚就懸 縫購騰鍵 欝糠聡隻磁

難 切片の藏 と磯様紅,縫 界が結めて鮮/饗な篇電子密農

鐙類円形跨携遭 として総毒れ,灘 常は均蟹であ導が電挙

結のため1拶 ング状や菌花状鑓な弩う惹,細 胞内分撫は

非騨片の菌 と鐵核で大いさは之よ鞍穂々小婁い。

㊧ ミ峯繋ン轡藷ア 絨疑㏄漁麟罫嚢識

}鑓 盤麟および総塾型菌 撫潔》株鐙 結薄窮濱 鱗こ於

て,細 胞賀内轍鋤物のミ}糠 ン黙げ 蝶酷戴tた 購造を

見出す事薄謙1来 た.こ 群結造は購形乃至欄1二1形で 灘帽

齢{》蒙騨毒齢難をもち,織 胞難と謬閥隷は雛確撫鰹蔑界膜が

発 られ磯襲が多い、、

}撃 灘懸 紅於てミ熱灘ン戦/ア 構縫が細胞欝から螂 馨

外載脱部瓢か》つてい灘撫 こ遭邊㌔た、轍灘鵬禽に ミ}

讐ン 劉騨ア構造鐙聾麟と之載接 していた細胞蟹講 とに誉き

で 舞確な鍛界縦が見 ら敷た,,

灘薄切片賦於て二の雄造は欝遜 薫灘轡細胞載 箋灘,蕊

れに2～3蒙 みられ灘、細胞内 緯 紘麗 は 一定していな

い.内 部賦掛 くの 璽磁謝群1醗 とも欝 う・・癒 微細な管状

構造が不規襲l/にうねつてい導.糸 馨ン麟ヤグを袋繊うめ

た様な形である,こ の結灘 はミナ の醐墜ざ皮欝,率 ズミや

パ囎タの轡,ゾ 轡讐ふシ等裟みられ悉ミ畢灘ン説ヌア鈴

内部構造と懸tりであ難,従 つて形鐙烹からは鋤物の ミト

濃ン劉彗劉と講欝と繋淺導.Lか い 纏こは隷の讐こ潟 特遺

が織心円状や部巻状にな毒んでいる事もある、

機能の烹かも毒こ凝)部 造が ミ紅慧ン 説藷アであ轟学を

溝定 したいと懲い次の実験を行つた。爵醤も謙方法裟鍵

つて}撃 型麟のホ薦ジ識寧一 塾を遠心分蕪獣。ヤー潤ス縫

茎賢畿墨染難の額核癒分翰得た,、

w欝 繍糠 検驚瀞壷講いて鵬の顯核麟分の酵紫～蒸性を

㌧らぺた結渠,煮 モ ンゴ酸,欝 艶NN酸 駕が非常載活讃

で,拶 瓢ン酸,乳 酸,ツ 響一ル酸妻繋ハタ研,翻 幣墾グ



灘

㌧ 鳶タール酸酸化は極めて核弱であつた 護!し濃バク菌酸

蚕北は上漕を核磯煮 と樋めて菌載讐われた,上 溝には レ

・ 饗ンゴ酸,薫距N擁 酸化は殆 どみられず乳酸酸化は難め

て活灘であつた借

異この纈核菌分を総ぬ慧亜硫酸業は撃ンゴ酸で選元し

鑛微分光器で観察す難と 騒暮～・灘2撫 ぶ の附遣続菌い吸
守 叡特

,継 ト欝°騰μ および 獣 》騰μ の附逡に穂凝弱い

級数帯を認めた、以上の事からこの難粒には ゐモ ンゴ

・酸,灘 ハク酸研化および終末呼吸に麗奪 蓼備 研禦が局窃

してい轟とい う霞樗,菌 菌 ら⑳主張を確認した、

この縣粒麟分鐙趨薄鑓紳蜘 凱は参 くの 獅・グ菌造がみ

られ蕎.径 は 簿岬$粉 騨 轟でこの中 難嚢一欝難御煮のも

⑳が多い.ホ 騰ジ諜ネー}を 作 灘縫のメヂウムの結鷹が

菌いほど内部菌遭が課全婁れ,職 こはミ}鷺 ン籾 ア瓢 ク織
ら 

粒めて似た内部菌造を臨つてい愚ものがみもれた。鍵つ1隷

て菰の婆ング菌造は ミ}灘 ン劉繋ア菌菌の隈界膜に樵灘 遷

すると考えられる.こ の懸織菌分 を洗灘す葛と レ 婆ン 冗、馨

ゴ醜 灘バク酸酬 雛燃 にな萎がこの被ング構造の密嚢 モ
 や槻 難

に変化はなかつた・ ＼、響

以まジ〉事から欝礎にょって発見婁れた結核菌のミ》濃 、豫

ンド夢ア菌造は,婆 ンゴ酸,謙 バグ菌酸化および結宋呼 、澱

駁系に因与す嶺酵葉ぶ局在してお鞍菌能の上から癒箋拳

灘ン籾 アに櫻当す懸と雲 う学が出来難.従 つて結核結 隷

は動物纈聡の§ 灘ンド琴ア紘格巌噛偶る ◎欝獣総難醤を ＼ 懸

もつてい導と欝つてよいだろ う。 、 ＼

生 化 学

大坂 市立大学結核研究所 楠 瀬 正 道

書 くから結核菌菌偉 内に は 鐸擁罵パ撃の物粒 と呼ば

れ蕎染色上,難 の菌鉢部分と区霧され灘瀬粒成分が存憲

もてい導撒とぶ知られてお鯵,菰 の本餓 こついて従来か

ら多 くの学審によ韓種溜の解釈が管われてい難.駕 鰍磁

らはこの纈粒成分の染臨挫および電子鑛微鏡的観察かも

このものは結核菌 の ミ》謙ンドサア で あ導と搬張した
・、が,そ の後この説は簸の学蒋の研究紅よ蔭殆ど否定毒れ

ている,、一方篠懸 らは,最 遣鳥型菌菌捧の趨薄畷片の電

、 子顕菌結研の中鵜,ミ}驚 ンド鱗ア搬菌濃の蕎在をみと

・'め てい薦.

われわれは核奪来,鳥 盤菌菌体よ鞍分菌遠心沈澱鑓よ

つて蟻粒分菌を分粒 し,こ の生化学的研究 を行 つてい

鵜 この分菌賦 は 鱗ンゴ酸,灘 ハク酸,勲FN獄 および

丁欝NN各 酸化酵繁,チ}ク 欝一ム系が存在 し,お そも

く鋤物細胞灘隷墾灘ンド婆アに繕峯 す 難 騒菌結的一瀧

位齢(無 懇畿糠 撚 竃蝋 の であ孫と灘 結湊れ嶺、叉Y難 ・

慧無繍$ら もわれわれの研究 と独立に人璽結核菌の繭捧

内纈粒について類似の欝究を進めてい犠。

箋 験 方 法

,'瀧 として鳥灘菌竹灘株 を使繕したが,そ の飽比較の欝

醗で数種の抗菌牲菌も州いた,、

各沈澱部分は研糖溶核中で購一因転の遠心沈澱を翼覆

して洗灘後,少 鷺の蕪繕溶液に浮遊する.

縣粒分藏の申,歎 憾はもつと臨酸化酵素濡性および菌

膿蟹に欝み,難 方R灘 は登ボ核酸 を庵つと 臨多量にふ

くんでい灘.勲 撚は濁者の中間的性欝 を示す.し たぶう

て顯粒分灘には少 く共2種 類の異つた纈粒溝ふく謙れで

い難と聴えられ嶺.今 灘は主 とLてR欝 に多 くふ くま

れ犠穎粒の性状について報告す観

驚鞍の酵嚢化学的盤状

鑓羅は塾 一還ス緑に婚染挫で,銃 酸性を禽しない箒鷺

子顕微鏡掌嚢によ轟と径約 鋤岬欝薙瓢μ の 欝毒畿 か

も成 む次の研素系をふ くんでい 鵜

く簾)ゐモ ンゴ酸菌化酵素系 茸匙蔭にはLモ ンゴ酸脱

水素研素および助酵素が ㌦ ⑬難舞慧鉱ゼ}の 状態で存姦



鍛

し,叢距N,フ ジビ潔色棄等鐙添瀦を要 しない,9ン ゴ酸

酸艦の 礎鞠ぐN)は/瀞 叙}-2,瞭1で あ 難.次 纏猟応 を

撫糠茎饗灘とす嵩.

灘補/ン ゴ酸畢./モ ジ嚇 オキザ峨 膿 磁 メ)2

礁)還 元型 ビ婁ジン鷹クレオチド酸獅酵素系 濃建N鷺

および 丁欝NNも 灘 難難購によつて 磯餅気的に1究 鉱をう

鵬 核安によつて麟干織進をう鷺嬰、またチ}グ 浄 一ム"

心または結凝の臨棄も幾好な叡素受容体 ともて鋤 く。

⑬)チ}ク 欝一ム系 二嚢撚は赤縄色を畿鮎,顕 微分光

光度計で観察する と 灘欝撚騰 難簿撚μ にへ騰グ繋ぜン

菌の吸取ぶ存霊㌧,紘 汽窯灘硫菌 を添擁す萎と灘嚢懸μ、

懸墨驚黙 および 欝壕瓢μ 建それぞれチ}グ 灘～ム 趣潟

な愚び鑓 概 鈴還光難験敷帯がみとめ懸れ惹、憶れちの

勢》ダ鷲一ム吸駁特は窯藤纏それ とほ 欝一歎す蒸か毒総

型結毅ヂ}グ 欝一ム系は 賞憩 紅菌縮 して存艦す蕎叢と

購職導.献 罫癖阪研酸の代 導に、欝ンゴ菌等を添加して愚

類核の懲元灘験駁樽漢あもわれ導かも,聴 ンゴ菌税水癒

酵結は菰れ 曝のチ》タ購一ムを結て結紫分子と黛臨す犠

と藩蔑毒れ 嵩.さ 鐵 瓢導特 挫分薩 く$鱒}に 存雀す萎多

くの騰承棄酸素臨 蓬爆 緯終寒電子獄違系 と達がつて酸

素分子と蹴感す蒸今

(違)こご慧バグ酸酸傷酵素系=酸 素分融 隷 葛慧ハタ酸の

酸撫は 職藝のみでは全 くおこらないが,鞠 の媛存下で

は藷騰な研嚢吸眼がみ とめもれ懇,、凱鈴$慧 ・の作州は

凝癖 榔纒耀層y灘 轟鹸婁諏欝 から精襲Lた オキザ繋辮菌

騰炭酸所棄によつても代灘さ港㌻導か靱 おそらく 難/・の

灘パグ酸脱水畿酵素はオキザ繋醗酸毅穗めて 醗熱繰懸

であ嶺為,オ キザ繋酢酸の除ゑが必要であ導と考颪られ

翫

礁)フ 響ル酸跨還元系 二嫌気的条鐸篤 鳥型菌の 驚導

は次の葉物菌駕還元漢臨を 燃北滋y雄 する・

影 灘)一灘禰く 灘
憲た 鍵脚 擁鷹 癬 欝 擁 護躍嚢鐙 嚢藩 も次 跨翼応を

撒撫1饗鷺する、

㌶∵∴)(蟹)く 膿
研鱒こ響ル繋一ル 姦戴 擁麟騰水紫研結 糞

総

樵れ毒跨藻癒は結嫉菌の嫌気的環境下織お膏犠瓢隼ル

ギーの 奪総欝葦購 慧欝饗であ導と灘颪毒れ嶺



蕊

2.INH大 量 療 法

(欝 鐸 驚$鑓 鞭臨轟醇鍵。心心曜1泰。《}{》〉

臨 床

熊 本 大 学 医 学 部 河 盛 勇 造

雀.欝 甕⑳因標

私共は 鑓縫 核与後の立溝中,肺 結麟購巣申,各 種結

麟臨濃出漉並山 礁縷,及 び喀痩串に隷 ナ嶺 峯欝 ミ濃嚢を

生物学的に定粒し,そ の戚菌を現窪簸 鄭広 く慣灘 婁れて

い愚薫鍵2蟹襯 態分瀧内搬濠と,よ 琴大鐙の 葺N叢薫を投

与す嶺種 溜な方法 とに就て匙核す難職 繊よ洗 穣 薮 の灘

轟な投与量の決定を企麟した.

2。 薫N蕪 内臓後⑳織溝中灘鷹

の 生物学的簸一難淋iの検討

繍麟 叢曲艶醸 等によ鞍報告婁れた生物学的 蒙N蚕蓬定鑓

溝,灘も縦礁賦増雌してつ 鄭あ惹結核菌は低菌嚢の 猶N

鑓よつて,そ の抗菌性を消失す導現象を牽彌 す薦芳派に

就て,二,慧 の検討を試みた.そ の結果.撃 め1濠 敏黙

諮地中獄て鎌 蒸縄結結した菌液の毒藩稀線液に,核 検纏

料を添撫して懲 鐙 鑓闘培結す導変法が,覆 法よ輿 き判

定が灘易で,汽 検査 灘数を2縫 聞短結 瓢懸難事を知衛},

以下の研究 こは專らこの研式を欝いた.次 紘欝…の癒綴

驚溝鐙の 搬Nを 投与 も,菌 潔な特懸後の磁菌中濃変を

繰鯵運も検蕪もた結築,篠 鋳翻後の驚ぶ最臨安定で,殆

ん ど常に織一の成縫を示す事畿蜘つた.

類 実験成粒

難餐2参馨灘経 を凝難驚内膿せしめた藤結核患藩の,嬉

特驚後難漕中濃癒は,甑 轟鵜鑓1癬 及び 縫惑購曙 舗蓄を

栄すも⑳が典鷺約 麟%を 捲め嶺が欝鉱2乃 薫 翫2撚鑓

〆癬 に及ぷ構黙広い範灘 徽分奮婁れて、・る、凱れ1こ対し

て 熱懲耀 分三量を1鱗 轍内膿 した場奮は,《》.1鞭集癬

が約半核を占め,核 高 °擁熱蟹～癬 を紫すも醸 諜約 欝

%に 過ぎない,,

この機な 桝賎 撫溝申菌礎⑳鐘隷譲は被核憲の緯盤と

隷灘雛がなく,難 郵子は一般綜翼干よ穀も鍾簸を紫すも

の求多い.業 鮮菌結検査の 鷺鎌 簸 と磁溝中 蓋}燃濃獲

と鐙購賦多少の州因ぶ艶られた講は興昧があ導.

艶AS・萎獄A・$麟 撫鋸繍°1特の鉾欝が 猶簸立漕中濃

農紅及ぽす影響を検したぶ,鱗 薄の鰐媒おいてそ跨成結

慧異鞍,購 難 学独投蓼載 よ悉撫溝申濃獲が比核約紙鍍

の ものは,釜櫨s鍵 職 瓢よ轟多少の 上昇を羅難繊1融を認

めた。

隷.灘N鷺 の結核結羅 ・膿汁及び聯結核嚇漢中濃麓

灘)州 定方法の検討

阪大堂所結内科勲松氏の際法に学鎗て,鱒 除聯病結中

の韓研物質,瀧 下菌部中の膿及び購癌特をパパイアを以

て溝化,簾 熱轍よつて滅菌 し た後,上 溝談に結て 蟹難

菌嚢を醜記生物学約方渋によつて定鷺した,こ の結処灘

は茎NHの 筑菌難を変紘せず,又A鶯 簿慧N難 か ら生物

学的澱座を霧する 掘H又 はその誘導隷を生頓ない事癒

確め鵡

切 実験成核

輿除子衛州鑓結て衛購約 鱗轡闘臆IN簸 灘蚕む撒羅 を内'

雄せ もめ,切 除後犠濁壁又は被短乾研捲串の 灘N菌 農

を定鍛Lた 処,低 値を灘す毒のが多 く,殊 瓢被箆乾菌巣

中では 難.叢撫鰍ノ癬 以下の臨のぶ大部分を占めていた、

喀蜘1購 磯鍵 も嶽漕中に翫して究 こ鍾穂で譲繍驚慕内

膿州では α2蹴 副癬 を灘した毒のが約寧数で 轍曝蹴 慧

!癬 を越え嶺ものはなく,約 壌購 は 《》.1撚襟集癬 黒は

これ以下導ことど まつてい難。又愈溝申菌農 の1擁 叉は

卸2を 掌す臨のが多かつた、次に2難群類慰分蕪鷺を1懸

載投与した 州で1馬 購痩癖 穣N菌 度は極 鵡 て紙く,

{購 羅嬢!癖 以上を呈したものは約1春%裟 邊奮なかつ

た農

の 喀襲串 獣 董1濃嚢を上欝せしめ嶺試み

購痩串菌鍵を撫菌申結鍵霞近附け嶺学を幾的として,

A賦1麟 総 難藪無韮織難 欝力撃タシぜン等の 轡騰を試み

た結黙,殊 ば蕊藤載よつて喀痩串 継難 漫度緯上欝を部

め嶺綴の多い事を餐轡 得た。

毒.1薫 簸 大盤投離⑳議鎌縫菌

以上跨成菌か ら,掘 難 が轡効漁 串濃度及び病巣中結

嚢董結持す愚に必要な投与量は,簸 凝の症趨に就て轟薦

事が知 られたが,現 在慣州され灘臨のよりも勢灘を要す

導場禽瀞多いので,!難 欝奪瓢篶分黒達 蕪叉は3鷺 に1

蕪内雄特簸菌 茎蕪 藪》蝕 鷹 投与を奮む各 菌講盤に就《

臨床実験を試み鵡,そ 灘臨濠効鱗は,こ れ鱒殺 与量その

毒のよむも,む しろ特鋸れた立中濃蔑特によつて影結毒



舗

れ悉学が多かつたが,溝 特に鍵来報告された 猶難 の講

伶驚の内,精 神症状 ・識立球減少等紅就て,一 屡注意を

要す嶺学を知つた.

欝.各 穣誘導体によ愚大嚢投尊

各量1NN誘 導捧投与後灘立溝巾 禦難濃獲撫研を,

撫難投与時 と沈較した結果,誘 導搾 では最蔦漫度購緩

い事ぶ認められたが,生 物学的會勘菌度の讐続特闇の癒

撰一は結明でなかつた.臨 床的には 獄 難投与蒋に薦作欝

癒承した礁鰹でも 欝騰ル 掘蕪 を含む誘導麓投与に賦

繭え得嶺弼が多かつた.

臨 床

東 京 逓 信 病 院 藤 田 眞 之 助

髄結核に薄す蒸1N難 大量療熱跨鋳櫨を臨床的裟検討

す愚ために,主 としてそ跨X線 所羅および雄菌状溌読お

縫導効梁を従来の鍮学療法の雛購方式 と地核㌔,菰 れ賦

臨床癒状あ嶺いは免疫生物学的猟応に及ぼす影響を参砦

にし,婁 ら鵡 講作用について考察を麓えた。

撫N大 量療法の力式は,主 として 置N懸雛.惑慧(1撫罵

ノ㎏)ま たはその誘導体として 欝 羅s,憩N蓼 璽1襟それ

ぞれ2懇(麟 熱黛1駄慧)を 璽}AS$細1°慰 またはスルフ で

ヅ轟サゾール2帽3慰 と毎 欝欝用したが,少 数縄に$簸,

欝A蕪 とともにあ態いは学独載《,講いた、癌鰹は化学療

熱来施管弼約 欝導州と化学療法既施曾約 欝"鋼 で,x

結瞭にお縫る病型を学研分類載よつて分け難と,漫 溝轄

灘璽(琳 と繊維乾酪型(⇔ が大部分を占め悉が,轡 周

治療研には 欝 型が多 く,霧 治療群載は ■型ぶ多い.璽

癒混禽難 伊)は 初1灘治療群鑓少 な く,灘 山型 ぐA)と

播難灘(鋤 はいずれの群においても僅かであ義、病変
・の核が鯵は初麟濃療群には広羅 撰鐙もの少なく

,盤 溝は

紡麟油菌群鑓約楽数,部 治菌群裟約 鱒 鑓み られ憎前審

識 濃難硬壁鰹濁が多く,後 隷 こは硬壁犠溝が多い,、撲菌

は鹸藩瓢半数以上,後 會に 鱒 鑓認められた.

瓢れらの対照灘 と㌧て は,夏NH甑2蟹 無講慰毎戴レ

勤AS体 縫,藁NH泰.2蔀 護翼 遡21ナ 難AS毎 欝,$絨

遡2難 ・PAS毎 難および$賊 週2縫4NN逓2購 ・

一撚.$毎難の初翻濃療劔総計約2春 鞭鰐 を欝いた、 菰れら

轟露武の症例は病型,病 変搬拡が鞍,塞 溝あるいは結菌

⑳轡結など賦ついてその 撫 改群騰麟 がかな毒ずしも

一数/。ていないので,主 と/。て病型懸あるいは欝澗型懸

などにその効果を 黛騒大量療法纏と難較検討した.臨

床効果の判定は学研 の経過判定蕪学に拠 む,撫Nと そ

の誘導鉢との総には,そ れぞれの成綾を検討鮎て藩Lい

差を認めなかつた跨で,濁 奮を一括 して考察瓢た.な お

ここには本年1鐸 末鑓現在で治療講始後縮カ月奮で鐙成

結について,治 菌鑓婚後1爵 欝,$カ 月および 繕カ月に

譲いて濤菌前と鰭較Lた.

窯ずx線 所見改善率として肇特度お よび著醗改警を

と纂と,鷺 型 では繕カ月で,初 繕大量群 とs懸 綴NN・

PAS研 が最も叢好で 齢帽淑1%の 改善を承し鮮ついで

姻 縫 普議量毎羅灘,講 悶轍群およびS麓 第櫨$灘 褥叢ば

1難 猷× 黛春岬$0%,霧 鴻療大量群ではS%の 幾驚結であ

愚.《⊃灘 ではいずれ鐙方式 で も改轡麟 韓%賦 達しな

い、♪

叢澗漁の津移については,透 兜濾失,す なわち結状化

濃縮飾ないし充塞の状態賦達したものを蜜洞醗核 とす難

と,講 凝壁犠澗轍おいて,瓢 ナ 翼N難礎AS研,獅 戴大

量欝および 羅蕪 ・薄遜量毎 難群は蘇力欝で懸鎖本ほぼ織

黙く 輪岬騨%で,そ 鐙櫨の成績は劣添が,再 治療大壁

群 でも欝%の 閉核をみた.硬 壁塞溝調は州数が少な く.

紘核核討が麟難であつた,

治菌申む悪駕は,樹 麟大量群では§纏あ難,う も$溺

は灘撫難纏膜炎で短期闘で軽快し,樽治菌大量研では12

鯛で,塞 溝の撫現職いし拡大が多鰐講糖 と因連があ鴇と

愚われ難,塞 澗の繊現瓢とに結核腫の鍵濁化は 夏NN使

州州に夢く,甕 濁の薄壁化も 董NHと 灘連 を轡す燕よう

であ数、

雄菌状況については塗抹および培養でいずれ毒陰挫化、

した懲のをとつて菌陰性化事としたが$澱 弓NN囎A$,

掘 鷲普通縫毎縫および初鱗大量跨餐群が叢カメ彗で 導む岬

劔%,難 搬月で 緯岬1轟導%の 陰性イ鉱を承もた、研轡 菰ウ

いては,初 繊大畿群饗蕪力欝驚核菌をつづ隷た13鰐 串

曝懲 ぼおいて 脳N醗 雛 が1～ 憩癒 襟に漁騨した瀞悪

化はみられず,部 治療大難群では灘盤上昇綴が多 く,悪

化州は轍の灘性上罫に因達があ嶺とみもれ犠臨のが少な

くない。また簿濃擢大量群賦お い て,治 療騰始結 鋸銭

耐機鰹は蕪露月後 に 菌畿懸撫本 謙%,x繍 響見改善学、

欝%で,雛N難 研盤鐡は姦もに蔦慧菌良好であ愚.

猶蕪 大量療渋 の 免疫生物学約猟臨に及1叢す影響をみ

薪一菌 として,ツ 猟憲,熱 囎茎鋤r登鞭織)雛漁蕪 赤生球凝

葉漢応および礁漿蟹縫償分翻 を経過を滋つて州定した

が,前 二灘 聡は一定緯変動が認め鉱れず.立 漿蛋1撫欝は

1力 鶯後にすでに正常撫へ畷 醸 跨州 霧がみられ誇 寮



37

月後にはすべての分認が蕉常範鎌載鍵うてい導.

蓄N費ノく黛療濠の灘作薦1訟1購1と 讐の 誘導蘇おの灘

瓢 よ織毒んど叢なく 逮騨1治療群 澱%,。 蓄琴濾療群 詑%

鵜み毒れた・食鉄 蓉搬 ・悪心 ・畷醗そ導惣饒緯欝 馨隙害が

多く,つ いで磯阪,知 鷲翼常など跨紳経隙霧,撫 擾ない

戦 醗瓢などがあ鞍,発 熱および黄溶がそれぞれ/擁 琳であ

騰が,爾 作欝跨ため治療をぎ極熱もた醗 よ 緯 侮であ葛,、

鐵液湧懲 こついては,搬 色素疑,赤 漁球数およびド礁 球

数を灘定しだが,/帽 慧澄慧 紘蕉常麟慕戻 灘纏露があ

勢,と く載漁液織の繋常によ愚準(/メ毒はなかつた.肝 藏

就後聾とLて は,難SI》 試験,盤 購 の戴職指數および高

繊猟鷹,羅 癖ウ繋ぜ饗ノーゲン畿どの後査を謄い発しい

I/機能灘警 を認めなかつた。譲た尿蛋櫓検査紅おいて臨

とく紘繋常がなかつた.響 購および神総障欝紅対 もて獄

禦 纐 こど穿ミン1態 を灘い,懸 編に蜘黒があ鞍,と く

鷺!1侮 に難効を認めたが,耐 作灘の防!!濠 いし濤療蚤煮

は!日 縫 濁一灘 難驚 以黛薫 翼す導ようである,

以1ズ)ご 為く 熱蕪 大黛療滋ミは霧しい論撫ぎ響1なく講い

弗蒸§効なノぎ漁であ愚が,以 ゑは濤療灘始後藝力鶯まで

麟成績で,現 姦なお溝療続行1勲な緯で,嚢 カ月ま饗の溝

就轟登鰭幽だご〉で瓢論縛・醗縫顛欝尭い、

病 理

九州大学結核研究所 田 中 健 蔵

て研究織鋤

膿結嫉病繋に燈す嶺 烈鷲 療法の影響が,現 窪広く行

われてい導蝦鳶1灘畿糺,よ 離大 縫投与 した灘如醸際あ

嶺かに灘L,藩 隷 して病理学的に後索鮎,繕 謎投 ㌻鐙

濾縫を検討す羅叢轟を蹴 受読 す蒸.

鰯 甕方灘

滋為して鵠結核症繕繍治療鰐轟意び鑓黙爆未使騰擁 欝鞭

鯨 こ,瓢 薯1を 瓶撫0湊ぶ灘 連日投盤し 〈戸鵡 登蒲 滋び

賦1欝 響離独》,3細5が!後 鷺燐除された礁鰐につい

て,病 理彰健≠的検講を行 うと妻繋瞭,籏織化学的,生 化

学的に 黛,慧 跨後講噺行い,勤 物鴬験をも併せ背《〉て,

駕療 濠難穣 こ1搬1慣 購法 と融癬 難検講を鴛つ鳶、

£瓠除懸結穣輿病⑳形態学的辮競⑳検討藁

葺撚三までに講除された症鰐碁慧おいては,縄 焦炎の溝縫

慧轡鑓で,難 駈撲糧胞結節隷も顯状萎縮,遊 離撫,隷 維

艦,硝 予韓等が認めもれ,日 譲胞のみが遺蝿している場

禽もあるが,線 維紘誇懸織がや 悪簿 灘な蓬躍鴻 あ難,

塞憾 熱 癩 軟/紅繋をド∫す孫被包乾酪熱 こおいては,漆

癒擬i森1の1粥沁 霧禽と然 らざ葛場藷とがあ轟、乾酪蟻が

肉談i、鱗こ柔らか く水分量麟;ずみ,病 縫竃管枝接禽部は浮寒載

性で,毛 線織管の辮篭充織の簿1}嶽纒が欝く欝靴齢漿潜

への好中穣.繕 識球挫継臓浸灘鐙齢闘琢測 もある.ま た

井讐翼鷲鞍膜内縄綜磯馨ミ麟膨成の認めもれる機や,婆 ン

バ球浸溝 を浮彗蹴管辮生轡を認め孫繕 もあ灘,震 た接含

部が舞特顕生肉薄北L,誘 導気轡検は漁管斯生,円 膨細

胞浸綴を浮う肥摩の認め鵡誉れ導鰹 もあ灘 欝 日性包懸 こ

対す鞄 学勲 凝藝稱ではな、・、

凱グ)ような薄罠 は 峯N蓬竃大敬藩蕉灘 蝋外曙 じ嬉療灘 嬢こ

おいても認められ愚が,濤 癒鬱態磯特異幾について,!轟

種翫学療漁鰹と離翫検討をむつてい惹.

£緯織化攣的検婁嚇

1醗1大 鍛投与後の切除糠緯鬱1病巣について,窯,3の

綴織化学約検討影管い,韓 灘巣軟 此融解時の糖筑 灘嵐

性膜繕胞⑳苧バーゼ,カ タジーゼ活挫に懇して検認もて

い翫

£病輿内題⑳検討誉

鱒除藤病巣 よ鈴,結 核藷瞬 轄養を脊うと爆 こ,灘 光麟

微鏡法を灘いて離織内艦鱗藏の後需 を行つてい蔦.

現霧まで跨検索では,キ ル鷺ナー稽塘のみでか導う慕

て増獄す孫ものもかな 鯵あ導、

薫乾酪簗鈴灘解畷鞭に問す燕検馨嚇

繕鱗鷲乾酪物翼に 至NI1を 静./紳!y窯 添繍す導灘み

瓢は蟹ド1分解は{寝 ζされな墾㌔

また乾酪物質を騰庵鞘 獄}縷rに 響入し欝これ裟対す

添認織猟応を検す葛と,嬉 養しう轟蕪を殆んど訟寳しな

い場奮には,球 応の 主体は 擁鰍 欝漆鳶る好串球の漫溝

と,モ の僚 慧おけ纂灘織球献1癩灘心増驚,線 維藩細 健の

増生駿冨 慕であ鯵,3が 馨総櫛観察で,坐 く融解吸攻灘

れる嚇齋,鵯 曝ず1二す嶺穫鉱 乾酪巣の遺騰或い1よ癒轟簿

成を認め騰場会等があ り,加 熱 した韓灘物賞では鞭壌鐙

遅疑す騰場壽が磁い、かつ 繍場蟄/0ぬ耀 賢麟 麟慰灘慰投

樋 こ激つては,融 解阪叡に著鹸がない、

騨除糠轄縷病難にお糧く も,乾 酪熟簿融解隈叡鍮とし

て,。1ま して嬉串鰭浸灘を、認め愚場餐と,轍 鯵疑 共に

緩職球を認める鳩撫葱,ヤ 悪して織織球を認め騰場 禽馨

があ1夢,これもと兼に織漁管跨滋入織を認め難嚇 無もあ

裁、

乾酪物賞の走源繋蔚葱レ ぐの1鴇 撫 紘礫総酪物黙 こ燃



し,灘 状韓耐 蟹ではや 醸発嚇で,こ れら紅1欝1を 轡

膚せLめ 導鵜 走化鰻慧 や 騙寛進す義が,叢 れは緯漉 球

の運覇畿能寛進によ嶺もので,漁 中に 穣叢 を添撫す嶺

訟,露欄鐙 γ宇認1こ おいて最懲遊走速慶蓬菰窺進す葛、

軟総熱 こは水分こと裟 爵露水の増癬,漁 齢場 鍛,欝

蟹の減飢 総窒嚢量の減少,磁 の減少等が認められ難、

麟群㌻購に問す轟検諭

大量投与の際,臨 庫轟 こ最毒多い麹作矯は1轟紀器系の

核轡であ蒸が,神 経系,滋 血臓器に対す嶺影響 込等齢 こ

蟹Lえ ない.鋤 物実験的に大量投ぴ㌔た際轍麟 矯 趨織

学的漸蝿について,現 在検討を實つてい導.

傭 蜘

薪懸所鼠の経騒 と,勢 除肺所見とを薄姥す導と,周 焦

炎案小灘欝臨繕巣織対す養繕響は著曙であ導が夢嬢溜欝

大な犠被包韓酪礒裟対す孫影響は発購な場禽と然らざ蕎

場舎 とがあ為.化 学療漁鐙影響は治療麗始時の病漁に密

に灘猟す導撒とは驚罎聴等鐙認め愚ところで嚢また駕学

療法州の黛撮共に期潤懲問離であ嶺.病 難の組織学的簿

鑛 瓢とに接禽部の所発毒治癒形健とは轡な導灘連礬三を霧

するが,菰 櫛点に 田1亙大量投与が如纏な導影響 を与蔑

嶺か,ま た乾酪巣の鉄鐵融解,嬢 澗壁の溝浄化が,大 量

投与賦よ鞍梶進蕊れ犠かに腱 して現窪検討串である。

要す愚轄,1欝1に よ導健藤作購 と共に 。特異盤炎が

難特異繰炎瓢瓢て奮凝雛壌死 であ孫乾灘物蟹に講す導嚢

物処懸機転が鹸調 礬れ嶺場奮,懸 猿 が如無な養昏繕 を

窟し,竈た大量投与跨必要娃があ悉かに纒し灘 蝋 。縣臓。

癬繍灘懲繕紬 簾蹴隻o撚無雛 の概念のもと載後認し,報 黛す

導避簸であ鵜
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3. 結 核 性 肺 空 洞

(5月26日 午 後1.10～4.50)

形 成 の 機 序

国療 刀 根 山 病 院 中 村 滋

われわれは購魯鐙臓 難霞験的瓢礪めて爲帯綜塞灘毒を影

譲せLめ る弩案し,た びたび報告して来た,そ の概要を

要約す導と,/)触 核鐘で感窪もた動物 鐙 糠内紅離嫉薩

灘奮薦 を流動バ養ソぐン ・騰愈ジ。ノ琴ン鵜浮灘せしめで

鷹接注射するかズ慧 総いぜ瓢一ル管を灘いで 議管支睡 礁

注入すると殆んど儀/嬢こ空灘が膨成される、二次航織と

しo結 核薦群1拶難縫 燃よ浮瀞液を縫1い導嘉噺 縷緯彩磯

毒購蕎しく紙下寸る,の ∴次枕畷の 結核藩として瀦熱

鞭蕪又はぎ曇嚢或は},レ オー導越夢難によつて畿したものを

稽いても懸搬な犠澗が膨/浅され悉がその率は穂紙いβ)

撫 慕㍑欝難 灘書法に従つて糖・核菌体か ら紬出した流動

バ笹フ球ン隷緬～液 を絹いで も犠洞 が形成潔れ灘.毒)

乱麟鑓轄 の方法によつて分離㌃た購質に よつては蜜溝

核藩繊婁れない,蕪)F磯 無の方法で分離した 婆潔鎌禽

癒粥い嶺訟極めて趨離に臓つミ鐸期慕犠濁麟形成 婁れ翫

麟 戸田の方漁で培養濾液から分難した 蕉資紘よつても

嬢澗ぶ形成され灘 の 卵嶽アルゾミンに よ難抗猿抗体

簾総を鱗内で惹趨せLめ ても嬢溝が形成きれ鵜 その際

貌捧斎難働釣慧移行せしめて愁耐様であ導.緯 これら

の諸物賀の中,結 核斑麟,ツ ベルグ撃ン発幾,卵 爵ア掛

ザミンを灘い灘場合は欝め感作/!ぐおく鳳為ぶ灘溝形成

鈴必題条件で あつて,感 作を欝 くと{糞澗は瑠成警れな

い.の ツベル摺}ン,灘 一チゾン等に よつて 感作耐

歓予め號感作処縫を管つた場禽には餐澗膨磯が或葛程農

羅止婁れ難/の 惣 一ル酸麟 虻1ア 馬ブミンやツベル

タ婆ン識藁1に結金せしめたものを講いて亀獲澗が彩成 謬

れ羅.菰 れらの諸成纏から繊 こおけ嶺嬢穿織こは糠繊内に

おいて隈局性にアレルギー猟臨が起 鷺導叢とが難饗な饗

麹であ離,鰐 も熱 鷺乃至饗潔蕪 慧を串心 とした蜘鎌抗休

演臨が主役を演雛ている二とが1讐弼 かとなつた.鱗 の轍

漂柔蜘 こ駿 燈発蜜してい轟ので本シ・ンボジアムにおいて

捻滋為もて喋澗彫成の経羅罵ついて述べ為こ8撒 す難、

予め結核蒸で感作した家薦の糠内慧結核藤を注窮す難

為暮時総懲 こはかな鞍争数齢ジ1血球,膨 難総胞,単 核細

、麹を奮んだ鹸い細胞浸灘がみられ嶺.騒 時醗後 には変

靴は測に懸強L業 液睦灘鐵も礬しくな 辱,中 心部では搬

鵜1癒 球が蓄磯に増擁して)鞍る、 雲欝後賦は霞寵蕪が著

(〈 浸潤してい導部分には懸 こ小壊死蟻がみられ導.こ

の頃から類上皮細胞が急速鑓増加 して来 る、婆難後には

分界線があらわれ。この部に聾銀線維の増懸が盤 ま導、

7日 欝 こは購らかな譲死乾酪慮がみとめられ,懇 鑓畷

から融研が始まつて 蕊～齢 鑓で蜜満が彩成せもれ導.

正常家癒鐙齢内に結嫉繭を注射した講禽は感作象菟に麹

較 して変撫の進み方が緩徐で惑鱒翻懲 菰は軽度の浮膿,

少難無〉学接細健の浸潤があ導の み であ導.鍛 一45時 躍

後には変化は徐礎に選響し又霞撫球も次第綜場撫して来

蕎.?日 後には総胞漫潤は率隷懇轟廳とな蓼,憩 漢後には

類上皮細胞 も場灘 して来農,欝礫 後には申心部に壌蕪麟

みとめられ蒸がその盤農は性い.30難 後には壌斑は明健

とな 離分界線臨あらわれ,次 第に融解税薄して憩縫後に

盤溝が膨成 され萎.い つれの場舎において臨壊死樂は灘

黛主気管実の醐糠部から融解 して行 くのぶみとめられ纂.

結核藏をビ隷一ル管に上つて気管支内に注入した場禽

噂核群懸欝経遍をとつて雀澗 を形成する。、倶 しこの場齋

は敬窪牲に生鷺た小壌死藥を巾心 として変化が進費し夢

一一定蒔期に達す孫とその間に舟在す愚正常鑓近い総織惑

共に軟化磁解す薦鱗撫があ鯵,又 搾感作の場禽 γ灘以後

変化の進み方が蓄しく速 くな孫ようであ萎、膨成 婁れた

蜜濁壁の性状華こは灘蕃の方法裟よ碁差異はみとめもれな

い脊

予め感作窯兎に騰感作処竃を費つてツベルクリン潔応

を減騨乃至溝夫せしめた後に結核題を繍内に注劔す導と

犠溝の膨成灘濤瓢 下す纂.甕 溝が形繊 警れなかつた場含

の 馨難 日後の肺は類上皮細騰を滋鉢とす嶺繁殖性病変を

呈㌃,そ の中婁こ璽核細胞,形 饗総職,搬 撫球馨を混欝て

い鵜 又騰 離に継葉大或はそれよ鞍稍大ぎな壊死巣淋み

られ導が尚多少の齢膿健を磯している所もあ靱 饗鵜は

一般に軽嚢であつて顕微鏡的にも雀溺化の鱗 磯は全 くみ

とめられない鞭

海獄を用いた場膏亀問/隷 うに犠溝が形成せ られ導。
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Lか(鵡 の場禽は家薦を鱗いた場金裟鷺ぺ難赴塞濁跨膨

戒率ぶ紙く潔講被鑑乾酪藁の膨の黙のが多い、海璽賦お

いては一般鐙線維の形成が攣購から強 くお叢裕窒麟膜の

肥羅や癒根を起菰す一方,騒 の病巣綴灘に藩轡3な結脅織

の場殖がみとめられる鶯即ち海嚢はおいて塞溝膨威率が

紙いのは旺盛な線維膨成のため瓢壊死物蟹の排黒が妨げ

られ犠ためで毒あろうと愚われ悉.

各灘鐙 二次抗顧を絹いて形成された犠澗 を鋤較す導

な,撃 ボ熱 璽こよ難蟻鈴は結嫉灘 壌を爆いた嚇懸謬空溝

に類獄(,蜘 午を灘いた場禽の空溝峯瀬騨 げ 篤ヅミン鵜

よ慈盛溝に戴てい嶺。 こ跨こ擦よ結核とい う膨態学的特

異難ぶそれ懲 欝確でないにしても或る程変その特徹をあ

繕わすのは繕核薦の持つ擁物か ず関1罫するためと考えら

れ鵜

以1鱒 館 ぐ蟹国の羅餓 こ讐レ胤ギー驚応が翻与(べ い

騰ことは継織醗鑓の上では証曙す濤胤とが鰻難であ轍叢

しても,方 撫撫1穣瞭fめ 麟 餐を行つて麟 華ぱ嬢溝翻 難麟

率が暴茜 く高 く蹴ること,そ れ自韓感作能力を欝たない

死麟爵ツベ穐鑓タン蕪自或は灘郵駕ハもヅ ミン等では感摩

を行つておかなければ喉瀬漆1出来嶽い纂と,醗 麟を処醗

を行う証撫溺の形成率が,無 下す灘二と等で購らかてあ

る、又鐵 国膨成の経過をみても感作を行弗た場合には,

学熱 な塞ll嚇1彰成せ ら建胤,叉 中ポ戴ギ1を溝いた場膏井!麟

!㌻の家蟻では犠溝形成の時欝!がヅベ膨坦 タンアレノもギー

ぜ総に要す導難1礬だけ蒸懇頓し 蹴 アい いギー釦が羅ボ療 と

思われる績かも変艦が急遠1菰違行す導縫 であつて,訟 撚

ことからも塞澗 聯成賦おけ懇アレルギー撲慰の糞饗鏑を

窺い知嶺纂とが菖!来灘であろ午

病 理

慶 応大 学 医 学 部　 影 山 圭 三

1。 藩楼性灘空濁⑳根理解舗学的定題に就℃

諸題の肉茅騰難炎疲の中で鐙結鞍鉾織 織櫛 膨 》特殊礫

癒縛瞭し,結 核性翼縫 溝を次の如 く定義㌃た、羅 ち,結

核性髄嬢溝おは,壊 死纏 病の軟化によ鞍,灘1綴 管典か

毒研出慕れて生 じた綴織欠損即ち潰療讃1内健を禽す騰膿

内結核病巣であ導.

翌1・繕核盤灘窪濁⑳形題発生(獅 難識1辮総驚)に 就

1)実 験的叢溝⑳膨態発生

入鐙結撫 齢 聾窒溝 の 発生過程を追求 壌・愚一墨段 訟し

鴫ll瞬 法によ嶺生,死 菌難瀬を,騰 ル騰撃卦,及 び蟻

兎の藤に生ぜしめ,そ の彩態発生を吟瞭した、

の 壌難の発生 蒙騰ル騰寧》では,入 に総られ礬様な

凝懸壊蝿(乾 耐 紛 を生ず添が,家 兎では寧ろ膿瘍型(液

轍壌死)で あ 鞍,海 蕃共,一 定時日の後類上皮総鞄を主

とす墨病後中に小壌死巣饗働讐,之 等が數麟轍含して病

巣閥に存在す灘健康糠繕織 をも食めた大根死巣慧急激拭

発綴す碁。 凱の現象は,小 壊死墨の部飽,熱1こ 懸内撫流

終を検討 した結果,最 初に家檎懲環驚鐙閉鐡 こ因蓼繁i漁

性小壌妬を生鶏,次 いで更紅之等の中継緯の太い繕環路

の溺鎖ぶ,大 根死轟発生を褻すと考えれば,容 易紅理解

慕れ嶺もので肇この鱗舞,病 巣 と云 う異状環境に於け猿

欝働 所核の駁縮が,撫 流の醗鎖を来すもの と薄颪孫、

難)軟 撫(又 は液駕)の 磯転 鉱歎述した播鹸 斑漿の一

灘に既に綴織の崩壌懸が認められ撫事から,壊 死ぱ引続

いて,軟 撫現象が働ず愚も跨と了鱗 され感.軟 撫部には

毎常好申隷及び単接球の存寮が証購譲れ馨ので,轟 根総

胞の酵嚢作絹に霞嶺壌死織織の灘解が,歎 翫の黙要磯撫

と考える.又 軟化はi膿常気管支未蟻州 蒙鷺に始霞導.

の 溜 ピ 軟化によ琴,崩 壌 もた総織が瀦注気管支を

羅て舞田 され,組 織欠損麟ち灘瘍樵内健を膨成す番《　⑳

で,溝 化は学紅物理現象として懸解される.騰 ル備ッ墾

は,窯 薦に比し難溝が曳導難い畿大の礫織は,媛 死鎌跨

・山生状の科澱 が,内 容撫簸 を羅難な曝しめ蕎た めであろ

う.肝,轡 に糠欝様の処羅をほど二し灘濁発宝を試みた

が,壌 死は生篶たが濁駕は総めて鞭難であ靱 溜撫講最

癒要懸子が内審鱒麟糠 であ導事め跨証を得た、

の 入跨結核韓摺礎 溺の彩態懸翫

多数の触後蝿並織騨除糖州を対象転㌃て検発したが,

こ灘様な縁科鐙中か鰻 訟実験鵜餐灘 鳶魏馬 たも(勝は得

難い。然し生ら,そ 跨発生過軽は鋤物ぬそれ と縁横載黛

論し得 葛、灘毒,騨,轡 紅於締る簸撫幾硬塞,弊 群出慮

屑艇 窺,脳 献撫聡,及 び心 鱗痩塞等 と比較検討もた綾

葉,入 の結籔病膜撰》壌戟1は,病 藁1嫁 つで1蕊じた懸 憶

織流環畷に於け薦繋轟環餐学碍に山萎幡5職 ・中嬢 死として説日糠

さ熱,軟 駕は好中球,挙 核球め薫ジ1黛解酵累f努田叢よ灘

も鈴と響蔑騰のが妥当であ蓼,滋 こ溺紅は郷 も簸駿物質

朔灘除によつて瀧鷺た譲織欠撮篭徽幾ならない。

鷺較紛小さい敏奮雛朝 翼ま病 懸,蜘 こ各搬跨ノき さを§

す導多数跨乾醸嫌跨 連続騨 勧搬 献に 凝 タ,繕 査(謙 癖

搬,軟 ぎ島 洞韓鐙部位 蕊譲管 嚢翫鐙闘に療めて蜜接な驚

係があ山),病燃{鶴 の鋳 叢翼 梅 、垂灘,病 繋輔発惣 こ於け
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嶺瀧注気管支病 変の轡無藁 鵜 難慶 で あ葛欝を再確認し

た

翼乱 繕核縫繍窯澗⑳燃農拡火に就で

結核馳樂瀬では,儀 管支灘注部裟於け嶺病変漆馨,簸 鵡

鐡著であ導事は云う叢もなく,既 に数次に藍つて報撫 し

た灘警,東 京都に於ける行政解州擁申⑳初発騒繕核癌繕

(1黛鞠 董磯窺綴無α鵜蒙韓1$に 綴滋)の鵜磁病懸としての鷹

澱厳展(δ搬武轟こは,黙)憲 として 灌注気管支の方1趨こ拡

夫進繋する型及oメ,難).柔撫 して 紋膜州懸に鉄大 して行

く盤賦大麗され,演 欝が蹴問約に多い鷲薫は,既 鵜多くの

入紺によ嬬鍵戦されてい孫遜り,撫1繍 鼠襲,拡 却 瓢縄す

導瀧濾気管支み 輩嚢な撫構を宏 壽ものであ導が,難 削撞

難鷺叉はザ磁 を年しての1～彗麟颪の蒸獲も,馨 織 残懸燕い

事」藁であ孫、

貰v。 結楼性聯窯濁の病題解割攣的分類

結核難糠鍛溝綜は,病 期,成 鐙,壁 及び内健の性鉄,

大嚢姦,部 盤等の観点から,種 凝雑多な病理解鞭学的分

難並に名魯が与えられてい嶺ので,之 等衡総締的に分難

提ぷして浄之に関す嶺私見を述べる.

v.織 核性繍空濁治癒過題⑳病理

結棲挫膝寮瀬治癒過程の病理に関㌃ては,故 欝木車選

教授の郷 越所寛麟として既載鮮細に報告した鐙で,今 耐

隷その中かち,総 論的事贋に就て懸述も,そ の後経験 し

た羅放幾治癒纏及び所講n曙 説1聡 ミ脚 熟撒磁y紅 就《

鷲隈諦 猛解 を述べ,問 敏瞥濾癒にぜよ,閉 黛山讐輪 繍 こせ

よ,空 瀦鐙完全治癒は現霧蟻轟博甚だしく低率である事 を

鹸轟したい。

臨 床

大阪府立羽曳野病院　 山 本 和 男

結後蔭三藤犠溝の翻 撫菰関す難灘懸を鑑学療灘蕊拶陶礁

において論ず感,

堂野蕪教授及び演蕾等は,灘 灘融)治 療効蟹に総撚あ鯵

と懲われ灘諸蘭 月を撫舜鮎た結馨ミ,嬢澗ならびにそ翻繕

麟の較状が特に灘要な問熱のあることを認めて,嬢 澗 を

x線 学的鵜蕪型賦分額L,堰 溝の璽と化学療法の効果等

載ついて蜘 こ部告/記て寒だ

今露磁よ新しく発凝搭れた齢所耐結鞍病型分類なもぴ膿

病も幾判定 篶学に拠弩,こ れ識で跨成綴を総辮もて以下搾

灘序で述べ嶺ご吾

/.ま ず婆菱満搬型懸1凱化学療法認〉効 蟹を穣認緯点よ勢

検討す導,嬢 溝の治療効瑛はその灘によつて欝購菰左轡

婁れ難、郷も,非 硬駕壁犠灘跨成雛は瑛静であつて,中 叢

でもK議 舞硬撫輪状嬢州の成繊 よ最優秀であ難治療 鱒

力慧後その約50峯%が 藷山臨毅欝を示も夢K1》浸灘鍵申跨

難溝 総 塞溝撫結核騰之に次 響,翫 藩硬鶴多藤墜瀦は

やや鴛嶺.硬 撫壁犠瀬の成雛は蕪だ不幾であつて,N菰

硬瓢輪状壅溝の著畷改 灘薫灘か数%に すぎず,Ky硬 鄭

藁中の肇溝,1鷺 鍵傷多房空溝にいたつては轡刀改善1激

藩無であ鵜

以。熱の結果か毒みて,犠 溝分類は澱療効 黙の予灘 こ充

分載鰯耐醸があ懸と欝えられ,震 た駕学療法鐙犠溝に対

す悉効黙態輪 徽際し1無 蕊暮難犠灘1懸 構鍵 為しで麓溝の

灘を戴視すぺ 礬であると灘われる、

なお40才 を界として高生壕日瓢な難1慧従い,硬 応壁犠

溝魑増泌し藤硬化壁嬢溝は滅少す難績懸がみられ,諜 た

篤年者では1磯一甕澗慰 こお識・て も乾学療法の効果は蕪軍

麟 こ競 し劣る叢とが認められた、

その鱗,察 溝型のx線 錦 誌 切健肺毒減 の対燃 こつい

て若峯触れてみた㌔㌔

2.各 種化学療法の犠潅紅対す嶺効果を競較す悉。駕

学療法核5羅 繊N肺 ・欝A5慕 蕃欝用,5蟹 礎A5併 州,

璽N日礎A5轡 罵であつて,1欝1を 毎 鑓後灘寸墨もの 為

欝撒織 叢使肺慧す難臨4>とにさら載分けた心以 靴5種 類⑳

轡罵療法の効果を懸一犠溝型につ㌦・て沈較した鋸 嬢部

の藷鱗改善職 畿ついて各療法間賦ブく差をみない.

犠溝の壽題聡改轡は1.甕 濁遜亮影購全く消失して線験

刀 謙索状陰影となつた部禽(線 状化)と,瓢 叢径1鑓 驚

未満の濃縮化陰影を示す場合(濃 縮撫 の を含んでい羅

ので,沁 療灘 叢よつて著明改善の鷲力に學欝違あ 鯵や蒼や

を,盤 山溝の線状化す嶺毒の 為濃縮化 敬に な愚臨のの鋤

率をとつて各療法についてみたが,そ の懲 こ殆ど差異を

認 めない。

次に,璽 洞 鐙所講濃縮 く提罷 麹 ぎn以土の濃部化健

影 を来す臨鐙,濃 縮化 舞牽充蟻)が ど跨療法によつて趨

蓼易いかを鋤核㌃たが,穆 れの鎌灘療法において臨その

憩%醜 後が所講濃縮してお蓼,そ の間織あま勢差異がな

擬㌔

灘らに,乾 酪物難の融解研除を臨確的に検討す導国的

で,結 嫉臓が選亮化Lた 場含とその長径が1ド2以下に縮

少した場合を乾酪物質の融研欝除ぶあつたものとして,

各療法轍ついてその繊 贈 講ぺ淋,3麟 葺織 徽やや轟融
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慧みもれたが,5澱 畷》A5欝 灘為1欝 蓬を念む鍾州鑛法

鐙鷲に著萌な韓違は撫触㌔

以上の成縷から.箋 濁賦澱す犠化学療熱鐙効懸毒識総(。

鴫 各難欝構療法総鵜量的鵜大差を認め難く,蒙 た瓢 蓋

毒 鞭轍 懸な毒びは 蟹蕪 毎日鐘糞1と1蕪日 購繊擬欝//欝

載臨讐(転質的な絹違があ導8震 藏ちに織導難いよ饗であ

薦豊

蕊 塞溝の藷穫敏 灘 畿病難学嚢勺治癒は勿論,臨 床的濤

癒を必ずし嬉意瞭するものではないが,樂 溝鐙線状駕は

織縫治癒に,濃 縮韓 隷はそ轡 穂段階或は懸鎖性治癒は

懸応す巻熟の訟考激られ,謙 た空溝の著轡ぼ改簿に鋼達 し

た疲繰 慧ついて惑艘3暮 ウ簿ll貸 の 僚の応 醗を藩跡Lた

結 隈そ麟メζ勢数婚糠 好な成難を持続Lて い悉叢蕊を認め

た、

次に・撲溝 撫躍後建生濤業鎌瀬 熱織 に購 戴 副てo鯉 雛

簑場撚1糟 茨ぴ浄化犠溝鵜つ㌦・て考察し空溝の総移と・擦

療中結核慈の消慧賦つ㌦・て叢ぺ導

叢らに,部 注気管粛跨状態 を気警寳薫影法織よつて核

討Lた 威績綜ついて繊鐘鼠紅触れ鳳

4・ 最懲 も 生 織譲雷するイ慕学醸法の鰻購瓢ついて礬

鞍 し 榔鈴療渋がy鍵欝 謬肇購,外 桝療灘への転換蒔鱗等に

ついて鴛及(た い、

臨 床

東 京大 学 医 学 部　 長 沢 潤

結嫉鷲擁塞溝の臨終ミに醐す灘諸題題め うち,特 綜注日

欝壽縣 も戯 欲濾療 煮そ鐙成績をム三姦する謙 慧許鐙灘灘 齋

あ穆駕 われわれはこの間懸を諏鯛翫げ.一 般約考寮を

簾颪灘と撫 ㍉ 治療成績に影響す犠譲鱗チのうち,特 縫

醸鰹的醤子賦鷺点をおいて研究 を進めた.

(1)結 核慧戦礫 灘 こ対す樹 総療 法の効懲翫凱れ1課 蒸

響す燕諸鰹予

灘　謬治療方法 を背つても,結 核性鰭犠灘の漆療効彗匙

慧必ずしも一横でな く,瓢 繋グス線写爽鬱よ導空澗緯肇

状(州 灘 灘盤溺壁鐙摩薄,糊 懸響畷 織跨状態等),年今,

螺綾串結核戴の状態,ぎ研鷲轄核繭発縄鐙奮無等載よ導撫

響をうけ難・難もわれわれが東黛大学賑学部藩1揮騨濠,

東康療養蕨等の諸施設鵜おいて観察(。得た,欝 擁 かなる

鞍嫉盤腿 顛繕を懇も,化 学療渋 を懸が 糞繊黒継 続施行さ

れ・観察難辮場/年 以土鐙症麹5鐸 余州紅ついて鈴成績に

よれば・化学療法を日標と㌃た號結核跨病難分懸(文 麟

欝懸学研究費 山脚化学療法 に よ 愚結捜治鍮騰転轟欝究」

簸)で 月硬 化輪状空澗 と灘 麗れ導ものの治療による好転

毒は 覇瓢 浸溝巣中磯 空瀞難 懲 凝 嚥 も概樋粥嶽慮1よ

磁 覧 非鍵駕多募擦1婁国跨 好転灘2藝%,饗 耐轍結鞍騒の

好転離 鑓%,醗 応輪武囎溺の聾転事 灘%,鍵 臨鷲/∵》

盤溝鐙終転率 慧!%礎 応多騨叢澗の好転麟繋%と な華,

馨歪脇 か鐙塞溺の譲簾効果が曽購 謬忙撫 賦 琴難導ことぶ

分翫 又年令的撚懸 をみ犠に10幣 欝 .搬こおいては藩避

纏 蟹 国脚4%識 日 警麟 こおいては鞭 縷 蝿 が

蒸研%講 春一鱒 隷 おいてはメH州嘩 鰯 が 州 熱4ざ手一

4攣 才載おいては鞭 耀 犠州 渉聯% ,馳 田 賦 お

いては藩灘 難壁蜜溝が 嚢5%耗 認められている、灘 も年

令賦)増癬と鹸賦濤療勤濃鐙!鞭寺し蔭導生拷璽が滅少/。,

従つて難言鵡戴生空溝の州む!山が認めら麟誉 その撫結捜:生

糠犠溝試)治療効懲は繍 蓼生嚢療 と懸濤療,治 療々法,空 ミ国

の大さ等1こよつても異な篠瓢と爵鷺讐1鞭され遊5、

◎)擦 罫餐におけ懸結核轍讐砦鷲醤の瓢鎌,特 拭そ〃》濤

療成繍紘ついて

佃驚鐙州 櫨蕊幾慧根治癒韓1の趣翫壁室演が多くなつで

嶽 く菰とは既鉱述べた癩 くて轟碁、ピr弩 においては ゼ

駕壁蟹鍔の州麟比 熟賦しば もぱ嚢鞄様生鑓の存轟三をみ難

叢ともあ鵜 懸書歌は隙山日空撫響核騰病 餐紘よ難陰影慧おわ

れて讐瀬黒 響グス線写糞 で隷 鰹く認め欝ないような鰹澱

も鷲ではない,又結核轡聴犠濁をもつ 愚午鋒はおいて憲,

讐鐙購性中麟鞍1轟綴叢i糖状態ξ魚一欝ミ惑な く,高 令懸℃よ

曙らかなる結核箆纏墜溝黛窪しながら喀褻中1こ結縷菌を

認め療い も緯があ導、しか(端 れ曝慕魁礬總核軽.灘空溝
の菰学療法慧鰐する謀応1蔑は軽く

,耗 謄てその讃療成績
ば韓ご1苦に織い塁轟 か1こ紙 ジLて い悉,わ れわれの成績

で・ぜ鉱学療滋騨)冶療或叢嚢ど/・令とど膜縣 をみ騰垂慧,1泰帽

1繋 飼で隷糠鰯 藩奮で57%欝 鵡 ∫ミ寮で 麟 ℃ 轡ぎ繍 ゾ撃

空州ぬ勢影響を認ぬ ⑳～灘 童磁は環櫓ゴ療 磁%,纒

謎 壷灘%・ 戯ト齢 才では拷山日1濤療 灘へ§,1琴潔療24瓢 講

翼ト 魯 才鰍 纐1溝 漣鋼 憲 猷 赫3鵡,5難 。撫 烹

誉は擁織ざ療 黛4%,毒 漆療 認%ば 辱影響漆黛認められ

た・難ち隼舎の増撚す燕5鍵1}紅簿麟濤療,欝 濤療鐙成績

爵輔 辞とも鍛 ドし 凱の繍轟峯1激灘 こ堂野毒三激 捻欝掩講)館

弘 齢 幸を(羅として特に著 い ・ ズ欝箏離 こおいては擁

山疹零緯 療の成績が山難嫌翻倉療鈴成纏よ鯵も秀れているが,
墨疑}童以酸で は 織蕪胎 療跨成纏烹蹴 撫療の成鱗が灘 欝等
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もく,搬 韓漆療成蕪の性位熱二は認められない。以上の東1

く懸箏奮鉱お鞭孫繕嫉性締難溝磯ぶ纏故治癒困難であ導か

訟い うこと鵜ついては,嬢 洞国壁跨性状,鷲o蓄㌦惣凱隷 蟻

生核論癒能力の畿下等種聯の観点かも説醗がなされてい

嶺が,犠 溝を禽す灘締綴織の弾力姓無下も,繋 燈 溝の治

癒癒療濃あつかつてい嶺も緯蕊思われ嶺.灘 も瀦 よ蓼得

られた瞭総織 の弾力性 を灘定 した。われわれの成績で

も,明 もかに蕊年藩では弾性の隈界懸 こお縫蕊伸凝韓三,

毅部盤が共に驚雑藩鵜比して織下して懇鞍,叉 灘尖部に

おいては驚隼藩,濃 欝者 と臨に弾力性鋤下綾核1のあ嶺こ

となどは,餐 澗内容の排織懸難,従 つて簗澗の溶癒問難

という結梁を惹趨す嶺一癒 となる亀のと響えらられ翫

轟山紅 れらの観煮から老箏鳶に特有と愚はれ嶺結穣性藤樂

溝の八藏鰐につ憲,病 理緯織栄的後討を癬えてみ鵡

細 菌

国 立 東 京 療 養 所　 小 川 政 敏

膿核講論療 を論ずる際,察 澗や輔酪東の結核藩がど』め

根な状態で存窪す嶺かを究鱗す為徽とは国瞭が深い.燐

除藤の薮繕内の結核根を乾酪巣のそれ と鋤較し乍 ら論欝

鵜

研究の主眼 として ① 病繋内の麟 の膨態攣的蕨織.

② 藩のA磯 轍yを 培縫及び染色で後討 ⑬)培 養隣

/生の繭につ い て,学舗礁⇔ 療州研性,〈薫)薬 州併燐燃

鍛攣(i鍛C滋 麟隷醗 猟臨 と 欝欝o■yぬ懸 猟癒 〈4)藤 所

難と病棄分析欝(5)臨 庫晦 響見特に化学療法 と麟所結綜

つ逡滋求した。

糞 験 力 法

切除藤病雛A)2瀞 州(灘 溝130簿州,充 実巣1灘 懸

鰯 和 欝一欝 年),鷺)欝 黛鯛 縫 澗11礬 綴,充 実醜

1総 翰(昭 灘 詑 嘩)を 懸象 とした.

の 塗撫 螢光法噸 槻鞭 瞬 藩題灘 薦翫
5峯漁C雛 叢瞭 蕪(5・c誠)＼

謙 光漁紛 凍結切片
擁5 。()澱.ノ

の犠{遡 鞠 根 讐欝1㌻糧
酸 鐙 γ難A欝A撫)

の 醗雛灘定及び潔欄 翻 灘効渠測窺

(拡散渋及び稀釈漁)

のc職iぬ 繍 探慰及び1撫齪櫨y撫 蕊 猟応 ぐ小1聾,

譲麟)本 法によるとc滋 灘 驚 猟癒によ葛発泡猟臨掘灘

瀞に 藁愉 韓 翼欝e陽 雛葉部は撫 纂,陰 鍵藥薄 は ド絶 を

曇す鞭 〉で織聡に 欝鍵繊 郵繍蕪騰山生薦及び舞螺y轟 醗

健盤根の 海 轡雛 垂礁 を戴接鰹膨糟難1の 簾部鵜ついて

雄定しうる、

戴 績

(1う 麟検出法(1>螢 光渋は 灘》礁縁 り謬納 に後1鷺

率ぷ鳥い。② 壌鍵法 ともては変法慮麟小辮培地,小 搬

培地,〈標法),竃擁恥$液 伸培地の噸鷺陽挫離すぐれ誉変

法雛籐小撫培地を繕いた5£ 。懸.の 陽{生麟 臨之に劣慈

ない。

(1め 螢光法と培養法 の 鋤較及び螢光法(十}稽 根法

ぐ一)鑓 ついて羅

褒の如 く螢光濠は発獲山に陽織灘が高 く,螢 光(櫓)培

養(一)鰐 が嚢溝でも窯4。5%,乾 酪曝では 磁%に 及

んでい鴇,,これもの薦の形態的所発を 織1短 小」縛靴小」

糠 一鍵∫長藩の如く根の簗禽 をわ容碁と ギ纈慧小薄は生

颪に く暴 ギ擾漆で轍生え鋳い緻 鍵山が認められ嶺騨更に螢

光法で確認もた抗酸性擬題(112綱)1こ つい て竈部法

によ鞍懲染色 を響 うと,緑 《鯖題体が15%以 γをもめ

灘場禽はすべて填養陰性 であ 蒸。 鄭ち綴除灘病巣申の

結核菌はその彫態配列,及 び耀健化学的所懸 か毒その

A轄 羅iyひ いては培発成綾 が或程叢鰭定で嚢導,叉 藤

病性繍織を破壌 もない様蕪菌的 載凍結泌障を作辱 戴c.

鳳 を蕎い糠趨巣内においても塗抹穣 餐と瞬様の藷発欝

懸を承すことが療驚で嚢鵡

(肺b培 養購ヒゆ 灘 慧ついて

玲 研挫 ① 醗挫 を測窺Lた//5綴 の うちS懸 ・

獣5・ 撫 鷺 の縷れにも感性のも跨餐溝/7藩%,韓 部鍵

鰻。5%で 乾醗巣は耐窪ぶでほく蕊塞澗 の寒が醗雛ぶで

きやす、㌔(蕪)1磯 一甥 除鵬 こついても二病礪嫉Lの 研

馨三は4馨 演州5嚢 州 鰯 懲%)は 一歎し弊不一歎州?州

のう藤の導懸は嬢澗ぶ乾酪東 よ鞭醗挫嚢が轟かつた.

◎ll)籍離め綾と響健締病蟻内 の薦の醗溢は 欝%購 一

致 した,



 11

わ 之 らの中ご難耐 繭に頬 して夫聯研盤となつた養

州について鷹立拡散法を爾いて併稱効巣を検討す導と,

部寿作用 を蒙 した癒濁が(5簸 礎A53難%)(璽 》ζ慧・5蟹

灘%)更 に くS瓢・欝A5綴 日Rで 鈴%)に み ちれ研性

となつても磯当な濃鍵の継舎せで併粥効東を承し,盈 つ

罵蕃併癩が最臨阻止効 黙のすぐれてい難ことを知つた,、

のc蕪i撫5e癒 応及び 薫》e糟翼y雛欝鷺猷応について峯激

璽難騒 耐鷲との幾縣 が薫視され蕎爵叢特賦F欝oxy飴 驚 探

鍮は聡淀 が容易で嗣彫培地に用いて繭の性質を分析す愚

にすぐれた一一方法である礬

欝 縷 中と切除聾病発 よ 脅の や㈱xy齢 灘反応とを

沈較すると2$応 鰐申一一歎した臨の55藩 襲不…致14訟

騰で夢1N藤 耐 生を姥較して夢一致㌃た もの 馨4癒 溺中

灘 ・2%,不 一歎25。5%よ むも一致零が高墾㌔

叉懸一勢除糠より分離Lた ・各病巣鐙麟では 慧 州中糧

州に一轍 し,姦 弼に一敷せず,こ の4蠣 では塞洞鱒が乾

酪東よ鯵愁 拠r就y縣 醗 蘇感(一)1欝 の出現学が蔑い.、

次に麟性灘定を管つた戴について,対 照培地で磁倒的,

轍P群oxy曲 懸 癒露(一)の 粟部が多 いにもか 纂わ毒

ず 欝ox臨 艶 瓶癒(率)藥 落数が懸照培地 と比べて

藷鱗に多い 感のぶ5鍼 幣地 で13偽 侮 。1%)夢1醜5

培地S∫15(齢%)に 昆山 惑れ悉。このことは僅かに存寝

Lて いる 無顯 鼠y縣総(D薄 濤糖 地率の5鍼.艶AS鑓

より 狸欝■y甑総(…)鋳 が)方をよ鞍著明に抑翻す薦為

め絹澱的に発育がよくなるか らだろう、瓢の点は三藩併

絹の黙掛効東が最 も大奪いこと》絹 まつて東遡の協力作

州鐙 一礪を瀞 導するもので興鎌ぶ深い.

αv)病 劇生状,化 学療渋と麟との国綴

(1)浄 駕の傾向の蓄しい餐溝 嚢縄

(沿 化学療法鐙㌶醗と麟

について鐙ぺる窃

臨 床

京部大学結核研究所　 寺 松 孝

本 シン潔ジアム獄於け萎演畜の役嚢隷蕊,結 核性躰峯溝

に就いて外研的観点から後討することにあ愚、

鍵つて,灘 切除衛,胸 成徳及び嬢測 瀦鞍徳等の袴れに

就いて庵広く論ずべ きではあるが,今 麟は会長齢部搬蒙

に從い,特 紅盛澗鑓騨徳な る観点 から後討したいと思

脳誉

雛澗切囎籍が難結核の外科的療法として成立し得 犠毒

農な孫ことは本会欝 舗 羅総会に於毫ナ嶺鑓石の特鍵講演

によつても饗1もかにされてい1るが,部 切除衛 を外科的療

法鐙申最 も優先的轍餐慮すべ 愚だ とす難現在では,箋 溝

切閥研は少なくとも緯切除購の灘癒外の癬纏に行うぺ選

騰のと考えられる 惣 舗 勢間部は葡響の簸痩性治癒を
来たし得 導との理爵から脚成部や充蟹部よ拳優先的に取

融搬 うべ きものと考蔑られるが,肇 ら手部憂隷 嶺肺機能

障 碍が紘較的藤微な為賦,鞠 成研の適礁外の症鯛縫も施

行し得馨ことぶ少なくない登

辮ち,甕 澗雛騰徳は肺切除部や外科的弊謙鋭療法緯灘

礁外の症飼中に独 欝の譲応を麿す墨も搬であつてこの意

瞭から本法は環窪問題 となつている叢癒肺結穣の外科的

療法としても臨灘癒縫が高い臨のであ愚趣

化学療法の限翼,即 も内繕的療法の 熱の阪界に就いで

は暴山本 ・長沢灘簿士戦よ絵論及きれ墨答であ導かも,

演隷 誕驚澗勢醗欝の独禽の灘慮を曙 らかにす導こと慧よ

靱 外科的療派め下緯阪界に就いて考察 したいと思 う

餐溝切騰徳の独購の適応を曙らか裟する1瓢は,先 ず藤

切除部や外科的虚脱療法の議感限界に就いて後討す難こ

為求必要である。

縮勢除研を安全紅曾う為には掌騰知のよう裟心肺機籠

灘か晦みて,%vc及 び%鍼 鷺cが 硲"%以 上であ葛

ことが璽 まし く,又 鍔除範雛 からみて,一 傭の全懸除

か室両州の上葉切除か摯を眼性とす導こ為ぶ必要である.

これ等の諸叢件以下の もの紅於いても疲州の如何によ

鞍耐窮除徳 を特い部嵩場舎があ蒸菰とは部験的にも醗ら

かであ導が,… 方,凝 ・のような癌州では締切除部によ諺

心蹄性危機を禦東する撒と臨少捻くない。

肺切除衛の下の眼舞 毒愚われ犠この避魯かち甕澗切露

繕の独自の適繕擁が鉄懸され嶺跨であ難.

業,糠 切除衛の適応外の症州中輝には,耐 成徳や響膜外

充壌部の灘癒 とな嶺毒の もあるが,心 締機部灘からみて

胸成部を肺い難い郭のもあ鞍,鍛 溝の局在部位や養鐙縫

さ等からみて細成部や充撹徳の適鷹外 とな嶺もの も少な

くない,樵 のような症縄中にも箋溝勢翻部の独欝の簸慰

州が見出魯れ愚のであ鵜

欝1叢 は空澗勢醗部の独自の遡臨 と考えもれ嶺癒樹舗

で,我 の々 鰹瀦切醗州 粥の串,以 薫の諸点を考応Lて 背

つた以下跨撃籍綴を慕にして作成婁れたものである
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灘 韓2曝 年 欝 田)(降襲昭報 糠 奪根月家 立でに,羅(

大無所及びそ賦中懸系旛設 で施行された犠濁泌鑓繕鰹は

耐 麓 聖}鮎 てい鋤 ㍉ それ等ド坤,憲 山駆の各環織 ご

報灘しており,癖 も術後飴 ゲ罫以1漁 繰過Lて 鮨・嶺も跨

轍24難 態であ鞄,

衛後 黛溜年以1この麓鱗を夫卦象滋した猷 よ塗空懸 燐総籍

後に於け嶺縛発の殆んど胤てが黛爵年以内㍑起つてお琴

これ1こ澱す愚種嬬撒治療対象もご継2力 年以1橿瓢終つてい

撫ことが勢く,衛 後露脅奪以翫を経灘す巻訟,治 療成綾

淋絡謹ぞ安定駕す萎かもであ嶺、

これ等 麟難州轍就いてむ手簿成績 をみ蒸毒.成 功鱗

轍2薦 州 で宰成 勇率は54%紅 達 してい碁瀞

各鱗日懸賦み 孫 と牽濾慮(《 の2)轟 懸%を 叢織

とLて,最 高は くAの 欝)又 は(⇔ 跨ように10婚%跨

成功率を承す臨の鵡あ 難,講1燕 こ掲げた耀鯛群が纏黛㌻

毒犠澗切総繕の 簸癒な灘こと瞭鷺実蕊書れて い導鐙であ

翫

翼は,不 成功鯉 欝 鯨 こ就いて繋的を達し部なかつた

蘇麟を追究す犠蝋翫によ辱,本 漁跨難懸が第 黛熱 難懸 ず

た曝騨)なることが1勢らか紅書れてい灘輪

ひ 織 撚 すべ灘馬 二跨ような禁、熱麟 驚L℃ 締

を鴛苓ようになウてか毒,辮 毒の療孔のような不快な禽

併症濤蔑参無蕊なつてい難ことであ駆

我凝は第聯 選に掲げた発嶽州鈴申か 熱結綾瀬の抗結核

州紅対す為蔦礎所轡州を除外Lて い慈が,叢 れは現寳の

処ではこのような鯛鷺於いて臨バイ愛畷ぜシンその簸を

使繕す輪こと慧よ蓼事実1午 叢衛難的を達し得てい灘から

であ蕎,餐 しながら,将 来凡て跨薬州綜薄 して高縫鐙鰍

嚢を獲得した症麟が現われ九ような場禽繊 馬 それ等の

薬州をも亦禁懸州 としな縫ればなちなくな鶏か愁懲壽瞭

いと懲われる、

嫉 鷺を懲㌘の礁繍を懲 慧〆て解説し,犠 溝切翻部ぶ窒

懸繕除徳や外科的糠灘阪療溝の濾応外の症胸中轍独霞の

瀬慰を禽す毒銚 鐙な慈嘉と及び還礁麟結鞍の外科的療法

ゐして必要欠 くぺからざ磯臨のな葛ことを聡らか垂識秘

繕せて糖結嫉外科的療濠の下の灘応阪界職就いて臨考察

すむ野定であ馨。

簗1銭 整驚董簿雛1場鷺蒋謹》峯塞日鷺峯蹴藷適 読こ

第 黛後 夢後溝綴醗部麺藷禁慧
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一 般 演 題

シンポジアム(1)化 学療法の実施様武

(演題 1～4 5月24日 午前A会 場)

誉、 各種⑳駕学題法投蓼方武の魏較(第 萎報)

(麟立療養藩慰学療法共鍔所究藻)代 表 砂療茂一

全麟の鍵立繊養所の癒織 を動農して現欝の結核化学療

蘇 講の餐種の後与方式 の効果を姥較 したものであ愚、

熱麟 綴に近い材料を無作為に次 の各方式1聴 藤 てて臨

庫経過を観察した.

1。5瓢 遡 露灘1欝A5毎 縫

黛。 醸羅 遡 黛撰 欝A5毎 鑓

$・5絨 還灘藤1醗1還 鍵嚢 針A5毎 日

4。 脳叢《毎 鐸 峯》A5毎 縫

5。5鍼 遡慧織 鞭 日 毎 縫 欝A5毎 蕪

今国はその5カ ∫驚 の成績を捻較検討す萎、

黛、 冨N鷺 穣灘研繕療法⑳治療効桑

一i醸c1{欝 纏叢n{業嶺競一鞍た劔国治療一～

(結核予防会化学療法研究研)草 光 立 単

欝難 を毎購 醗1す 愚濤療法の効果を検討す嶺為に,背

影 癒漫灘 鰹 ⑱ 型)及 び非硬翫養璽濁型(磁 勤 の初

国鴻療に銀定し下詑の如嚢治療を行つた.

① 撫鷺 幾3慧r毎 鑓+1》A5憩5毎 日併絹群

難型114醐 べ糞型 農1州

③$瓢1勲 慧遡2難 十璽醸 鱒 蕪毎 縫幸撚S1触

毎 鑓併驚群

難璽51鰭 《藁型57例

③ 糊A2灘 慧毎 濃瞳薫NI1乾1。3慧毎獣醗 癖

驚 型 総 州 磁 型4蕪 綴

④5簸1灘 慕遡 頒 ÷雛 鐙 。3慧選 鱒 轡A5鐙 黛

毎 欝併州群

繋型 薮 州 ・(養型 露4綱

以。拙によ鞍5哩12力 融 〉濤療を行 転・,x藩結 滉 改簿

疲,藩 陰転率及び窒澗醗鎖率をみ たが,撫 簸 毎縫併灘

は5解 蘇簿月の改藩遠度をはやめ,劉 国朗鎖懲嚢爵月畷

にいた鞍薯明為な鞍,す ぐれた治療渋 と判断藤れ嶺.

黛 織縷牝学療法の嚢施様式に問す愚欝究(簗2根)

乾酪騰鑓鰐す篇牝攣療法

(驚蕊懸立づ、醸療)

藤 縄 万 部許霧 灘 丈 糊 辮 蔓 義 縢

撃艦 欝 チ,下 坂蕉次離,森 毅

欝 山寛 審,吉 鱗 購 武,金 ヂ 蕉

河 購 健 夫

①韓酪睡1欝 部1に対 して5継 ・難A5併 欝,3蒋 欝騰

灘鰻 単独,置醗墨毎日艶A5欝 購,搬 峯麟 撒 艶A5併 灘,

璽澱も 鷲A併 州,1澱 領,5綴鋤 麟欝1総所州の7題 畷 難

学療法を蓉い,そ の鍛移を3カ 月かも1年 観察した、溝

夫乃至縮小した解 》は3カ ∫1で約30》%,鱒 療月で約 姦5

%穿 懸月で約4黛%整1年 で約4嚇%で あ 蔭登1織藁・㍑

A欝 塔撃1澱 叢毎 日撚5繕 備 で最も勢く奮S鍼 謄A5併

月1で最曝少なかつた。叢れ毒変化 と生令鋼 往化学療法津

病巣の性欝,位 縫,大 嚢婁,東 羅と鐙闘係 晦識養 した.

⑦5蟹 やA5所 州蝉峯臓薫囎A$併 月/と搬日壁AS併

灘纏5懸 ・駐A5翻 月鐙2膨 式によ導韓酪腫鐙嚢応を擬察

し,化 学療法の使月1様武を後討Lた が,11賢選礎A5轡 縮

嚇s擬 ・1》A5併肺1のカが5藝奮瞭A5併 懲輔 獄日贈A5

所月/よ礬安定縫が高かつた.

以}二よ鯵乾酪腫賦対しては熟 菰灘難 を充分投与 ㌃て

か毒5鐡 やA5併 灘を行うがよい と鷺われ導.

蕉 空濁に鶴す碁各題化学療法麹鈴効桑について

(研大…内)立 職 武,小 内幾 二
曝藩 木 隆 二

以織潅に撫学療法,羅 脱療法を全 く行つて いない犠溝

1総 懸 菰鐙 やA5併 灘,5鍼 ・禦A日 囎A5併 州,

撫A羅 ・FA5繕 稽擦法の塞溝賦轍 す 為効果 を態較後討

もた。又 ㌶A・1NA蚤 葦併月1夢ム¢丁難,艶糠翻 撫蜘 灘投

与毒少數観察した.犠 所 蟹観1灘 繊 以下を小摯1。5麟

解4畿 を醜4撒1以 上を大とし
欝搬溺の韓灘 は岩核氏

分類によむレ結醗葛よ鯵5種 に分鞍,欝 灘鍛 影,購 綴申

の蕪の消嵐 漁沈驚等 を中心とも暮カ月細1年 以上観察

・した。

51薫礎A5研 は11州 山‡1灘失 導謬濃縮紀/,縮 少 慧,

挙変乳5纏 ・璽日A難 ・1櫨5群 は5礬 州 中消 夫 灘堂縮

少13,不 黛 灘,拡 大1,灘A日 贈A5群 は 鍵 州申消
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失黛,部 少3,不 変 緯,拡 大5繋,縷 鋼 跨溝失麟 蔦 日

・群A5研 が最講,次 載5懸 ・鰻A賢 やA5研,1NA釜1

・糖5群 の懸であつた、㌶ 舟 峯日A日 併醗鐙効果は浸

撫性傾織に地較的効果熱 あ翫 欝覚盤状 の 軽快を根轟

た。Aα 日 ・翼ヤ総融n蜘1磁 を化学療法 為併驚し鑑溝⑳

藩鱗な縮少を数鰹部結し鵡

シンポジアム(2)耐性菌と臨床効果

(演題 5～9 5月24日 午後A会 場)

5.牝 蟻療法翔鮒様健様題灘鵬鎌的効繋 一蘇に題漁

題につ熱て一

(千大 一内)蹴 輪 澱 義 福 永 灘 撫 砂山 孝
傘平 野 一 辮

,杉 繊灘久寿,前 癬豊太郎,購 講光

(欝立千束病院)溝 繕 好 一,溝 核 舞

(性保松籏荘)岩1烹1京 夫,佐 藤 実

(予養県様鶴舞病貌)斉 藤 広,嘗 麟 健 次

山欝覚太1瓢 森 本 武 忘

(筆 漿県疑生病貌)鈴 木 蔦 三

(雛水県上都賀前院)石 塚 薫 治,片 山 一 郎

大久保哲夫

結結核駕学療法に於け叢醗糠結核薄⑳問懸は轟難饗で

あ鵜 我鳩 麟i独 翻 生・慧難$薦 鰍性を併せ測定し,初

羅治療 ・再濾療に分け後講もた。対象は過畿$年 購灘糾

及び各療養所に入貌せ愚後叢肺轄嫉患蒋申醗盤の部過を

精査せる初羅澱療/鎗 綴毒治療317鋼 であ嶺。

導カ月を11～)濤 療曝泣とし,X部 瞭及び前紅澱す愚

勘果慧ついて後討 した,、1)初 繕治療 で効果 な嚢毒の

は,謬 治療殊紅繕一束州の効東は薯減す鶴 又再治療灘

始時の薦醗暁は効果誠大蓉な影響 を与 颪灘のは 勿論で

あ愚が,比 較的鵜感受性 のも鐙でも効果は鍛毒であ鵜

2>醗 樵の発斑の状態をみ灘と,5懸 騰}A5併 灘療法鑓

於ては,購 独醗桂藤と醸 羽譲 憲醗"山生麟鐙発溌がみられ

墨事が多く,1翼日綴櫨5轡 灘療法では先づ醸独耐甑蕪

の発現をみて後,遅 れて2璽 醗性根ゆ 出現をみ嶺事が勢

観、こ鈴事は生鉢内織於け犠藏 と東州の接触に関係があ

纂と懇われ,薬 麟鍵繕露法憂礁も羅検説 を饗す轟と愚われ

翫

5.蕊 藩研爾療法に根け嶺耐性訟欝鎌効桑

(漆療蕪力鐸と蕪搬月の姥較)

(懸立東一内科)蕊 上 次 部,前 二縫購 夫

藤田 轄,職 灘 讐 磁,宮 部 灘 子

(懸立東一検査科)小 灘 井 養

国ぬ麟 院臨1灘研究藻の講難及びその後紅おけ導懸立東

窟部一前院において濾療 した灘結核患藩の獣 濡療結結

核蕪購性考 鷺毒導綴につ謬5絨 ・艶A5噸 澱叢の鷹藩併薦

療法を曾つた 。その申慈爵月濡療 を部根 もた1総 鰐に

つ愚婁露携数嚇露月融臨簿癒状と根の結鶯三にウ謬麹結後

討(,た。5前 の癖少 くと臨1凝 に慧し蕪受簾であ無嚇禽

には疑難に濡療す嶺と潜は臨床癒状の聾転を見燕編禽ぶ

あ導.Lか 愁耐醜薄 の 程麓は必ず し毒進餐 を晃畷いな

い.… 方賦おいて不変弼,及 び治療鹸5隷 こ惑受難齢 激

おいて軽転 を織ない州紅ついて後討す悉と絢部x繊 様で

練欝1生の大愚い犠瀬を含む勧膜の灘学鮎勲症鋼ぶ多も

臨庫癒状に澱し最も大 嚢い灘子は耐臓器そ鐙曝⑳の,搬

状賦あ葛ように愚われた。これらにつ慧癒州 をあげ鷹根

告す葛。

(醗立病院結嫉醗難臨稱欝究鎌凝撮鐙御協力に深結す

慕)。

ア.震 症結結様⑳醗究(第2根)

(京北大抗研〉 国 捨鷺,金 餐 皓

(鷹撃医大瓢内〉 木村 鵜 小野寺 稔

対 島 光 雄,鈴 木 臨 書館獄二灘

柴灘縫三郎,蓬 無 健 一,佐 藤 一 俊

欝代 患,花 前 良 一・,太繊 根

醗 究日翻5澱 礎A5・1N蕪 一州以上耐難根 を喀出し

てい葛結嫉患憲賦所講黒審鍵灘療法を行うた際の喀後瞬

麟の雛移を観察し,臨 沫諸後査繊績の推捗を軽癒潔のそ

れ と鋤載研究 した。

(検査方灘1懸 名の所結核患蕃を載購 濾療 澱 名為

霧漆療 捻4名 に分脅,慧 憲欝肺/療法を夫 離華均欝 爵月及

び鐙 カ月施行L,療 研の基灘裟ならつて前黙を讐驚し,

難%小 絹培地を州いて醗・山生後査を欝い撫移をし穆べた。

鰯磐憲 藩!4名 諮軽癒 慰讐/4名 鷺ついて肝機能肇1麟難・

欝A5漁 串様 嚢,ル 業フ塑ビン養光 法,v麹,丁 輪 瓢

丁鑑,門日10撫丁獣 前畿の蕪申1質05,叢 部 巌,鷲,漁

療後査,霧 根神経機能,瓢K識 薄 の諸検査を簿つた,

験 査戚蜘5嫉 誉撚5津1日 蕪 蕊麟のうち瓢前以訟裟



鶴

鰍縫癒ボした騰舎 の 治療働果 は 一隷 職撃すも鐙よ蓼劣

醜 肺挫の上欝，不変は ＄灘 が薯鱗で，灘鷲 が少 く，

感牲鍵帰は 蓋織蓬賦多 く昆毒れた，

鐵結謝 醗性薦聴出患隷 こ対 しても鷺考撰欝 療法は効

果を紫す揚禽購あ嵩が，＝譲似 薫輩 紺簸を翠した縛には

麟梨は期待患来ない．菰の瞭，婁疲髄結核患隷 よ肝，内

分泌，造搬器，騰管吸駁力等の諸機籠滅遜 を葎つて益聯

をの予後購不良 とな導と考え愚れ嶺から一般状態 を改善

Lな 購ら治療すぺ鳶であ難尊

薮 震縫肺繕縷癒 （繕轡A遭 §搬 難頓愚蔓襲難醸 嚇） 駕

攣療法と蔓⑳国界

く名需縫第二赤十挙病院）醸広 瀬 久 雄

〈国立爺叢療） 灘 瀬 好 生

（国療志殺嫁荘） 蒲肺懸之助

（県立多濃見病院〉 杉 撫正 灘

（国立名古璽病院〉 古 沢 久 霧

我 礎は辮講 欝鯉A嬢 膿罵麟 《鴻 蕊 鍛肺結駿憲者 憩黛

佛 畿つい鶴 これを塞溝懸，病藁の拡 辱懸，外科撃衛施

費鰍 肺酎性等の慮嚇よ警，化学療法の効果及びその繰

界を検討した、撫溝懸では新 しい璽澗を露す嶺症織 欲薯

糠 醸黛映■ 業小餐溝を欝す孫翻 ）は軽快す嶺曝のが夢

い・・一・側に撫澗あ絵澱灘鵜外轡事衛の施鷲Lて あ導癌纒

では軽快弼はなく，懇駕購多かつた、病藥鐙拡 穆と化学

療法の効渠とは余 絵国係がなかつた、

醗挫藻保奮憲灘 欲黛騒 濁で，鴬藩鰍韓慮 蒋 で は鰹快

例はなも 瓢嚢緻挫，一春醗雛憲 藩の閥には轡欝な惣 議

なかつ為

業化学療灘 隷 翰麟絵性化，甕溝溝失癒み職揚復帰が

響能になつた癬纏 器 魑 をみ蕎と，その 齢％ が初麟治

蹴 叢新い 嘘 溝を：轡す薦臨ので，齢 総 力難以内に険

盤駕■ 難溝は 鷲 カ月以内に書ド鉄Lた 臨のが多 く，肺

性麟保禽患糠 認 沸 慧すぎなかつた．

シンポジアム(3)QZA併 用療法

（瀧題 警紳篶5鐸 黛爆 縫午後A論 場〉

駄 肺結撫 隷腰蜜薦 艶灘A⑳ 蟻猿澱び 貰罵難 訟の欝

驚療濠に国す慕婁験的欝究

嬢 赤麟武撫病肺i） 欝 灘 挙 男

（国 立 静 澄 国） 宮 林 美 編

最近 驚Aと 欝難8壌 粥療灘 瓢よ鞍優れた治療効

鍛 を挙げ得嶺瓢とが報鑑遷 れてい萎ぶこれに国す嶺実験

的欝寵は姥較的乏 しいよ箏に愚はれ難．そ叢で，我 潔は

譲蒐を罵い 鷲 践 の単独及び 芝醗翌為の騨欝療灘 雛就て

実験的に検討した、鄭ち，窯菟の実験的肺結麟症に対し

て本療漁 嚢行い，薦 灘，鱒 欝，案鋤 欝と経叢を追つて

観察 し，更にそれ等各期轍於け嶺切除標本に就て病理総

織学的並びに綴織駕学的に検討した結論は以下の遡 鞭で

あ鵜

黒） 鷲Aは 無餐と略囎懸搬な作醗メ影式を灘馬 ，単独

設与の鵬合には病嚢被難癒鐙領向を持つ懲のと蒋颪られ

鵜

わ 鷲Aの 難独投与 砕嚇禽には，その濃療効鱗は余

謬期簿 し得ない といわ れて い導が，我 紺のよう載5鱒

撫黛撫窟程嚢の大難投与を脅 うと，か な 鯵謬良効果が認

めら蕊翫

㊧ ㌶Aと 茎購墨との併購療法の騰舎には，継蕪 跨

単独投与の勝禽と欝職 な蕨蒐が認め 毒れ，＄糠 と 茎欝蓋

との鍵縮療法の霧禽のよう裟，被包化姦れ嶺繊鐵は少な

いように愚はれ嶺無

緯・ 筑結棲辮灘使講欝に対蘭蕊 艶瓢A撒 蕊縫 療法

撫 欝薫 ・艶轟慧・勲鞍も 業！騰慧 療法

（羅立競賀蝦） 小灘 稔 寒近 藤 忠 七

脚搬未溝療のほ 津国病灘騨〉肺結核患藩の 黒群 韓 名）

に 簾繕 ㍑A黛 灘馨，翼臓叢轍欝癒毎嚢縫欝投与 （費夏法）

簸鈴 黒群 く蕪名）に＄撚 法を1叢鷲の如 く響い， 又短期総

化療した患藩5名 に 翼欝薫歳鰍 縁醜 類 投与 ◎法）し，

慧力鳥 毒力擁の成肺轍ついて紘較瓢た，成績 （め 結

麟繭の陰盤化は 黛炉 警，曝爵月共 撫蓬法が最もすぐれ，

＄欝 洗 叢渋が膿れ妻こついだ．黛力灘灘 こ検査 し得た5

例の 購簸 肺性検査はすべて感性であつた．（のx線 鍮

の改韓は黛カ月姦力 擁共W難 では ＄戦 法が 撫叢法

よ鯵すぐ瓠v鷺 型では濁群共 璽v懇 驚どの効桑はな

かつ鵡 置法はv簸 懲 黒薄 し 鰻翼法，s欝 法よむ効果

的欝あつた．韓）綜禽転蝿は 露力鶯後は 蚤磁 濠はs撚

鴻 蓋法よ嬢灘聾かに優導が， 曝力擁後は 欝纏法 とs芸彗

法は欝等の成縷饗あつた、、講作懲 として黄痘 三．関節繕

頭痛などがあつた黙以上 釜》誠 法は㍍療未濡療 の新鮮な



葡

締結撫 瓢対もて臨 ＄欝 法と講難慶 の効業があ蓼，辮 こ

薄陰軽三化が畢期に見られ，瀞羅叢耐雛ψ 出現し難い鳳為

は漁繋に嬢す灘ところで，撫薫油のこの縛臨壷既知跨撫

療と組禽せ導轍とによ翰，よ樽…層化療の効果を期持し

簾い．

欝． 肺繕核癒 ⑳麟国治療法 撫 しての 艶ぎ黙繊叢鷺薯鮎

撫 藁撫㌔薫蕪襲薫 欝灘療法 撫 錨鞭燃療鱒欝鯉 叢鞠

艶騰慧 併矯療法訟⑳批較

く黛大結研第5部 ） 辻 纈介，大 島 駿 作

中 旛道 部

（財鐡法入灘風会醒学研甕所，雛属撫茂灘病院）

欝欄 灘

肺結核癒が発鵬終れて闇臨ない，未だ撫学療法を受融

ていない患畜 黛命名を選び，狩買癬 懸藤 畿，璽M峯 併欝箋

療滋を蕪力舞翻餐つて，その溶療効票癒織一条件下賦，

轍 ぜ類似鮎た病熱 こついて 背つた ＄騰 魏 灘頭 器，欝AS

併灘療法の効梁と比較検討した，、そのi結果，雀溝を奮む

騨炎型の濃潤，孤立性大灘澗漫灘及撒霧樂 癒霧す導患藩

載は藩効を見た．慧れは ＄鞭 鑓磯鞭伽 ．欝AS轡 総鑛法

壷餐Lつた時為比ぺて遜色ない結果であつた為懇われ，父

翻作罵 転㌔て亀食思不振，黄癒を趨し《欝が難で治療 を

轡止したもの以外は蕪変を認めなかつたので，これを癒

翻報告的慕レ線写糞及び難の臨床経過を競鞍報魯す蒸．

捻． 結核の 艶ぎ撒 漁 漁総韓 ｛・議難慧 併講療法に国

する欝究 （第 総 報）物国漁療讃纏激 ぴ 翻作矯

⑳対策

（棄京賑鹸大肺寒生理） 轟本多喜雄 隷肺 沢 欝 憲

纏 浪 義 夫，大 欝 興 黙，名島啓太郎

畢 敷 安 正 （杉 並 療） 井 上 購夫

童） 難麟改欝縄藤 無鴛癬 の吟瞭 婁れた化学療法未癒

欝鰹について，鷲A護N縫 療法を 繊 佛 識，＄瓢 醗AS

療溝を 驚 鱗に，実施した成肺を鋤較 し，治療効渠跨愚

遼難つ強力な薫饗 隻鷹A・ 継蘇療灘 麹 ｝綴治療と㌔て毒

s灘 ・撚 ＄療法に増す禽灘難あ愚ことを翠 鉱，肺切除鰐

について繕織学的辮驚を述ぺ轟。

紛 尿酸欝澱促進購 籍繍総就羅 を鷲遷蚤L5繕 ，選

慧綿禰 した 黛5溺 の肺鱗載 綾を報告－ 艶鱒縫難藤 爲鍵

驚鰐では麗節痛の発斑 をみず，鷲A・ 灘難 療法の翻作

驚防鳶に 欝憩総難慮 鐙意義あ嶺ことを翠 し驚．ヌ解 機

能の推移轍ついて跨 鍬癒麟劔羅 め影響礁つ いてふれ

鵜

欝． 肺結核に繋鷲巻 灘徽鮎蒸鶯叢 の濾入療法

（鱗立大蔵病院） 徳 携 博 武，1監1騎 昭

中 轟 弘 之，羅 和美，大 灘 英 蹴

麟 弼の肺結核患蕊に 麗A凝 総 （騰れそれ 蓋謙慕難及

ぴ 奪．蓋を奮む浮遊液 欝勲鵜）を週一継経窯叢性に灘入

紮，欝 縄に有効を費そのうも 憩 携 紅 薯効蕾みた磐効

果は纏れも総敏性塞溝臨病璽妻こ対㌔得たものであつた．

注入籔数は 窯艘総 繕であ臨、禽効測は 単均年令 難瀞才

で藩い患藩 鑓 姦く，又病巣年令は 推定…年以内であつ

た。

騰 鷲 ㌫灘難 内膿⑳欝駐勘 婁好成績であ灘．

病巣治癒⑳過穫は，注入麗始後 黛～3遡 で拶鷺の舞薄

が始ま鯵導細緯遡で陰性化す灘、之れと共紅鐙溝は次第

に縮少し 懸痩轍 瓢織う。r

尚露綴ではあ悉ポ麗敏性治癒裟釜つた。

翻撃締 としては喀蹴ポ慕纏，藤葵が藝劔鑓毒れ鵡

韓． 肺織穣⑳ 艶議燕曙翼猛 供鶏療濠殊 に 零療法後

類肺凝行つた鰹⑳検討

（九大結研） 鍛 灘 勝 美，杉撫浩太郎

（灘立織縄療） 瀬 ／舞瓢 部

（国療綴形原病院） 横 溝 公 曝

（九電病院） 森 万寿夫

（懸国県立嘉穂療〉 佐潔本寅雄

（懸立斌生療） 油欝 弘

㍑ ん継 簸 併薦療法鐙特徽について，殊獄本療溝後切

絵を行つた症鰹を癒 と㌧て検討Lた 。

33樹 の殆んど全纏襟溝を轡す愚璽疲乃欝麟確 盤⑳馨麟

結嫉携紅於て本療法約爆露飛後x線 漸晃警転毒は約 鵜

％，塞溝の閉鎌 譲約 叢5％にみ毒れたのみであ勘 噛 験

性㍍は塗採で約 沁％，培養で約 欝％ 鐙 症織 瓢み爆れ

たむ

蕪 鯛載於て切肺徳を餐つたが，慧 纏は治療前購らか

慧欝溝を認め得た鰐であつた．欝 綴中 ＄懸は濤療申塞

溝は濃肺，燐除藤に於て臨濃縮窪澗を誕聡した、難の鱒

鯵 瓢は嬢潟が残存していたが，そ⑳ うも鑓灘 濡療中に

麟が験挫化し，切除肺に於て撒の嚇例串4弼 裟所講灘溝

浄傷がみられ，組織学的轍臨確めちれた．

x線 ぬ讐溝が残存した麟噛 ぶ陰酎 瓢したこ跨感綴は濃

療霧飴離 穣 難 感受挫であつたぶ，塞溝が残存し難麟 も

陰性化し撫かつた4鰐 は濡麟講始藩蓋澱翌耐纏三であつ鵡

簸灘な盤鋼 ㌶於ては 欝蕪 鐙賛蠣1は 難A縫 よつて幌

進婁れ導も鐙であち㌦

瓢． 餐種 欝A講 驚鰻 び 叢鷲A⑳ 癒中抗灘 餐購叢びに

体磐培養総織に対す薦影響について

（繕慮蹴薫療） 離 懸 義 雄，成 瀬 昇

今 灘 数 驚 寒皐 耀 保 男，／彗瀬 好 生

河 金 隆 之，教 野 勝 蹴 伊 丹 蕊 驚

各種 欝瓢轟 麟及び 翼灘Asの 鉢懸 凱お緒灘作羅機序或

いはその態慶癒知導欝的で灘達は各種 ㌶A叢 吸 び熱 ＄



欝

鷲Aの 恥心によ孫各薬講鐙抗繭作醗及び捧外培養綴織

に藩す灘薬凝の影響獄ついて実験 した．

鄭ち蹴巾抗欝力 はA鞭A＄ 〈）隷．〉蓬》As£難ン欝A＄N蕪

の鞭に抗繭作欝が撲 く続く韓難Aは 滋独 では殆ん ど抗

麟弾繕は認め難いが，鷲A翼 ＄鍼 又は 猶A鋒 を辮欝

した齢 に於ても 鞭 では灘 臓蕪醸 肺 締 ⑳ 鐸

増糠 をせしめなかつた韓 妻

体外纏養総織紅対 しては 撚S・甑 ・鷲Aと も鵜懸常 漁

の内醸によ難漁中濃度では生檸継織の発育難止を認めな 藤

い鳶

シンポジアム(4)結核症に対する副腎皮質ホルモンの応用

（譲題 簸婁欄欝45羅 隷4鱒穐亀後A惑鍵機）

鳳 下難や蠣獺 系a織 縷縫 （第 緯鰻） 芙驚懸⑳糞肺

的織穣縫に購す薦 難薫・趨叢纏蒙豊齢錐磯総 撫 ＄簾 な

⑳併驚効築について

く北襲欝究所購属病院）・高 橋 智 広，爆 立 達

小 耀 縫 次，片 綱 鎭 夫，島 難 芙 彦

濁 井 縫

① 欝究 羅的，鎌麟轍1蕪伽 獺 単独，＄鍛 併懲投与穆

天盤鼠実験的結核癒賦繋す孫影響をみ蕎ため次の実験を

行つ鵡 くの 実験方法 第 蓋実駄 薯難療 難．輪 奪擾種

後 風遡，＄遷後よ鯵 欝瓶慧搬翼，黛灘 購 を 曝遷総それ

ぞれ投轄 第 窯実験，講感染3逓 後 よ鞍餅礁黛撫黛，＄醗

慧撮慰の各単独，併醗投与を嚢遡総欝い劇検， 国蒔に臓

器の結核繭培墾を宥つた．（の 繊績 第1， 欝実験共檸

露増加藤線，ツ還愈推移，局蕨 サンバ鎌病変については

大蕪な く，麟検病理態識学的所蝿では第 茎実験の結核結

飾は 攣蹴 薄肺群共賦繋殖盤 であ葛ぶ，前藩では結飾

ポ織騰化の傾向があ翫 第 慧実験 では や群鐙結核結節

は鰻局艦が少 く，織聡漫潤の型 で拡 る 傾向がみられ，

s鍛 群は従来の報告 ゐ国蕨 見を 承し，＄懸，欝 併絹群で

はS簾 の作欝ポよ鞍強く競 われ ていた、（の 結語
，攣

窯驚墓短期投与では悪化の繍醸賦なかつた．難膿 懲慰幾

期投与では結穣難の浸灘型進展がみ塩れ嶺が ＄纏 を轡

繕した群では悪化はみられなかつた。

婁乳 績檎縫に鰐す薦鍛ル華饗業テ灘・イ欝の影響に購す

薦欝究

く結核 ぎ鞍 会結研） 轡 木 正 灘，撃澱婁佐害

占久保文透，講 瀬 昭，今 村 醸 耕

漫盤肺結核症 繊 綴 ㈱ 病繋）鑓離す導プレド麟ソ

濃ン税摺療法の成績麟 鵜 す葛とと懲に
，切絵材料5綴

劇検材料 叢鰹および騰ル騰 膏 叢ぴ載マウス実験的結嫉

漉によ嵩病理解趨学的検索を主毒して，結嫉癒に薄す難

繋ルチ慧ス墜難イ罫の影響載つ嚢検討を試みた
．肺簿的

綜はヅレド轟ソ雛ン 欝 撚慧 気選 亙心鵬慧 慧選 ＄驚麟 灘

を籐準漆療蟻としたが，少く轟叢濃 の鍛では，姥較的安

驚をみた織縮察溝，結核腫型鍵澗，乾酪巣裟は著明な赫

果はみられず，切絵轡料の検索で織乾酪物翼の融解捻ど

特異撒所騒は認め毒れな硫、勤物には肺 麟隙 鉱用いた量

の約 ＄藩璽癒投与したぶ贅愚ル騰ッ塾では5遡 の投夢で

継菌学的競悪化を認め聯のみで夢凱 れ 臨S鍼 併絹で防

謬欝凱 マウスでは著明な悪化蕊・み，織肺簾鑑の減弱，

結嫉藩の轡 欝増殖訟講鞭 局化，牌濾胞の饗肺など跨辮驚

を認轟，新らもい糠炎を伴 う難疲騨結核疲の部検によウ

て確め得た細胞澱麹 〉滅少や騨濾胞の饗縮などの所羅と

の一歎 をみ鵡

縮。 結撲癒鵜及獄蜜灘驚麓鷺ホル騰ン⑳影響

（購療漕瀬病院） 寒徳久梯次鄭，宇佐美繋シ子

われわれは結核癬紅及鞭す灘繋皮難ポル騰ンの影響に

づ鋸 下記の如糞蕪礎，惣 こ肺庫的研究を行つた．

め マウ践⑳実験結核癒に薄 し 恥綴鑛蜘総，ACT難

を投与すれば悪撫癒来すが，瓢れに 鞭醗 を併愚すれば

膿の悪推を搾綱し得，欝酪 併繕では麟糊 し得ない、

の 肺結核搬 では病理簿麟学的璽撫 隷もとよ蓼，心藤

機能畿下によ愚，叢症に於て臨縦欝皮賛機能の藪下を認

め犠疲濁が薄成 鯵み もれ犠．

紛 か 帳導魏疲肺繕核癌 載 捕充療滋的意瞭 を 懲つて

避驚伽麟 伽 鷲 を少盤連続投与すれば，種な灘肺懸ミ癬状

謬改善を認め難漉弼が多い督

4＞ 藤結嫉癒に 難驚繭 繍 轍驚の抗炎癒 糊 を主鑓的

とし鴎 その薬理麟 叢量を航結核購義轡履 鷺与すれば，

滲雌 餐病 樂の速かな愚戦駁，韓醗雛病 嫌の軟駕灘鰍 こ慧

し促進績海が認め晦れた．又 題 ＄ アシルギーの税感作

に対し蓬ヤ綴轍捻伽 難 を登瀦 すれば，安全瓢遮やかに脱

麟 働 辮 われ磯．講作繕として轄記すぺ 着ものはない．

1瓢 織穣性疾患に繋す墨燭ド難捧翻蟹麓翼系ポ鐵懸ン及



灘

び繊畏ポル騰ン療法一一～欝に欝鍛維購機序に噂糖

〈懸寛康窟療）寧今 蝶 嚢澄，横 繊 英 夫

戴波鐸欝彌，漆 綺 一 購 牽 醸 良 蔵

欝 鐡 溝 一，講lll瓢 茂

下灘 搾翻驚皮質系ポル曝ン，成叢ホル撮溶の結嫉性藻

患瓢対す難臨簿ミ効果，i肺鋸 と撫 こ署の作絹機序の一羅／緯

鯉 響，使灘方法鐙擦灘駕を企霞い ぐ研究癒進めてい鵜

ヅレギ瓢ゾ繋ア，抗総嫉離併隙 藏結核鐘跨内W讐も急盤

i盤で犠 暴癒状め強い懸 畿禽効であ靱 使講肺燕礁丁蚤叢心翫

丁麟 で認轡皮賛『野備能騨〉低下 したも謬，厭 蜘 書噛癖 羅

螂 擁 桑簸のも醸 こ肺蓮効i襲が勝れ，叉ツ簾臨の強い醗1は

翼臨の弱い霧よ鯵禽効であつた．之鑓薄嘉威幾ポル総ン

は未だ硬欝綱が少いが安定 した撫学療灘後の趨残病蟻慧

対し肺痕化促進的に働 くものの ようであ蕎、

結核癒緯購懸 こ慈尊化学畷漁の補勤斉艶 して夫紺霧効

饗あるが，そ緯作醗機序鐙…つ織 雌馨ポル搬潔不聴 黒対

す嶺補償療漁 としてめ機序ぷあ鯵，又結核症のアレルギ

門状態紅応識 てをの灘臨が定識纂のではないかと考鳶毒

量懸 ．

熱． 繋一墜ゾン系薬舞紡 継縷癒へ轟応矯

（国立佐賀療） 小 灘 稔， 寧近 藤 忠 七

藤 癒 鱗 メ熱

譲懸な発熱があ韓殆んぎ全鯉が抗結嫉購，抗生物質載

無効の糠結核患蕃 捻 鰯載欝一チゾン系薬蠣を使購し臨

床観察を響つた、投与：鍛は 擁 ξ1磯繕鞭書懲藻 より漸滅 ㌃

総盤 為｛購 難鑓鋤 欝溝を！蕪鱗続 し慧簸を除蓉すべて抗

結核剤訟欝灘した、臨痒症状江対する効業韓改讐3， 穂

鞭護醗 ，不変欝，悪化 隻，死む3が あつだ、悪焦 董は榔

学療濠を鎌灘しなかつた疲綴であ灘．搾蕪撚 平熱 ぴ ，

不変4が あり，鰐熱蝶駄 禽慾 曝増加 した祭X線 簿は軽

快 慧灘 鞍 三夢不変 攣，悪化 烹があ 離，篶鋼 では不変 欝

出編 慧があつ鵡、灘盤鋤 議炎載対レ ぐは藩効を羅ミし，結

麟性髄獲炎は欝纏共鷲亡したが脊髄液所載齢改簿を認め

鵡 融 、霜 としては浮腫癬 戴上舞．繕罎等があつた、、嚢

常遭遇す楼この様な患藩裟は一爵嘉諏 燐の続欝 を試み，懇，

藩の一般状態を改簿姦せ療養賦精鍵壷欝たせ愚胤訟は悪

鵜を懸念して締観す導以上鐙鍵結巣を得充分徽量の貌結

核麟と轡矯すれば騨結核に薄す轟悪影糠 訟ないものと慧

われ鵜

灘． 肺結核に鶴す愚麟戯療法 騰にA群 慧黛蓬 撫航織

鞍欝惣 曙 罫講療灘 蜷壌 馨℃

（懸療静澄灘） 寧藤灘 彰 億，宮 林 美 懸

獣 井織 定

（慧璽大高茶鐙分貌） 撫本 利 雄

肺結撫 譲諭す導趨戟療法は，職酪藁を軟難肺解せ㌃轟

その級藤 駿磁 縫 国導事を主鑓的 としてい臨 併勤な淋

転鰹戟療漁を単独に癒驚す嶺在来の方法では，乾肺議⑳

軟駕融勲 嬢§つて，病巣跨拡大乃蘂新病鍵の発生を来た

㌃病状の懇 縫 み嶺事爵邊 く，為裟本灘 識実地肺瀬 繋凱

広 く懇稽藤れ凝 畿駕つていな簸㌔

併纂なが鋸，化学療法が発達した現窃噂は抗結嫉購 蕊

の灘 襲隷 靱 一那 謙 て鍵 ㌧描 国然な肺結嫉への優

れ海榔学療法の一つ義して，霧生せしめ得難選能樵ポあ

嶺か為考えもれ燕瀞

そ瓢で我燈は，その第一歩ゐして，嶽兎の肺結嫉鵜，

躍簿鷺 と二窯緯航結核凝との併灘 を試み，そめ勤娯轍

ついて，病麗繕繊学嚢駕 戴び鑓癒織鑑学的轍検討 し鵡

その成績か熟，我凝は 鋼戟譲渋 と，＄懸 業は 烈 森難

蕊謬轡講療瀧鶴よ鞍病雛の進凝が羅止 諮れ，後籍鐙併懲

では，病巣搾吸醸嶽痕駕が総進され孫事を知つ鵡 叢⑳

事か毒我驚は，麟戟療法と，化学療法 との併鱗療法魁

勢後簗縫検討すべ嚢癒醸あ悉毒灘と響丸惹．

鍛． 織繊牲藻患に対す導牝螺i療法毒灘馨皮質ポル騰ン

の欝矯療法

（串京病院） 醸斎 藤 翫 敏，

（名 占屋第一難ポ病院） 灘 γ 泰堂

（名大一内） 小 油 黛

趨腎皮欝 ポル愚ンと貌結核灘を次の如嚢結嫉症鑓併灘

投撃㌃，鍵勘 癒頚藻 を認めたので報告す嶺．

対象は総数 麟 纏でその内は結核樵髄膜炎5測 ，髄膜

炎症状を弾はざ導全身票灘継嫉 茎溺，滲欝雛勲膜炎，難

掘，結核性 旗膜炎 黛樋，そ鐙懸 翻 麟 核癒 であ翫 そL

て髄膜炎，腹膜炎，麟膜炎の如鷺漿液膜結核には見孫ぺ

港効巣が翻腎皮蟹鄭ル葡ン裟依つて婁轟導来 おれ導事を経験

した．安定した藤繕檎 こ鱒しては翻線上藷1灘な改欝は認

め曝れなかつたが，1鍵覚症状その｛齪〉一般症状は憲癒に

於いても改善の鱗薄が結姦，れ難様であ導．

趨作灘 ともては我 牌鐙藏纒で1よ，鰻痛 烹網，麟藏の鑓

彫舞 弩粥，及びそ緯簸二．窯緯懸携 に癬癒様跨発疹並び

鵜不眠を誘え導《㌶》が饗一チゾン投与騨鐙於いて認めら

れた。1瓢れ紅比してプ疑ギ識ゾ繋ンでは醐作灘は殆ど認

められなかつた“

欝． 叢癒肺繕穣⑳化蟻療法に対す墨灘驚皮鷺ポ灘懸ン

⑳欝爾慕ついて

嬢 鴬較難療） 大 野 遺 夫諮矢 鋳 正 麟

林 博 敬，爆 鑓 巖，夏 欝孝 資

書 懸 茂 雄

我 凝は，入醗巾の縫盤蕪症締結核症載紺 瓢認賢皮蟹ぶ

ル騰ン 〈ヅレド講ゾ繋ン）の少量継続投与 を約半聯闘拠



縫

学療法 との併灘下ヒ灘行L， 欝覚譲状 （揮灘，騰 軟，喀

蔑き食慾，気分等）の野転及び簸覚的飛晃 （赤沈，購蝦

串結核麟，x線 所蛾等）の敢欝を多 くの症鰐轍認め，難

血液織，肝機能，総血球震喰能，薬遡醗性，漁溝串電解

賛等臓臨悪影響を認めなかつた．化齢療濠の効搬の期待

し欝ない様 な症縄に使鱗す灘のは興難あ嶺講題 と考蔑ら

轟鵜

鱗． 肺趨肺構後に適矯鞍舞 艶黙矯《搬鰍 撫養雛・の効

畢

（北難研獅響附轟病院）

片 構 鎭 夫，燐 申 栄 一一搾鈴 木 達 雛

広 木 文 雄，森 灘 昭 彦，榔 沢 昭 吾

黒 溝 輝 久，赤 倉 一 郎

欝驚総漁 錨 懸 及び 欝照墨鯵癖 鵜 は抗炎症作嚇 ぶ《》

纏蜘 驚 の灘蕪と戴われ羅つ 鉱賛繋ルチ騨ぜド作驚が樋

めて少いと云われ導瓢 もい禽成講賢皮質 ポル讐ンであ

翫 我 聯は 緯 劔の肺結核患藩の肺騨除欝直後に姥較的

繊期闘 これを適懸して興瞭あ蟻結果を得 た．投塾簸は徳

後第 蓋縫よ舞竃欝 欝 雛露 欝灘，次い で蓋蕪 熱 撚繕黛

縫，欝 撫露 鷲1， 導撚麟 講と漸滅 し た．興象あ悉点を

遡驚すれば，

蒙） 鵯聡な下熱効黙があ 鯵，繕後の叢葛韓滋は蕩い霧

奮でも 騰℃ 程度であ犠．従つて呼獣懸難その鰹の露覚

競が繊めて少い鈴

の 徳後の肺纏内出漁及び滅出が癬めて少い，、従つズ

縢の縛膨張購鍵野であつた噛

勢 難徳側に高農 跨纏膜勝騒が あ碁 ため，全肺活簸

欝醸藁韓，難徳鰯糖謡縫 総縫轍であう た所讃 獅蟹 撫 勲

の患穣 覇 鵡 除繕 を施蓉し，叢》驚麟癖麟茎囎総を欝灘した

が 欝心継鐸 叢紘 でない対照携賦鰍較しても，癖鷺症状も総

めて軽褒で，発熱 欝℃ 穫疲，肺腔内撚漁及び浸出少量

で，糠の懸膨張は良聾であつた．こ鈴綴での好結果は抗

炎癖作綿の織，闘接的には発熱の懸黒翫によ詠酸嚢消費搬

を儀ギ憲せ，炭酸ガス辮出を軽滅せしめ，徳後の 麟醸織，

或は 鞠 脚駕鱒雛礁 を防ぎ，糠水騰発癒を予防す墨叢と

にな導で あ ろ㍉ 凱の 様な癒弼へ鵜 叢臨は将来 欝鰯

癬蝕粥蹄処理裟対 し霧力な手段とな嶺もの為思われ馨．

曝） 我礎が使醗した穫鷹の投与漿で幸濫嚢鵬 潰癒紅認む

ぺ蓉悪影響は見もれなかつた．又，電解蟹代謝 （灘 ，K，

心鞠α）鵜も特轄繋常撫く， この藁剤の鉱賛灘ルチ繋イ

ド窪繕は少い熱慰われ纂。

シンポジアム(5)外 科療法の予後

（藏題 窯5編慧55慧 黛曝 騨憲響妻艶A金 鵬）

熱． 肺嫌除講後 婁一難奪経過せ 慕肺繕鞍懇響35難 嶺

の争後 欝鵜就樂時期⑳国国に国鞍て

（東燕大抗欝） 木戸就一藤

鍵期化学療法後肺切除徳を行い装～ 欝年経過した／緯結

核患藩 蕊癖磁 鶏ついて特裟就業勤態を中心に筆後灘査を

響い次鐙成績を得た“死亡者は 憩 名 （慧％〉で生存職

購轡 ＄懸 名中就難轡は 慧灘 名 群慕潔％），軽作難騒 名

（無4％ ）筆療養蕃 鱒 名 韓．蓋％〉で療養禽勝7％ は徳後

結綾轍金轡藏 を夢騰 した臨のであ導．衛後禽併症は主と

して気管賓撰，膿肺，藤病棄悪撫など麟み謬れ之等鐙約

齢％選 くは灘溝鰐で解喪申蔵 が 購難で特に ＄獣 醗ド転出

理綴であつた．灘切除患藩の就難動態鵜ついてみると約

麟騰は徳後 蕪勲月一 亙年以内に就業し，矯 講 力馨後鵜

轍生存蒋鐙約 簿％ ポ就漿したが就業後にお縫嶺響発は

難綴響簿れ も烹年 蕪カ月後に就難し藤発をみたが生存霧

の 静 轟に満た轟儀率で発病購 も不定 であつた．金併疲発

生鯛の就叢畜は約 慧《）％ の紙率で衛後 蓋年 導カ月脚欝罫

後鐙就叢してい轟．以上の成纏かち麟甥 絵患・蕃轍お凝《

徳後脅鍵盤をみず経過肺調の罵｝緯では徳後 豊年で就業し

て藻支ないぶ衛後合併症纒では 翌年 毒溺 護一慧年鐙療縫

癒必饗とす観

憾． 肺結壊癒に無け萎肺窮除療法後の欝難について

（鍵 大 外 科） 寧瀞 隷裕濃部建懸井末得齢 率漣郵

（懸療 神 寮辮） 烹樗等，憲松博

（懸 療 麟嵐 荘） 野麟蕊嚢

（北 盤 病 醗） 畑 申 栄 一，鈴 木 遠 雄

（澱 菰喪戴病院） 久 鎌 宗 人

（醗 療 麟 鐸） 神 野 窯 次

（懸 療 埼 薫） 小 島 讐 雄

〈縫 療 村 撫〉 小懸謎蜘 隷

（馨 療 天竜 荘） 加 藤 鱗，安 藤 博

（建済立辮病院） 依 撚 薫 蕉



5欝

（大麟興済病〉 浜名罵太縷

購聯 黙 年 欝 ギ／よ難li鐸灘3－ 箏 繋 懲叢慧慶大外科

翻簾驚謹に於て施行憲れた糠結嫉の聴燐除綴3緯 繋余鰭

鐙経懸観察をなも得た症鰹中雛後 導搬メ1闘臨確上顯講裟

経過し，奨後鐙経過観察でレ線1所 蝿及び麟1蝿鷲脚其難

の再澱動撫疲状を黛し響発と認建鑓べ愚 灘 纏について考

察した．齢切除療漁後の薄発鰐を次搾3群 臆大懸す導．

灘ち

第 竃群 既襟病灘跨欝燃 為認めち愛灘難症鰐

第 黛群 新病璽鐙患現せ蒸癬！畢讐

A． 新病繋出現欝，鷺。切除 纏 城部分）織 一櫛 葉内｝繕1

化群，《二，特異的病影群

第羅群 シ糠。蓋ゴ第 蓬、な懇症鰹であ鵜

羅発鈴蒔期は 魑 講 カ月以内が大部分で．徳式懸 瓢晦

かな差な く，徳鹸病巣は犠溝 を禽し麟購鷺ミ跨 ものが多

い。駕学疲法は ＄絨 雑鵬 器 蔦 以下，徳後5舜 翼 以下

が大多数で．縛発時レ線濁見では賦勢鰐齢織・一糠葉内増

悪，潜窟軽薫 管支癬の欝異的病影は興味深い、愚切除後

再発では気讐実痩鐙潜窪を難視すべ善噂あ難爵

欝． 外麟的療法後 顯 嚢携⑳懇化に懇す薦珊究

（結核予防会結嫉研究断） 小 熊 書勇

灘鰐除 懸3纏 筆肺成 熱導鰐欝駕療 嚢簿 鰐 を対象と

して暮力懲以．汐 年媒灘騰遠醗成綾を灘査し，x線 学的

並び鶴継蒲学的悪紀跨頻度及び悪撫の譲要霞載ついて検

討した、騨蹴 麹＞x線 学的悪撚 諏3瀞 撃もで対翻病巣

蜜無，病盤，最大病繋の大糞さ，術燕，欝後跨欝麟状態，

化獅 鰯雛，気管支痩が発生灘子として考丸曝れ灘麟 学的

懇応は ／4．5鶉で ｝二述灘外慧徳式華醗挫跨禽無瀞欝標点

到達跨霧無が国遵す蕎．絢成籍で鐙x線 学的悪鵜 ？諜

％畏細蔽牽的懇鵜 訟4％ であ犠が特に饗麟を搬 熱す事

は出来なかつた．併し嬢洞懲 む緊璽澗型よ蓼亀麿効であ

難．轍療灘のX線 学的悪化は 繋．5％ で高 くゼ縦禽織

標点韓i甥達㌧ても鍵溝溺か毒跨懇化が趨い鐙で，欝標点

灘達叢の平均期聞 マ岬 欝力期闘爵灘の鶴き療で難標点に灘

叢しない場禽は勿論，講達した場含で懲鱗溝型では一慰

外舞的療法を考慮すぺ 誕であ蒸．又糠勢除の悪軌は繕後

＄年以内に大部分が麟悉のに肺成徳では？年叢略欝鷺鑛

幾 で発生す惹、

懇、 肺結穣慾除療法の欝翻選残病搬霧燃につい℃

〈第 黛報）欝燃⑳講国

（国立国撫療） 高 下 良 正

鱗瀦 鍛 年末窯で 慧織 監藤 ｛縫所で膏 つた 蹄結核勢絵

難鱗 嬢 嚇 綴湧 羅綴遺残病繋再燃ぶあ鞍，この決定的な

誘灘が残ギ薄泌 過膨膿にあると考蔑，そ鐙結・渠を第 灘灘

l／耀 懸結核病学会に発嚢 ㌃たが，化療過少，鎌 董・一㌔

衛後緊期就労など鐙鰹子が，遺残病叢再燃に欝して潔の

鍵薫に関奪してい纂か癒知悉ため鵜 畢衛蒔触診によウ

℃憲残購鎌 を肺認した 捻5織 こつ いて，その経過 を簸

近 までのレ織写糞によつて追求瓢た結果，一毅の犠後禽

耕卿 こお曇旛 と購樫礎に，：再燃総対 しても穣凝の鑓畢麟

悪条磐 諏して辮 瀧 ていた．しか㌃過肺羅が：薄燃に及ぽ

す影響のよう鵜 その総の灘 艶が薄燃の決驚的な誘国と

なつていないので，単紅悪条轡鵜 一つ為瓢て羅燃壷駒擾

す聯載 とズ叢つてい鵜

疫 学

（妻爽，国 黛攣～藩《｝ 難弩 慧4轟 尭瓢後 難 禽鳩 ）

鱒． 叢遣⑳蕪黙灘結楼號亡灘推移に国す薦欝究

（国灘醒大衛生公衆衛謝）蜜鐙敏夫，懸申美舗子

欝紛 年嚢及び55無 度 の府県甥結嫉標灘化死 む率を

誌とめ，これも　触描移蕊各醗県搬職難入轟構成，結核購

床数，健康鯵断灘，結核予防濠公費辮 駆蓉講灘，眠療機

国密嚢等を鷺較検討オ嶺翫，北蠕部（誌漏 蕊 東北北部〉

講蜷瓢 （九終1）及 び京浜地鷺 を除 糞，欝蕉瞭 謬 ギ議業

駕謹と結嫉死亡灘 とが依然麟報国の灘猟賦あ騰凱とを認

め鴇 菰 し購北蠕跨購爆1は，農村府県であ雛 誌 かかわ

らず，結核死亡謬淋轟い．寒浜地 秘議選に低い．また九

麟茨び近畿地方にお縫難菟亡毒の改善ぶおくれてお蜘

殊裟九彊地寒では結核病庫の不燈や結核敷命毒の薦講ポ

予懸 薯れ，と愚に結核繋策⑳必饗性を難獲す嶺．

鍛． 小搬継穣鍛変貌

（九大小難耕） 福 綺 縫 一，国 悌一郎

近年の結核治療の進歩によつて，結核鉦はいろいろな

点で変化 を示㌔て蓉た魁 私灘九大小晃科外来に於酵導

簸近賦撫 絃5最 慧慈 力聯 （昭灘 慧蕪鐸瓢 年）の結核患慰



騒

懲館 名を畿計的に肺察し，昭 瀦 慧 奪よむ昭灘 欝 舞憲

⑳磐来結核患兜 繋鱒 名跨畿計と鷺較して，その変鐵を

検討した 曝棄科外来に於縫灘結核患児の実数及び外来患

発鵜鱈す蟻翼分灘は著購な減少働薄蓼紫してい惹、胸藤

納酷 嬢癒の患児実数及 び全結擁 餐患驚数に薄す導欝分曝

の養聡な減少紅態㌧て，結核挫肺縷炎が実数 ・貰分灘熊

鉱減少を蓉建 ないこと，又肺肺内結嫉症鐙 うち，蔀ぎ婁騨

ンバ醸結嫉，麟膜炎が減少 鮎て撫費撒搬難結核が減㌻鱗

繕 を承 鮎ていない瓢毒は，結嫉治療の進歩とぬも賦今後

の縄国 として残されズい馨翫患う。

鱗・ 健康樵談藩よ導難た肺結嬢症の 鐙 無闘の勤海

（結核欝肺会一漣）
寧渡還 博

，本堂鷺部，八罷 猛，瀬禽 敬

大講瀦 子，ll欝轡選，宮叡康醜，ボ1鴨丈喪

欝辮隆郎，鶴繊兼奪，坂瑠 窯拶子，繭雲 漕

慧1嬢武入，窪欝義弘，熱鰺響欝

欝4？ 年以降の 鈴 隼灘の欝 一鍵簸櫻談断 で取扱つ九

欝来受諭藩約 慧嚢拳，《購 入，集縫対象約5織 灘｝入，繋

村熱驚検診辮象5姻 群春鯵入の成縫から，この期閥にお鞭

難騰結嫉蕪の動海を検討した、糠 こ病熱 こついで難，年

撫灘に運幣⑳変化を，縄氏分類，学研分類，穀TA分 類

藩によつて追求し，初期結嫉疲，璽症鞍結核癬鐙減少，

硬轍灘跨増加等を㎎らか載し，その曝灘を＝灘察 した、撫

らに患藩発驚離の撫移と病型 麟 年令懸分霧から，熱 字

以 謙の灘結嫉慰 こ簿 して離策をゆ葛が磁 瓢で慧ないこと

蔚醸調し鵡

鍛・ 長期に亙慕一騰村結縷繋国検診よ鞍発擬禽鱗難慧

に就で

（千大一内） 三 輪 漕 鷹，潟 欝 好 一・

北 条 竜 彦，策 条 静 夫，灘 講 昭 欝
傘佐久総光吏

，森 本 武 志，療 箆 欝

土 餐 尚 義，野沢購一郎，高 沢 薫 部

我凝は戦後鵜おけ導農村結核群 鍵態を知鞍其の予防薄

鍛肺立の難的を以て，昭秘 黛黛年よ鞍 憩 が 窪 簾 鯵・響

藥県下一農村全麓驚約 鴛㈱ 名を薄象蕊し て，蒸奪結

横撫 灘検診を実旛して来たが，舗 撚 其の綜金成繍 際串

特に獅欝艶糠 瓢就て得た 欝， 鍵》成繊 こ就 嚢報告す轟．

① 受騨 韓は 紬憾 編 ，霧轡縄 灘は検診纏轡 焦縦 ，

簸継検診鋳郷 。欝慈に瓢て，その隼次的病灘 の推捗を蟻

礁に，初期結嫉及 び漫潤型結嫉症は減少の 綴織が見ち

れ，硬化璽及び混含型結嫉癒は増癩の磯瞬 規 られた．

② 轡講藩の経過を見るに携購結鞍は 鑓墾がマ薯聴 し，浸

灘蟹は約3獣 混禽型は約半数が増悪鶴 篤 だ 繰結簿

盤及び礎駕型はその警懸嫉 転が不変購 潔経過Lた ．

紛 欝α拶 膿 難競陽臓禽勝晃春 譲 魯 塾甥 検診以後

に於て病繋を発鷲藤れ驚 黛難 名鑓就 愚欝接 ツ劇亀ふを

再検蔦た結果，鰐検診時癩簿な騰漸 號を遥藩馨め得ず経過

嚇 こ謙病したど謹えられ嶺隷濃驚か澱鷺名であつた，

認． 農村結穣鈴疫攣的購究 （続報）…一欝に戦後に勲

繰萎農轡結穣⑳蔓羅機転につい℃一一

（公懸 鞍雛完疫学部） 寒醜熱 逸 造，塚 本 灘 子

（講衛生微生物学部） 染 谷 澱葦懇

（埼玉県衛生部） 杉 野 為 治・，撫 ざ 罫

黙 雛 轡 窯，癬 蕪 欝，志 叢ただ子

昭灘 筆4傑及び 鑛 年よ穀，それぞれ現孫 嬉％ 叢，

結嫉検診を継続してい撫 羅蕊県下 欝叢慧村緯概寛成綾から

戦後鐙農村結嫉は動縫，復員，疎肺等蹄影響によつて奮

病癩が高められ，こ＝れが農村繕嫉緯勤縫1に郵侮な蕎影響

を与颪導かを艦視す慧ことの璽要挫を演蕪等は㌃ぱもぱ

指携して藩海が，轡麟はこれ毒の難村鵜隷 歪導結嫉患者

の辮発生状騰を蒙族的賦観察す導とともに，そ跨発生饗

灘韓ついて研究したので，その結難を蝦告す講、

結嫉譲鹸よ韓鐙騨溌 病藩は案夕紙 率v費あ難が，難発斑

が〉窯族内雛難縄が多いこと，籔発癒善む大綴分はツ探礁

賜転磁病藤でいわゆ 導既購雛三発病灘 は 少ない瓢と等鐙

簸，新発病蕃の発病条件慧ついズ検討した，、

麟、 繕穣小鷺⑳選麟

（雛翫欝鐵務騰小児結嫉蹴 灘研窺蓬） 淺 野 秀 二

縄本露久雄

我 凝は 擁 鐸全醜蟹 ／こ病貌づ嘩贈泌 協力跨曝と鍵結嫉小

児鈴運命轍 ついて調轟した．灘ち ω 過濃載治療の実

施された結接小晃謬現識三の状況き畿ついて，3噸 鰐を簸

計し得， 慧一醗 瀧 醇発 鷲 繕，治癒 鎗？鰐不鱒 器 縄

であ瓠 轡 灘の 茎7纐，の病型は，浸潤挫締結嫉疲 黛繕

嘉 藥難結核5症 であ琴，叉初感藥結機癒よ蓼は 難》鰐

で，蕊の大熱分は発病当縫瓢学療法は殆んど行はれなか

つたが，灘療期総の短かいものであつた．

② 結嫉小難の既往歴轍ついて3灘 纐を纒 姦し得，

4纏 菰既懲 礁結核癬 を指摘治療 されていた，、この4鰐 の

病灘は棄織結嫉癒であつたも鈴慧鰹，初感染結核癒，国肺

結嫉藻iであつたも麟緯 縛窺で，治療轍よ琴窯岬懲 年後に

至つた胸部新病難，浸溝鮭懸結嫉疲を発蟻寒れてい騰、

諏 織 陣保鰹辮蟹締黛跡 ＄村にお馨愛篶叢近灘結穣の案

態

（霧1井保縫湧〉 彗黒錘1繊 雄，総麟 昭一難

纏1線 縷所蜘 橿 書，一般黛薦 検診を鴛い高率講受診聡

を得た森騨凱 松騰町，患憲臨纏，灘繍重，藤濁村の約

茎万5華 を対象記して，最遭跨結鞍騨撲 態齢 ！l建誘 と試

み次謬知鷺を得蔦、

透） 昭憩3黙 年度め結嫉霜病毒曇憲，慧井保縷湧管内の
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韓部 （機難地）紅おいて隷約 黛％，護襲糠離 ミおいて轍約

薫％と欝定惑れる，

の 年鋒轍難審発喩率は鵬獣 雛 おいて約 講％で 鱒 奪

農実態灘懲⑳成綾 とほ 能等い 、、

の 患響壷年令賦分灘にみれば，欝部村部と毒実叡は

欝 台鑓簸 も趨 く襲被病離は 齢 齋驚 し くは 欝 台賦簸

誌轟い．従つて轡後結鞍対策の璽点は叢年藩驚よ鞍竜む

Lろ 申老奪藩騨 譲響かれね憂讃なもない。

轟） 前奪受診しなかつた春から毒議，受診 ㌔た熱 織紘 し

約蕪轄1蔑瀧に患藩が発鑓され薬，、

5） 饗懸療 と懸定されて臨経済的事欝その簸で麟療 癒

受けない蒋が多 く抜本的な施策が欝まれ難．

錨． 嚢知漿一般麓撫 講塗け灘結縷⑳鍵態

（愛知県衛生部） 小 鰯 朝 書 寒趨 翻 常 瓢

無作為抽出法よ絵愛知楽下鐙一盤 麓斑鵜ついて愛喪麟義

衛生部及び全繰難断が鶯つた結核実態灘灘の結桑癒報告

す惹、調査期灘は昭灘 鍛 年 胃／総惣よ滲鍵1宋 蕪灘査

客館は雛5地 区の一般住斑 撫 総 入難調査内容はツベル

クミ1ン反臨総接撮影を藤三韓とし，要精検者鑓は藪接撮影

鰹轟糟養検査を智つた．受診融 嵐響。恭％ 噂あつた。 ツ

ベルグ渉ン騰難蕃は聡定済藩 簾L嚢5蓋名騨 鍵／l藩犠灘7

名 く鱒惑％）．肺結鞍麿蕨織潔は受診欝総数 繋謙 叢入癖

為蕪総 入 （捻惑％）肺結核梅病者は5総 入 （礁惑％）饗

癒療藩は4懸 入 ⑬懲％）であつた餐購襲藩養検懲 謙畳

検藩総数 黙“入麟騰性嚢 麟 人 〈翫騨㊧ であつ海．肺

外繕嫉霧勝鰭懲 灘 総入 （《綿 ％〉締外結核禽病響は 欝

入 （甑鱒の 謄あうた．鵜れみ を愛鱗墜 一般住罵 く乳幼

発学校譲三学生勧労藩以外の藩）慧5鶏叡灘 裟つ いて推講

すれば肺結嫉禽藩兇磯は薫毒5，灘 療麟 核霧病灘 漁5遮，鰍 襲

要繊療蒋は4鑑 蟹鴻 とな鵜

灘． 灘耕織織 （第 軍報）

〈罎拳賑大瓢内） 欝 捨 轍，溝 村 隷 朗

野 村 実，串村 良 鑑，小野寺講久灘

敵 野 搬 一，鑓木沢鍵災

購灘 灘 年岩箏嬢某村驚約 掌麟 箋勲麗慧名 慧づいて藥

懸検診を実旛㌃た．奪禽懸ツ猷繕購態率は国地方戦誌の

成糠 よ蓼一般に轟離であ導凱と隷疫鵯 ㌘雛慧露饗欝そ緯療

灘を鷹察したい 講患璽期かも轟秘艶議では 繍輝欝％ であ

灘捻とは 難く灘 接種⑳影響であ獄 肺鷲潔はこ纏離令を

預点とも《，殊戦 懸 摩以鰍 蕊瀬減す嶺嶋毒華象，老入の

黛慰力の外裟購性ア準ルギー毒考え繍 貸鮎 即 ち 齢 寧

以上で灘レ線禽湧 鷲はすべて結鞍性でない為蔦て鶴愚謬

約3嬉 ％ がツ猟臨陰性であウ鵡

赤沈 の年令懸正常纏は乳幼鷺鯨 蝋鋤撫 も学薫懸か鋸

灘 才葺憲は叢鑛膿は欝子難難難，女子 轡難撫 以ギで，尚

5難才以。数では再び勤揺す燕，

締 レ線轡所獄潔1激3。4％ でV葦 竃ト蹴 饗 黛．編 艶誉V

～v蓄翌型 瓶鯵％，璽難 ｛》澱 ％鐙懸で年令溺1こ篤年憲に

灘い。1馨麟i礁嚇 核蕪を 懲 名につ、・で鴛い 憩 名の蒲肺

樵轟を認め醗機検査を費つてい灘、4名 は塗抹鵬態鰭養

陰性であつた、要潰療藩の多 くは化学嬢法が行わ蒙製てい

たが，尚澱勤縫鷹判定諮れた。従つて，農村結核予肺対

策毒して現階澱化学療法と外科的溶療鐙役灘ポ璽要とな

難、

欝． 都辮穣驚の織核検診鑓つ熱て

〈東窟都薫子保健所） 寒溝 承 寛

（滝 野 川 保 健 所） 綾澗 満治麟

（砧 保 健 辮） 魏伯夢懲子

欝騨 年 ア鯉憩 薄棄京部北賦 （入 購 総 万）一般往驚

緯結核検診齢轄巣を検討㌧た，、

騨 人鍛男 鱒懸，女3稔 醸，計 難驚5名 鱒内，雛⑳

名鵜x釜 》を行い，驚 鱒難（暴譲％），女753（ 鷺護 ％）．

計 蕪灘 名 く驚灘％〉讃富病藩 （麟〉を得た．

廠趨率は 懸 才脅 窯で 転夢導し，男では 講 才奮以後高

綴状 とな1タ， 女では縷かな上昇を続睦愚、蕪癒籔鐙禽病

灘 慧．3％ はでやや低い、

霧病者 慧5蕪 名の購難 は，灘 型 鷺，v燃A灘 ？，

薫VA型 懸，夏V難璽 黛懸，V灘 型 総，V薫蒙灘 欝もV璽

鱗，v薫A型 齢鷺，x蓋 型5＄ 響，翼では 葺v《，v難 璽

女ではvぎ 蛋A型 が1織瓢多簸・．

黒子地蔽鐙要鎌療者 尋簿 名の調蕪 では，検紛終了 慧

力際後の受療事 礁％摯受療考の 騒．4％ は 毫額又は事

額癒灘麹推蔚余儀なく港れてい翫

鍵． 顎茨牝鍛だけ鱒ぴ漸箆か蔭轟結穣⑳瀧国

（東北大抗研） 新 津 泰 潔，小松懸憲苧

金 谷 艘

小学校入学以後毎隼ツ反応，瓶熟 緩種を行 い上学年

のツ賜樵率 齢％ 以上の譲治講ズ凪小中高校児鷺生徒毎麟

約 マ万礒のレ集鐡検蕪かも次の 成肺を欝た．紹 撚鋸鋤

薦阪撫嫌熱 愛の駆簿斑 蕊 蕪沁 名の購藻，霧液 の結嫉灘

蝶養で 繋 名 毒瀞％ 騰嫉で罫錨 株の鋤物擾種で禽鰻肺

であつた．こ跨病型かも結核進展の欝能i慧ポあ鵜 紹齢

～識 醐に慧の進展型武は小5奪 以｝灘 のみ 蕊 名縫験

し，そ緯成穣を述蕎．この進展型式は 欝一鐙 奪結接発

讐磁 綴 欝蕪名斌〉鴛％ を露め，癖学生 では 詑％ に轟

聯．学令離感染の串学 慕年徴 鷲5名 跨 大藥レ写嚢烹⑳

照萩 駕漁の愈蕪大小を対照とす難と，学令鹸顧 嚢細 坤

学 獄欝 麹 蒸翫化鍮嬢 妻を残すも｛鱗郭響糊 約縫．黛酬難．難鶉

以 ．ll二の進騒灘壷承㌃，石灘 慕融な糞もめよ滲，又欝灰艦

轍大 鷺い 曝の夢い臨のが夫 凝進擬の1鴛験臨が大 蓉く，内
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国挫響感染瓢よ蔭進羅す嶺と考蔑られ葛。以上から署炭

化懲だけの レ撰蹴潔翼も欝液培養の必要があ翰，購鰍響

に化蟻療法を肴 善二とによ鯵，結核発病 を翼に滅少せも

齢得導であろう、

鵜。 肺継嬢癒の溝鍮盤の欝無に議墨分類1叢つい℃

（結核予防会疫学講弩会 〉 浅 羽 醗

昭職 艶 年全国結核実態調蕊にお鷺薦病的藩見春のx

線写輿載ついて，菌所見を参考 毒して，国際結穣予防欝

盤疫学小委員会謬提案によ嶺活動動性の麿無に基 く分類

によつて鼠分してみた．そ 鐙 結核感染雛455鰐 く全国

で 鱒灘 芳〉，弊感染軽縮 総 （全国で 欝7．驚芳）不活勤

難 麟掌（金国で 鷲3．篤万）繕鋤盤疑 ？ （全国でL4芳 〉

不活勤陸疑 懲 （金国で 欝．紅功 を分類Lた ，、その各藩

分賦ついて 論 年嚢実態調査蕊での悪化率をみたぶ，懇

染性3蕪 惑％，弊感染撫 謙。1％，不購勤挫 《馨％の悪鵜

をみてお蓉，各熱分鐙融 撒膚慧差を認めた．そ鐙韓に ⑳

分類と饗緩藻，要監察等の搬導鷹分 との国係，悪化の類

麓 と欝繭，鰹溝発晃の禽無等について毒検射を加えた．

この分類は騨結核疲の予後覇定薄ま二に欝灘な毒のと認め

毒れ鵜

塵 肺

（演国 曝憲樫曝55慧 慧4，塞醤喜饗疑， 】鵬禽場）

4峯． 縫肺誌穣鐙病理解割攣約欝究

（東詑大抗研） 寧黒 羽 武，騰 購 栄 子
一 宮 道 憲

，佐 藤 佐 一一．

磯糠は鉱出労肺者の職業病とLて 窺幌婁れ嶺が，結繊

毒の国鎌について多 く跨議論を生んだ、藻肺患春の鷲鑓

⑳ 鱒％ は結核鈴含併紅よ灘と毒れ巌 ナれ ども，化学療

法の発遠した今 難なお，慮効な治療法が確煮されない．

演者隷叢近，数綴蓼〉瞭雛除繧塞を観察したので，過畿の

鶴蜘 粥 欝 数鰭を検討し，切絵疲灘の麿勅性を病麗解懸

蟻的に吟瞭する。

潜識鍍 感染灘の珪糠は，切除裟よつて⑳み確実に診断

を下し得纂．丁鎌癖癒縫蓋幡 董難¢騰鷺の患藩 も，賑局轍病難

の拡大～崩壌によつて，s葦茎肇心賦 麟鍵撒 叢磯奪に進羅す萎

欝雛盤が大であ嵩．従つて末期の珪肺分離結穣症鐙発来

を牽然慧肺止する華慧は，羅期診肺鑓よ導切絵療法を期待

せねばならない．謙肺療法は達締結核の如何な導段肺裟

臨無意瞭であ灘．化学疲灘 漁 羅 な撒籍璽や，輝焦炎の

鰍敬に薄してのみ，叢干跨勤墨をあげ響備であろう．

載 ． 縫肺結穣⑳外鵜療法⑳意義

（策誌大抗欝） ホ鈴木千賀志

（覆鵬労炎病院〉 長島灘一鶴 後 藤 進

（常磐綴鉱湯本病院〉 鈴 木 芳li鶉 樫 藤 芳 久

蓬肺癌は我が国では最大の職繋病であ翰，近奪磯騰憲

藩はi雛肺特溺繰護法轍よ鯵国難補盤癒受睦てい薦が，轡

勲な濡療濠は全 く見当らず，構臨珪肺の死国⑳ 鶉 巽は

繕核の禽併によ導と婁れているが，今難の発達 した化学

療法によつて懲磯肺結核鑓は殆 ど効果が期餐建 れな報・．

演巻等はか 纂蕎悲運な無締繕核懇議 を外科療法によつて

救済 しよう為志 して，5名 に藤切除，窯名麓胸成衛をお

こない摯 露， 難麿意の知見を得た、

絢成徳は病嶺部轍おけ導過潮な線維増懲 こ嬉げられて

充分な効果斎挙げ導叢とがで嚢なかつた、唯一の治療法

は纏勢除籍で あ灘撫第 薫盤蓼又 は第 難 型珪肺患奮で

結核病変が烹肺薬乃灘慧肺葉に眼局してい驚嶋 のでは轟

度の心肺機能畿下がみ愚れないものが多いので，呼吸徳

磯藤か毒肺葉縛除ぶ懲龍 であ鞍，震た鞍 しく硬結した藤

門獅 〆パ節が気管支およが藤勤猟に獄叢 して蕪締門の構

羅を不畷な愚しめ，これもの綴織㊧分離を薯導しく国難

ならしめ懲が，糠門の構羅は精議し繋蕉しい手披を構い

て処礫す葛醸絵鼓籍醸からも肺切除は可能であ導．これ

紅よつて管内性転移灘を鰯除して以後の結核遜展 を肺止

すれば，懸肺結核患藩鑓購嶺い肺途 を約束す導菰とがで

愚悉わ縫であ鵜

聡。 磯肺結穣⑳内灘的療法 特に貌結捜翻⑳効累

（康北大中村内斜） 譲準村 簸，掩 沢 数 夫

（蒐怒趨珪肺労災病院〉 大 蓉 溝 治，申 込

搬嚢購 部 彰， 定 方 正 一

（軟灘労災病院、 騰療勢次部

〈鷹菱金属織愈砿驚 響病貌〉 欝沖 丸治夫

く福島漿望洋瀧） 罵形 茎雄

藻肺結核は肺床的に曝病理解劇攣的にも従来⑳結核の

概念か らは全 く逸税した新たな病像を餐し，そ櫛濃療薄

蜘 誌 独鐵の考慮が払われ纂べ糞であ嶺輸演潔等は珪肺

結穣患春の濃療撫針確寛を企懸して先ず航結核離の効嬢
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についての検討を費つた．灘 ち策北大学中村内轟教蜜，

鷹趨1縫 鱗労災病貌，秋欝労災病院，黒菱金属細禽撚繁

所病院，福轟県繋洋轄歓入院串の藩肺繕核患藷 を数聯の

経遍を邊つて年次的綜観察 しながら，s鍼，欝A＄，辮A勲

叢びに 控A等 雛結嫉纈を投与 してそ鍛効犠を検討した

結渠鰹多くを期待し得ないが，一淀 期総をおいて紘較す

嶺と僅かながら改警⑳徴を認め得 蕎懲⑳懲あつた．従つ

て癬鰐によつては或嶺程嚢そ鐙進行の速鷹をお菖荒，ま

た新 しい撒布難 の拡延を購焦し得ることが考慮 漆れ導

が・窮掘に於いては磯糠結核 を治癒せしめ得ず，肺部レ

糠甑 心締機能並び鷺病理解麟学的所絶か癒或 悉磯肺結

核は外科的治療の考慮 懲導ぺ 蓉事を強調す蒸、

麟． 珪i肺織穣⑳心肺勲熊

（東北大中村内科） 串 村 隆 寒縄1上 次 部

塞 灘 燃，轡 取 肺，滝 島 任

鈴 木 敏 夫，大 友 尚，渡 還 達 黛

欝 沢 光 驚，渡 部 讐 也，中 村 嬢

菅 欝 光 洋

（福島労災病院） 佐嬬木縄伯

鶯蟄肺繕核の心肺動態 を解聡す 導 懲的で，珪韓結核 灘

弼 礁丁）灘純珪藤（紛 欝 纏の心藤鰐の心瞭機能を検索

し次の結果を得た．

換気麟では珪肺 薫期率結樵（鎌丁）は肺機籠殆んど驚

甑 懸肺 難 難率結嫉（鎌 丁）で慧ぎ鞍鍵蟹肺碍薯明とな鞍，

難聴 蹴 期牽結核 （s織丁）鷺なると醸道醗懸 懸魏碍ぶ

高灘 嫁 る瓢とが知 もれた、灘鵬 気灘はsよ 韓 ＄丁 綜

於てその増加が鞍購であつたが，肺胞機能載於ては換気

嶽流分布国簾の異常度に大な巻蕊を認めなかつた箒換気

灘に於てS撫 丁 は餓滋閉塞綬三障碍を承す鑓かわらず，

覇艦瓶讐co窪分灘はむしろ低下 してを蔭，懸剃換気等と

毒絡んで結核禽併 珪肺の肺肺 齪）複雑性ぶ窺蔑た．次に

循環灘に於てSTの 肺動鎌単均旺は購らか に高償をポ

し，金肺撫管抵抗の増大毒認め，鵡の傾購は結核病難麟

広汎にな碁に従い国著とな鯵，藻肺への結核禽併絃肺性

心への道を難め導臨のであ導と結論麟 ㌻た．

嬬5． 嵐鉱醗肺叢ぴにこれ鵜禽併す嬢織核に灘す纂臨鎌

的叢びに肺理攣的研究

（九大結研） 羅 灘 勝 美，欝 巾健 蔵

薦 木 宏，肥 麟 幸 彦，森 茂 文

書 灘 猛 郎

（銀 水 国） 幾1講 研 二，中 繕 織 男

松 浦 竜 ご

磯腕難纏 畿 れに合併す導結核の肺床滋びに病理に国

して数年寒研究を蓉つて来た麟，炭鉱璽肺には窯難，金

属鉱撫の珪肺とはかな鯵異つた解見淋認められ，本部に

灘 矯 研究は少いので，菓炭鉱に於け嶺從藁愚の結核及

び珪瞭結繊 としての燐除肺並びに総検肺について購床的

並び毅病理綴織学的に検紫し，炭鉱籔肺並びにこれと舎

併す嶺結核との枢互国連鷲について検索 を謄つた．

検索樗麟は，切除藤 欝 劔，麟検襲慧 鰹で多 くの綴に

いわゆ贔炭粉結簸を認め，この結節周還には膝気腫麟藩

購であ鵜 抗内夫に於いては綴紛結飾と共鑓珪肺結飾を

認め鵜 叢れらの籔糠性変化はレ線学的に畷らかな識状

陰影を認め鑓 瞭 い鰐鐙も存在す臨、軽農簸肺に禽併㌔

た繕核は，結舎型の事ポ多 く，結核病樂に澱す纂化学療

溝の影響は鞍明であ碁．塊状隷維巣の形成は結核含鍵為

共に遜肺結飾の周灘への撚大，無気肺性醗駕等愁国与す

導と考蔑もれ蒸．

診 肺 疲 候

（演 肺 罐蘇～蓉慧 難簿 黛姦 鋒・餐緊鎌 ， 難金義誌）

聡。 篤圧簡接膿影⑳利点

く販大慧内） 憲 村 達 夫諮縣 欝 玉盤

於 勢 蕪 蕉

総 的灘 我纒では読影懸簸の良い購接鍛が撮影書れて

灘孫とは隈もない燃とは衆知の欝実であ悉．業高肥闇接

搬影法は種離緯秘識を推灘 惑れなが齢，来だ牽分な実罵

総ぶ智われていない．この点に鑑み，我凝は趨蕉翻接漁

の実驚を醗萎為，これと儀蕉総接撮影 との診籔傭騰を慕

礎的及び肺摩的に比較 した．

（方渋及び成鋤 基礎的実験では高蕉闇接鍮ぶ浄鮮蝋

で，しかも軟調な判読し易 い1醸象ぶ得 られ導事を確め

た。又実際紅高難閥接罵装国を試作 し従来の聯ンデンサ

ー低鐵撮影翫鰭較した結果
，軽疲患審慧7名 につ藩嵩斑

撮影では小範灘病巣の発驚率がγ％薩 熱も，甕溝発見 懲

よ瞬撃易なことを経験した．業，フ愛》身ぜマーを使灘

しないでも各フィルムの黒化嚢を均等撫し簿導事 と，搬



灘

影時総の慧縮，撫 暴劔量の軽減，投影読影渋及び燕衣搬

影法等に隷 愛導轟薫等憂確め得海．

群．x線 国嬢奪翼の敗撫 慧壌 喋

〈寮北大敏射線） 宍 賀 良 彦，寒1鐵蒸千代子

肺部羨患の集購検診が闇接撮影法で以つて行なわれ導

様になつて郊久㌃い、それだけ，間接撮影法緯欝及 臨充

分鷲あつて，年欝藤結核の検出や肺疾患の講発に資す蒸

為鳳ろは大熱 ㌔ 併し所欝第一糠で実旛 きれてい灘x鞍

肺接掌輿謬搬影鐙仕方．繊来上つた懸接難嚢及びその写

轟の診方に就いて灘ぺてみ嶺と，普及凱そしたが，内容

は一・縫1に織。翫していない。

本蟹告は，この内審跨麟、雛 鯵 闇接写藤の蟹鈴敵食を

国櫓した国志年来樽総禽研究のうち演蒋等が受持つて来

た部分の愁の噂あ導が，レンズ⑳改良，螢光嫉の改良，

x線 管の敗良灘搬点を申心に㌧た改叢欝究の結業，一段

と敏良 霞れた掌糞 となつて，従来のもの鰐轍力が悪い騰

禽には 嚢謙 位であつた の が，黛．搭欝 樵霞 疑 藻 蒸こと

ぶ聡かになつた． 菰れを群い ・ヂータと共鑓供覧講懲す

臨 轟小型闇接写爽は投影拡大して鰻察すべ 嚢も戯であ

導畿とを主張す翫

聡． 普遜写翼欝よぴ肺羅奪翼によ灘餓讐支拡張症⑳診

断国鰍 簾隷 愚で

（結核予肺会一健） 安 灘 隆 郎

気管支拡張癒は近接領域と導ては舞漉鐙篤い療患であ

嶺購，肺結嫉症鐙如くレ線所 見が充分賦検討憲れていな

いために雛常とかく晃誤もれ難濾購あ纂．泓は気管叢造

影饗診肺もた 紛心弼の特発性気管支拡張癒 に就いてぴ

肺 箆を申心に本癬診断上の特徴的要嚢を纏疾患 轟紘較

しなぶ愚懇察 し次の結論 を得た．本症め診断には既往症

として小箆購の肺感染疲謬傾海，規藏として喀蝶，漁婆

鼻炎等轍璽要であ蒸．本癒の好発部縫は膚中藥，左下葉

の腰で 総％ はレ線上糠下野に認め毒れ，中葉藏候灘 菰

全体鈴 驚％ 賦達した，、

本癒鐙単鰹 ・肺駿撰鷲を駈児をその形態から 欝 熱 こ

分類 も紋灘灘 ⑬3％〉及び嚢鞄型 α ％）に本症の特徽

蔚認めたポ率罎と肺罵では肺国の方が本癒の診断縫を高

め難事を確認した、、以上の特織的諸翼素を欝す導ものは

気管支拡張癒 嘉診籔で量纂毒儒ず悉．

聡． 斜国彼肺灘鈴案験的欝究

（東窟蕪大解額） 佐 野 幹 寧占穿 盤 醗

（桜 欝 病 院） 篠 懸 蕪 窯 藤 縄 昭 雄

欝 醸 晃 二

肺の解麟翠的，レ線学的な基礎研窺櫛導峯で，断囎掌爽

を欝象 ともた臨のは，態較的少ない様であ導．

数年来，我凝は，下葉上賦の実験的欝窺を璽ねて来た

が，繋溝の蕪礎研究に，特賦撫点をおいている際賦，肺

艦核の好発部縫であ懸，鯵後部（鉱 ＄薄 ），鯵上部等賦嬉

気、ては，次の撫な角嚢から撮影す灘のが難常に効果的で

あ膝事が解つた，

鍵験方濠 としては，先ず麗体鐙朱父は鈴板で 。入工的

ぱ漿溝簿を作つてかも，之を色瀞の方織 （横懸羅転を除

いて）か毒，断麟撮影聾た．そ跨結黙，翻 懸綜紘 （撮影

翻 を穿ぜルム測 とした）から，駅対翻を 舗帽鵜“後邊

惑せた斜癬が鰻 も良い撮影条件を与颪た。

叢櫛斜藤位齢 轍窺ついては，臨鋳納 には既紅鷺鍵欝馬

丁蜘醗 磁，獅 蝋捻，翫麟雛 等の発叢ぶあ 態が，畿凝は

之を実験約に立蕪した，、轟 撫継欝 は 黛癖一3ボ を理想と

してい墨が，慧5岬轟が の方が解凝学的 には蕉 しい為愚

駕

5簿． 国i肺樵発溝⑳国鎌経過について

（蝦京郵敬騰保健諜） 寧肺 野丈 夫

傭 縫羅管灘犠） 鈴 木 竜 郎

われわれは撫年及び誌凝年慧おいて畿 購発病搾鑛縫，

発生機転，縫康管懸まこに占め嶺意義等につ謬既に報告 し

たが，今蹴はそ搬臨床的挫格についた検討した、

既騰盤発病症濁を 鳶，化療群 と，鷺，葬化療群 く曝力

湾以上癬然経遜を観察Lた もの） 為続分睦，央離肺転発

病のそれと岩聴幾の芳法で経過を観察した結果，饒購難

綴は鶴転縄に此し，化療拭麟 し準均もて猷応淋緩慢であ

鞍，総然敏綴の際の懇化度もまた緩擬であ鞍，た ジ5型

や筆型は鵬紙例と翻譲な改欝鷹と悪化麓 を難す毒い う成

績 を欝た、、

肋膜炎謙独の既購性発病ぶあ鯵，外来鶯講感染染の纏

欝i坐も考え毒れ巻ので，その治癒までの期購を検討した

結撃，臨床轍は特発挫よ鯵糠俸朧慧麟襲炎のそれに近 く，

肺つて潜伏病鍵かも鐙縛燃嘉いう既講瞥羅病の発生機転

の一灘，（内難樽三） と藩颪灘灘ぶ難 鷲との結盤を得た．嵩

のよ曳 こ既賜発病鐙臨簿的鞭絡は肺転発病撚それ瀦 羅か

紅異聯ものを霧Lて い導叢為が分為、

5葦． 講総撃ベルク欝一鰻選残像

く京都毒桃購学鎌） 杉 鼠1茂 福 井 斎

瓢ぜツベルク繋一ゼについて 〈以下ギ瓢ビ」）

鴛魏欝撫礁 驚 繋1麟《薫跨はミコめて⑳説載以来 総1藤に釜

導憲で，獄 磯 は癒残鍛をのこすことなくもとへ灘ど導

ものと惑れていた、、簸選では各縫の選戯 雛をの轍すこと

が濾意毒れだしてい墨が，蕊だこれを気管支鏡検査及び

気轡支羅影線に よつて研究したも鰐〉は殆んど見もれな

い．我識罫に過叢に縫励菰 ヂ諜ビ」を経過㌧たことのあ燕

7輝 ，及び懇 もくギ識綴 を繕過㌧たと薯えられ嶺学総

の小児で，x線 黛 ギ識ぜ」の遺残鍮を臨つてい導臨の垂叢



灘

ついて，その異常懸影が気管粛拡張懸であ犠場懸と，蕪

気肺懲である騰舎とがあ懲ことを特慧x線 鐙経過写鑓で

1欝 難したい，、これ等 は 糠門淋繊鰍ぐ襲の無餓締症のあと

で，一づ鷺 還気後にお捻つた革鍔逆轍1の気拡撫であ鯵，

1魏 方は気管支内壁鐙簸痕樵饗細 隷 つておこつ熱醗鱗喩

1の 無気騨轍であ騰ことを樵論する、

i澱 ・ 肺結楼携型分類に国す難研究 （第1報 ）

！ 環行病型（鳳 蟻硫 翼酷A・w灘 ρ 藩醗 ）

1分 類⑳不　数率に就て⑳欝究！
（東鉄保健管懸勤 千 藥 保 之

i（ 公衆衛生肺〉 璽 松 逸 遭

（結核予鋳会） 繍 晦竜郎，秘谷哲男 寒島墨忠男
まへ
ご く警携庁健譲管理嚢） 梅 沢 勉

（需士銀行衛生管理蜜） 近 江 明

！ 〈労肺結核研究会） 小1蓄い替男

1練 鉄課鍵管環鋤 福 慕按 墜 棄 厭 懲 欝

蓬 広 野 恵 煮 霧 蜜 光

鍵 。 ＿ ド．醒～ず＿㌧、

騒灘 測 酷 嫉漉の臨床並びに疫学約羅究に際し，飛い

られてい嶺灘藩学研夢N欝 識薫W灘 ゆ夢瀬勤難分類に蕊

て ① 分類原理の瀬蒼，◎）分類 の 窓粥性，⑬）各分

類購鈴樵国等 を研究し疫学なかんずく実際の結嫉管懸に

際 し，普灘繋灘性あ導病型分類の確立を難標裟研究鞍藩

撃L鵡

第一段融として掌鋳説審病型を露憩 鰐の症綴につ 糞各

研究藩夫潔独立に判定し次いで全研究藩跨禽繕討議によ

る臨議決定解を愚め ① 各研究藩のき織定 と協議決定解

との不一致毒を講ぺ ② 協議決定解につ いて 各分類聡

の繊国を究縫1し ③ 姦病盤分類載於 け難問国点を聴寵

し島

しか導後 く薫）病型分類のあむ方 （鱒 協購欝究の揚含

轍お脅愚病灘判定の一致率の向．馳をどう㌧てはか愚か競

（3）親計処理鐙立騰か繕の考察等につ嚢検討を加蔑，病

型分類について興味あ嶺鷺解 を得たので報簿敷し憲す．

病 態 生 理

（演懸 灘酬鐙5麗 娼 塾後醤C会 場）

憩． 肺結核癒治療におけ惹簾中 欝総 分国⑳変勢に

ついて く第 黛報）

（名大ll戴麹 科） 撫 灘 瓢 窯 譲横 井 勝 富

識凝はき麟慧獅K欝 のグ繋マ ｝グラフぜ一によつて

欝嫉患董の禦1囎 分麟ス勢撒イギの欝灘 驚態を観察報欝

㌧たが，今鐡肺結核治療に伴い変動す葛籏串 欝。K＄を

分麟灘定 していくらか知織を得たので報轡す議．

癖 肺結核化学療漁巾シ。．一ヴを来たした癒溺では，

叢掌一董《S総 鑑は藩糠 こ増鑛す導が，葦V，V分 懸に沈し，

薫鶏VLV蕪 分藏の増加少なく，従つて そ⑳分醗姥は高

纏 となる。

慧） 藤結核手徳轡効縄では尿串17－K＄ は徳後む嫉1

安定す添嬢向 を と鞍，w，v分 瀬の 軽農減少，獄 ，翼，

v難 分懸の増加殊に 磁 分縣の増加が欝立つ．

＄． 肺結嫉患藩慧ついて 欝驚翻 蜘蹴 投与鋼では畷塩

かに肺床的麿効 と愚われ蕊症灘では，羅申 鷲一KS分 国

簸の藩明な減少 を認めた．黒V，V分麟と 繊 ぎ茎，V慧 分

灘と教比は禽効綴ではヅレ ギ講ゾン使粥鹸縫 で大差な

く，無効鋼では分国難は蔑継をボした．

麟． 肺織穣患轡⑳下難体翻驚機能

（熊本大湾盛内科） 徳鎌購擁露，寒本 鷹 茂

平岡恒郎

私濃は 薫N慕 の投与量毒謙 中s癬 《》難蹴 撫繊慈の欝

瀧 量との国係，x線 織と欝溝鑑の国鎌，爾腎機能 との国

係に就いて調べた結攣、次のような結論を得た．

茎） 短期闇の投与 に よ添s糠 獅羅難蟹脚 難 の舞瀧灘

は 璽》醗 の驚熱 瓢よつて著 しい変動 を来 さなかつた。轟

期追肺で嘆｝織掻の結果であつた。

黛）s撫 麟畿 “懸 “魏 の撫 縫難ぶ幾値であつた灘は灘

禽蜜澗型に多く，蕉常繊 であつた纏 は繊維乾肺型に多

く，シ識一ブを趨した綴では上舞の鱗向を承した懸

3） 欝購 麟 磯 で ・一難倉％ 憂こ満たな い劔はx線 ぬ浸

潤就肺i盤ぶ多かつた。

灘。 肺結核癒⑳再発悪化と謝驚皮質機能

（糠立愛知療） 寧佐 藤 麟 一，泉 溝 肺

驚 含 愚 欝

欝潔は講轡皮蟹磯能の立揚よ移，結核の再発為偉鍵⑳

国孫を講ぺんゐした，先ず病状 を沈較的長 く観察し，麗

在N。 筆A． 分類で軽癒に属 す 導藤結核患者を選び，こ

れを再発群訟紺照群に分縫，再発群は以前 丁灘．に達し

てかも悪穐ぶ見られ，検査誌1には，再発当縛の1醗晃ポ溝

失或は安定 してい墨総嬬 欝照群は舞国調な経過で 丁瀞．



総

塾瓢達 し，嫌の後悪麹のない穰のとした、瀧の鱒群に就い

て，朝食離と 《煮丁縫 ゲル 癬 灘慕肺注後雛講欝毎に 欝

鋳懸後溝，葺血で淋繊球の減少毒蕾求めた．次慧 滋 縫

総尿 癒達続 欝蕪採敵 し，鱗 縛醸羅申緯 鷲一Ks及 び 欝

磁駕S量 鐙平均継 を求め，A《）丁欝 ゲル 鱒糠慰筋 注後

鵜 薫匙釜繋 撚 時職 辮鞭壁と比較㌃た癖以．ヒ瀞ACT縫 ゲ

鳶 憩 蒙聴 筋注で，流漁申淋繊球と好酸球轡滅少灘が爵

纂騨も以上鐙惑紛及び黛ゆ 鷲一KS幾 が 叙編 上轟畿増加す

愚曝櫛は馨発群に少なかつた．業 貸一翼＄の…欝群灘黛

がそ鐙年命灘正常域裟達 しない魂》のが再発群鵜多 く， ｝

ル繋鞍異常は群発群に多い蜘 擁がみられ翫

舗． 肺結核癒に勲綬薦糠漿蛋叢像⑳溝長に国す薦購究

（第 箋報） 無醸作蒙飽 の鍵肺的結核縫におけ薦

漁漿難臼の溝長 “

〈蕪綺大横雛内桝） 岩永芳次郎

繍鱗核症畿於け導織漿蟹織懲緯意義を…層癒礁あらし

め懇ため，本購究を金図㌃た．無感作鍮兎に牛型蕊編株

にて，経静脈及び経気道畿実験結核症を惹鵡せ鮎め，そ

の蹴漿蛋1・豊懸 の潜襲，肝機能，ツ採癬を検嚢Lた ．撫漿

蟹縫轍織 こ於ては，撫鶯縢及び気道性遜群鹸，感染後魂

乃蕪蜷遡頃を頂点 として，A豊 の減少，磁 の増加が認め

られ，（羅分橡1ぎβ。磁 が最 も轡 彗璽な変動 を漫 した．騨

機能検査では，撫讐臨感染群7綴 中窯綱慕 釜繋沿試験陽

牲を認め，ルゴ…胤反慰は撫讐雛群 違摺華こ騰挫，気道轍

群 爆鱒 夢慧鰭慧騰雛三を紫した。撮脈 慧鷲ミ肇ノーゲア猟　葭

は全磯著変なく，ツ猟応と磁漿姦1孟1縁との総紅豪謙構国を

認めなかつた、病理解編学的賦は，締紘乾肺盤縢炎，藥

畿結灘を，馨筆に票載繁節，細胞灘灘及び結肺織増懸等を

認めた。

5ア．i結鞍症に勲峯愛悉癒溝アルツ滝ン笈び 劉・グ灘ブ婆

ン懲 繰轟毒糠・撫嘘嚢鞭難1鑑ついて

（豪欝大縮鎌内麟） 丸 本 響，拶地嬬浜夫

霞 森 繍 長，漁 内 秀 夫，灘 村 鰯

竹 中 予 秋

結嫉症患齋轄ついて撫溝 ア蔦ヅミン及 び 答 グ鷲ヅ 書｝

ン鐙 無畿瀟撒心電1鱗を求め，凱れ 毒と抗結核購その飽跨

ご三鍵）物欝訟の結禽跨問題を追求す葛と態に，本症の撫

騨硫 檸の局寝等の欝耀凱 触れた㌃帳、

総． 結撲症毒鐡漿蛋白質 …一溝灘肺結穣及び宋期的

雛症肺結核訟撫溝蛋白像について一一一

く類ノミ堂た敏懸線｝ 寧擁＝縫 豊，書 野 純 欝

井 上 繋 肺， 小 高 光，総 本 聡

（騒会福祉法人 仁畿紙 江芦鱒病院）

塩 購 幸男，綴藤 猛 蕉

褻睡 は結核症 と撫漿魏 擁鋤 慧ついて，譲種跨状態 こあ

撫繍結嫉叢で難癒紅な欝程 γ一ダ騨ブ夢ンが増加す犠縷

糊載あ愚が糠門榊雛瞭結核及び難蔀淋雛腺結核症に於て

は締断絶の軽度な恭紘拘ら》叢鎗特翼な γ グ繋ヅ解γの嫌

加 をみたことから，結核症賦於て 丁 グ灘ヅ9ン の増壌

は一部結嫉磯 紀 腺へぜ）侵襲があ鞭 購 穂 毒つと考蔑，

鱗灘講雛肺結嫉癒講栂所 シ線治疲鐙みを讐つた藻覇 にウ

慧検講した蕨，譲症状軽快も淋瓢藤病変の好転したもの

では増加した γ グ灘ヅ縫ンが滅少 し蕪漕蟹爵懲が単常

蜘を承すことを鷲撫した，．業糠跨変撫が殆んおなく拳講

及び試験 切除賦よ辱斌範癒享1艇三線結核蕪と考流られる3

綴載於いて，：矢張 蓼特異な 響 グ繋ゾ1書ンの増擁を織た

が之臨轟紺の蹴解を支持漆鴫る臨鐙として報告する、翼に

醤・讐は，ツ反応ア率ルギーを承す末鱗的磁症及び死亡鰐

につ嚢撫漕蟹霞漁を検討し，併せ穣告す難。

灘． 肺結核懸響の ぐ・鷺幾織《繍麹《・籔灘業嚇簸・蓬難・肇《穣蜜

について

（寮京部☆憲 申病院） 轡 ／ll修事，寒繕 烹 駄 鷲

鶏黛熱醜癬 磁蚤》縦 藤蒸。丁総獣 （以ギ 《二灘∵懸藩案とす）の

甑隊的研究は，従憾礁嘘Lて 灘ぜマチス等轍対して智わ

れていたが，轡紺は糠結核毅於け導漁演擬自の変鋤から

考蔑て，肺結嫉慰於いても 《二灘》・丁薦亀陽挫綴の 存寝 と

予懲も農本研蹴を費つた、

入院串の瞭結鞍患轟 獄＄名毒こつ いて，《灘鞄丁難£を

行つた処，鱒 犠 く3礁5％）に購輯探峯｛藁を認めた，、

麟結核のみ鐙も鐙 難懲 名1こつい ては，鍵症55客 申

蕊 名 （灘澄％），申等症 辮 名 樗壌 名 鴫欝灘％），馨症

鱒 名中慧名 硲 ％）が夫拶陽鞭を承した。

糠結漁 こ膿蜘父は濠鐵韓三翻灘炎 を禽欝Lて いるもの

繋 名“瀞は 灘 名 韓叢講％）翼賜性が認めもれた。

濃鐵軸融膜炎のみのものでは，購性 を薄ミす慰撮よなか

つた捺

璽溝謬あ騰もの 糧 名串 臆 名 （5鯵浅％）賦購縫が認

められ，麟糠 賜鷲講5轟 名申3懲 名 （解。鰐の に賜讐1が

認めちれた聾1叉，ポ沈と曙纒係は，蕉常鑓 を示すものは

ざ無部絵挫 で，擬遜す騰もの 醸 名l／蓄薦 鷹 （総護％）に

陽評｛1が認めもれたミ，

鶏羅藷とA難 撫 鍵囎鱒蕊y蕪1齢《）癒 と鈴懸熱を 欝名賦つ

いて検討1。たが，趨総離猟はなかつた、

α津 と病状経逸の推移 と纏関孫は，黛蓉名について観

察 したが， ご養爵月偉懸隔では変撒が叢慧め毒れなかつた．

この点載ついでは更に載ミ期の観察が磁警であるので，後

腿発表の予定懸あ鵜



肺 結 核 病 纂 の 生 佑 攣

（藏国 櫛～鈴 難鐸 鱗 縫午後警《）会鵬）

欝。 簾蒐⑳糞験的肺締綾症におけ愚肺⑳ 欝バー慧に就

いて⑳生化攣的欝甕 （第 零報〉健常な廉擁⑳肺⑳

墾パー嬢 瓢就いて

（国立宇多騒療外科） 帯 谷i遽 雄，杉 浦 擬 男

熊 辮 達 雄

私共は瞭結嫉病蟻に於縫導肺⑳ 婆パーゼに就いて，総

繍 瓢学的に検討して来たが，綴織化学的方法のみでは酵

素の一部 しか得ちれ数いので化学的方法を併せ罵い慈必

饗があ為

灘ち生化壌 瓶 総織化学的方法を轡欝す灘こ訟によ鞍

讐パーゼの 饗オ型為ヂス薦型とを欝究す難ことが出来 嶺

毒愚われ翫

鑑糞パーゼの1紅㍍学約方法としては，伊藤民⑳方法を鷲

つた。

をの結蝦建常な1ポ鷺の肺は欝成の 婆パーゼ作灘のあ嶺

ことを知つた。

健常な獄兎の糠の 騨パーゼの灘灘 麟翼は窯癒学的には

艶懲附近で， 総織撫学的方法で 得た棄灘 麟 が マ灘痴

＆暮の隙 識あ愚のと略…徽 す轟．

丁鞭 撚 鋤 に就いては生駕学的には分解 婁れ導が，懇

織撫学的賦は険性であ導． 叢の瓢と隷夢オ型とヂ業憾難

鋤灘いに帰せられ嶺と思われ嶺． 婆パーゼ作灘鑓及ぼす

専論ン，ス ｝婆キ錨一魁 ぜタミン 《ひ等 の影響は，麟

撫欝は無影響でビタ黛ン煮 は婆パーゼ難囎 憂離蜜す鞠

麟． 輿験的肺結核病毒誕に灘け灘総肺婆パー較⑳生蓬惣攣

的 ・総肺艦攣的購究

（寮彊病院） 潔霞 購，（販大黒内） 騰部薫次

藤結核病蟻崩壌 ・成立轍際瓢綴織暮難難の各翻分の懸に

それぞれ異なつた変動のあ導事を数年来綴告して来た購

蔀 驚 れ等病藥の成寛賦際 もての肺質鈴変動轟組織 婆パ

ーゼ窪騰 との繕国癒検討した結築 ：

病蟻作製後の窯縫内薫 聾1の 灘 こ轡 グ婆働 サド，肺

肺酸溝ス勢ルに対す轟極めて旺盛な分解作灘を賛 う総織

積パーゼポ病樂肉芽中轍存す灘事及び基質の変化によ絵

溜 生紅差があ添事を知 鞍，織曝 礁行つた総織化学的検素

の結果それが主として組織中単球に爵来す導事を認め得

鵡

雛。 肺繕穣病纂の生砒攣的欝究 く継核病鍵⑳ア識ノ

酸 ・ベヅ墜ド及び箋験によ轟結穣病嶺⑳懲譲融解

鵜及醸す航結穣擬⑳影響にういて）

（門鉄病院内科） 大 隈 郵 彦

結核病難の軟化融解の騰紙につい《は理：窪定説ポない

が，その研究の一一助として切鍮肺結核病巣の軟化せ導病

犠内容物と乾酪巣とのア ミノ酸を濾紙電気泳肺法によ融

検ぺた．病墜内の耀賊 ア ミノ酸は軟化せ嶺内奪物に豪叢韓

燥乾肺巣紅姥して少 く，蘇綜プ鷲琴ンの減少 を認轟，逆

裟乾燥乾肺繋に於てはアスパ予ギン酸 ・グルタ蔑ン酸等

⑳増加傾磯を認めた．遊離アミノ酸は各病巣と臨梅 く微

澱であつた．ペプチ ドは軟批桑縫沈して韓肺梁に多かつ

た．又乾肺璽を姦種抗結穣欝s瓢 ，PA＄，猶 鷺馨の溶液

中轍漫して一定時鰹後，夫聯のア箋ノ酸奮澱を緯較した

が薯明な増減傾溝を認めなかつ鵡

磁 ． 滲綴盤病変憩生化攣的欝甕 （ア箋ノ酸⑳経鋳錦驚

雛）

（名大一病） 佐 藤 鑓 郎，藩小 林 縄

板 谷 純 量翻 上 井 良 夫

モル騰 舜 の肺に縫気道的慕結核薄 墨美露 》の撫 雛蕪嬢

液 璽心心を注入 し灘撫性病変を惹起 せしめた．該騰ル藻

響》を曝瀞闇， ＄鱒購，蓋灘痔総，鱗 時購，総 時肺，

4＄縛闘掌鷲 麟 驚鯉懸 麟講塗7難 勲欝 縫と経時的に撲

殺し藤を麟検取 鞍綴し騰叢を充分轍脅いポ騰ゲナぜザー

で麟憾ダイナ イズし 難％ アル灘一ルにて除蟹爵季逮心

分離器にて上澄漉をと鞍璽灘蕪烹鑓て漫縮乾瀬せし轟蒸

溜水にて溶かした、，その液に就いてペーパーグ欝囎 》ダ

謄フ運一を施行 した．鄭プタノール婆，灘肺 篤，水4⑳

畷露液を簾繕した一次元法 を採購した。成績は次の灘 鯵

であ鵜

4時 総後ではシ猟チン鍵婆ジン筆愛婆ンを認め馨鋳総

灘諜於て愁織様で変化はない、嬢 蒔聞 に な導と之に加

えてアジ諜ンを認欝す愚こゐが出来葛ようにな鯵黛4欝

闇総釜ると此の難にアスパ予ギン酸，グ婆シン，バ 婆ン爵

讐イシンが繍は嶺ことを認め，総 蒔醐，赫 時購，鶯縛

購，懸 時灘 と国様癒類む出現の儘変 は らずで経過もて

行 く識 瓢うが？鑓織 こ難葛とバ 誉藷ン，難イシンの港失ぶ

お纂つて来葛．鈴 購難に於て臨マ購と磯様であ嶺．又
一方健常肺瓢於ては灘出性病変の肺騰様税血処理 した毒

のに就いて行つた結果はシスチン， 亨ジン，セ導ンを認

め蒸に過 響なかつた 糠 ち以上の嶋とから滲出幾病変の



鑓

慧趨載よつて騰所礁於脅導蛋鍛賀の代謝過穫鑓於縫灘遵

離ア箋ノ酸磯 熱現状況が灘出炎繊形態学的並麟 こ蕪の癒

織学的証舅と鈴鋳蓉に於て鷲聡譲れたわけであ悉．

麟。 ¢鱗除灘⑳生物攣的購究

（寮大欝坂内麟） 鑓 坂定 翠，牛 愚 耕 …

佐 藤 藻 伸，維 井 元 夫，神 谷 単 轡
寧簿 簿

，大 菅 俊 糧釜

切除舗を講いて讐の 購巣部お よ び鰹常部 よ琴，謄訪

（ア醸 ｝ン鰐溶性騰肪，燐騰質，結舎騰蟹，蝋A離 獅 ，

蟹緯質 （氷叢鑛出，加温抽出）および多繕鉢 （氷黛紬出

麟滋抽撫）の各分翻を抽撫 した．

上記の各分翻轍よ韓雛難発熱試験を行い，多繕蕪黛翻

鑓発熱盤を認めた．叢総分翻 および 燐灘質分灘 では，

欝講慧儀黛緯撲与量では発熱性を承さなかつた、

蛋鐵分謙 こよぢ家灘を免疫 し，補捧結合選臨によ融徽

れ 毒の貌療盤 を検討した。

鱒・ 継穣雛髄病熱 雛お讐愛篶醗塞糞醒繋系⑳総織化攣的

滋ぴに盤叢化攣納醗究，1織 瓢 響蓬℃A・ 饗イクル凝中

心訟難て

（京大結研外科療濠部） 寧生籍宏彦，寺松 頭

昭瀦 灘 年u馨 以降，我惣は健常肺及び結嫉締を樗料

としてT《議 鏑 イク購こ国与す導数種鐙税承嚢反麟 凱就

いて総織化学的並び裟生駕学的鑓検討しつ 鵠あ灘購，今

国はその麟綴織瓢学的漸見を主とした成績の一端を報簿

す鵜 発ず，＄麟欝雀鍮 法を墓 として藤瓢於ける脱水嚢

反態の繕織撫学的検査法に就いて種聯検討もた結果，そ

の検査方式 を聡らか載し， 欝，3の 条終殊鷺各墓賛拭於

け轟反応至灘 磁 を響慮す嚥 凱と瓢 よ蓼，藤総織を材

麟 とす轟携禽で恵 丁く）A鏑 ぜグルに濁与す撮 鷺水紫系載

就いて総織臨学的に検討し得ることを知つた．父，我紺

の方法によ絵結核灘 ミ就いて検討した結渠，病褻が灘綴

牲の場合は継胞漫潤がみられ愚部撫 瓢癒めて畢期から，

酵繁瓢応が鞍鰐鷺認められ炎癒が進む鑓つれて欝翼獄増

鹸す轟が，乾灘変性が進み或いは生婆た乾醜 熱が安定化

す蒸載つれて酵素活性が次簿 濃滅弱す導瓢とを知つた．

訟⑳方藩から締結核病棄に就いて更鑓検討を加颪纂予定

であ鵜

総 ・ 結縷病羅 の 生化攣的研究 （第 馨報）病輿⑳穣酸

灘総難の代謝及び講象簸ギー効議韓に撃いて

（名大一内） 繊 中 緯一・，茂 兼 英 灘

伊 藤 灘 羅，村 瀬 徹，片 撫 鏡 馨

宮 下 安 慮，仁搾谷久暢，島 薫 讐

鈴 本 聡，謙撫 欝 雄 蕊

我凝は結核鑓の駕学的特鍵をうか 轄う灘 煮結核病蟻の

離 熱 その臓器鐙核酸，蟹総蟹緯代謝，及び諜率海ギ

一効事の懸よ鯵追求し鵡

結鱗感染勤轡 こ鞭 と 鑓1頭難詳℃ を講1轡に投与瓢た

後講殺鮎，肝及び脇賦於 け 孫核酸，嶽霞欝へ跨 蒙瓢鍵、

脚織1餓 及び騨醗瀞雛鱗 分轡緯 糠心1麟1畿 へ灘 綴鶏鳶．

聯鍍蹴韮鎌 を滋究した心

瓢塾ルギー熱導轍 ，動物慧 撫彊鳶 ，牛盤 鷺α藁を感染

婁せ，鰐臓よ鞍 騒顯継鷺無礫嶽絵 を分離し，纂れのo厩 、

礁麟 鞭 麟韓麟蟹ぎ雛1鱗 を測定したが，非常 に 興味あ

馨結果を得た跨で報欝す灘、翼 獄 結核覇物にA難 蝦 糠

轍よつて塘獄病 を併発諮せた臨の，講賢皮蟹 寒ル騰ンを

投与 した臨の鑓ついても溝様鱗究を行つた．

なお，我 礎は結核鑓噛 菰 欝晦 欝至｛｝総 麟鰭麟 鍵総 と

想撫 憲れ孫一・懸の多繕伸を発艶したが，凱れの懸撰蝋 及

ぼす影響獄ついて臨上記 と織様，免疫化騨的，炎癒生化

学的購究を行つたので欝せ報告す難，

鍵 。 翼験的結鞍癒 に 熱け慕 響ウ践餐臓器⑳ 艶藁難嬢、

業撫礁蒸藁纏畷選載謝につい℃

（福島籔大衛生） 鷹難轡一・部諮渡 避正 男

澱 中 義 夫，墨 野 稔，鈴 木 鎌

蕪A譲 系マウ懲を灘い 幾戴v株 を静注し畷実験的結

核症を趨叢せその経過を5縫 毎に追つて 鶴 欝迄騨，肝

馨，麟及び全身 獅欝 欝灘騰 鈴欝組織鐙鑑驚紘，病変．

結核藤生藷数，酸 嚢 験職 蒙織畷 懸，無 療鞘 に於睦導

鞭 櫛 擁 総欝獅叢1麟 えの1灘鑛 欝麟1轍 及び1馨蹴 蚤無 ，

短編 総繍 漁 等の懸鷺能の変化を観察もた、その結果 蕪

郵麟 紅 慧や の 糞鑓欝欝群就峯曇黙が＝簿しく低下鮎た鐙で講

期段階を検討すぺ く更礁注射後 難鑓叢毎難観察したと瓢

ろ 麟 韓癖磯欝羅 蔑の 薫駕鍍辮蹴1繍 は 熱職 欝勲 に於

ては全身 総撚購繍鍵蕪 を除いて豪鐙 鑓欝よ弩増撫した

後5鷺 讐に紙下 した．癖 癖鴨 鵜於ては 鷲 懲 よ轍欝れ

感滅少し難難鱗鑓穂羅鍵磯傾撫がみもれた．次雛加熱蛇

藩を総撫 畿静注 して5欝 叢観察した赴二ろ麟鵜麟 磯癖礁

え跨1鷺 醒塾韓滋沁難 は 撫 》1鋤む鑓於ては 蕊磯驚に薯L

く懸下し窯蘇縫よ鞍除燃 難緯復賦磯う頬1灘がみもれ生蕪

鐙霧舎と逆鷲あ鞍 轍vl鱒 雛於 ては 蒙欝難から蕪だし

く減少鮎5欝 欝 灘 識殆ん 君懸復がみもれなかつた．以

上を総括す熟に一醗的鑓生藤誇騰禽嬉死簾を懲いた場金

も大韓慧於いて叢しい幾異は認められず，薄簿その曝⑳

が大 愚な役麟を鮎てい燕のでは撫凝・か と考蔑曝れ灘縫れ

ど懲 絵 轍 難 鑓於け導 欝糧 の 擁総麟織1欝繰 蔑穆 撫．

“蟹斡織無職 のみが全 く逆の綴懸を薄ミしてい嶺ので盗の

点江ついては更鷺検討す導予蹴であ嶺。

礁， 聯結穣病樂の牝攣的総織牝攣納欝究 く第5鞍 ）

（縦療福欝国） 曝三 宅 溝 鍛

（九 大 結 研） 灘 串 健 蔵，芝 野 忍



鑓

騰結嫉病難内慧於鞭導物欝代譲特翼韓灘軟駕の機序解

明鐙ため鈴研究の一嚇 羅 鮎て轡鎌は病熱 飛綴繕分解酵禦

及び力身ラーゼの罵艦盤を滋求 した慧

轟松氏蕉霞分解酵嚢染色灘 激興瞭あ鄭露法であ纂が現

段階裟於てはその特蟄難を論ず難にあ九つて充分縫蕪で

なければなら識と総はれ嶺．本溝賦よれば淋繊球叢が畿

もよく染ま蔭ついで纏麟墨内慧難鐵せ撫1講樵褻嫉灘漁球

や気管支蟻搬 上皮等裟購韓諭 紫L無 損傷細胞のない韓酪

巣内では軟化郎と非軟化部とを惣 激ず高松氏法陰性であ

輪

次麺カタ謄一燃 諜難しては発泡溝，撫 茎蟹 溝小輝氏法

鑓よむ講べたが靴酪搬内に於ては軟鵜部の活挫ぶ舞軟化

離 こ雛㌔や上昇 し，韓慧茎鍵 氏法で献化部は事均 烹癖轟

雰軟艦部で率均 慧。曝〉綴綴 絵壌 懸こは小林氏法で特異畿

膜即ち鷺継胞次いで類上皮細鷹がよく染震靱 非特異被

膜の染色鮭はかな 軽弱くな蒸．乾酪搬内では軟化部は難

軟化部紅比しや鮎濃染す鵜

以上よ鯵乾酪軟駕を考察するに，蟹輿分解酵灘 議遊鐵

せる中雛拶 核滋撫球麟灘携婁灘べ愚であ 甑 勲粛脚 一ゼ

に国しては無損纒細胞を認轟難い麟 臨部に於て懲懸盤上

舞がみもれたのは興味深い轄

総 ． 切除灘結核病嵐⑳総織攣的欝甕 く第 黛織）
壽

（金大結研診療部） 村 沢 難 介，轟 野 徹 雄
寒出 欝懸 夫，村 上 轟 蕉，板 谷 勉

薩 江 寛審鷹 灘 英 之

第 隻報轍於て各種綴織鶉学簾蔦によ導結核病巣の物質

代灘 瓢ついて報告もたが，今麟は主として誘導気管嵐

特に病嫌気管支接禽蔀におけ愚組織化掌的検紫嚢鷲い，

乾酪巣の軟化融解機転紅ついて考察を加えた。豪糠類染

色では気管支病変の強い部分紅は一般に 瀞A＄蘇応購搬

物質が少い．ヌ麓酪巣内織 瀧爆聯 難AS撰 応鰍 生物質ぶ

認め毒れ撫が，乾酪蟻が軟化融解し誘導気管支に講譲撫

がみ毒れ難鵬 裟は 欝AS猟 応賜盤物欝漆沙 くな灘鱗 織

にあ導．之鑓反して線維化 ・硝子化の強い韓酪巣載於 て

は被膜の線維国に均一に多黛の国性物難ぶ箆 られ翫 こ ’

嚢馬 多聴類は大野氏法によ萎と複禽酸牲織液拶糖類であ

つた．膿筋染色では気管支病変の高霞な嶺鰹曇こは申盤騰

肪 ・膿麟酸，饗勧ス勢蓼ン贈肪 ・類騰紡，燐謄鰹簿纏殆

んど認め毒れなかつ允．就醸巣では一般裟瓢れ毎⑳騰腕

は乾蕪物蟹，被膜等に存在す為が軟化融解がみられ導揚

金には凝凝欠除す犠、酵嚢染色では 婆パ～ゼ∴殴びアル

ガ 穿性ツ愛スフ饗ターゼは結撚 生気管実病変の麓獲訟ぱ

殆んど無国簾であつたが，酸牲フ愛猟フ響ターゼ及び欝

穿予一ゼ反臨は気管糞病変の強い部分には強い酵紫薯畿

を激し，特紅勢氏黛綱胞，類上皮細灘紅強い活盤 を承し

た撫

又韓灘搬が軟化し夢核撫搬球の漫潤夢〉認め られ碁部分

には難軟化の部分に熊較 ㌔て酸性フ建懲ツ響声一鳩 ア

掛力撃ツ燈猟フ響ターゼ，爵タ謄一ゼ等はいずれ臨趨い

酵熱 鷺性を示もた．この菰とから乾灘藁に於け嶺多核欝

癒球の浸灘が軟鶴融解の一つの機転をなすもと考え毒れ

翫

結 該 菌 の 物 質 代 謝

（演 題1汽 峯細 マ55簿 黛曝 繋侮焦後 撃c会 悪簸）

簿． 結核蕪によ嶺ク講ン酸⑳分解 （第 ＄報）

（販大微研竹羅結研，守 撫 隆 灘，罎 倉 蕉 竃

棄 鱒 一一彌

（販大蹴内）久野溝勢，坂購警兵衛，溝井瀧鑛

鳥型結核菌鱈尾株抽撫液に よ 毒グ溝ン酸の 鼻ケ魯グ

ルタール酸への酸化難 鵡 補酵潔として難脳 業峯ポ欝 聾

を必要とす灘溝経騰のあ導こ轟を購かにした．驚た逆猟

癒を追鋳 したが，オ瀞ザ雛欝ハグ酸を擬薄 醐経難の1峯鵜

代謝騰物 として灘え猿賦は至つていない、既報のイソダ

鵬ン酸が中総代謝燕物でない欝禽縫盤 と共紅，講 講のTO

A鐸 畿 鐙瀬動雛三に疑問癒鵡 諮せ 葛．またグ瓢ン酸か

毒灘バグ鹸が生戚灘れ曝慧とを分離確認Lた が，繕ケ》

グルタール酸を経て生成書れた臨のでなく，グ瓢ン酸か

ら鷹接代謝 憲れたものであろうと思われ鵜

グエン酸の酸化酵素 を硫安にて分翻す導ことによ矯澱

繕れ愚終宋電弾魔i穣系は化学的に調製した 芝）猶鞭 を醸 ’

化す難が，灘 礎雛総 は見られない．酵素的に還元した

翼）藁贋 為の継灘 こつ 蕊検講 し，併せ て，終末電舩 達系

に灘 旛 瓢藩ルギー・生成を調べて簸㌔鵜

ア1．薫 ぎ総 糞｝醸療響無 ⑳欝ハク酸セミアルヂ撫ド騰

水紫酵灘 轟就て

（販大微醗竹懲結研） 離森 竜 蒐 蕪三灘 鎌

グ睡 婆ンプ轄 ン3購 養⑳鳥灘結嫉藩竹愚撫 嚥

継胞抽出液を毒鞍，硫安 欝 艘鱒 飽撃鱒 闘 の 糟製翻分



麟

癒懇導嚇瞭糟灘 欝 分趨遠心 も て上漕 （酵繁濃）と 艶欝．

癒 軸 に分礁 これを稽いて 濃ハダ酸 壷建アルデ紘罫鐙

酸化を検討し鵡 斑響 の選元 蒙一 べ 響グマア分光光

鷹欝にて 脚 鄭 の 紳 醗 徽 駁 を澱銭定した講 棄

液華基欝 蓋灘鑓 にて著聡な験戒求見ら童嵐，無爆鑓隷の滋

加によ鯵すみやかに吸駁が減少す嶺．

騰水嚢系 重一・嫌気的条件では酵嚢畢難欝 籔贋 牽獄二

叢藁で 懲 分以内獄騰色す嶺ぶ，瓢難は 難C縦》に代 鯵

義ない・㏄ 鞭 鐙代1欝にTTcを 罵い碁と 轟 纏葦畿 を

加蔑ない携合は 磁 分で，猟癒 雛1幾を撫えた場含は7分

でツ趣ルマザンの赤難が理われ導鵡

酸化酵棄系 ：一 ワールブルグ検鑓計賦て酵棄の吸紋

癒灘定した・酵暴 も墓賛報 建翼幸艶蕪纏董心蒙馨鑓 て すみや

熱に酸講の験駁が趨 甑 穣叢す蕎饗ハク酸ぶ形成魯れ難
慕

鶯 ・ 鳥灘織縷蕊⑳ 賊 蟻ぎ糠難《滋鷲夢鰍 叢繕 選癒曙職 誉遷欝．

欝ぎ無麟融 慧澱ほす 趨獲 ⑳影響にゆいで

（名大一内） 艦 蔀 籍 彦評茂 兼 英 寿

安 藤 溝，宮 下 安 患，仁井釜久暢

璽。 兜研黙的

二欝燃激数年寒s蟹 の作欝機序は核酸合成 の羅警にあ

懇⑳ではないかと考えて来た．そ こで最遭の く〉畿嬢
，

蜘 撒醗欝慕等の発叢㌃た勲晦 難畿 鍵1纏鱒 無＄麟韓蜘 総

を轟型結嫉麟竹尾感鷲綜よ鯵精製 導之賦対す愚 ＄赫 の

作総 を検討した熱

焦 実験方法及び成縫

獅鞍総 畿 畿1蝕 麟礁麟 難響撫 磁 は 次式賦従つて探応

す薦為考えもれている無

難（潔一鳶一避柑の 嵩 （潔一澱一め ，毒十驚欝

欝 ちA獄 彗μ を叢の 翫 羅y黛壌鷺紅て反憲 書鷺灘欝に

駒 群 で 葦畿 耗 た 欝 鋤 聡 瞬 も纏 鵜 凱 そ

蝋で 驚議盤量撒 蝋 激購醗 の 凝董磁 欝裏癒茎鷺薫撒礁1㈱ を

⑳無懲総煮董榊 騰叢鯵翼鵜難蚤寧1徽 てA澱 》
，夏警，A鞍 》，A↑欝

癒分離もてその 撫伽 叢磯叢畷 ぎく諏 心難搬）を灘定した
．

之によ弩S鍛 ぶ菰の猷臨を羅審す馨 ことが 鱒もかと

なつた．

捻・ 轟灘継穣藩によ薦 登難愉騰 繰 騨 誘導体⑳分繍 纂

讐夢て

（京大結欝病理学部） 桜 井 宏 皆

学ぎ撒蠣 聡 ぶブ ドウ糖培地 に於 て，鳥型菌 （竹墨株）

饗分解護れ 淋 縫聡雛 鞭撒藤驚 が蕾欝成され 難事及びそ

鐙際 壊地の巌嚢源が欝天影響をあた護悉事等は既に本

学会裟於て発嚢した。そこで縦嚢源を種凝賦変え，形成

物鍵に対す嶺彰響を追求す導と国時載，之等の物欝が如

韓様に・分解きれ轟か，その適程を追求す輪鎌 駅 敦 の

鍵験を行つた。実験方法は既発嚢の方漁轍灘建た
．

実験◎）の 乳糖を鍵繋源 とし た壇地 〈含乳糖培地〉

に於てT㌢ 糠翻難 を分解す篭実験薙

窯験（鍛 紡 奮蕉盤ヅ ドウ酸鰭地に於て 丁翼議藤総 を

公解す導箋験．

実験⑫）蕪〉奮ヅドウ糖培地紘於て 淋識韓鐘重鞭燃灘董聡

を分解す嶺実験、

実験礁）紡 含グ讐磯拶 ン培地鑓於て 潔 駕就壷 饗議、

撚重総 を分解す犠実験撒

（実験（璽）は炭繁源の変化㌶よ難丁饗鎌麟 総 よ舞の膨成

物質が擁纏な懸影響をうけ撫かを追求した実験であ愚．

実験（の は澱嚢源 を変駕せ鮎め孫事慕よ雛 蕊 鍵磁蝿 ぎ．

蹴謡難 が如侮なる物質鐙分解 書れ轟かを遠求 した実験

である、）

結渠 ニー実験（め の 含纏培地 櫛 実験 （既発嚢）鑓於

け騰実験 為懸翫 押・劔概y葦鞭総麟難繕 を確認す灘と織撫

鵜 丁貰燃麟 の形成を認めた，、実験 （め 紛．奮蕪挫ヅド

轡酸鰭地鑓於て 遅飛韓鞍箋鞭撒糠驚 を櫨 く微量乍 ら結

贔化 し欝鵡 実験（慧）蔽）．Tぎ撒麟懸，Tぎ 齪 綴の膨成

が疑がわれ 捺 と欝時紅 か轡 癒蟹y欝軸轡撫 醗癒 駕羅

の膨成を認め鵡 実験◎）憩 丁貰騰1醗 及び か鞠畿靹

轡 麟礁盛 鋤賦鋤 灘羅 の膨磯を認め，又 丁￥難＄麟 を微

黛乍ら得た．

以上鐙結巣及び就発嚢麟之等…懸彊》実験よ琴聯按する

鑓 丁罫癒 総 は騰型譲轍よ鞍次緯館 く分解婁れ嶺ものと

考えちれ愚．

Tぎ醗蜘　㍗讐 轡 ㌻難・・茎や煙 貌灘無潔

潔・纈礁麟麹撒驚撫鷺

γ4鵬 灘結縷藩 《播磁 蝋 攣叢難轡灘煙灘の講紫瀟盤

（名大爵購内掃）ll藏 鷺瓢 瀧，寧堺 懲 寛 之

私共號 鵬 灘結鰍 に おいて 蟷蜘 灘 朧 が灘V熱．

鞠酵講系であ騰アミノ酸鋭炭酸酵素，｝費ンスアミナ＿

ゼを羅警す懸ことを報告 したが，今懸 《二舛茎醸麟 驚 醗

性麟となつ海糠拾c舛 黒囎 灘1鍛摂 隷 つて購警 され 嶺酵

嚢がどの様にな嶺か轄ついて鋤 義を得た鐙で嬢告す蕎．
蓋） 鳥難結接灘竹蟻株鵜おいて 侮 蜘 鐙1鷲 醗窪麟

⑳グルタ箋ン酸騰炭酸酵嚢澱讐三は感受性藁雛 比ぺて穂強

い難

の （二翼繍 欝1難 灘性藩のアス・轡 ギン酸プルダ箋ン

酸 ｝ランスアミナーゼ繕性 は感受挫藩 よ鞍穂強

い撫

灘） ¢y煮繍 麟 総 醗雛蕉 のカタ予一ゼ活難三は感受臨蕊

鷺競ぺて強い訟考えられ養、

嬉） 鞠 蜘 灘1羅 懸幾 薄の親水嚢酵紫藤盤は薄慧の差

がない、、



鑓

簿． 一鳥灘結穣欝⑳物欝代翻鵜壌 畷

（新潟大縫内科） 蝦 谷 啓 講

轡蕪撫鍵暮検銭辮 で 轟肇結核欝 繋難．黛の 物質代謝 豪

検討した．葡鵜糖，グミ疑樺 ン，酷酸，灘酸，齋輩酸，

パルミチン酸，ス勢ア 導ン酸，瀦酸，乳酸，蕉性蕪鵜酸

琴ンゴ醗 ツマル醜 灘ハグ醜 オ聾ザル醗蹴 轍ケ峯

グルタル酸は連か畿醜凱 潔れ愚が惑果糖，饗ンみ一ス，

マン蒜世》は一窺騰導期後酸化 聾れ，鴛s蠣 黙審を受

締翫 纏醜 グエン醗 キシ欝一乳 ガ嘩グ｝一ス，乳

糖，愛穿糖，獄糖，構ヅ 彗愛雛燐醸，アスバ謄ギン，グ

ルタ駕ン酸，攣ヂン，敏スチヂン，安慧轡酸，かア箋ノ

愛懲轡酸，ぜ撚爵勢轍ぴ，献ド雛聾ノンは酸化 書れ な

い．鄭ち本麟は芳誉族北禽物や，結核戴の良好な窒讃源

翫欝麟 嘱 ア猟パ 塑ギγ， グル 壁箋ン酸等 を酸化撫来

ず夢又 儀茎x液 サイグルの 基質 をすべて酸化す難購磐

諜笥酸酸化を灘聡出寮なかつた．既等の点で撫村簿の嬢

告Lた 鳥型竹羅株 とは異脳養蟹を禽し，慧芳轡族化金物

酸駕能藩全て 鐙鳥型齢 こ共懸す犠もの でない事を知う

た難

気 管 支 病変

（妻爽難嚢 学5岬＄窯 ξ箋鎌 慧4欝嚢曝篇後 夢芝）会場〉

ア蕪． 齢繕核懇潔の餓管餓管貰書纂国す為欝究第 黛報

（瓢大：疲瀧懸 讐） 寧大池蠣鷺鄭，鳴 海 璽．英

樵 篤 礁 夫，安 蕪讐灘 鷺

（小坂鋤 翌ぎ病醗） ＝鴛藤 憩

気管枝造影璽撫擦影法 と断尺撮影濠と鉱よつて，繍結

核愚藤戴び健康者跨襯管 ・気管支の呼鞭醜変動，そ鐙難

を追求し，絹灘賦駕較検討して次の結黙を得た，、

灘結核懲 蓋に於い℃ 馬 健縫穣 畿難ぺて，次の構 議 ミ

え導．難も気管横径は大糞い，、二轡愈気管支はその横径の

醗 熱雛三変動 を承 さ撫い揚禽が勢、・．気讐分麟灘簿 響級雛

の下方講緯跨櫨は小きい，，鞭1蝋 域枝では，轡脇 か1瓢呼

級性簾紘が少い，、

気管分縫部鐙呼吸鴛下方灘位は，肺能力が大紫い穫大

ぎく，憲た蹄能力が灘雛であつても，締結核に於ては健

欝蕃に比ぺて小 脳 ・，、瓢の下方灘 妙〉大き婁は，繍病繋

の幾状轍国瓢する所大であ導．気讐分妓部の横えが）騨吸

聾編 繊 馬 下方への嬬緯程には大 駅 なも 糠総核1謙於

ては一般碁慧級気織 慧熱鯨 欝馨つて儒織す鞠

アア． 繕穣樵餓蟹支鉱張症⑳x線 造影藩簿 蕊つい℃

一一～欝に難繕棲盤 （簾雛盤）の場禽捻⑳比較一 一

（県寛愛簿病錠） 避大 井 藪，村 撫 溝 子

伊藤翼一…藤，永 購 膨，搬 ：本光 雛

響爆よ絡核娃篭管支拡獲疲 瀞 綱薄結接挫気管寅拡張

癌4嚢 溺 を対象 とLてX線 燈影轡薪貼を比較検討L得 た

賦）で報告す灘．病懲 こ就いて1溺 ミ発雛iでは嚢状型，円驚

灘，混含灘，蘇歎状搬の噸で特綜嚢状型は黛の 恥％ 余

を融めた．結樵逢では円驚醗が多く，珠数状漢禦蝿奮猫嚢

状難棚願で嚢状型は鷺％妻こす濁なかつた．羅患藻勲 は醸

発韓が下葉殊賦蕊鷹部紅多 く，結綾鞭は 欝％ 駄 蚤二賦 熱

葉載拡張懸をみた．そ跨魏讐紺は雛患区域数，気管寅薫

懸等を検討したが，併せて難結核性 （療発桂）餓響実拡

騰撫 謙1ぎ結核 を禽併したと慧われ愚醗を離説靴較検討に

際して数溺認めたので蝋れについても検討し報管す嶺．

欝． 餐種飾疾懇⑳窯管支造影法によ嶺鑑溺診断

（静騰赤 牽宇病院 呼腿懸科） 寒守 麗 驚 夫

潔 野 蕉 雄，伴 野 義 郎，撫 黙 懲 牽

秋 海 洋

約 懸 鰹跨非結繊 鷲櫛疾患にたいす薦気管支逡影を分

析し，繕様跨方法 で行つた飾結核癒の断見と此較検討し

た．疾病は気管支鉱張症，中葉難候群，舗瓢ソ，気管実

癌，気管支騰患，難大肺嚢鞄癒，一樋蟹 三濃溝及び藤外淡

患であ導．縦懸腫瘍等であ悉．瓢れら鐙叛患は繁造影辮

晃上，かな蔭の特異性 を憲 して居絵，既紅諸嫁の報欝や

成書にあ嶺診懸上の各寒法 と懸程度に，鑑鷺慧に麿意な導

ことを知つたので，蜘 認 ｝その実施せ 悉遷影写爽を紫

L， 各疾患の気管支系轍識 矯 変ぎ難について説明す翫

簿 ． 著しく静転鷺薦灘結核縫に於け嶺気管支病変鵜肇

いて （窯讐 餐遷影藩晃よ鞍）

（麟療溝瀬病院） 寧績 野 益 子

高1礁 欝 郎，牧 野 進

肺結核羅於て藤の病変が藩しく好転 した際紅気管実に

病変が蝿誉れ萎懲のか否か，残 孫と鮎た毒その程嵐 範

国，発聡 難卸）肺病巣との国達，騨結核の経過 と⑳国篠

化学療溝 と磯麗簾は如欝 うであみうかと云 う事鐙就て検

討してみ鵡、

結果は実験症纒の大多数載病変を認めた。残存鷺導気



総

管寅病変⑳穣縫は，その繍結核症の磐転して逓影 を餐 う

叢の経過と化学療法の国始の時期，など紅態鰐もた．発

病巌縛の糠病棄 との国達に於ては病変が広 く，密なも鐙

灘気管爽⑳拡張その態変形ぶ強 く広紙、化学療瀧灘姶濾

に叢銅 を麿す葛症鰐は，・雛溝 を証畷出来ない臨のに態し

て轡意の蕪を持つて気管寅変形を癒め惹，以上の事よ鞍

驚結核の羅期発羅，羅期濃療によつて気管支の拡張は全

く藩婁ないか，趨Lて 臨病変を最少眼に喰翫め灘事が繊

来 導． これに癒し化学療法畷講始のおくれた臨のや病勢

の進鶯した臨のは，又気管支に残存す導病変 も又強い．

総． 覧讐支凄の攣期諺断

く満瀬保養国） 搬 交 義 雄，古 欝 欝 次
寧内藤悌蹴藤

，麟 光 実，鶯井牽窯男

気管賓撰は脇切除の璽大な舎併症 でその発発の還麺は

以縫の濃療の国難 と予後⑳悪化を来す．従つて之が皐難

診断は緊急の事であ愚．鰻聯は此の点に注 鑓して衛後の

患藩金織について気管支潰影，気管賓鏡検叢，色素及び

瓢一勢ル漁入試験の金部或は欝れかを施行した．その結

漿 欝 名の切除で畢期気管寛撰の慧名を除奪臨捧鞭状の

殆ん潔未だ発理したい前にマ名の気管支嚢 を診断し葉響て

之を畢期に溶療 を鵬始静成綾を紡めた．之等は期嶺検 蝿

を施行せず臨床症状の出現 以後治療をすれば期の如 藷羅

く良静娯を得 られなかつたも跨 と隷 訟れ灘．

麟 ． 繍換窯機能よ鯵みた気管支鷺影像蒋に拘策樵国欝

にやいて

（灘隷病院）曝浜 野 年 子，神 津 寛 難

粥 懸 明夫

糠機能障審は，拘束鰻灘轡，醗塞性障審，混餓 髭瞭審

に分類す導ことがで嚢愚．裁凝は鍵麟 ここれ も欝型鈴換

戴機能障審鐙特質に驚欝 て，夫凝特癒な気管支遭影懸が

得 毒れ導ことを認め，気管支盗影機転賦およぼす締の病

懇畿理藁糞的意義を捲摘した （呼戦器診療等 鷲誉 雛愚）．

今懸は，拘束幾障審の気管支造影懲紅ついて，実験的研

究＿ 鷹 ＿ 灘胸麟 ＿ 騰禽雛／
鰻 気徽騰 蝋 鰍 て麟 鐸膿欝徽 灘

蟹 糞齢あ饗轟愛撫 轟 警搬簾鷲驚灘 簿
分紅撰択約賦掬窺難隙審縫みもれ蟻特禽な造影繰が認め 識

撫 だ 翻 棚蹴 脚 鴛 ，搬 轍 囎 瀧 謙 趨
したものについては，撫鱒騨擦欝無 換気囎騨審 懸

漁 罎 の造影熱 秘 の講 め，騰成撒 よつて1
・篭

病藥以外の藤実賛紅虚騰が及んだ場奮は，そ鐙部分紅麹

東鷲蹄轡鐙造影鐘ぶみ られ，獅 轍 揮轡の気管支職影豫li

の特徹 を一層確認 も荒た．

雛。 気警支⑳概究 （第＄報） 簸縫璽大久野鵬羅ガ裳

工場従藁難鈴騰部x線 辮箆，特に薫管支造影衛撫

繍機能撫⑳国連雛iに噴いて

磁轟 大灘欝内科） 壽礪 本 宰 磐，勝 灘 静 知

高 橋 昭 宏，職 灘 職 癒

われわれは気管支の病態生理究購鈴 薫墾段ともて昨離

は先ざ欝縫軍大久野島毒ガ叢工鵬従叢澱の継機能につい

て燃ぺ，その際主撫して気管支の変化載麟つく換気障審

があ嶺轍とを報告した。今翻は之紅続いて該鑑鰐の胸瓢

写翼辮難を述ぺ，灘 こ藤機能斑見との国達惣 こついて篶

子の糠察を撫えた 叢5＄鰐の騰部写糞をみ導ゐ締野に気腫

輔変化をみ嵩も鐙が多く，横醗膜 臨下降㌔でいた．ヌ肺

門及び藤野の線維化漁もあ鞍，顯膜の癒藩ぶ 総％ の癒

纏鑓みもれたことは注 職に懸す導．次に 齢 弼賦気管寅

羅影繕を費つたが， 蕪魑を絵愚飽の盤鰐はず薄等かの変懲

を脊していた、造影衛藩1む撒おいて変紘が高農なも磯 蕊

ど作叢能力は紙下㌃，黒糠機能検査中，分縛最大換気量

換気速漉指数，懸内ガス混灘指数等は鵜影蕨髭の変化ぶ

高蜜の 毒のほどそ轟瞭警が鹸いよう蜘讐あつた．勿論造影

衛のみで気管女の状態 緯 すべてを知 導事は欝難であ蕎

が，講者灘賦一定の国係ぶみ られたこ滋は興味深い、

気 管 支 逡 影 剤

（演題 馨慧細韓55縫 欝4舞 権噸費繋叢〉会鳩き

欝 ． 気管支遊影⑳灘繕核騰 織蝶お諏 諜す影響

（蓉羅澄 芦病院） 傘鍵 井 欝 三，渡 灘 鷹 郎

佐 多 灘 霧，離 灘暢 灘，鱈 内 郵 良

多 賀 進

気管支造影は今嚢，麟儲 核症載簿して曝噺鐙講作隷 款

軽鍛 で蕪常診断に薦いられて居蒸．轡凝は約 欝難“総中

胸膜炎並紅シ。．一ブ5綴 を経験したが，昭灘 灘 年 藍欝

よ瞬畷 滋 卑 鱒 鷲懲 礁実灘 した 欝鶯 纒申 欝 綴 ⑲。4



鍵

％）に壌影後病藥の変化 を認めた鳶内訳は①結穣鵬縮少

茎，⑨難濁溝炎 窯，⑧嬢洞充実 裏，④険影癒含 窯，⑤病

鎌拡大 欝，④結核麓灘 雛 ，⑦ 撒嶺雛形成駕 ⑧ 難澗

鉱大 慧，◎塞澗瓢生驚であ犠．病蘂灘 騨彗は対照の不変

鯨 こ比L発 病叢影期聞，職影誌駕学療法，病懸進展鷹，

使粥駿影離等に蕪を認め難いぶぴ嬢溝乃薫難門結禽 を膚

す番濁，欝薄鰐多く，業気管実叢影。至彊鞄 織を認めた纏が

多い．悪化鰐⑳難の麟 撃驚は特に強い と歎う事はなく，

ヌ懇化病藥は大部分撫学蟹法によ勢験駁 霞れて羅 翰，難

糖嫉癒に欝する気管支造影は懐籔を要す嶺瓢とは勿論で

隷あ篇が，病難の安憲報三⑳麟定鷲資す難灘，灘も一種の

誘発試験 為しての意義 誌藩えもれ 萎と思㍉

麟． 各種餓管支瀧影鶴⑳生体におよ鷹す影響に国す愚

案験的研究

く徳大 轟梅外科） 嵩 鵜 淳 二

餐種気管支鵜影購の生韓におよぼす影響⑳内，灘繕織

二叢に漁液動態におよぼす影響について検紫も窯， 欝の知

擬を得た．

成黙窯簿 菰各種気管支鵜影購を驚いて左糠の一一齢 叢影

を旛行し，そ⑳藤組織変化癒検紫したところ，そ⑳変化

鉱 気麟 導に最懇強く経蒔的に漸次繊復す嶺が，燈影欝彗に

よ鯵運遮ぶ見られた．次に，一側或は糊鰯難部選走神縫

切断後遊影 を行いその綿織変化を見，又蕎測選走神経燐

i断群に薬物 （アドレナリン， ア》鷺ビン， 偽） の投与

を行つて遭影後の締総織変化 を検索し，そ鐙変鶴に神経

管灘 子の影響が轡麟 鯵国与す嶺ポうに思われた．

蹴液動態におよぼす影響は，造影後3時 閥畷では炭酸

ガス含量はや 纂増加し掌酸素含量毒いくらか減少し夢換

気障審が認めちれた。

舗． 霧機沃度造影糊⑳騰総織におよ羅す影響に講蜜薦

箋i験的欝究 （第 黛報〉

（徳大 高橋外科） 慧木猪太齢

藤撫管燈影法に使醗 護れ悉禽機沃度造影葺藝によ蓼時と

Lて 騰に器蟹的変化を来 す事がある。菰のため窯兎を穏

いて撫管滋影後の糠組織の変化におよぼす嶽鐘紳経系⑳

影響について検講 した。

今撚は，瀬撫灘頻 部交感神経節切絵衛及びアル雛一ル

によ感騰部交感神経錦ヅ繋響グを誌処灘 として鶯つた

後，癬管避影 を行い，察気麓塞によ勢殺し，フ麟ル饗 婆

ン灘嵐後，癒織学的慧検討Lた 。

鹸廼鐙としての轟測上国部交感神経切除又はアル灘一

ル賦よ翻 懸部交感神経節ブ鞭響クのみによつては死亡樋

は認め られない膿

胸部交感神経籔ヅ難饗グ鰐では，濃影薪莚によ蕎騨総織

の変駕は穂 擁々 鋼 護れ翫 ま払 無懇置群で死亡を来す

如 愚大歎の鷺影趨使絹によつて懲肇ブ灘撃グ鰹ではよく

醗え得嶺．

上頸部交感神経簾切絵徳を行Lつた家灘では，無処灘群

との聡に磁管造影時の変化紅国して聴醗な差違は認めら

れない誉

肺 機 能

〈瀧題 馨s～蕪35弩 窯畦 溝午後蕃峯）会場）

欝 ． わ趣われ⑳行う鷹接蕎藁繍溝量灘麹について

（九大結欝） 畏 瀞 灘，津 鰯 利 特

愈 憲 満，柴 購 良 一，濾 照蕉 知
譲擬 繊憲 郎，茂 木 鴻 作

心肺動態の欝究麟今欝盛にな甑 かつこれに雑《〉て微

隷1な分析も必饗綜なつて糞た．分黙肺活難測定について

鐵，A照 礁獣，翁1憩氏等の発叢があ雛，既にその先簸 を

つ脅られたものと糞え導．然し下葉，又は中下葉のみを

趨接灘定も霧蟻 ので，その方灘は閥接潴去法叢 くは醐接

測定法であつて，上藥蔚愈めての各分葉藤の藤濡難灘接

測建灘 菰ついては，未だ之を騒 無婁ないのであ臨

そこでわれわれは発に九粥地方会で発裏 した如熱 糠

換気容盤を鋭敏に描記す姦様な 醗 癬撚竃簾驚 鷺蕊諏 難灘 ・

搬 （分葉蹄活盤謙）を響案伶成 し，今繍 は 翼にこれと

共織使愚きれ難気管支力勢一テルを試作，検討Lた ．鄭

ち爵勢一勢ルは気道抵抗を最小隈にし，気管支内気流を

生麗的状態に近 くす蕎様載ビ講一ル管を稽い，叢その尖

轍 こカブを装藩L， また特蘇の工夫 を施 して，それぶ一転

葉枝，下葉枝に進入す嶺角疲を作悉ようにした．

以上の鷹接測定法によ鞍隼本郵入の畢均分葉糠港慧壷

検討し，藤結核患藩につ藷納膜癒藩の穫農によ愚分藥齢

澱量の変化を追及して，レ線写爽読影に機能蟻的国攣を

加鎌す轟の意義 を見出した．又国絢離，難観簸的に麟膜

驚懸轡 隷 る締運動の舗隈部難，灘 訟分蘂蹄溝量の灘定



総

値との国連によ鯵，徳鹸適応癒決定の為禽力な叢とを立

簸も鵡

雛乳 肺繕楼縫に謝け蕊肺機能国轡鵜換蟻力攣麟欝究

（慶大石涯納 科） 欝 購 二 部，鍵 本 浩

鞠舞 野 実，横 萎菱選醤 灘，角 難 照 灘

小 野 成 入，松 村 浜 雄

換気驚流速震は 驚麟 織 継 祉製灘 蕊計 蔚，蕉灘定に

はs糠 始撒 托製電気瓶力計を驚い，それぞれ増幅緩路

を経て5繰 海鵬 社製 艶晦v蜘 装灘を以て気流達震お

よび環の遮縫記録を響なつ戯、灘定は安静欝発換黛縛お

よび蝉験筋麻酔下紅灘 髭黎＄線欝導難体呼戦器によ凝葺三呼

戦時載餐ない，鱗腔内繊，食道内簗，欝 率帳器内巌およ

び窯流懸止法によ導肺臆内難を求め，ま九購時載餓流逮

農を測定した．被検癒鰹とLて は広肺醗の肺結核病変を

伴 なう簾症結核癒鰐および肺野には薯しい病変をみとめ

ない肺膜勝鷹症溺響あ嶺 ．

丁漁欝嶽韓撫魔 欝驚鼎犠驚，鍵繍糧麟齢 総鞭 欝燃 鎌慧懸，

鋤鍮灘董欝 縛 置難灘驚 および溝緯紅灘定した気流速度，

諜れらよ鞍算出した肺 ・胸灘系の総縮毒，霧効灘圧縮率

換気鷲事鍮 こついて拘束性機能瞳轡および醗蜜雛麟 機能

緯審の換織力学的検討を加えた，、また肺膜勝騒傭汐挫1三）

および広肺国の線維翫を伴なう蹄結嫉病獺 毒内性の曝た

らす拘束性擁機能障審の換気力学的知懸 識ついて毒比較

報轡する、

総。 肺結穣懸餐におけ蕊 瑛縷呼鰻武肺機能検査 く《》。

鷺ノ凱）凝串心撫した肺機能検査にゆいて

（大販賑大内科） 綴 亨，蕊 芦 蘂

佐 漕 玄，森 繁 男，諏 欝 講 信

鮪跨墓本的説饗縷能で ある酸嚢摂取機能 鐙検査とし

て，羅常の肺床 に篤灘し得 恭 α駄評ゼ．を藤結核患鷺歓

灘欝し，其の障審樫蔑糠 こ，他鐙灘機 能検査成績と地較

検討した、其鐙結果，α賦．T．と騰臓 ・勤雛撫酸素分勤黙

較灘 鼠最 臨禽意の趨国を紫㌃，本成縫と蔀能力と曙 窯較

では，締結嫉患嚢は串総乃至は灘水単型鶴属してい愚．

鰹の総のものと （）澱躍．とは著鱗な趨国 は認められな

かつ九． またx線 所鑓の轡搬でない 蟻のでも．本成籏で

糠警 を攣す鵬合があ鞍，叢鐙際綜は斑賦灘織徽検購が必

欝であ懸．また一・醐機能不全糠で亀健測が充分代償して

い孫騰含，綜禽 《》。驚丁．は軽度肺審 であつて も，烹露

溺 α蹴。T．を確舞する時，患欝蜷は轟度鐙障害を承㌃て

い導ことがわかつた。

欝 ． ヅ翻墜業騰タ騰ツ蜜一によ薦肺嚢肺1内戴叢灘灘驚

轟欝の慧義につい℃

（東北大 中雛趨科） 中 村 隆，滝 島 任

菅 野 光 洋，中 村 鍵

気滋 と交懸 もない鞍納 ガス ①離縫幾，侮 搬 鋤 量灘

定はガ裳稀萩法慕よつては知 蓼得ない．かか導肺嚢肺誇

鐵現はとくに鰻懸肺気騰慧おいて叢饗であ蒸．私共はプ

駈チス騰グ予フを試作し翁ボイル灘法灘に離いて肺内全

ガ凱鐙の灘定載成勢した．従つてプレチ猟騰グラフぜ一

とガス稀釈法各鵡 獣よつて機残量を求め，その差か爆気

道と交澱しな い灘嚢騰内ガス量 を騨出も，次の結盤を

得た。

（9健 膨 蕪轍おいではガス稀額溝 とヅレチス騰グ予

ツぜ一瀧纒鑓差は殆んど艶1もれ灘．

（灘 講澗を麿す蕎肺結核患者に於てもそ の差は誤藻

範肺内で，丁撒搾磁 癬 は灘定し得ぬ。

⑬） 気管震聡懲憲轡では 灘沁意以烹の差を児難もの

あ弩， 丁職欝綴 畿嚢欝の存撫 を疑つた．

（心 慢挫肺気麟藩ではL鑓 ．以上の麓を牽す亀跨あ

警，丁鍵鋤欝麟 議蒙罫は蕪増す嶺．以上よ脅漫雛糠

気鷹職春の残気率は検討 を饗㌃，かか 導 丁撒辮 綴 撚欝

が〉患幾が換気不全の璽饗醗子な灘を知鞍得た．

警蝋 一酸牝旋欝慧によ嶺肺肺内灘鑑拡激鉱国す墨欝究

（第 饗報〉織誉壌｝無 難難 麟 難 法によ薦健康轡各

種肺漢患の 《翼》勲鞭数灘鑑韓驚《1織蹴《燃ぎ （無

縦心 懲灘驚撫，灘楚に 麟素鷹す種舞⑳ 国峯につ

熱て曝

（戴北大抗研〉 海老名敏鱗諮金 上 購 夫

穂 敏 樹，蒋 灘 賢 治，欝灘晃一郎

肺胞釜細管膜㌶おけ嶺ガス拡散能力の灘定は 糠 諜慧罎

細管膜ヅ繋サグ疲艦欝 墨の診断上極めて難饗であ葛ばか

軽でな く費輝疾患鈴肺機能 を知 導患臆も極めて大切であ

灘．我ぷ購で欝はれている肺黙 こよ導拡散能力の灘綻 法

は非常鵜肺かしく響現樵が懇い九め獣米では余 辱鶯はれ

ていない、、簡灘で正灘な 黙oに よ導拡激能力鐙灘定は我

が国では全く響はれていない の 鷲轟外線 讃◎分新器を

鐸1い 歎》蹴 醒 鐙 ＄蓬繋慧叢難翫 礁癒 法によつて健康者肺結

核，気管麦拡鰻盤等紅ついて灘定を行い灘定法におよぼ

す種離の鶴子灘ち陣戦停止時醐，懸ゴ容幾，肺胞ガスの採

鞭力漁賦ついて検討 瓢濠た肺結嫉跨病漉と 薫）韓 との関

懸等 を検討㌔た、われわれぶ購で始めての ◎◎拡散能

力め灘定法続ついて灘述しそ齢臨庫的憲義載ついて症灘

賦ういて詳燃す悉嚇

麟． 雛漉肺結縷縫鵜心肺機縫

（名た鞠 璽華内科） 松 羅 蟹、麟，鈴 村 文 雄

（懸療梅森光織纒）寧灘 欝 蕉 雛，擁 藤 部 夫

渡 灘 溝，佐 駅 慕 祥，横 撫 純 夫

申 野 灘，雄

藤結核灘の蒙趨 灘大1評 鞍 跨離爽結果 よむ見れば耀灘



鈴

欝 醸以降燈魏 を示した雛われ われ は臨蹴 薫灘 盤彗f！l結蝶

患響轟愚 ！働 態を静瞭勲勢一勢菰溝 を響簿心にLて 心機

能 換簗機 犠1，一部 勤雛藏飽融嚢轍ついて辮叢討を行い灘

叢論症跨繊現賦ついて考察㌃た、灘症瞬灘 嫉患審では肋

膜灘淳，纏実欝瞭審など綜よ警職渠懸 ＝，蟹鷺心 典慧畿下

も肺内 襲％ 嫉 ま騨 し1響鐸騨 懸 簸よ善見れぱ導瀞i翻酸 轍

に灘る換気灘害の弊存を羅め難講金があ縫叢症結核症獄

おいては舞1東換簿 縄 舐 難織 韓 賦澱嶺購審臨の換艦議緯審

がみられ孫。換気障霧湛腕轍環賦およぽ嘩聴影響をみ嶺為

拘束軽換気灘轡のみでは藤徳環肺灘 裏魏較的軽い、、猟懸

シ畿一プ等によ難呼犠瀬積撒減少鑓よ鞍心肺肺 薮は急激

に灘 難す撫蟻鈴と考えちれ灘．安静縛懸 二装動態は比較的

よく維持警れてい聯ぶ運鋤舞構紘よ警欝盤結核癒の心灘

機能の予備力が講囎 に構㌦さい濃とを漁す．心鷺魏 上か 毒

臨震心羅大漁は難癒鰐載簸 臨多 く，繍動鰍上騨為麗達す

鵜

織・ 肺樵心の難生機序に国す篶欝甕 く第 馨鞭）輿肺的

鷲蕪肺の心肺機龍

（難大瓢外） 宮 本 忍，縫 ／ll容発
趣大 嬢 鑑 昭

，蔑 儒 講，倉 内 昭 ご

漢 昭 灘，黛 塚 難 夫，灘 慮 灘 安

鎌 本 与 購，蟹 灘 一㌔央

麟犬鐙耀 趨瓢軟パ夢ツンを注入もて鷺蕉縢を実験的に

作礁し その心灘磯 能の塗／嚢終を難 既 灘 欝砺 嚇勲 つい

て慧期 灘 凱 わたつて灘ぺたと叢穆，替賊 後 慧鐸3遷 総

に1叢鞠 継驚蕪麟1叢 隷認め られ ない が 薫茎塑《》驚瀬無 癒

認め・これ澱 ぎ1濾流鑑訟換気無の増撚 隷 つて代償され

騰ことを餐1つた。 窯勲鍔海 こな 孫翫 欝釜ぎ榊欝難1蕪は消

失 し繋醜 濃鷺 と換譲 熱凝欝講轍 こ戻 灘が，これは左藤⑳

機鍵灘害が寅静時にはズぎ膿 こよつて完無 こ代盤 婁れてい

るためであ鵜 こ＝の／痔鐡 こ至つて心電図から震心養荷の

綿 撚 港失す灘，、したがつて，換餓蕊麟 瀧伽 帯 ンス状

態を知騰ことが心肺肺 難検査鱒鰻織 謙 華得 嶺と灘う．

懲。 心羅国および肺機能よ鯵みた肺結縷癒鵜熱け恭鷹

心蜜勲蕎について

（ll講嚢戴 紫病院内科） 嶽 藤 薦 一，永 井 需

贅 下 講，小 野 …・央，矢 野 騰 之

猷麟核4灘 繊 対照蒋および圏跨総鐙夢ミ患 騒講 鍔に

つい鶴 颯等の考案もた心電麟的震心鍵肥大判驚蕊準に

よつて検講す葛熱 肺結嫉では暴響穆か妾雛 沁 蕪鷺大の出

現舞機 が大鳶い．また糠結嫉症の璽盤渡，観肺 晃およ

びその嚢雛〉臨簿所箆からも麟為撫 憂短〉穫度に窮心蜜灘大ぶ

予餐建 れ翫 麟検蠣 の心肺所琴幾翫 臨併せて考蔑嶺と寧

隣 の 翻＄跳が3よ 鯵小であ薦症劔は膚心犠総大鰹為

Lて 濾意を要す灘ようでさ導鳶

肺結核 蓋露 綴の肺機雛を 瓢 らべたが，髄活量 鱒 騰

以下，最大換気量 蕪5％以 下の症鰹で臨轄に舞・轟礁 鵬大

が夢いと。は欝い得ないが，残気率5蓉％，換気予備麟 簿

％紅一懸 を麟してみ難鵜 叢の薪ベヌ薪以。鍵 ）藏鰹韓は膚 　

心窯聡大はない購蟄以下鵜症鰐では約4導 ％ ㌶出親しズ

い嶺，、鄭ち一慈鳳の 線を二総心黛靴大の 危険界 と考驚た

い。その難騨〉藤機能諸元及び撫滅ガス鱗からは競筏⑳蒸

こみ，轄瓢の鱗薄を認め嶺慧羅つていない、、

外科 療 法

ぐ譲肺 懸陶嚢貸5鱒 黛遂講毒艦鞭夢難 会灘羅〉

鱗。 肺燐蒔国時肺繊欝の罵能搬につ熱で

（阪 大 一 外）甥 ！憲二難 憲，谷1灘 茂 作

曙譲療 健1鷺，薦 寒 簿，麓 鑓 弘 費

沢 井 懸 光，縄 溝 昭，寺 羅 雅 雄

串 題 淳 斉，森 鱒 漕 美，醸 肺 修

木 全 達 簿

われわれは藤鞍除術後奪慧韓麟欝を追加せねばならぬ嚇

禽鵜 繍縛蒔に鍼臨胸成徳蕾施讐し，黛次的農肺磯徳 を

遷加したものと欝後繕過，騨機能の懸よ鞭魏較検討し，

徳申徳後鐵慮鍛黛は追繍肺成赫鐙蹄鱗勲 箒鵬 約 黛｛瑞 ，

多い滅 趨 誌 雛搏数 騨吸数の撚 継 への蝋 顯 数

体璽減少紅おいては却つて癬ぎ切群よ蓼臨良好であ鯵，肺

活翫 灘瓶二載おいては欝時胸成後 烹カ月の群 と黛肺燐

後慧力∫璽で遠癬肺礁後 重が 欝〉鮮訟の醐に藻のない瓢翫

を知つた。

肺燐臨織締胸成簿併織 漁肺轡 塾追蟹繭 成欝に鋤㌃患藩

の徳後韓力溝耗， 騨機鷲荻鍵鷺 おいてむLろ 霧騨であ

蜘 灘 撒治療期闇跨短縮，患藩の箏衛の藩癌ぶ一織です㌧

む等灘華聴 があ鵜 肺葉切除後薬驚欝肺鐙響膨張不良を予

想審れ聯も鐙 および膨張 婁せてはなら灘臨縁に対して



て難

は,心 藤騰能に 欝続能メ/が十分あ都燈は薄及的懸時絢成

衛を蓉うぺ 蓉と藩蔑嶺

懸.注 窯鍛難法に闘す藁研究(特 鱒灘鰹内圧鳶心灘勤

懸に鴨いて(

(撚歌繍医た一夕9緯 鑓 浪 逮,寧 駒 藩 則 燕

、1=磯蒸 曙,鱈 蝶遷孝 造,宮 本 憲 夫

瞬 聯,霊 野 勇,絵 懸 準 融

!馨覇 曇ll男,輿 澱 縫,木 許 隆

われわれの麟案せる注気吸弓1法(織 釜達,麹 恥 施窒織

⑳心蹄勤態 を解購す騰為,勲 物 実験,醸 攣的籍究を讐

c,糠 切除後含桝鑓繊/鱒 為灘至灘細腔内蹴および職引

棄轡を決定 した.

心難織能は彗縷熱懸1鷲 藏めて密接な灘 黙を寳し,糠 動

灘蹴,震 心璽礁,齎 勢 董三,鷺£。《誉.動瞭獣縫選ガ黙含 欝量,

換気状態等 よ 蓼挽繍 し,胸 腔内 準均琉一奪一一7灘

輪《)ぶ叢 臨黛好な結塾を承す.

濾気臓引法驚隷欝樽胸腔内灘の変蜘は,調 繊管療,注

気管欝径,朕 導ぎ容量,嘆 引紙等に充膚 書れ惹、講琉轡 疏

は 一難～一重鞭 麟 叢メ弊が最 懲鍵好であ 離,一 欝導麟 報》

以下となれば締癖,縦 隔灘鐙変緯,後 織蹴の勤疑等ぷ鵡

為 瀧気管舞径は呼鰻運鋤ぶ〓い騰禽には太管を,鰐 い

雛禽には細管ぶ良い、 また各疲総に応算,黛 つ衛後経過

に從うて,簸 熱 こ細蹴管薫蕾灘 鰭 せ,吸 引鱗黙 雑は胸

纏内繊を弱 く,時 蒲鐙総過 と典載陰繊度を強め残存灘縛

膨張i癒嚢す搬ぶ懸懇的であ導。

総.誌 燐除後の残霧灘の態麓

(鶴 甑櫻1醸)上 講 蹴 紀,佐 銀 瀧 藻
寧本 村 茂 灘

葉切および区購暮韓 織 膿ついて,残 存鯵織態礎 を轟 霧

衛後の準醐及び断錘1写購,気 管支羅影掌爽を 養レスして

検討し,懸 瓢手徳時の癒欝の婁慶,出 撫量および滲出液

欝溜と譲麗譲を細べた.藤 講除腔は幾襟繍 鐙うち,特 に

隣接難域緯著熱は転続懸膨賑 鑓 よ1穿満た 憲れ 嬢蝿が齢

く,切 絵気管燕 菰対しそ騨麟 接区域黛欝 支が代盤的地紘

癒占轟嶺鱗憩があa無.従つて隣接区域轍病巣ぶ残 されて

い犠蒔は,そ の著聡な餐韓再膨灘菰よ離衛後シ。一ブを

お畿す罵能箆購大であるので適舅な対策を必饗とす導

なお,膨 鰻苓全灘 激輿深城燐除,肺 葉切除,区 城嬉除の

瀬に拶く,鳳 つ高度賦励 鱗癒諺あ導鍵,1{癬 壁および灘

撫濃欝潔の轟嚢な鰐鵜勢い,,

騨.繍 藻域,麟 糞欝謙衛後に滋け器斑腔の彫態撫1灘床

的慧義

(鱗療編寿懸(豊 療 翻、

選.繍 結嫉症に対す騨 彗磯 乃棄叢l/蝋域 燐除衛1獅 繊=

ついて,そ 鐙死鰹膨懸癒x細 象によつて分類㌧(叢ζ畷,

客懸 譲 細慧,難 璽を分類した(,徽れ拭よつて轡灘 翻醇

膨張鞭の瀞避を遠求,艶 の}塾溝 を3鱗鷲!/㌻ つ,そ の臨

擁鋸億 義を続縫L,治 療1効蹴の完壁駕,就 縛癖!鷲癒の 静

鯵と濤漢に資せん蕊した、

難.死 腔の膨態と断群繕隷 よ1/ぎ除範懇幾ギ鍬 の 蝿纏i弐

償能力 く叢れ賦は1>残 存慧{婁,特載 代償窪輝縫 壌要な

蔀緯6H6潔1簿H糠;1、 灘
榔 歎 欄 融 弛 癖畷 糞嚇 初 難横 織 や 謙

ゆ縦隔璽
鐙臓器秘 罐 鱗 は つて左膚され,従 つて死腔緯 ・奪

彰糠はよつて,讐 跨 羅策の 挙曖 され孫鉦菰ろ 夢大であ 慧壽

ゐ.＼ 康

鱒.懸 結嬢1瓢対 奮 轟誌崩瞭購,騰 内 《》凄輸入鵜欝ず こ
く

導耕究 緯

(貯 蝿歳轡藤外科)解 を灘 一 朗,講 転保 三 ミ

欝 鷺 勝 蚕,1

幾靴 糠 法雛 つてい聯 結嫉患 勘 勢く麟 醗1

騨瞭警があ騰ので,磁 接締勢除鐙麺ぎ大漫墾 塗隷え導こ 濃

とは戴険であ導,こ鑑數 饗ミ裟おいては充分な騨癒謎療溝下!

に欝徳婁れてい葛が,轄 に潜内 飾 欠乏を紡ぐためき講蕊

門から幾 を腸内慧輪入Lて 好成績を叡めてい愚のでこ

こ鷺報告す孔、纏切蹴 搬 の騨機能を 瓶s欝.法.尿 ウ ヒ

繋騨 ノーゲン茂応および轟 鷺臓応で検す薦と,衛 後騨 ＼

機態は薯しく1贈警され愚が,O難 輪入す聯 と軽減しズ蕨

獲は準い、郷1三職酔下夢繕ではそ鐙蹄霧嘉識特に著しいぶ

蜘 輪入す導翫著 ミ.く軽滅して讐の恢僕轍準い,、羅 縫は

犠⊿後数醸 蓬熱 滅4畑毒憾 が ギ》譜翰入す難と軽縫であ導.畿

運鎌齢下手徳では構後穣蟻は霧Lく 減少し,叢 自を証購

ず灘こ翫が勢いが,蜘 輪入す嶺と繋しく軽減する.犬

を懲い紙繊麻酔下慧灘醗術を行い,賜 内に02輪 入携と

不輪入纏について遂蕪鹸 凱肝瞥羅竃織〓(難 灘,染 藪,群繕

源染色,群 ミ}灘 ンデサア撫色(を 検した.蟻 輪入綴

は誉く輸入糠 蔦靴L,勢 瓢は軽渡で恢鐡 よ挙い、

蝕 結穣性鷺大嚢灘 蕊購す篶不麹細七灘環化念物鵜総

欝的帯用

(灘講 も書楽麟(㌔ ず購達 メ鳶,片 樋 蟹 慌

高 織 実

われわれは巨 メく空濁 を禽する雛結核患 雄 訟マウレ麟 ご

よ纂空瀬簿敏を費い,空 溝内鑓不飽灘銭盛鷺環撫含物た薦

鷲撫櫨熱総£議1隷鷺く董誌縣 と賂総 を畷霧 した ぞ峯灘o

ついて報告し轡せて塑澱 葺様携鏡搬野襲置瓢よ犠喉溝 懸轟

写も奪糟 盤覧す愚.蕪 勲紳 欝織 漁薮 融導協婁τ療添を完アも

騒成籍 を実徳瓢た こ跨慧擁の餐1蹴乏短懲 よ獺霧 菌教前

凱7× 愚講,7× 燕,鱒.蕪×癌翫難 であつたが,局 購療法終

了臨(欝 成衛直演う載はそれぞれ 毒譲x窯,蕉 難xλ嘆.



聾

灘護×焦翫撫 紅縮少もた.難 ⑳3鰹 は變窟 葵薫叢撒 噴霧療

法中で,1纏 は露 数葉内紅隣接す燕鵬瓢大灘溝を欝し一

は叡法礁よ鱒犠澗溝央L現 窪他鐙難溝 を治療中である,

蒸蝿は絢成術後簾煩懸鋸蚤滋 た1謹大難溝雛欝し澱癖孝罐で

あ辱,笠 綴は難溝1講敬後,懸 騰齢野にシ..一ヅを瀞たし

漕穣麟である,本 法紅よ韓樵めて勢く縫場禽饗灘溝内壁

鐙溝浄化,購 艇灘よび塞洞内容物中の結鞍繭の懸蟹北,

嚢瀧ゆ縮少乃棄消桑 をもたらす,、消炎しない蒋でも 驚

寒驗成欝不態鐙纒でその実、旛が可能 となる場含が叢だ嚢

い崇

シン購ジアム⑥ ツベルクサン反応の経鱒的斐銘

(灘建慧菌 蓋{翼}押凝)感 暮 馨 黛難 ぎ馨鳶曳露舞A会 畿馨)

鱒嚢.rソ ベルク婆ン瑛応⑳経鋳的観寮麟纏,鍵 選笈応

澱び遷舞笈慈に閣す蕊一選察(第2報(

(駿 皐 繋 大 衛 生(寧 不 鞍 鱒 徳

(峻 獣繋加茂撮健醗(渡 灘 周 一

縫近ツ漢感の齪進選癒遷鷺簾篶或いほ㍉ヌ黛応検甕の輝

蹴穂灘等の問懸が漁繕婁れてい難のでわれわれ臨これら

鷲ついて検討を試み,魯 嚢に岐犠県下例Lぎ村の小学校児

璽繕黛難名を対簸為してツ蘇臨を蕎いそ⑳全轟について鱗

謝繕,鵜 謝 灘,烹 選購緩の発赤径を測定 し勢の匿磯縫よ

13現蒼の鷲定熱灘によ嶺険性,疑 賜性灘 む=れ を 滋 時

総後の発赤径が 毒一黛醗撚 の藩と 憩 鍮撫 以上の藩とに

分嚇 奪者を険性 と瓢後蒋を疑購雛(偽 陰性(と 見なす欝

がツアレ鵡ギー藻応の寛場よ鞍昆てよ13禽理的であ甑

窯たその後審が鐸鵜 溌進反藻議 き鰭際轍 こ灘逮が深いと蒋

充られ嶺胤とを報欝したが,今 灘は蔓載第 黒報お欝一態

象群の 一部に 黒潅£。G.を接難し鹸羅検 麟驚約6力 罫1穣こ

再びツ置応 を行つて種 凝検講を麟1えた鱒でその成綾を報

告 す嵐

織.ツ ベルク》ン懸発笈応について

ぐ熊大溝盛内斜)河 盛 勇 叢,寧蜜駅亥牽三

纏か1愛 丸 宮 脇 儀 慮 浅 醸 芳 資

(熊取巾央保鰹断)雌 甑灘 立 義

小婁執?簿 名,中 学生 騨?名 を対象為して,ツ ベル

グ1浮 遮発反麟 菰ついて,検 案鮎次の如愚成績を得た、

鐸ち凝発猷癒は低学撃よ滲蕎学鱗 瓢お、・ズ蔦率を灘もた

が,講 性紬 こ差翼を認めずその技睨 蘇の分布は第 感羅騰

および第揮 絹 が高離で,プ黙震譲は轄に認め毒れなかつ

だ 縦i往馨c心 接蕪麟數撫鐙欝葺には特懸瓢騰孫なし,疑

騰i曙藩 よ蓼陽樵繭 よ謎鍵1肇 よ翰の胤れ轍比較し,蓬 か賦

轟率であつ鵡 遷発騰難1霧の繰選しツ猟 の結 職蕊熱柑

鶯 時縄で大部分が騰蝶を承した.ツ 淡濃嚢差 雛 よ鵜遅

発猟応礁現 蕪の分憲灘 議臨られな爵の たが,第 嬉難繋遅

ひ発驚蹄 蓋のみ鑓ついて覧導と,購 …対象について観察し

た成縫では,濃 礎の高い:方がよ瞬 璽懇に購性をゴ獣した.

かか蕎礁縫よ鯵懸発賜磐憲 はこ舗・ア誕ルギーを麿す導総

のと晃餓した方が繋嶺であ鄭と考蔑翫

欝2.ッ 憩 芯におけ嶺提逸瀬よぴ遷灘環象についで

(第 嬬報〉

く蕪大公搬術齢 野灘地寵 鳥 禽 賛 徽1
寒村 井=購 藩,小 辮 喜 鷺,小 林 磐

遜発驚礁鐙存在はその発現様武善凱數項の法則盤淋晃ち

れ蒸事実か曝これ を確認も得葛 と考えられ 導のであ鞍

が,そ の発現事および惹義については諸家の斑毘瀞震だ ・

…致をみていない.そ こで演者等は欝門の諸家と協力も

て零簾応鐙研蹴を続欝してい蕎が,第3報 において冬劃

ツ趣 心成績の勤撫を慧〓すれば,従 来のツ茂臨を 篠蕪懸 、

閣鱒の発赤難 鐙 撒難 をもつて人為的鵜区切蓼遷発鱗応

の発現の霧無を観察す葛法式は,本 蝋慈の本態の研究方

油としては適灘でなく,慈 鋳簡催 よ鯵3鵬 搬 以上漢応

が増大す難ものを本黛臨隣轍として,そ の発現の窟無 を

論じた露が繋当であ蕎と云 う漸灘 を報告した.今 鎌は撫

撮燕の2小 学校学童および3幼 錐懸児童を簿象 と㌧畷上

述鈴辮方法慕よ鯵,懸 発反応の発現様武および懲義につ

いて観察し,鍵 来の叢法によ嶺とそれと紘數L再 検鍵を

範つた結黒藻撫 の所見 を裏書鳶す嶺様な成籏ぶ得もれ

馨鰭.撃 ベルク饗ン薫応⑳繋発驚応に購す薦十醗究

く翫 誉ぎ大小鐵内科)糠 羅 憲 鷺 寒難 葉 鍵 鍵

前 懲泰 坐

ギツ」猟応の畢発親象,な ちび誠 増強漢臨について,

従来よ脅 敷鶏蕪.接 騰歴,ジ ツ諺翼臨検査歴纏購かな 醤

小学較その誕黒,および鋤物実験として加熱死結核〓流パ

ラ浮欝液注麟1天竺隼ズ 蔑,鐵 兎を実験対象とLて 欝兜し

た登



鶯

黒.ギツ」濾射を 鷲購鶯えぱ次の第鰻2欝 のギツ慧選綜絵

既に促達黛懇をボす。

撚 こ畷慰籔凝ツ」猟応猟僕二の麟数が増す裟つれて或

灘縫増強す惹,

難 過嚢 獄 茎1のギツ欝謝 醜解響は歳舞く黛年続き,3年

後には蕉常猟難 瓢復する様垂豊思われる.

曝・ 晦 一部紘に け 」注射 を蜘 贈 箏つて も達隔部縫

のrツ 。1反応出現範対 して余聾影響を与えない.

瓢 死菌感伶天竺率ズミに購ツ,ソ ー}ン ザツ」⑳頻

醸熱射鐙よつて帯期反感を襲 し,タ レゾー掛,叢 色ブ ギ

ウ球薄婁ブイ騰ン等の非特翼的細戟によつても ギツ」単

期探臨を誘導する.胤 の意義については翼に欝下検討串

であ鵜,

茎麟 。 欝一鷺藩蕊篠施行によ嶺ツ覆応⑳提蛍鐡雛ついて

・(競 轉(

(群大小児科(寧 繊 島 蕊 規,撫 上 藩W鷹

松 轟 敏,本 沢繋二部,小/li博

宮 下 疇 夫

(欝欝県立東毛療變断 〉 増村雄ご郎

(穣 轡 会 十 金 病 院)縫 地 大

簾鍵部位瓢お縫嶺ツ猟慈の変1鉱櫛発鏡機序臓ついての

実験結果を報告す導.(め 鴛名で2ケ 月お善に 講懲ツ猷

慰を選復し,反 癒の麟灘的経羅の推移を見た.2繰 難か
・も騨 慧 鱒騰蕊後の響期碁瓢強い漢礁が現れた

."② 騰部

箏衛患藩 駿 名の背藩でツ黛鋸を簾復 し,華 術暗皮磯残一

をとつて維織撫を時購的轍遠及した.翼 復部紘では早難

・に強いび蔓挫跨細灘漫灘が織ろれたが
,漫 潤細胞の種類

の時講的雛移は初雛1醗蛙 蕊がなかつた.③$名 の背

部に 沿ゑ 瓶 貰鐸繋醸凝欝 彗ミ,大脇欝矯養濾液を反鐵1豊

射した後,以 まの$力 隙 畿翫灘 〉.を注射して反絡を撫

較し桑.F。靴登.撰 復蔀繊 紛 み典型ミ轡な 畢期の猟メ心を

認めた心(の 叢.ツ反応陰性乳児箏名に縦 ツを 鱗ぎ灘反復

注毅 した後,鼠 《}灘.を接種し,騰 転後購一部紘でツ猟

悠 を行つた購,柳 醗擁粒 と経灘 犠差 ぶな爵・つた.難.欝.

c・載 驗挫の既往があ導が,検 養時2灘 ㈱ 藩ツ撰班譲性

であつた学選 器 名でヅ茂癒を反復L,懇 名に強 い 堺

期賦》糞蔦を認めた熱

鵬 ・ ザベルク縫ン笈篠滋 榔 猿1謙 け巻鷲 綿 鵜変

細につい℃一一一轍 瓢増強覆応1羅嘆 ・て一一一

(結嫉 予防会大販府支蔀癬談診療醗(

浅 海 顯 太,瀞 緯 欝 静 難

ギツ」雛糠聯 緊 熱}る ギツ握幻鞭 獲 講は促進,増 麟

の講反薦⊿が認められ孫が,今 叢の報告は殆ど健進黛融 ご

眼斑 され増強探癒 鐙慧義は麟禽,軽 綴 婁れ 騰触 癖 協

a翫 幼稚懸難藤よび高校宅ばおいて左露癒覇轍 ヂツ」蹴

癒 を讐つた結果,瀧 常醗麟縫 鵜 時欝1甥窯撫鷲,疑 陽鰍

藩は,勿 論高い健進猟臨を示すが1震 縄 薦 時闘、i慧蓑定で

は極めて騰挫霧が少ない軸菰れ紅猷して霜聾常購部盤螺蔀、

時闇轡定陰轍,疑 騰雛諸 は多少鐙提進課慈を=獣すが,左

傭では撚めて篶い鶴性灘を求す鼎菰のため載捉進猟慰に

よ馨爽の隣讐蒋を醗性,疑 騰雛撫判定する羅能聲三よ蓼毒

増強漢応によ舞険鷲,疑 鶴韓藩 が陽/嘆三と判定され碁場舎

緯方が蟻に寓率であ脅多促進撲臨をさけ導ため歓蟄単に

漁蟹部縫 を変變二す嶺欝は翼裟検灘の余地があ悉と愚われ

為

欝瓶 ツベルクサン僕遜讃よぴ遷発薫癒⑳箋驗的十醗究

(名大予防鰹 斡〉 大 灘 穣 惣盆,粛離 沢 業ぎ入

欝麟昭鰻鵡

ツ猟癒におい鷲漁今注視を浴びてい導ものの一つ鑓難

進および遅発選慰があ愚.そ 跨発現機構を検討す葛…蕃

段 として,海 翼 蓬欝 羅賦 蚤も譲翠,欝 灘 難,織 勲黛,$緩

講性 欝:識v,蟹A鷺 醗骨二熱嚢v,黙。c。《藁.株を感染せし

め,難 力薄鯨 慧癖 豊力fl毎にツ漢癒を猟覆欝…部緯に

餐つて濫射後3幽 総欝,鍵 謝 講,以 後 鱗 欝騰餓 菰欝

鷲聞讐の轍移 を観察し九結襲 め,感 作欝の ツ探覆蔀位

では非反覆部縫および牽感作鐸戦離銘 し,ツ 注射醸数が幾

す と,注 射後叢罫期4>猷奔藤は,次 第轍大嚢毒を増鮎,難 に

難灘 麟 糊 か ら技競 す犠よ彗に なつた.2)感 作群は欝

採江よ辱多少差はあ嶺が,欝 難聞 の観察範鑓で,ツ 蹴

臨は 簸一藤 踏騰で簸大を求し,以 後下降の鱗陶を零示す

が筆磁麓?鑓 および 慧齪鷲 講を串～鼻とす嶺2つ 磯ピー

クをみとぬ 動物実験轍おいてツ捉進および遅発猟応ξ

考蔑られ碁成績が簿1られた、、

シン潔 ジアム(7(耐 性菌の羅力

毅撲1雛 難)磐》慧s瀞 暮擁2蓉 鐸A秦 悉捲(

w.翼 慧A難 謝樵結縷菌懇染蕪ルモ礎塾⑳病変に勲

よ縫す欝一勢ゾンおよび鮎ン 駆ゲン⑳雛多響

(難凝メく署響繋誉分嚢怠1騒蓉墨(叢 擬 驚三蒸蕪渉ぐ

(霧更糞く 燃叢内ひ》 銀曾 蓉難蓄建 譲較



器

試験管内で再城 ㌔た 猶A箋薫 三《懲γ 醗雛欝 鱗 菌は騰ル

爆 撃撃に対す難病顧挫は韓いが,蝋 れに謙一チゾン注離

および灘一チゾンとレン 》ゲア照射鈴併繕を讐うと進蕎

韓病 変を生轄,綜 内で結核麟の増殖す欝のが窺われた.

こ緯場禽獣A難 醗紬臨の灘力が1蓋叢復もた轟でないことを

脳内接磁実験紅よ舞灘鞠した.一 力懸ル騰 轡}の 皮下に

薫NA慧醗繋騰 を接〓し皮下結合〓伸綴糠本を作絵体内の

薄の態農を追求鮎,謙 一チゾン注毅およびレン}ゲ ン為

の轡灘の場禽載 は,結 核麟は細胞内外綜おいて講照群賦

比して欝 鑓な増驚を承 もた.蝋 れには辮欝!蠣 子の惣 こ

遊薫細鵬の滅少,叢 喰作用の織下 とが一・役を演鶏てい聯

義思われ惹,以 熱の結果かも,毒 力の滅弱してい蒸為考

えられ導 購 蕊類磁幾麟で臨饗一チゾアの紘較的大變投

与によ鞍,進 行麟病変 を作導虞れがあ灘と鷲荒もれ嶺,,

董総。 鞭曙鷺 醗盤麟核菌⑳v蓬 難撫 陰難蝋きに驗する研

究

く公衆衛懲病院)染 魯 鰻 郎,林 治

寒高 撚 正 雄

脳難 醗挫結核〓が騰ル鰻饗》に対 してv無 綴磯鵜 の

滅弱す灘こ翫は,生 韓のもつ免疫力裟蘭簾ぶあ難のでは

ないかとの考えから,鷺 。c。(誉.免疫を施 したマウスおよ

び非免疫噂サス沁 鱗叢 感性薦 および 欝墨護鰍性薦を接

織し,そ の後の麟鐙消長を比較し,次 の如嚢成〓を得た.

L撫 墨《v騨 運感穫三株と 墨饗難 酬 焦株の臓器内メ養懸

数は,接 種後の縛騰的経過を追つてみ愚と,締,騨 読お

いて感挫,醗 雛講樵の叢は禽意であ 鯵,醗 性麟鱒生蕪数

が少なかつた。

2.禦 鞭 感性株と醗樵株接懲後 の 齢および騨の灘藏

数は,黙 £。(}.免疫群 と難免疫群 との 購に麿意の蕊ぶあ

蔀,醗 性蘇の方が感性樵よ警生薄数が少なかつた.更 に

接懸後の経聯 專総によつてみ嶺と,糠,騨 において鮒性

鎌の驚薄数が少なく,麿 意の差があつた.

翫 撫選 》懸鷺 鮒軽三蕪はず藻挫灘 畿難し,撃 ウ瀕麟講

内跨増殖が 歎C瀞.免 疫を行うことによつて藩しく羅審

惑れる轍とがわかつ鵡

懲鼠 イソ鵡欝ヂン酸穏ド箏ジッド醗樵結核菌⑳菌力

に震する欝究(n翼 蕪 謝樵度訟過酸化水紫に講

する抵抗樵ならびに菌力訟⑳閣係について(

(懸 立大撫解餐)杉 本 …

肺結核患考の喀襲か ら分離 おれた 冨欝薫鰭轡薙 および

纏雛三薄め 蒸7爆検捧の 答鼠》暴蝋抗性,カ タジーゼ反悠お

よびハザカ準ズミ裟対す嶺蒲力を締驗内撫麟数で鰭較検

討す轟と典拭 購 溺を勝3驚 鋤的綜観察して次の結黙を

。え鵡

1)欝 γ擁煮醗畿麟は 鞠《)驚籔薄して著 悉しく感受挫

が〓い.感 性麟や 鼠叢γ驚心醗性薄では反対賦禰めて〓

紘が鹸い.盈 γ蔑心醗臨繭では抵抗をぷす懲のが過事數で

あつ鵡

の ヂカ」絵性菌は 親砺 に感受性の強いも⑳が夢 く,

ギ爵」購性繭は 魏(〉露に奪藪抗 を示すもの拶い。

3(鶏O譲 雛感受牲が強 く,ザカ」懸饗三繭はハツカ率ズ

嶺紅薄す1る藏力魁 職o姦 慧抵抗 を承し ヂカ」騰性簸よ

鞍劣葛.

の 鰍性慶のま騨 してい く場含碁畿は鐘力の劣つてく轟

ものが多 く ヂカ」 懲陰糠化し 鶯2◎慧に対 しても感受盤ぶ

強くな鞍,耐 簸縫下鋳には醗力は〓 くな鞍 ギカ藩懲醗難

とな 鞍鞠◎慧裟対しても感受雛三の低下がみられた鎌

1欝.薬 灘醗性結核菌⑳嚢力に震する糞驗的購究

(醗山大平木内科)寧 大 藤 糞,沼 灘 騨 爽
も

$紙 撚$,撫 鷺 の各醗挫結核薄(鞠R》 株)を 鰻ル ,

喩糖}に 籔難し それぞ蕊の毒力をみ葛と懸縛に驗蹴 度

と毒力 と鐙縄係を検討もた.ま た試験管内および患嚢喀

擾 よ勢各〓三璽鰍性繭を分離 し,欝 様の芳法で灘力試験

を肴つた.カ タ讐一ゼ活性 と毒力 と誇麗係について毒検

討し鵡

玲 難S麓 は感性株 と溝ゆ く強灘で あ蕎のに対 し,

驚箋N難は顯著な騨力の低下 を示し,1之灘AS臨 亦轉麓

乍ら毒力の蟻下を蒙した.鼠 た 驚脳難 の毒力はその醗

鱒三慶 との間紅逆絹麗 罅係が認められた。

2)s懸MM叢 および 欝AS畢 蓋麓慕 三璽轍牲〓⑳毒力

は共に細箸な毒力の鍛下を承㌃,篤 欝慕 の盤状ぶ誌禦

紅現われて毒力ぶ支醗され薦興味あ蕎成綾を得た。

3(患 藤の喀整よ警分離 した蘇細二盤講性株の中1こは

高率㌶輿の瓢璽鮒性藤が含 まれてお瞬慧力試験鐙結購よ

蓼しても鵜の鵡とが欝定された。

綴.x慧 鰻 謝性菌⑳舞力および勲タ箏一ゼ渚性に灘

よ緩す霞峯について

(九大 慧内)沢 灘藤一郎,鈴 木 九 戴
寒高 木 成

璽醗置またはその誘導捧を醇力鑓以上投与 湊れた患藩

の薩の韓腹状に影響をおよぼす欝笹として,投 与難および

投撃法につ蓉検討Lた.投 与法は最初か らの 大鑑毎 嚢,

の 最鵜大量鐸細誕後大黛毎 欝,3最 初少量後大量毎鞠

紛 終始大幾簡敏,鋤 結始少量投与の各群鳶し,大 量熱

は 辮蕪 甑姦蕪瓢,n懸$λ 難慧瓢,購 猛Gλ 穂 懲,欝c

無 騨 以1意 した,、耐雛検査は鰹 蓬藏接 および闘接法

と動物接種霞接演を欝欝し,カ タラーゼ泌性は発泡溝を

毒力検査は患蒋喀癌および分離菌を天 雛鼠に接種,鴛 懸

翻検の肉眼病変および 〓器定量嬉養成〓 を以て職定L

た、以上よ鞍 峯欝 葦醗性 は鴻療 法 の 如侮に麹らず 甑3



霧

鮒購 以下鐙軽度完全醗蝶鰹が多く,峯 野¢心以薫跨高疲

完金醗性は叢だ少数鷲あ琴,薄 の爵凝予一ゼ灘生および

〓カは縫の投与群緯靴し 輝乏擁から三郵1大 難投与薯婁臆必 こ

菌い績撫が晃られ撫.菰 れは軽渡完全醗軽ゆ みを続た場

禽 懲懸様で,灘 難 またはそ跨誘導体 跨最籍かち玉聾 達投

蓼は醸跨カタジーゼず酵!熟 よび毒二趨灘 鑓 な影響 をおよ

黛すものと考颪られ轟、

鱗焦 蓋獲鰻 灘性潔灘奏騰一嚇活盤に欝す愚研究

(講 撫幻 罫木内科)大 藤 摩颪,庫景撫純 譲 欝

欝鑓 醗龍と蝋 線熱総 作灘の闘鎌を究明す灘ため導 箋

%小 綴変法培地鵜継代した 蓋欝翌醗性繭および患蒋分離

〓等紅ついて試験管内および動物実験を鶯い興味ある類

晃 を得たの蔭報簿す導.烹.患 藩分離の 姻難 沁r醗 挫

欝では殆んどc撚 隷豊蕪驚c(で あつたが欝稀には(一』

⑳醸もみもれた,,2.猶 難醗難蕪と感受轍織株とを混禽

驚養し畷G滋 麟蕪驚 癒検す纂翫,還 株が少 くな導と(一(

鉦な醜 また 憩 γ醗樵藏と 烹叙妻γ灘・1盤三〓 とでは後蒋

灘方購《譲 議叢慕醗 陰樵の穫鷹藩窯〓い様であつた.3.蔑%小

灘慶法壌地に 脳 難 轍鷲麟(鎌 撫妻欝紙一((を 継代す難

訟 《隷総難蕪総(壷(と な 鞍,変 法塘地に 緯 劉加えて継代

す 導懲(牽(ゐ なつた.灘 も 鰻難 醗挫蔽の栄養変異に

よ鯵 心就麟総難 愚変化した.曝.海 狸賦おいてく二獣謡総脅

為毒力の灘鎌を細べ嶺と,薄 耀鷺%小 耀上の 灘 熱mγ

醗盤藤 ¢鍵譲議総(一 〉)は 灘力弱 く,慮 磯分離薄 およ

び変法培地に移した〓はc雛 難1蕪驚(+)欝 掌醗藩生で 毒

力麟あ翰,譲 た 《欝就撫 総(牽(で 臨鰍嫉穂紙下 した 欝

訟難性維持の薄とでは離考のカが講毒力ぶ〓かつた審繋.

囎轡スの実験では,毒 力 とc就 撫 醗 の関係購海獄程購

毒ぷでなかつ為

董欝・ ツ響バジ礎塾講盤籔の溝力に離す蟻欝究

(繋本鱗管溝灘浴風院(寒 ぎ率婁融 善 紀

鑓 姥 懲t蕊,謡a麹 義 雛

ツチバジ繋ド伊丁)麟 試験讐内轍 おいても臨懸ミ実験

戴繍 こおいても優れた抗結嫉遡であ萎菰為はわれわれが

鱗に数次に藍つて報告したと叢ろであ嶺.今 購はFT醗

盤〓の毒力が 鞭 蹴 朧 と擁ぺて如ず醒に変ってい犠か,

将又 茎N難醸蟹懲 と如劔なる灘 系轍あ羅かを研究した成

〓を報魯する。

麟株と知ては単翻繋黙謙一かも分離 した 蓋c獅 欝丁

縷轍購(笈 掬 と 鞭 醗授薦($橡 〉,茎欝璽醗性麟 α

糠(を 用い鵡 ツ反応険挫天龍鼠を各群 灘続 し,そ れ

ぞれ灘藏盤 懸羅護 を 敬鋤慧の均等浮灘液とL℃ 轡下腹

部皮下に撲種Lた.鎧 菌後屡殺す犠憲でツ選応緯撫移と

捧茎戴の増減を検 した、,

繊績 ツ選応は趨遷後韓れ毒購雛とな鞍薯懸撫 こは翼

雛鹸講鱈三となつたが,各 瀦 糠 諜差を認めなかつた、休璽

は感縫藏群 で纏$遍 後宰均 鶯恭蕪の増加,醗 韓懲群で

は撃均 慧欝 慧鐙増癬を謙した馨

麟検藩鷺ではFT感1ザ1勲 群 では 糠に充漁,結 核結簸

曜 撚 撚 みら鯛 鰍 騨熟 こ騰大,大 小緯結節がみとめ

られ,撃 ンパ瞭は大鷺大或はそれ以。Lの騰大と乾灘撫し

てい嶺蓬》緯が多かつた.接 種罵勝曇こは膿蕩形成が認めも

れた。蝋れに撲 してFT醗 ・i癒蕊群では藤,肝,辮 の病

変は軽度鈴ものが少数轟つたが大多數は肉鰻的変化が認

めもれなかつた.鱗 購 騰大は特に藷購で 焦藤慧,醗 娃麟

では 蜘懸帽叢式黛慰であつた,、

臓器搬結嫉蕪窯縫簿餐では密藤憾薦群では藤,肝,騨,

撃ンベ繊,葡 撒畿多数鐙蕪を認めた瀞,酬 生麟群では繍,

騨に蔽が認め毒れず,騨,亨 ンバ瞭載少数の繭を認めた

蟻のがあつた.欝 丁瀦 鷺三菌群と 薫澱i醗 性薩群では差は

なかつた。以ま拶 成綾 かも 難譲勲韓 丁 箋癖劉灘縫薦は,

撫潔v欝丁 感性薦よ鯵毒力は藩 しく劣つてい騰.欝 丁 醗

幾藩と 撫蕪 酬懇糠とは生物学1搬こ略贈ll獣慧焦蟹を:響ぎし

てい薦と考蔑られ嶺、

欝蕉 叢翼A蕪 灘樵繕穣菌轟病練樵に閣蘭墨臨床的叢

鵜翼驗麟購究

(懸 立麟蕪 療(寧 高 騰 鉄 …,繊 轟 嚢 維

永 富 鳳 一,綿 引 定 昭,奈 鍵 繕 治

載逮は 獄A慧 縦鞭出現鰐 難 働 噸還鋤 弼に 臨葎症状

鱒悪撫を認めた恭讐樽申 鷲蝋 蚕蓬の 鷲麟 的多鑑を使用L

た 難 纏中悪化銀た懲のは 叢鋼であつた蒜 櫛串 姻A鷺

雛 沁劉癖 蹄醗牲出現せ灘誌導捲 競懸 雛 葦韓N蕪 を編

聡 使用し喀鰹麟結核蕪は依然轟して賜性な灘Cが 幾状

態は轡 欝に好転㌃x繍 第 晶 蘂選農の軽快を餐ミした症鰐2

綱から分離した灘(混 金繭)お よび蝋れよ翰更賦灘鷲薦

および感鰻三薄を分離L騰 ル騰鍵}難 羅に接種 も入購賦

絶られ導この織な臨葎盤状を説購す曝菰とぶどの灘度懲

能であ犠かを検鱈Lよ うと考幾た、、惑軽1群醗撫洋混舎群

を斑鑓治療非澱療群紅分け淳妻療欝鐙は 叡縦辮総2%を

含む懲形鋳料 を黒難3慰 与えた爆蕊W嚢W紅 撲殺し病

礫細麟学的賦検討もた.舞 治療群において醗樵譲鮮跨病

変は舞常雛軽度であつた、隠れ賦猟も…般載懲難並lo混

禽薄群は病変が藩曙野あつた.凱 の事実は藻記鐙簸縄 と

鰻勲 も入綜内鵜おいて懲或灘難度喩ル騰 磐》訟繕様なこ

とを鍵定 書せ蒸幕

1繕.醗 姓訟シ識榊ヅについて

(東大獄研臨床欝究部〉

慧輩泉 戴 蕉,村 灘灘 単,北 塞 灘

撫羅 灘挫結嫉繭齢入闘紅対す慕毒力砕問購に鴛いて,

患 餓韓・摯讐起凱轟シ畿一ヅを,天 然緯繭接難 為考荒,醗



騰

糠細定数 黛翻 弼,シ 溝一ヅ綴数 欝 綴,観 察薫 びに経

邊滋求 レ》$奪 の欝澗 をか睦検討した。

その繕渠は蕨細臨搬 融挫跨考術拶,細 樵 鍵得績尚,シ

識一プ発窯患考の病型等を考繕 載入れ て検 討してみて

臨,シ 黒一ヅを起輪した縫は,灘 欝 感樵藤よび$醗 醗

縫菌賦紘べ,掘 難 灘盤蕪が少 く,ま た 鱗欝 灘瀧獲得

巻はシ漁一ヅを趨こす頻脚 沙 い撫 畿授 けら.れ鵡 紅

の鳳とは或は 鞭 銭 醗性蕾の入購に対す灘響力の儀下 奪

物藷悉かと曝灘蔑もれ嶺雛

シン潔ジアム(3>脳 蕪およびその誘導体の生体内蓮命と抗結核侮用

(灘 懸/蓋 馨細 選、黛鷺 導鰻 窯$欝 鳶瓢麟欝A金 轟 〉

 116. r,I1 ui old te.tteeittrati,,,is 

iiut Fetta:Ites t he Lrfc'rt itet,fis 

       Hon .ur 1.,As 

         jOr 010NIW Tt1H,(.1%            

t. ti. 1-.1.tttft.Vc 

autos tor 

                                j,panesc female 

ttlbert..71.11,1S, ave,tt, late ot 

drug runtabolisin t ndt ^ thtu tr,und to   

In nH nIL ontra,: ,,;;;-,np the stndt:unit 

!MI nonnn;Ht.ered :doh, tultht. 

    it 1,,tody day, ,ne                 ;;;;;1 hours ;-;Iter dru,      IN11 AI.S, ;,;(.1,1 ;;; thct 

vin,nn, per :),.;;;,! tor 

dravcri 

the (ir.dly do,n,,,,e. of told rotten hod L,,..11 

of c,ntunit, 

,111, 

1, A to Dr,. oltt, 

A 1:1111,,111.11t, tare

concentration of nun 

;Wien,Ii Icset found tdIn

rot-eivin,.. both !MI nut PAS, the

 d mgnis per 

1,;;;L, do in(.1 were 

7 day,. ; o date, Inc aver,tge 

VNia, the second hour 

and 0,16 mi al the :,.th hoe, 

\\lien PAS nun ,Adt.td to the treatm,ni program, 

the averagc ,erurn 1011 concentrations at the 

  ond In or Incr,ased to n, 111C}I, nil and to 0,26 

niat ttu ntnt 7 hour. In only of the 17 

pot tutu was the sixth hour scrum concen

tration of 0,3 mcg•mi .-„tchi,nt,i,, Indeed, in the 

serum ot five of tho pation,, tIto of silt hour level 

was le, than 0.1:, Incg:nif, tile minimum sensitiv. 

ity of tin' bio,,ay procedure, 
'I ,esults ti continuo: . SaidieS Will be presented 

.'.tnd the importance disktu,ed.

欝.鞭 曙A難 鐡中灘度 ⑳生物攣的灘定および禽蟻釣、

灘定について 、

(九大結羅〉 貝 鑓勝 美,杉 撫灘太部

本 岡 健 一,柴 欝 熱数 諮篠 磁 離

人叢中の生物学的滋盤 を 有す惹 鷺報 の定量を 蕪騨 ・

鷺塾$壌ST(ST澱 醗牲,撫 蔀》株s型(株 を用いで騨

簸 麟熱捻難勲盆の療法および 藩.心灘難鷺等の改良溝を嚢

湾として実施し,癒 串濃農諏は絹轟の欄入差があ導鎌か'

ら,抗 結嫉灘 鰺難こ秘 鍵 れ愚 脳 葺蔵は各撫人にて羅灘

の差を禽す薦ことを羅騨し,ま た一際抗結繊菌作用癒禽

す難といはれ輪遊離型 脳難 を化学的 紅 獄 凝犠癖漁熱

漁量顯黛轟。$撚薫囎 驗 飾酷 載よ導盤色黛応 を用いて黛立
ゆ

分光光電光簑計賦て微鍵定畿を行い(嶽井氏および大職

氏法嚢漁濤に応翻 生物学的潜拶雲を麿す犠漁串 黛驚綴 無



難

との細に如欝なる糠菌離縣 を禽す悉かを獅究したが両

嚢の総には麓的に略逓い驚を;激すことを証購 した,

蒙馨鉱A羅 療》撮麟η によ薦 薫翼鷺 ⑳生体内運命

に震す愚欝甕(第 難報(

(羽曳野病院)寧 沸 須 義 則,溝 蜷 久 夫

熊 沢 安 蕊

(販大三内(伊 」藤 交 雄

羅幾欝疑講嬉茎総犠欝麟宅黛墾嬢鍵講総撚鷺撚麟鎌業鱒織滋蕪

⑳各凝 を入綜に静蟹内注翁 した際 鐙 撮中欝澱状況 を

A齢 繍撒鉱耀 で検す嶺と,茎N薮 の場禽には 初期の尿串

欝澄は極めて鍮凝であ鞍,時 聞とと毒に撫合韓のお蹴 が

み鞍れ,舞 溝速鍵は次第に上舞すa蓉、これ鑓灘し後三者

では初期よ鞍速やかな鉾瀧ぶみ られa齢.次 いで 葦M叢,

A¢鍵聾 穣難 の各欄を鍮兎に静慧蕪内油麟してその擁瀧遮

農を検した麟,萌 蕃は後蒋に鋤 ㌧,そ の麟轍 ぶやや遷延

す蕊のが認められた.

以上の成績よ滲 撫 叢 はそのままの形では棚めて鰐臓

を遜過し難く,抱 奮捧となれば容易に罎中に欝溝きれ 嶺

臨の 義撲驗 婁れる、その麗騰としては私灘は 貰澱 蓋の細

灘1管におけ導薄吸取を考えてい導.

蒙簿・ 騰ル愚礎ト⑳主に騰⑳案験的結核癒に対す萎

薫蟹】uおよび釜⑳誘導体⑳治療効桑に閣す篶

研究

(九 大結鞭(黛 欝 勝 蒐 椀 葦磯 太郎

松 撫 撫 雄糞中 溝 利 拳ぴ聯鬼 鞍 儒 也

坂 上 益 夫,松1聡 広 海

ギツ蘇 癒譲性の騰ル騰舜 に結核麟 難暮選vの 薄塊 を

静蝋よ鯵注 入し,主 に肺に病蟻 を作 鞍結撫 驚羅患 させ,

曝灘縫過後 黒N叢およびその誘導檸 翼膿 ,叢撫繋,冨醗鷺

嬢講畿を浅劔 ・経縫法にて漉療を灘始 した.は 欝めの 遙

遡は 継 鷺換算2灘 墓劇 続く曝遍は 嬢鷺換算 導難鑑

を蟻独に連続計s遡 投与し治療終了縛 と,簗 に藁遡と欝

選数鐙後の$鐡 に分 け,各 治療群欄および澱照の無治療

驗 と肉醗的灘よび組職購的検戴を行い,ま た〓器内結核

簸⑳定鐙培養および醗盤検査を行い姥較検討もた.そ の

結巣瀦療終了鋳において 撫 鷲 は経慧 ・濾蟹溝共他群跨

蕊⑳法に臨優つていた賦 誘導粥 雛灘 鷺は優劣なく,

なお経欝法 と注毅法 との闇に特に薯購な叢は細められら

かつ鵡 数躍した場金各群審投与法共多少悪化していた

魁 讃叢 およびその誘導綜絹蓋闘総 は著聡な差は認め

毒れなかつ鵡 しか し縦軽三検査において各婦 〉投与毒れ

た薬購に簿し,醗 挫獲得は認められなかつた.

1⑳・ 糞驗的結梅 灘纂対す嬢 叢N蕪 譲よび磐⑳誘導

傭⑳効集について

(京大結研小兜部)佐 灘 一 郎,小 林 裕

藤灘 欝義 欝
,寺 村 文 男,木 欝尚 好

備ル騰 繋}の 実驗的結嫉癬鵜織す薦 薫搬《およびそ⑳

誘導体⑳効 繋癒鋤較し,業N難 の投与 闘始蒔懸 隷 る効

果の鋤較し,あ わせて 登磁,ぜ ダ ミン 轟 轡用効疑を

検討し,次 の結漿を得瓢、

薫)穣 難 誘導体は,皮 下注毅よ 鞍経欝投与の方が濤

療効果が優れてい嶺.

3叡 蕪 と転汐 幾ン 駕 を轡用Lて も,播 抗は認め

ちれず,む しろ 夏欝《蟻独投与群よ鯵優れた成〓を慧幾ン

た。

3(猶 蕪 を結嫉麟感染後響期に投蓼 すれ ば,菌 の臨

行撒奮を防止し摯あ灘樫簑発病 も防止で嚢嶺。

謝 。 業翼H菌 導捧に蘭する研究 欝1こ各榔 嚢境下に

おけ愚勤態について

(策 大撫欝附属病院〉寧芦 苅 黛 軌 小野み ど鞍

村 購 昭 響も 北 本 治

叡 鷲 誘導捧が生韓内で 叡欝 に分解 して 効くのか,

その ままか,或 は懸のものになつで効 くのかはよく覇聡

していない鳶颯共は 掘難 誘導侭である 叢無鶯登烈 董憩 ・

甑,欝Nお よび$羅 翌について量色臓欝熱および薄マウ

ス毒性試験等によつてその動態を検討した,、⇒ 掛絶氏

変法によ愚各薬細の水溶渡中の呈色反誌工は撫熱では 環

戴$以 外の誘導偉は変紘し,経 難簿 轍は37℃,氷 黛の

噸で難亀減少し,2)Y澱 難識繍 培地中で臨3プ 〈),氷室

の麟で慧磁滅少す載,3(入 工轡液瓢対する態度におい

てs灘 蓋は懸な様構を黒 した.姦)Y鎌 騰繊鴬培地 繧矯

各誘導体を経謎的に と鯵撫 し,雛 難3欝 熱繕lk霧繕当鍛

を 鱒 涯纏マウス に皮下滋講蜜し海嚇念,対 縄 の 撫 鷲

3鰍 嬉 鷹羅は勿論全擁死寵す 嶺ぶ 各誘導隷では 鎌熱憾

の一部 を除 終死亡しなかつた。溝 趨欝 く経欝投与 した

場禽,懲 蟹Sは 糞は欝めは噂ウスを蜷す こ ゐなく鎌を

経てのも 穣難 の如くマウスを蜷すようになつた。の人

工欝液に接〓婁せた 後鰐一方法 で 皮下濃懇 した場含,

蕪熱総 および 脳猟難N識 はマウ鷹 を彗獣事なかつた。

肇22.笈 麟Hお よび釜⑳菌導体⑳餐定性について

(第2細(

(販大慧内(寧欝 藤 文 雄,轡 木 簸 一・

蒲 磐 蕊,中 辮 淳

(灘 難野病院(那 須 義 購

婁藷に 撚縫 は水溶談申噂金属 イオンの影響の臨とで

おそもく金属との 《)難磁 糠 導鱗 脚 翼 を介してイソ識灘

チン酸に分解される礁とを報告したが,更 に引続いて分

解の欝 鑓 検討し,併 遭て培地串での 讃 蕪分解の状況

を検したニN鷺 と 儲 磁 雛 心群擶脚 翼蕾 つく犠と考え

もれ導金薦イオンの中,癌 鰻,》灘 は 璽搬蓬を分解し難



欝

い.難 轡,く語鋳は嬉気的条魯の下においてのみ縦慕分

解を促す邉《隷静 のみは嫌気的条件 にても,好 気的条件

の編禽と濁程嵐に 鞭灘 を分解せしめa藻.菰 れ毒 環鷲

の分解に慈叢て略凝等愚ルの イソ講欝チン酸費羅購し得

導.一 方 翌欝 叢誘導体かちの 翼欝 鷺の遊離は金属イ零ン

畷灘与なく,嫌 気的条磐ゴ下でも行われ愚.こ れら⑳事実

は甑体内にお縫碁 叢欝叢或はその誘導搾の分解機序のc

部 を紫駿す孫臨の ど考えられる欝

シンポジアム(9)INHお よびその誘導体の大量療法

く灘〓1黛3一 隻慧難 難鱒2蕊 難強集鎌,A会 編(

馨濾.灘 鷲鷲 譲よび蔓⑳ 講導捧 ⑳ 大灘療法に欝す愚

臨鎌麟購舞

(麗療簾形癒病院)寒 大 醸 奨 夫,上 澱 瓢

横 溝 公 明,1武 谷 昭 馬 飯 欝 農 三

激 愈 嘉 徳,案 浦 久 趨,籔 本 強

野 疋 蹴 麗 臓

(九 大 結 研)芝 欝 鵜 乗 松 窺 敬

叢 樵 欝 繕

墨搬薫⑳投与海 こ灘しては未節 こ諸讃 の 絶解は…歎せ

ず,大 黛投与の塚否が論雛 られてい嶺.著 奮等は 聡 鷺

大縫投蓼臆おげ導細作用並びに乾酪嶺軟化融解が簸療法

に比Lて 鑛著であ蒸か賦騨 し,臨 床的検討を行つた.

即ち 翼織翌,穣鱗$,n》 のモ れそれ 碁灘酬難。襲駕譲。む

駕2。心駕(各 嵐蕪鑑(を 既往に化学療法を受けた礁為鐙

ない 聡 名の入院藤結嫉燃者慧 焦ひが 力雛 慧鱒 投与

し鵡

搾濃,鉢 璽,曝 徽,喀 蝶,赤 沈,食 欲,階 蜘 纏)欝 譲,

レ線所鷺等各薬薦と臨胃成 鯵の効渠を認め嶺ぶ,本 実験

程獲の投与盤および期総では,線 維韓酷型および結核麗

等の病変轍離して飽療法賦緯して藷しい作用を期待㌃得

ないことを知つ鵡

尿,騨 機態,蹴 灘 蕊対しては殆んど影響 を認めないが

薫欝翼大盤投無纏の殆ん どき撒頭癌,悪 心,職 薩,闘 節癌,

皮慮異常感等 ト々,纏もかの苦欝 を鮭す蓄もの ぶ多かつ

た。

葦鱗.薫 翼鞭 勲議び養⑳誘導繍の大灘投離に購す為驗

床的醗究

(懸立奈良療(岩 繊 糞 鑓

く麟立大販療)a爆 崎 鵜 童臨 策海林購郎

憲 多 懸 膨,松 本 微 二

(灘立穗泉療(輿 麓 寛 三,覆 沢 夏 生

小灘池麟 一

〈撮療大販膨窯灘〉 細 幾 好 澄,高 木 欝 織

鑑llよ 濤.

(懸立愛媛療(赤 松 松 鶴,寅 本 好 孝

偲 療秘籟荘(業1林 患 夫

(懸療延瀞浜礁)寧 書 耀 正 習,高 部 勝 衛

(羽曳野病院(撫 本 和 欝,木 村 鍵 知

桜 井 宏

〈神戸毒立薫津療〉 蘂 村 武 敏

(神戸赤十掌療)江 本 景 明,罅 馨野 啓 一

(ク 饗ス 》獄ア病院(憲 灘 保 路,轟 井 寛

(大販遜信病院第二内桝(中 魯 信 之,弘 家 元 勇

(販大窯内(堂 野醜驗麟雛,志 村 達 夫

轡 藤 丈 雄,井 ま二 驚

各驗病型⑳肺結核に対し,種 薔の量跨 貰灘 叢あ導いは

その誘導体を投与 し,そ の効壌ならびに購作稱および醗

轍黒現の状況等を観察した.叢灘 蓋は 笠羅量 命護慧以ま二

を,誘 導捧は薫鑓量 烹潔慕以上を大黛 とし,そ れ以下あ

導いは闘歓投与を普i懸量訟した。

学研分類浸灘乾酪型載対 しては,投 与爆力∫聾凱て普還

量投与群では,x線 轍陰影緯改 欝は 騰 弼申 鱒 綴,嬢

洞の改轡は 欝 鱒 蓄蝿 弼,蔵 険転は 無 纏串3懸 であ灘

に薄 し,大 懸二投与群では,x線 像険影は 舗 例串 黛導鰐

が改善,無 繕は 灘 例中 黙 纏が改簿,菌 陰転 臨熱 灘

獣1遷絡 鰐にみられ,そ の効果は大量投与の方が明も麟 凱

優れていた.線 維乾酪型に薄す悉効嬢は弗常に悪 く,投

・与量によ態効果鐙差異はそれ毫黛ど薯明ではなく,か か導

病難鑓薄しては大黛投壌 瓢よ愚Xi線 漁磯改讐は期待L

難いと藤えもれ凱 灘 雛 曜 は大量投与しても 特に高

率膝な愚と懲思蔑ない.細 作用は大量投与群轍高率に発

環す鵜

1欝.置 慧襲薫 大澱灘よび 叢難:籔8大 叢 投与鋳⑳効榮

訟翻作用鵜ついで

く東京繕撫大三内(大 灘 霊 敬諮藤 森 岳 夫

野繕薄代一,熱 鐵 良 典,聡 購 聡 離

今 鰯 珍 彦,藤 井 久 雄,灘 懸野慧郎

鷹 稱 欝 夫,大 貫 稔,野 寺 修



捻

野鋳 昭 雄,静 谷 瞬 夫

われわれは睡奪 の本学会賦おいて,蹴 審鍵灘療澄ミ鷺お

いて,璽N難 を大量連 鷺とす 導と臨濠効 犠の上 で緩欝な

こと鷺ついて報告もた。

今繕は,そ 鐙後遠加した症鰻を加えた成織 と 」}顯$

大蟻(轡 蘇数羅憩 一s{}三耀(一レ欝酪 の投与滋の 際の,縣

無勤果無撚/轡穣こついて,と く鑓,欝 醗$大 數投与 を灘

増的裟行 う場金と急増織 こ餐 う場禽の細搬蒲 の現われ方

蔚沈較Lて みた成綾を報告するととも雛,講 作醗緯申で

a紳経孫菌難蛸 綜灘 もては,欝 無改蟹 櫨跨上欝嵐を灘定1す

纂凱為載よつてその発現をあらか黙め推定す導凱とが薄

籠であ馨と愚われ 灘 に灘つた緯で,そ の 鮮細 を報告す

鶴

灘 難 叢たは 欝懸Sを 大量投奪す薦霧金の臨簿的講作

用轍 薬鋼の繋積効果よ鞍臨蕪沖 濃蔑の濃農の薦癬 こ勢

く騨係し,慧 懸,紳 経系 ・消化器系 ・漁管系噺傭 磁撒

細盤用のごとく鑓分羅導為,そ の癖紳経系搬作用の瞭賦

は 難1磁騨 難鐙,轡 織 §%嫉 嫡 凄 注意,欝%以 上が

欝警戒域 ど懇えられ㍍

養欝.1鶯 鷺 勲よび墜の誘導韓鶴訟愚灘独大量療法⑳

縫過⑳轄〓

(九大鷺内(沢 雛藤一郎,鈴 木 九 五

憲 守 ■ 光,井 土 灘 鷺,舗 木 成

舟 薦 臨 伊 藤 鍵 義

(飯塚病院(中 村 秋 彦,審 醸 敏 撚

(慕 穂 療〉 竹 腰 孝

灘難 単独大量療溝の縫過漆療効難 を種 凝検討 して鑓

葛為,懸 影の辮しい霧金は逮か塾ほ殆んど濾失L,露 くな

嶺鑓従つて減少跨穫度 も少 くな嶺が,凱 の際病樂の拡 鞍

は余 華欝影響 しない,、新 しい陰影が鐵斑して亀治療を纒続

す灘慧とによ絵減少㌧て鷲 懸,瞼 影ぶ進鴛難輩 増癩して

鶯 くことは殆んどない、盤澗は消失乃鑑察状顛 こ棄辱得

嶺.索 状化壌が 場舎毒濃縮 とい う過糠をと孫揚禽ポ多

い.一 羅濃縮㌃た嬢濁ポ霧纒す導嚇禽があ萎.こ の再灘

し九難溝は再濃縮 も得 纂が,再 辮,濃 縮を繊 慧す全 く不

欝定な綴もあ臨

経過串,結 嫉麗の軟化,濃 摩陰影串の選亮猷現裟よ琴

i灘澗が出現す導場禽があ導.樵 曜 蟹建した難瀬は多 くは

霧ぴ溝失す導が.そ 跨まま溝失せず鑓存続す碁もの毒あ

凱

結核魎の軟轍 こよ鞍出幾 した薄壁空澗は消失し,遂 鑓

は禦状翫紅漣W黛ξ欝得導.

犠灘が紫状懸影となみ 嚇菰は必ずし懲幾麟閥を必饗毒

㌃ない様であ嶺 。

1難.量 癒緯結縷轟 黛餐難 大羅療法鵜繋す悉湾察

(懸立棄⇒ 搬 谷 謙 鵠,佐 藤 武 材

猿 鐵 栄 助,染 谷 太 乙

葦選本式3籍 併騰療法を臨カ月乃至窯年半継続 し灘嚢雛

撫に成勢しなかつた 欝(》纏謬鐵餐翻結 鱗 こ薄して 董ヤA.,

サルツゲ購鏑 ぜグ繋セ 婆ンと撫懸およびその誘導体を

達 糞大撫 礁投与す叢弩式"費澱療した 磯 轟 こついてその

麟礎 藩鉱 およぽす ギ勤蒸線学的癬蟻および…部の勢除餐融

紅ついて鐙病騰総織学醸 勲ポを行 つ た、、嚇 鋼のうち麟

陰鷲1化㌶麟功した懇のは ・集鰯 讐毒であ犠.そ の うも鰹慰

は一鹿薦が険糠 為なつたが霧び欝薦を認めてい嶺暮また

暴鯛獄おいて麟は譲轄三化しなかつたが大嬢溝乃至難大難

灘融壁が胞摩L,翫 難 位 も摩 くな樽また 灘綴は透亮を

認めない程とな婚一つの難塊と弗 していa乱 しかも烈難

を更に錘期紅鷺離投撃す導と肥辮は次第に溝縫し透亮の

聡瞭でない甕溝 と化してゆく感めもあ騰.凱 れは切除藤

裟ついて病環織織学的載検索して鵡 脳 難 の大量投与に

よ愚病蟻鐙炎漉機転鵜よa感現象 と解す導.欝 本武翫量欝

薦慧おいては叢の撫な病巣の炎癒機転 を認め犠叢となく

難溺の濾先しない臨のは長、・鍵 盤溝が,そ のま憲講いて

謬噛 を続鞭てい孫のが観察 潔慮瓢難.

1鱒.小 變結楼癒におけ慕 讐翼叢 ⑳蹴難療法

く棄大 小児科(寧 欝 雛 久,島 信拳

久保欝達夫

結綾縫髄膜炎,難 織結核癬,髄 結核症を滋な懸象とし

小難結核症 鱒 擁畿 戴蕪 ⑫嚢懲纒撫量以上(鼠 たはそ

鰻 懸轡隷 構 荒ばv量 》輔 蜘 簸,懇㈹総戯 撫 欝羅慧康鑑

以上(戯 大澱を与蔑て驗鐘ミ成〓 と 薫欝蓬は簿す聯小擬⊿の

紺欝性 を検討した.$難 識たは 潜ASは 欝れの場金 も薩、

蒔欝用 された.臨 黛経過紅ついては大量療法騰始後蕪状

鐙好転せ導機禽を経験 した.戴 し結核魏髄膜炎裟おいて

濤鰹灘始搾遅麺,幼 藤纏の予後は本療溝鑓よつても峯良

跨綴講が認め毒れた。緯購 ビ,α 津 その難を搬標 とし

て群機能陣警の発盤について検索 した結 襲この鷺地から

せ孫幼藩小號の撚醗 に対す轟醗審挫は 年幾発賦鋤べ大

趣い と考え曝れ鳥,そ の難の磯作懲としてシゼレ感,不

気嫌等を少数に経験したが,劔 れ も滅盤乃至申止で軽快

彫た.以 上賦よ絵 至N蓋董の大鍛療灘 激小警蝋轄核症の うち

鑑癒灘 慧は試み愚鎌醸があ嵩為響メ工騰、



簿

シンポジアム(10)化 学療法後の再発

(灘 題 驚2§艘 叢$姦墨導 海2欝1遷.メ 薪後、A会 叢懇(

㈱ 、 灘結核縫め化療法訟騰雛について

(餐寵 澱欝講醗〉 深 津 饗 傭

入貌串撫学療法のみを實つて退院 鮎た患奮戯内.叢 院

後 蒸隼以上を経過した約 憩む鰐について祉会筏帰後鐙羅

発を細蒼し,2黛網の揮発擁を発織し海.こ れ晦瓢ついて

艦学療法の種類,欝 薄状況,x線 漸凱,入 院灘欝⑳断難

を癖心紅検討も,災 轍霧発勇発現時期,発 見鑓子を細ぺ

鵡

欝発鯛はS蘇 使鐸1鰹裟簸も少な く,入 院当縛魏欝を

認めた鰐に藩明歓多かつた.再 発とX線 勝鷲との関盤 で

は轡犠欝弼に羅発の危険性が大愚い傾向を見,病 難の拡

が滲が大響く,講 鰯肺に病璽の存在す灘綱から蓼くの薄

発澗を見た.以 上の鱗講は治療終了縛よ絵麗始時の勝児

と密擾に1菌係 ㌧てい鵡

また響発は退院後叢畷紬2年 の瀞 鵠勢 く発現 し,大 墨

:轍定期検診によ蓼発難婁れておむ,x線 所饗、に異常を認

、めたも鐙がその過峯數を占めていた。

欝登.灘 繕核癒外薬化攣療法⑳遠講成綾について

(:癒大分院内科(蜜 巾 鱗 濃 一,鎌 灘 一・聾

(濁寮逓欝病院結纏科(獺 江 灘 夫,駒 灘 義 喪

緯締嫉患藩の外来鑑学療灘無凱ついては,騰 の灘臨,実

灘 法,讐 理等購難要であ難が,本 療法の撫櫨を論ず導に

姦こはその遠驗成〓が必饗 之なつてく愚、われわれは第雛

鰯 馨会総会において外来駕学療法纏捻$樋 鵜ついて報欝

し,そ の際$鰹 の悪化纐癒分析L,そ 跨趨露および治療

期聞,安 静度等について驚干の毒察を加叢海が,今 黙は

讐の後の経遜 を追求 し得た 載 携について鐙結果を報告

サ 鵜

総 纏の単均観察期購は約2年 総で,現在 まで働 ら蕊つ

づけてい導臨の 葡 纒(聡%(,羅 発せ嶺もの 銭例(欝

%),華 徳慧移骨 したもの 導携(慕%(で,現 雀なお濤療

続行罐ゆ 癒の唄擁 〈蕪%〉 であつた、癬鋳氏分購 慧よ灘

病型ではv灘 が最も鍵終な成纏でn夢 欝灘ぷ瓢れに次い

でい萎.響 発鰐は難型に勢く,か つ治療期聡は 烹年未ず談1

であ導ことから,外 来溝療は 蔓離以上管うぺ謬でろうと

考颪る、 蓬,嚢,欝,vi難 で軽糞乃i灘串等鷹謹〉ものは濾

療 烹卵 黛年で 丁欝慧醜 鞠1就 に業灘す導蕊鷲てよいであろ

駕

織.肺 結綾症の駕攣療濠終7後 ⑳懸牝について

(結麟 夢防会化学療法研究斑〉 寒黒 鱗儒 雛

昭秘 総 年以降結核予鞍会施設において墨力薄以上の

化学療法 を終了し,終 了得の経過を追求し欝た繊}名 を

薄象ともてその後樽悪鵜を鑑療終了蒔灘病型を申心 とし

て姥較検討した,,化療終了縛主硬化灘硬化型の臨のを 叢

群浸灘蘂,結 接腫,撒 布璽叢群難溝残存型灘群載分癖《

みると茎群よ鯵 獣7%難 群 よむ 薫乳7%驚 群よ吟認 。欝

%の 悪駕がみ られる、化療期購糠 凱みると峯群では《が

カ月癖岬鷺 癬鐸 毒.3%～ 鷲 が 蓬$瀞 曝～2$カ 月 轟%

2講 雰灘以ま二 憾%で 難群ではそれぞれ 灘$%,鱒%

捻%,烹7擁 鶉,蓋3惑%,7。?%で 後藤鈴瀬度は高い、撫

繕再濤擦蟹では灘群を除 鷺 茎,蝋 群醗で轄艶はない,入

院外来懸では難驚群は外来濾療購蟻かに欝導よ蔭に愚わ

れ纂.化 療懸鵜は叢漆慧ない.懇 化は各群 と毒一駕以内に

叢も勢くみられた。学欝.懲丁艶懸にみ 悉と前藩 マ%後 蒋

23譲%で 後潔 頗聞 的鑓嚢い繋丁?群 につ塗て 費 灘達

後の驚療鱗総量撫こみ難と駕療期闘ぷ長くなる紅従い悪化

は減少す孫.

慧32.靴 攣療灘 議よ轟灘縮穣病褻⑳治癒お霧舞i撫⑳

検討

(九大餐講,九 鷲病院)鐵 欝 勝 美,鷲 鰐 洋

奮 繊 久

われわれは,騨 結核患饗約2漁 綴鷺つ糞,病 藁発箆縛

年令,化 療麗始叢の期購,化 療串のレ線懲変化,漸 細 象

と切絵標本蕨驚,等 と鶏療の轡効,無 効との騰孫を講査

し,更 に菰れとは懸に化療 を終予した約憩む弼につ謬鶴

療の期総,種 類,再 発叢の期購 病巣⑳緯鷺,お よび周

懇病変,等 と霧発との醐孫 を細査した.① 漫聞型,お よ

び結核腫は,叢 い年禽騰 および鶴療翻始の羅い穣麿効

であ導.② 塞溝は騰灘の臨の程禽齢であ惹、⑧ 嚢力飛以

。蚤齢 療群および 蟹A鷲 使灘蒙洋は霧発率ポ無く.④ 化療

後 一年以内の毒の,灘 榮部に病巣を禽す導臨の,お よび

用灘病変鐙藷灘なものは再難率が高い.

叢れらx線 的 無 蕊叢憩鷲認 葦難伽 艶 と,そ れ 以外鐙

薫蜘1薫欝輔繍 董総鞭 がξと療によ悉結楼講巣の治療性に

ついて騰連があ静,懸 時に結鞍病難騨》治癒機序鑓灘して

示駿をあた荒鵜



総

措$。 騨結穣症⑳内科的治療鉱よ慕選醗懇響⑳予綴

講量

(羅療 漕騰㈱*津 溝

昭隷 懸 年度よ蓼昭和3窯 奪黙 こわた灘遡溌患霧のゆ

内科約治療鐙みをもつて遜院鮎た患 藩の予後を調査Lた

i礎窪 量でに細藻し得た患審は爆難2名であ犠、濫れを事故

遺貌等鐙不蕉撚 蕪院者群にわけて検説瓢た.前 響は 憩2

名,後 ・憲は舗難名 であ難、■規邊院奮の昭和 鍛 奪 黛月

環鷹の安静度は,安 静難慶嫉上 鷺%,溝 マ度 捻鶉,欝

導縫$,難%,灘 鱒 度以下 導,s%で あ嶺.叢 た 現安静

農を入院串の病難裟よ蔭検討した。紹灘 鱒 年農以鹸の

患{量につ慧再発緯禽無 を講査し,鳳 れを細藩学的,x線

学的,臨 黛臨 社会的再発に分けて旗 撫 ㎡たが霧騨 鱒

%鹸 後にこれを晃た.し かしその多くは翫学療渋鐙蠣め

て不充分なもので駕療 導爵月以上の臨ので療養生溝賦復

帰 した屯のはなかつた.不 蕉規邊院蕃の現状は安静蕪度

以上 総%,購?度 韓%,織 難度 暮%,織 蕪嚢以下 ⑳鴨

蕉 意 欝%,規 状誕細不明?%で あ鵜

婁鱗.入 醗結穣懇量に閣す墨畿計的観寮

(東大美鴛内斜〉 美 甘 美 夫諮永 見 省

隅 野 正 光,籏 野 驚i-,村 愚 識

欝 瀬 灘 也

叢薫勝1糊 美1、を内籍}鷺おいて入麓綴 蠣穂 うけた幾》鱗懲

蒋を懸象と難て,そ 纏実態を講蕊し,入 醜中の濡療法の

治療効勲 慧つ蓉検討L,灘 難葉糠 獣よ導欝蔭 を求めて患

者鐙予後賦ついても調戴して,結 樵治療溝の趨臨につい

て検討Lた.、

入院患蒸に縫難拠学療法を施欝す葛ため,奪 聡繊入院

患 蕾数は鍛近特載減少し,鐵 初2暮 才代にぼ葎納 賦多爵譲

つた入醗総者が,篠 奪令層慧均等に分布す母傾懸が注繋

された、

入貌中の治療法転しては攣化学療法を難点的鑓考察し

たが,化 学擦i法鐙良い慧慈であ導病型で効梁の大な導徽

とは黙然であ燕ぶ,岩 崎氏鈴分類で畷型,職 型鑓属す導

患蕃でも,約 半数轍おいて撲藏状態の改簿婁れた諜為は

灘懲 すべ 愚瓢とであつた.

予後轄ついては,囎%の 羅答を得たが,そ の 聡%は

完全に就労してお鞍,全 擁中 慧%賦 シ萬一ヅがあつた

が,気 麹療法をう縫た患著には2難%憂 瓢シ灘一ヅが鵡つ

てい瓠

髄膜炎,肋 膜炎,腹 膜炎は簸近 訟みに滅少 し,鵬 結核

は 叢携 臨認め曝れな くなつた。

シンポジアム(11)INHお よびその誘導体による発病並びに再発防止

(塞織}懸 叢$響欄 薫姦s翌難 難2薮 難案葦醤凝lA会 場(

織鄭.学 量に熱け轟ポポィ叢灘華ン搬聯によ蕊継核琳

髭防止に震蘭蕎欝究

(薪潟県立蕊条結嫉病院)寧高 擬1交 雄,金 子 漕

鈴 本 義 牽

(新潟県薫条繰健所(渡 遡 宏,大 湊 サ ダ

(三条小学校 凝綴(池 綴 力

(麟 鍵鰐小学校離綴)覆 本 耕 作

欝 欝$投 与翫購転難量鵜結核発病防烹/鳶畷難系を研窯

す愚難的で,欝 内2小 学絞の購転児驚曝繕 名を凡築懸數

⑳ 嚢欝に分も,叢 灘 こは 葎1慧 縣 繋o譲 羅,宛,耀 量2

懸,櫨 の 窯群は薫羅 として,澱 粉ひ錠を鐡様な搬法で轟療

薄灘投与した.噺 瓢て実験騰始前および実験期購 鞍濃毎

擁 翼睡,蕪 ×藝灘接撮影および赤沈舗を灘定 鮎,醐 群鵜

お脅導x津 上辮所鷺発現蒋,増 悪藩,蔽 欝審および堺

変潔の篠謙 こつ愚それぞれ比較検灘した。

蕪熱喋$投 舗 洋鑓 おいてき識,§ 搬メ欝穣こ嚇名緯新所見

発欝 量を慧,薄 照群続おいては 鴛 名を示L,夏 藁熱蓬$1慧

は発全 とはいえない叢 も結嫉発薄穣難雛 蠣 融あ燕菰毒を

確認し激.投 与期騰為発病舞鰻 二率 とは轍 瓢欝鎌濤鷺あ孫為

はいえない備 藤た薦群におけ嶺x諜 き上辮晃鐙現われ方

鑓毒特に熱は認め難い。 敗糠灘は 雛鱗s群 は離照群鵜

優つてい聯.

葦譲.牝 学療法細⑳投尊訟鑛転雛病(愚 ⑳ 勢 投尊

各鰐(曇 鵜 璽《畷(⑳ 誉⑳後鈴成纏

(警視庁健康管藤鍵(梅 沢 勉,中 島 安 三

(東鉄保健管麓撰)千 葉保 之,轟 獄 義
寒鍵 島 職

,森 欝 韓

昨隼,報 告した 瓶$,猶 簸 の餐灘独投与群,艶 酪 薫

携叢轡用投与群およびをれそれの蝉!繕群鑓ついて本年も

引続 蓉経過を観察もたが,そ 鐙後,餐 群と臨凝規甕病を

晃ていない,瞬 こ発病 ㌃だ無の経遍は良妻避鐙,賂 治また

は軽快 しつつあ嶺。対照群の総数も叢績されたので,嵐

達はこの疲は一部載のみ対照灘を轟 至た織は,す べて賦

抗絡鞍凝畷 難滅 脅 うことにもた.轍 跨騰禽の投与方法

隷 撚s夏 搬翼併灘 とも,継$は=1量 罅,璽 醗墨1編

蕪縫 鱒難謙鑓 とし鳶.



磁

瓢の投㌻成導は 前繊報告Lた 撚$-慕 併獺投無成

〓と1灘欝一・一致 してい難、

これらの成繍かも,購 転発病予紡の響段 とLて,蝋 鐙

ような 墨醜$お よび ー難 の投盤量 とその方法でも麿効

なものであ嶺と考えている.

欝γ.難 叢澱 縛設尊によ薦導穣糟感染発⑳発病予防

について

(欝繊林保鰹蕨)撫 難 善 朗

人疑灘蜜な大販欝塵欝憲轍おいて昭灘 縫 年の乳幼鷹
一欝審査によつて発織婁れた結核感染児 雛7名 を無作意

繍 鐙 勲 こ分け,第1群 欝 名には ー 纏$箋 癖導欝還 を

連 貰3力 驚闘投 撃し,第2群 は 欝 名は対照群として等

麹 蹴 彩薬のみを夢え,第 撫 験 診働 鍔後(投 与終了

鰹後)お よび 靴力年後に,ツ 反慮,身 擾,鉢 欝の灘窯,

勤線藏接撮影を行い掌経過を追求したのでその結果を報

告す翫

蓋.ツ 蘇悠の陰転 叢は縄群織驚繊賦認めちれ大差はな

い肇

2.身 叢体璽の増加は藏群講様であむ,-瓢$投 与欝

に認むべ選蕪麟鞘 はみられない,、 ・

3.レ 線写真載よむ,灘 襲療 ど醤定した藩は投与群獄

なく,対 照群に鍵名(難 の病貌で判定された 烹名を除 く(

である。

1鰺.結 核讐理菌よむ発た長期薬翻投蓼による再雛

予紡について

(九鷺病院〉 森 芳ポ夫

(九電串央健康管理黛)寒 縫 土 大 平

九懸電力(従 導麟約2万 入(に おいて労働に従事 して

いる結核被管理藩に認し増悪防止のため絵 ギ勢ジド製凝

を畏鰯驚投黎した、灘作用鵜よる中止蟹は対象の λ$%

であ悉.、

投騰 間およ嚇 蝋 のA畿 至轍 ジによ鯵騨 に粛橡 を

分け,x二線藻見および携麟検蟹 胃滅キルヒナー培導濯ミ)

によ勢活動挫診断を行つた.懸 動挫,欝 躍については改

導率篤 く,鼠 つ新規発病藩の減少奨晶 られてい導.

灘然悪紅麟は}愚去 納 糊 鐙翠均1学%よ 鞍投薬対象群

においては約 竃!蕪諏減少してい惹、

化学療濠趨の灘独銭つ驚 難澗投瞬遊 行つたが,薬 斉紡

種類 鯛購 投与方法等瓢ついて更に検討を加えていa藩.

捻鼠 要注憲生活響⑳難病,再 燃予防に対す恭 蒸溝

A鞍 量たは 叢羅瓢8導 猿投専の効桑につい

て

(結核峯防畿窟部織災蔀〉 並 き婁r鰭,

欝綴野欝毒,ま 灘還華 黒鶏 津久総綾次,

焦 金 澄 子

〈京部大糖研第 嚢蔀)中 灘 遜 黎,神 尾 導,

井 本 戴平

結綾予防会京部府支郷 難属簸 講湘 談蕨の外寒を講れた

患審の癖で発病または再燃予防のため1こ ーA縫(象 たは

磁赫$(羅 独投与を行つた 慧薄纒を細査し,そ の予防懲

果 を検討した、患春樽内誰億 ツ羅騰紙者 蕪鰹,集 懸検診

導で発臓された安驚した病巣をもつ未治療婆注者 欝 儲

種囎砺 謹療 によ蓼 丁灘慰就 麟 賊 に到達Lた 既治療要注

意欝 欝聾擁で,発 病 震たは再燃予防のためにIA黛 慕

岬 蔀ーぎ慧繕,ま たは 難瀬ss-2拳 撫蕪鰍慧 を3蝉鍵 力驚

購蔑灘 投与鮎,x線 撮影および喀終 または需液申結嫉〓

検難を宥つて効 繋を判定 した、 その結巣発病予訪導 誕

纐には1綱 の発病藩 もな く,再 燃予紡群 鐙S綴 には懲か

善慧 鰐の悪化をみた.従 つて ーA縫 またはその誘導体

の単独投与は発病予防,再 燃防鳶紅対して極めて麿勤な

るものと考驚鞠

1艦 抗導核遡(叢 畳鱒欝(使 用による結核饗注慧

餐再発防止について

(耀綺量 工安金衛黛課)福 原 一 灘

結嫉体叢藤数の減少および要注意春再発率の儀下 を麟

難欝的をもつて,昭 灘32年 度 よ鞍抗結核凝(-瓢s(

の予防投薬を試みたさ

1(要 注意潔艇m$魑 について 叢釜纈$瓢 粥 量乃

韮(}.3慕 嚢癖欝聞連続投撃した.

2)喀 痩塗抹検査で全鰐結核菌陰駄爵絢部x線 所兇婁

韓電,捧 灘欝鶏覚症状でも良好な結果を得た趣

3(赤 浅,肺 瀬量,群 機能に導購な変鋤は認めず,鼠

つ投与によ嶺翻作用は殆んど認められなかつた.

の 饗注意者精密検診時再発学は昭鵜灘 年度3.騨%

載臨し昭灘 繊 年簾は2.総%と 織下を示し,導 核鉢業

旛數 は漸減繍灘を示した。

以上の成〓よむ 薮-$を 要注意藩蒋 発予防に使用し

て,そ の再発事藪下に好影響あつた毒のと思われ,か か

愚方法を臨つて結核休業者数の導械 を麟為ことは轡効な

むと愚われる9

纏L叢H蟹Sに よる繕核の髭病乃翌再発予防に

ついて

(難立造船向島病院)村 上 懲 蘂

泓達は発病乃棄再発臨 との驚的を以て薫ツ灘 導輯藩を

念む結核要注意者全麟 蒸32%に 対し,-麓$灘3灘 撃烹

麟量 歳$宛 の撮罵を,3気 年蔭講以来行つて慧た.ツ 反

賜転蒋からの発病は,澱 総纒始離$力 年に2名 であつた

が,臓 曙後は皆無となつた.要 注意者からの再発要入院

者は毎年 欝 名藩後であつたが,撮 用後は 叢年半にな導

が2名 鵜灘 ポず,額 導な減少 を翠してい導.



離

結骸の響艶¥防 獣 欝擁$甑 薯宛遷黙1織 よ少なすぎる

為いう声もあ愚が,嵐 濠の実験結黙 菰 鐙小縫投 脇で充

分な諜とを承 しズいる、叢事鍛の繕費で鼓友限の鰹 蟻を

あげ犠ことが難 婁鐙暴醸a灘 講㌻犠鈴臨 灘は結機謬1響

発欝防には胤轡 難雛s葭 小量投与を永続すべ潔であ轟

為敢て滋張する今

鱗2.ぜ ソ鵡欝苧ン酸難ド攣ジ罫メ婁ン践漁ツ愛ン

醸ソー粛 〈蓑懸3凝 使講して灘饗注慧導⑳

再灘争防鈴経驗

(東洋 瓠葉醗属欄ゆ 醸森 購1奪 一,浜1黛 豊

近鰯健綴診謹粛〉勲貸によつて各事業所跨繕嫉管灘城 績

臨奪1雌晦上もてい㌫、'li穂の鍵業鞠1癖 発癒嚢弩約嘩《魏 よ

鷲細饗注意蕃か ら鐙発華響 ち毒懸 費あつた、瓢幽 響発罫

紡の欝的のため 審オギス膿チン 餐墨茎舗3を 懲いて認む

霧量彊醸 を得た拶でその餐驚饗を報告す嶺・

灘 ち要注意 識こ対 して(-誌 董s(を 茎蕪 甑鎗}磯 薫投

轟しき昭鵜 欝 年 蟻}撒 畷 羅姶して ジ罫繕露購瓢およぶ

A群 と昭鵜 瓢 年 難 ∫警よ絵縄始鮎て隻隼におよぶ鷺群

にういて種樗の検蚕を骨いそ騨》経過を観察㌔た.そ の籍

果1遜欝 を遠撫 響懸 凝 熱毒みであ諺霞覚的轍も縄懸とな

難ような症聴もな く,た だ・》欝ぜ華}ア,轡 欝ビ婆ノーゲ

蔚の変細ぶ欝成籍糠 こ認ぬ瞬 窯た.こ れ鵜ついては今後

の観察が必要であ灘,Nl線 瞬見についても狩跨熱1転惣以}二

に餐病型に撃均もて好転 をみた、なお購灘 繊 年 斜 は

離約 鮮灘名緯懸の桔挨誕、1慮・醗こ対 ミ・ても 磁 懸8)娠 茎

慧懸嚢投与を開矯し二蟻㌻纏紡1峯であ猿が釜燃の鯉発も畦

て梅糠な簸㌔

韓欝.勤 労饗轟雛縮繍糊使講によ箒結核増悪賑止纂

離蜜愚欝驚

(答 人必準め 瀬 羅 浮蓼ズ!必藩1儀
曝擁 嚇 が 鵡量・ヤ必!レ}ゼ午

(横洪環=・∴》i、1(メ く叉 嬉,,∵ 下 直 之

電 聲公続の鍵 嚢義の 必泣欝汰意 讐({慧曙慧の弊 塁鳶1よ愛

体導為すぺ 紮もの豪溝む}賦 蟻営し,摂 気籔♂ジ1黛 をおい

て抗誌嫉離 璽茎瓢繋 糊熱翻繕 または 一・部 鼠茎撮81}・輪l/

鑓A蕪《縫熱導蕪ハ軸 に/壌導う没嚢撫蒼い3ウ 月蟻 箒 隷i鹸㍉必

ポ沈,緯 叢,肺 漂愚二,芝響蟻i検蕪等雛 よつてへ叢過 を観桑L

学欝蹄誌嫉病機分謙!による擁機騨 こ投艇 專峯廓/衡 総赫

灘後におけ導観鯨縄 蕊を一詑1こして1欝発および増1麟糠 纏

轟熱隈齢 織践 た,,鯛1億 欝跨寧ば熱・ξめる織繰舵酪 欝

の審では投薬善が藩般醜 鱒よ融軽蕊の鑛懸が六であ1λ

悪費感 は織めて少なかつたが,達 常二凝捧幾の範鍵 こ入

れ導べ難浸灘乾灘畷およゼメ嚇漏を露す撫欝で捻学縫重ミす蒸

奪輪 も轄 彗みられた踏黛珂δ悪韓す導轟も縁欝蝋!度 にあ鯵

叢のよ撃蹴轡 懲弩諭 瓢簿しては就鍵警せながら設薬警騰

す撫撒と鵜は一考を導1す導と書饗えられる肇

峯麟.鷺 量薫舗導猿投尊によ嶺繍締鞍要注慧讃の再

導華防に饗いて

(聰蜷鐙綺造緬 響麟鍛)小 鞍 ゴ弍憾 墨隷 難 糞

諮鱗要注意者から捧餐書の発メをを紡 乱 灘 こ進んで轄

縷病懸継 轡燐治癒を難鵡 轍Lて 置誉懸 撫 が 轡 雛艶綾 曾

つた、

投 艇熱 煮懲 名囎,対 照濫転し畷講盤蜜鷲 蝶選枕結鱗辮

を藏講しない勤1揮 踊蕊 錨糖 選んだ 投与力溝は・!鷲

隻駕31粥}綴,選 黛軒1壌隼鐵穣 購諮せた。検 鑑項鎌 鳥

シ線壷擾撮影,診 察,鰭 嘩,撫 鵯 体璽二 辱く滋 漁鴻

デ選燦球および検襲であ導.繋 臓 宵灘 趣 レ線懲の隅 徽よ

絵好転,不 愛,醜 灘こ区分L,対 照 と鷺穀検討L鵡 綜
き装は,箆撚 薫sを投ケ㌃て騨漆糠 嬉建鷺績を得た、式 鐸㍉ 対

熱灘工跨悪駕鰻 篶誰%に 業墨i葦 蚤獄 綴賄 欝の 悪イ瓢織 よ

鴛灘%で 凝 肇,遡 識好紙㌔た織 諏置蓬難s投 与熱 蝶多 く

械られた"欝 勤繋 載よ薦蘇膳嚇 は・認めなかウた。

欝嚢。 筑繍縷細に素藁再難防止鵜ついて

く麟1糎瞭鷲欝/縫康管露讐繋窯)鐵 縫雲多 懇
塾倉 富 溝

1・£ご罫,餐 蕪嚢!罅舗麟紛 號契乳およ導曝 喉鍵 壷療濠のミ裟歩

織旗り,矯 季顔殿蔓措が蟻!lll毒憾 に吟れ二織讐1叢お/}愚籏

礎嘉の轡蝿が改曝1螺1割も凸 な吟てきた、

1∴蕊もIHイ舜h遊tl必罫 ■/罫1式慧二 鰭}11ミ轡 聡諜鍵曝

し,瀧 磯 喉 置,鉾罫惑 の∴める熊 趣、け 漁 ∴8こ 注導

L,鷲 曝篶渥ゼ掃5ド 良叩ると罫こに餌 必㌔ ニ ∴1噸茨霞 丹

お議ひ蝿鳶の繕ζ配・溌測意一1い 必旗 慧t二 孫鰻 縛較

1二 必 豊勤磯～受}/ニざ乳二1懸 醜 を/llミ著慧舗しメ)ノ二蔓懸 蓉

の1辱l!∵蹴 気て鵜肇愛日ぷN?71∵ 蕊罫。,1ヂ1蒔 蔭艘

λv群 粛 嘩∵帽黛必 ミll瓢わ細 》て1ぜ:ミ1し・1.ドさ鷲驚お

λ 藷3か1海 に必 擁 ∴蒙∵霧をピ ド黛 凶 糞鐘察した・

丁必 璽 ぢ;覧斌、iは 撚 鵡貸,斡}:癒 ∴め・ 不緊

乾は 蕪 想,蚊 職 賦 シ必 一ゾを起しゴ錠鷲 綱愚認めた

が,そ の申瓢こ繋戯裏t繊二・呼弩粥 ∵紙・・1:或訟Hめ た二瓢ど

も遮λな透誌務 絵を燈 惣獄必 ざi轡 瓢 踏 黛繍1不 充分

鷲x線 癒鈴臓瀬 を灘視L鴬 欄 気継 徹煎あるが・ 藩が碧の

就憲簿懸 こおいて縛亮羅雷》騨男な減少を認めた



繍

シンポ ジアム(12)症 侯,診 断,予 後

〈謹ミ〓 烹毒穣～亙蕪燕導 擁2蕪 縫メ蓄慧糞讐A会 メ導(

凄鱒.懸 結核鐙灘禽感染に蘭す薦臨床的餓びに翼驗

的研究

(糞 窟繕大外科〉 赫 蕉⊿入

藤結嫉にお脅為混禽感染の本態 を穗め惹ため,糠 結核

患者難姦 鰹および家兎 欝 難について臨沫的競び載実験

的研號を行つ鵡

先ず発熱,撫 沈灘進および聡癌多鷺縦の細菌叢をみ愚

と,藤 炎双球繭が勢数検藻織 れ,薫 紘藤炎双球麟跨多少

載よ鞍その癒状衡み嶺と多數感染擁は一一般症状やレ繊纏

ぶ悪く,喀 綾内に結核麟を出すものや融慧導輝が多い,、

この事実を蒙蒐議つ懸実験を鷲つたと菰ろ,糠 炎戴球麟

を罅賦混禽感染せしめたも跨は,結 嫉導鐙みを接懸した

懲のよ蓼病蟻が拡大し,察 溝壁が厚く,膿 鞠を欝発す導

も鈴亀多い.こ め様な混禽感染樋1ひ一般罫滋喩麟を併灘す

嵩と蕪状は静転し 結核の治癒臨握進す鵜 菰のことは

鋤物実験において懲隅楼な結果を得てい撫.な お,萄 葡

蕪の混禽感乗轍ついては饗下検討中であ鵜

欝ア.齢 導核お磐の境界領域蹄疾愚毒⑳幾係につい

ての観導

(騰立癖津療〉 平 繊 覚,高 騰新太鶴

宇 野 勝 丸,準 島 泰 久,窯 浦 昭 彦

辛 島 難 索

最近,影 線蜘 講撮影淋欝及す導とと懲に,騨 結核も夢

線診齢 こよつてその襟絹の状態で捕え得る機会が多 くな

つた。しかしながら,そ 繊最略璽要な}嚢続観察点裟つい

てみる為,経 済的藻撫そ薪〉薄鵬 よ鞍,懸 常,三 力鱒以上

の聞隔を澱いて費われ薦ことが多い.そ 跨たぬ 雖結嫉

性の陰影が結核 として鍵期療養の対象 とな 靱 不幸な取

搬いをうけてい鳳憲者 臨少 くない.わ れわれの療養所轍

おいても,昭 灘 齢 年 マ灘緯診療開始以来2綴 携の患藤

があ脅,そ の中,非 結核性羨憲 烹鱒 濁,病 的蕨昆がなか

つた亀の 欝蕪例であ導.

凱れらの疲纐 瓢ついて検導も,麟 麟 核とその縫界領域

にあ導一般締疾患との診翫 漆療裟蟻つて嬬 慎並鷲つ

精密な細査が必翼であ騰と癌感Lて い鵜

董聡.餓 管支淋雛驗導孔に溺す蕊響禦

(鰹立島根療)後 藤 窯 郎

成人繍結核患蒋 嚢o携 の中 鷲 灘(樵 蕪%)壷こ気管支

淋繊瞭穿孔を認めた、,これは 貰羅茎ドの3護%鞠 総無鍵

の 器%の 中闘韓を示した。 この外気管支織膜の粘液線

闘羅部 を認めた もの%纒(欝.7%(が あつた。峯擁欝雌

蕊 賊蕊-響y蕪 はこれを漫臨気管支炎に伴つて発生す葛

気管支織膜の織液腺欝出管の 異章拷拡張と考えたが 轟⑳

2導 弼中7例 に騰黙部総鑓の慮管拡張 を認めた。欝 纏の

気管実淋磁瞭穿孔は全て罵子で女子では1携 もなかつた

穿孔の難麗は気管分鼓部の震内灘壁に最 も多 く次は上葉

二支轟烹下葉支鰐との中聞気管支後壁に多かつた。気管爽

淋礁糠穿孔 と従来の駈細気管支結核鉱の1灘に関係ポ認め

毒れない.ま たレ綜写爽 鷺灘洞,巣 門結含漁,病 藥の性

状の憲無,携 薩の窟無,羅 病期闇,翫 学療法鐙長短 為灘

闘係がなく蹴褒は穿孔編続多かつた。活動難2次 結核に

繕動甑気管支淋難線穿孔を認めた三溺があつた。

1囎.飾 門淋磁膿結核鐙気管支壁優襲

(棄北大抗研(寒 春…原 昭 華,藥 購糞1雀蕎

箋(研 究難的

藤門淋巴腺結核鈴気管支壁優襲について臨床的,病 磯

解翻学的をこ検討した難

の 研究方法

粛として気管支鏡または郷除纂麟 麟検藤等から発艶し

た小発 婁溺,成 入 雛 溺賦ついて細べた、

3研 究成績

締結核患者で気管支鏡検査を行つた23器 弼跨うも認

趨 驚.2%(小 児7例,成 入27㈱ に発1誌 れ鵡 小児

携では騰導状腫大轍よる高度の気管交狭窄,肉 芽によ嵩

醗塞,2ヵ 所穿孔等の比較的量癒型が多く,成 入では澱

瘍型は2鰹 のみで飽は〓痕乃翌痩孔形成が大多數であつ

た、切除藤では 醗2携 中 欝 鰐(2灘 撃の に発艶漆れ,

いつれも第 欝帽姦次気管支以下に存し,弗 学療漁撫細縛

代のものでは穿孔,轄 導物難の流出をみ灘臨のが夢かつ

たポ,簸 近の鱗では気管支の穰痕購塞乃至は乾酪性譲窄

を伴 うものが多 く,微 量欝麓の源 と疑激 され萎もの懲あ

つ鵡、細検鰐は 欝藪舞結核を含む)鱒 舞欝鰐2.難%(小

児2趨,成 入$灘(で 小児綴は化学療法以後の臨鐙であ

謬,成 入鰹は化単療法以前鐙簿であつた,,

議)結 論

幼小縄の藤内淋賎驗結核の気管支壁餐襲は最近におい

ても可成 鞭量篤な臨のがあ鞍注意を饗する.



鍵

糞難馨。 織猿導導に謙け慕赤繊球瀧鋒速度に灘す薦研

究

導 寒導 ツベルク鱒ン添癩赤織球沈緯蓮簾に

ついて

〈欝士鉄難浦療〉 秋 庭 籍

ツベルク罅ンを添癩 した赤漁難澱羅遠慶騨〉変轍紅つい

て欝究し,臨 耀紛には健康蒋および離結演患考裟おいて

は,ツ ベ膨グ1ン を擁蔑ないも鐙よ観隠延す慕が,嚇 結

核患書はおいては,ツ ペ罵磐 タン添加鷺よ弩擬進も,糞

症 讐劇 盤誕1こ鍵進または,強 渡に遅獲するものが勢い

凱とを確め,そ の麺臨機序慕ついては,赤 滅後の上部漁

漿量霞の変翫を遠求して,購 性および陰鮭の関係を匁懲

量た灘癒球凝簗航臨と鐙轍灘があ灘瓢とを認め,ツ ペ傷

タ謬潔皮内麗応では,茂 応様式と鐙関係を知惹 濫とがで

量た。

篶1.繍 導穣患轡⑳灘騰灘 蕊ついて

(豪 た分院内科)幽 蕪 本 鯵必窯 永沼久太離

皮藤滋は坐薄内条挫と外界の環縫条件に影導 婁れ体漏

細飾癒で主要な役麟 を瑛瓢,特 紅物懸的濾敏敵の墾要な

繕標であ惹、演 蕃は藤結核患餐鐙皮囎滋を全身都蕪およ

び数蜘欝め濁定殺表点を選び灘定し次の結 犠を得 た。

環境条件を一定撹して事熱群の叢ll麟核患趣 む皮麟 慧を

灘定 瓠男 女欝聯の皮騰滋は蕉常 入と難計学的載麿憲議は

ない。ただL数 点に憂戴があつた。微熱群では男女各障

に都緯熱 琵ぎ意蕊があ玲その皮騰温は高 く,議 た率均皮

導灘は正常入よ絵譲もく高 く皮騰癖よ1欝の温蕪散が高 ま

つてい番繕魅を得た、薬物分祈で織染聴(結核難(簸 熱で

はア鑑ノビ峯1ンで皮磯温は高まるが騨鷲綱では落㌃くな

く,魏 方轡繕燃(鉢 蟹幾(緻 熱は1溝薬灘で皮囎瓢憩著し

い変動は鼠もれ壕かつた、繰 鷲の環境条轡ギで騒鱒霧成膨

籍患者の講縄皮講滋を馳幹および⊥肢部織 鷲 点を選び

灘定す燕と衛選ゆ 婁嚇隷 憲健縄よ琴紙下もていた.蕊 た

部鐘劉鷺ついてみても鐘鵜 慈響幹部および」二鮫灘 こ叢錘蔓鳶が

認め曝れた。

蓬繊.趨 蕎濃による騨疾導診断 瓠導1報)

超欝濃⑳騰病巣伝導(轄 に灘結核に壌 吋)

(麟醸溝瀬湊 中 答 朝 之 寧纂 原 霧 男

e鷺 葱大外科溢 林 驚 一・,職賀井敏 超

趨欝沸 畿よ轟総 ミ講際診瓢と1よ,趨叢波躍繕法の入隷え

緯慈飛鐙一つであつて,そ の 藩縄 は,離 欝波i・ 鵬 ス

蕾麹壁 転よ琴,蔭毒内漁 凱入懸して,シ ー ダーと/鑓様の漢

劔法方式で耀総 餐部 よ琴発謹孔する超欝波騰茂蟹波をブ謄

ウア管士に受繕,二 れを分魯す導ことによ輔織 ヤ棲病 盤

の欝造を推灘す孫督法であ1藷鎌 に逡んで蓬鱒 納 病窯 特

に職纒瘍(鐙 謝麟を行わんとす添曝鐙蔭あ灘.装 諏 よ欝

本無織製 難SF講c璽 趨撫波探鰯器,使 港/周波數は 叢欄

蒸織駕∫8,医学メ慧特殊擬〓磨を懲いた,、紋礎実験為Lて,

麟検並び慕切除膿および なを使薦,郵 こ臨讐ミ鰐も検餐し

た.膿 は磁欝波の特性 よ鞍考颪,離 欝波検査載は蠣 窯跨

醗難な対象と考え毒れ愚が,種 凝の実験の結 犠,炎 症薫

たは睡瘍等鐙病変が雛肋鎮に近 くおよんでい導場禽醸 よ

灘病難内部慧趨警波が翻気播 し,病 桑の構滋 瓢臨uた 反轡

波を受信するこ為は成勢した.本 渋はx線 診断溝とは繋

つた角度かも雛病饗灘分騨漆還縛蕊で,轟 疾患診断載更に

期簿し欝が職 讐歳られ愚.

欝撫 導穣鍵購 韓醐毒ず愚糟神的雛峯の研究 毅導 難

報湊導撲発病に閣蓼蜜篇結核導餐の轍譲的轄

〓につ毒畷

く瞬慮八事療(渡 遺 羅 轟

欝灘 奪 よ1)八事療養勝鵜おいて,入 跳患器に精鐘分

析 を讐い,そ の繕 職よ遂次発表㌃てきたが,今 織 よ結嫉

患苦姻 縫酪 的特徴について述べよう讃慰 う.菰 こで述べ

蟻聾轄特徹は分析の途Mこ 懇いて自ら轡∫か載なつたも⑳

で,発 病鹸跨S撤 灘 童o癖豊瀬応出来なかつた一つ緯大 鳶

な綴瀬をなし 熱 こ譲等を結嫉惣 轟せし轟た費動えと駆

辱たたもめたと慧われ難毒のであ懸.雛等の疑獅 熟f鞭

は 計篭万懸であ灘が,第2,3報 で述ぺた発病織鰹の分

類漁 慧よれば或程變蟄懸す孫輯:絡特微がみ出される,灘

ち発病線凶が失恋であ恭翫患われ鞍ものでは摯男では揮

制寿の欠乏,敏 惑さ,女 では勝壌,敏 感さが,ま た発病

の精神的綜滋ポ,家 罎峯織,経 済的灘窮に もとつく愁の

は懸 解/三鷲絡特徹が購か綜みとめられ難、父母⑳死が発

病蔑と遼展Lた ものの!生籍特徽は意志薄弱一調鵜的一一温

締であむ,〓 城 議たは身分よの蕩灘 隷 燕もの麟壌鰹な

餓質,離 灘搬轡挫格特徴がめだつのであ騰。

総磯.導 撲量難に購す導醗甕 く纏導(

(慈撫た林内群(彗 必噂隆 夫,永 島翠轍 恵

結核桂舞議の現はれ,鄭 も結核の発病 し易い懸難的購

ヂ醐 影質上櫛特微 として,先 に皮灘 雛素の不完念騰実斑

(黙鐵),皮 懸臨ポの淫着斑く灘嚢斑),そ の惣を指摘して

麟 鎌撫董o鞭轡鎗鯉総 齢塵雛 為㌫綾し海が今 転蓬は璽/導臨管

群拡張環部轟紅斑 と結縷讃質払曙難藤並び慕麟乳,麟 職

鷹眺線等殿意義鑓ついて報1播・婁"惹、

総 繕

亙)鞠 蔀皮轡藏警麟拡張は蟻霞核或は結捜幾舞購と講職

的 讐あ輪,特1訟ヂ籔,魚 素斑等 凝浮嚢す ⊿懲纒体は肇澄核羅

患鱒轟浅がメぐ費あ難、

灘 項銘緯翻斑は結餐禽或は結鱗陣難閃と繋i糠瞬であ嶺

3翻 乳厩び慧頸職の触織 鳳舗熱 翼ぎ轟1めであ1欝,そ



縛

の藍綾挫の・…叢には発毒寒藩・鈴舞嚢度が菰璽、であ導が騰馨雛欝灘メ聴謙 導しい1翼欝1を認め欝1ない導

病 理 解 剖

(濃 量量 蒸轟難岬亙ξ1懲難 擁2難 鑓廃瓜麟蕊 難会鳩(

懸.騰 導核病輿の導理総灘 導的形導訟乾驗化物質

⑳生化学に閣す嶺欝究

く閣療村1榔欝嵐荘)浜 野 滋 辮

切除肺において病懸学的細薄学的裟種だの形態の結核

病巣が児られ蕎.菰 れ もの病蟻におけ馨載酪物難裟畷残・

て本分量,燐 酸分細 《滋簸,総 贈訪叢,総 鰹導難等 を灘

定 した.こ れらの病巣 を病懸学的に嫉鷹鑑,軟 化被鰹藥

鰹溝,新 しい濃縮塞溝,濃 縮撫灘の 騨餓こ賦分㌃答群雛

お縫る上記物蟹の灘定驚を比較観察した.こ れ毒の物質

の総の量的および質的変動 と,絵 導綴織の礁壊,細 胞成

分の贈麟変盤,分 解,灘 蔽沈藩等灘病理学的なもぴに細

蕪 葬謝 生状の移推の機序鵜ついて考察 し瓢、

瓢蕪.導 核盤病鑑の乾驗化機転について

(懸立簸義 懸)寧欝 木 幸 事,礒 部1欝 博

大 巌 隆 金

昭却 懇 年以降,わ れわれは結棲臨病繋鐙乾酪化機職

を萌鵡かにしようとして種聲蕪礎的賦検認してい難が,

今繰はそれ等の戯〓を綜 無して繕綾麹1病羅鐙乾灘 慕賦醗

す導われわれ鐙鼠解を述べたい翫懲 う撫

結撚 盤茜繋が戦酪化す嶺こは,理 論的瓢は病蟻藤綜総

織の壌死を来すのみならず,壌 死物欝勇分解が搾細せ毒

れ,病 樂鞍膜の透羅性が減弱す懸こ訟が必要 と舞えられ

ているが,わ れわれ櫛実験繊縫か らすると,以 上の3難

子は共轍轄灘駕鐙繕来載必要にして充分准譲条件であつ

て,そ 群 一つが欠羅駕 て臨韓灘化は紹来 婁れない。

輝 も,乾 酬 紛 愚程からす撫と,強 ず最初に総織鈴壊

死ぶ起 蔭,次 いで壌菟物蟹繊分麟 騰駈 病蟻被膜の遷遜

性の滅弱 とがこれ載癖 聾 て進菅L,そ の結集化学的・

特購 蟹 鶴学1搬ひ 種か}騰 状態慕達して載酪化 を来す

ものと考蔑られ灘.

篶ア.結 綾牲炎症導鱒磐灘構鷺⑳発生機欝について

G;油 県難難簿工生病院)耀/ll治

礁 糞た高茶環分院(l/l本 利 雄,鈴 木 鍵 次

(京 大結購外科療法部)寺 癒 麟

われわれは,第 謙 簿蕪本結核病学会総会載おいて沿

鷺較的安定Lた と総われ導被趨統酪巣は,鰺 原線紘 メ

タグ撚マジア騰懸物質および濃染幾贈費等の驕状醗粥か

ちな恐外部構惣 隷 つて鰍巻か爵㌻てお鞍,鱗 が 瓢の外部

構造は臨較的磯遡糠が低下 してい導ことを購 らかに 鉱

た.今 羅は,こ のような外部導造の発働機序鵜ついて検

討し藩干の蝉見を得たので報鰹す鵜

先ず外麟構滋を膨成する霞子は結核譲鐙どの翻分にあ

嶺かを追究す篭綴 的で結核藏を諜一ひ勢ル懸分,酸 細分,

アルカ婆翻分および導林残灘撒曝翻分に系麟的に抽撫し

その各鳶 の家兎筋肉内反応轍を検討した結果,外 部導造

形成能は諜一テル細分の中に鐙みあaるゐ考えられ鵡

そ膿で灘 熾結核菌鈴贈蟹をA織 畿影$轍 鐙方濠に灘搬

して燐贈質,ア せ}ン 響溶韓蝋 紡,結 禽細購捧および〓

質の毒細分に抽出 しその生綜内猟応撫を検討 し鵡 そ⑳

結果謄蟹細分緯中で〓難細分が外部導濃の形威に指導的

殺麟を演ず鶏ものであ鴇ことが解萌蕊れた。

妻灘.驗 膿 核病⊿藥におけ轟治癒擬瀧的薦峯磯研究

(:寒都府大第瓢外科(魯1∫村 謙 ∴ 曝北 鰯 憩 良

肺結核病灘の濃癒が化学療法緯よ警擬進 婁れ孫こ轟は

既歓疑う余臆もない魁 単にそれ丈で果して病蟻が完全

㌶治癒し得馨か否かは叢だ疑闘であ鵜

われわれが切除入結鞍糠や勤物における実験的結核症

獄ついて,病 蝿細薦学的験討を行い,更 載驚所の生駕学

翻 災顧 礁ついても欝究を進めた結黙か麟 鵠 払 生韓猷

絡賦おいて臨免疫やアレルギーと共裟酵導茶の変化や壌

類鐙代謝が窺要であ蕎と驚えもれ翫

そのやで臨従来よ雛数携蕊れながら,轟 充分鱗〓でな

かつた 縣 の沈慧,更 にそ緯移動や交換状豪難 凱ついて・

色凝多露藤から検査を進め,そ こ購 脇 れ蕎変鋤が灘嚇

核症の治癒漏瀞 叢恐らく灘要な意義を麿す難であ難うと

維定す導紅至つた、

1鱒。 難霧におけ碁類よ皮細總藁の形戴

く京大結研第2部)小 厭 幸 構



総

撫村氏の実験的窒群作成法に従つて,嶽 璽膝に結核盤

病 変を趨し その蜜群彩成以蒲の綴織変化 を経時的に研

究した・これ裟よつて結核病導成立の過程をみ嶺に,病

樂は,λ 大藤葉牲の霞叢球簸}淡,難,大 滲出細胞を主

鉢 とす灘髄離挫糠炎,簸,肺 胞壁壁讃性細飽浸潤,W,

轟物醗炎としておこ導胞隔樵漫潤の爆型 でおこ導ことが

講曙し・ア駆ルギーが強け根 灘 型,弱 憂ナれば叢v型,そ

の難はア影ルギー性の滲出の程嚢に従つて,こ のように

分れ贔こと漆1鰐となつた.結 接幾病変の進疑は,こ の講

型淋縄時鑓混窪 し,発 襲する毒のであ灘が,そ の主熱は

細離性炎の大滲懲細胞が擁胞内紅充満 し,肺 胞壁 よ絵線

導形成が行われて増蜘 生となむ,か か導灘出幾よ蓼増蜷

慧叢の変紅が次第に周懸に波及しながら病、難を拡大,類

.上毅細胞藥とな難ものが基本 と考弐られる.

1劔・ 固形騰髄酸に対する總織茂応の購究

一一轄に葦細麹形繊について一一

(京大結研病麗学部(轟 松 英 雄,寒天 溝 ■

水 谷 昭

化学的に極めて純嚢の篤いカブ婆ル酸乃至 アラ鷺ン酸

の餓灘高級欝鱗酸およびシ講べ 婆ン驗を鐡形の艦爵鼠お

よび廿 鍵斌の背郎皮下に挿入 し,3鐸 乃至3遡 総に鷲悉

綴織反癒の経過,特 鷺灘二細鞄形成鐙ついて購定,染 色標

本で纐 糺 た式 磯 裸 講 糊 の愈1懸 出性炎癒 畿 く

麹芽の増殖獄当つて,霞 鼠では主として 窯遡闘鑛,瀞 菱1

斌では3還 闘頃に構れも多数の羅細胞が形成婁れた。騰

して養大膨のラ氏型臣細胞はミ解スチン酸乃至ス勢ア!黄

ン驗の揚舎最 も驗著で,ア 漫歌ン酸およびシ
漁ぺ 縫ン酸

職 環 も多數の繊 碗 が膨成 され嶺が,形 は一般に小乃

至中等大のものであつた。識た糞廿繋鼠では一般紅反礁

ポ緩絵で,鼠 つ,異 物型薫細胞ぶ多かつた.

驚L嚢 濁に対する化攣療法の効嬢に蘭係す薦蕎量

鶏子にういて⑳病理解劇学的欝究

(羅療村松麟嵐荘)飯 嬢 穣

藤結核症賦繋す嵩化学療法の溶療効果は背景魯子綜規

翻 きれ 葛ところが大嚢いことは既に指摘 婁れ,こ れにつ

いて驗床的鹸びに薪線麟的にはゴ導慮叢れ
,検 討婁れて嚢

てい葛ぶ・それの病理解遡学的背景懸子については現在

尚十分な⊿る研究が行はれていない,,演 藩はレ線写輿上明

瞭な嶺並亮な導透亮〓を示 した鍵期化学療法旛行の 薫鱒

症綴について治療経過を導察,種 聯の治癒過程を栄した

病樂を切除し 励膜癒蕊 勘膜肥解,壊 死組〓中の線維

導叢⑳残存璽溝の壁およびその部盤,な らびに気管支灘

注部の状態導を病環解細学的に検討し,そ れぞれの治癒

彫態を規定す導病麗解細学的条件について検禦を行つた

その結果以上の諸鵬子が病巣の治癒過穣に大いなる関・

を霧す嶺ことを知つた.婁 もに演藩は従来の壁の挫状1

よる分類の外鷺,醗 述の諸謎轟墜を考慮した新たな観餐漢、

辱塞瀬跨分類 を試みてみた、

絡焦 騰鱗織形衛⑳驗床病理学的検討

(麟立福隅療)寧熊 谷 次 郎,濃 本 吉 雄

枝1讐 癒 義

絢成後死亡し,細 検 を智い得た欝 劔鑓ついてのべ蕎

癌 鰹は金て衛煎シ線所総で嬢澗を認めた溺で,紺 綴糠1,

小葉大漁の撒廊簾 を認めたものが10纏 勲潔城大病巣馨

は窯溝を認めたもの聾縄である幕鵬骨切験は7本 切除縛

最 も多 く,次 で嚇本,蕪 本転な難.死 霞では萢側増悪,

漫挫襲牲 心等が勢い.麟 検で,虚 騰鑛鐡 撒おいで蟹趨

認めた臨のは?携 被包駕或は癖痕化したもの窓鋼で多慧

溺鋸の中には徳後 鷲 陣の擾期弼もあ鞍,濾 礁や手柔麺

欝要なこ為を承 している、1主病巣周灘の結禽織の増懲m

濃騰婁れてない蔀分跨病巣に鋤し藷購で,濠 た周灘の璽

布巣も撲く被懸化 婁れ,難 虚脱部の灘出性傾郷の強い講

禽巣に沈し薄照的であ蒸難気管支所見襲その態についズ

は轟検紮中である。

1§3・外科的飾撲患におけ愚肋膜癒藩の騰床的並び

に病理總織蟻的斑究

(東窟緩大外科(佐 野 寛 瓢諮金 林 麟

片 野 紫 驚,小 窒 雅 義,鳴 海 康 安

絹 騰 哲 夫,単'翼 治

齢結核 粘)鰍 肺撫驗症?2鰐,気 管支拡張症 撚 艇

髄癌 翻 綱欝3購 纏の切除膿 こつ き勧膜〓藩の状態を灘

簿畿計的載観察し,次 に各疾患劔にシ線像と勧膜癒着 と

磯 講簾を追究鮎た。癒藩勤膜の病燃紹織学的検導鑓よ翰

懸懸性癒麟の 櫛 鰐では各種挨患顯 こは大差を認め欝な

かつたが・籔痕幾癒糠 叢欝 纏ではそれぞれ特徴のあ悉所

晃を認め鵡 即も線導化の強弱,線 維の走行の灘れ,硝

峯化 ・浮鷹 撫管淋繊管の増殖の場所,炭 糧沈藩織,弾

力織維の態鍵にそれぞれ差異が劾 式 穂 に駒 手術時

蹄勤膜鋼導の纒難朧や出癬の強い原鰹を探鞍得た
.

1麟 ・ 胸部X線 的不定製臨影嶺暴する結核性小病

変の驗床叢ぴに病理学的欝究

(懸蝋1暢 荘)森 慮 照 夫

膝結核の駕学療漁殊に撲期化学療法が普及するにつれ

x線 写輿上塞溜の縮小,濃 縮,謙 こは不定型陰影すなわ

ち簸痩駕またはそれに近い義愚われ愚ような鎌が観察き

れ愚ようになつ鵡 鰯 蹴は乾酪物翼の軟化〓解 という問

鋤 移 くの入によつて謝 鍵 麟 床的1誌 そのよう蠣

ポ観察 婁れてい鵜 かか導現象は外科療法 を予定 して計

藤 鯛 騨 療法鶴 つてい鶴 徹 こ硯 ら褐 読 で
,



欝

蝋の騰禽治療方斜鐙決定殊購 麟切除等の外科療法の必要

ポあるか否か,判 断鷺迷 う場含がかな絵縫験書れ愚.藤

勢除等は近来安全な手衛 とな韓小病巣の騨除導において

は徳後のX線 写糞上また機能。ぬに臨殆んど痕跡を留めな

いようなものポ増Lて い嶺が,㌃ かし尚蒔瓢は種凝な禽

併症があ絵得孫臨のであ墨かち衛前の臨床所見により,

よ琴灘確に手徳の不必要なものを診断し除外すぺ慧であ

る.3>よ うな慧味において私は糠窮除によつて得た材

麟についてそれ導x線 写轟上不定型険影を盤す嶺病巣の

実態を究畷しようと試みい惑警か知見を得たので報告す

臨

茎鱒.髄 結核にみられる嚢繕状窒澗⑳病理形態学的

検討

(鑓立字多野療)寧 齋 鐵 罫,鷲 辮 達 雛

蜜 谷 遽 畿 浅 鵯 啓 慧,欝 藤 導 明

杉 浦 慶 勇,伸 武 敏,鹸 灘 導 郎

(関藤鷹大胸部外科)灘 村 後 久,欝 灘 輝 ■

長期化学療法の普及につれて,切 除驚において甕瀬壁

が溝浄で難つ,韓 らの特異轍病変を弾わない嚢騰状鑑瀬

が認め られ為ことが多くなつて器た.演 藩らはかか嶺嚢

胞状聖澗 を病理彩態学的並びに欝床的に解析しその本態

と病購を究明したい。

昭織23年 黛月以臨 昭和32年 未叢に字多野療導蕨

および麗鶯賑大でで施行した糠結核蕊達療法施脊携は総

計難2弼 であ灘が蟄今籔の研究欝象は嚢胞状灘洞が始め

て認められた昭澱2黛 年以降の 魏${粥に限定する、この

う駐盤澗鰐病変は2$2鋼 非獅 欝牲病変は 蓋76偶であ絵.

全嬢澗性病変申嚢胞状鍵澗は 欝 弼 く艦3%)に あたる、

鱒 鰐の嚢胞状嬢洞を病理形態学的渡分類する払 次の

曝翻 こ分ちう嶺.(D結 核性盤澗の灘敏治即 ち,漁 化繁叢

潟11弼,(2(気 騰暁嚢胞状餐溝1魑,〈3)気 管支拡張

牲塞溺3綴,(の 特発性嚢踵と勇いえ嶺上皮性叢洞 薫綴

である。

以上の爆群鑓つ 曇癌魑を供覧Lな が錫説購したい.

絡導.慢 盤鮪結核におけ薦郎分的騰気騰について

く羅立佐蟹療(横 尾 戴 秀

蹄結核病滋附近に生貰た醗局姓騰ぎ気鷹の内主に小獄大

乃翌大簾大の辮講 撫1掘 を紺織学的に検索し欝型紘分

灘した.灘 ち第 蕊型簸痕型6第 蕪型葬鍛痕型。第蕪型細

気管支拡張璽、獺v型 多発緊!l小浄化塞澗型.で これ ら各

型の発生機序について繕織学的紘検討を試みた。 量た

鋤 茎撫 と抗結嫉購との羅係発生部位 レ線所晃について逮

べた。

総ア。 騰ル灘ドールに対する入結核鮪の緩織笈溝

(懸立康京療〉 江波戸俊彌

頓 大外科)篤 亀 蝿 三

小林千鼓子

糠切除離に騰ル饗ドールによる気響支造影を餐つた入

結核灘を認織学的鷺検紫して次のごと鳶を得た.材 料は

術醜薫汽から騨s難 の各時期にひ気瞥麦造影を1鱗 行つた

業%趨 で各種の部分を各種の染色を行つて鏡検もた。薦

ル饗ゼールの残存は 鷲 鰐申 欝 綴にみられ擬期に薫 触

残存 し,糠 気縫部に叢も多い。総織反応は滲出幾演応で

次細 こ闇質繰藤炎,特 異な肉変化を主体として肉芽並襟

の繕節を混在す導探応 となる.㌘ 鰐に騰ル讐ギールによ

導結核病厳の遂進を認め灘嶽癖出は 撃ンバ行によ碁臨の

は殆んどなく主 として経気選的に貿われる.

1総.導 核症の発農と感染部粒との閣係

(康郷大整膨外科)購 新 助,寧三 瓶 洋 細

塚 越 正 炎,小 寮 正 夫

骨醐簿結核の発症病理解明の一環として感染部位を轟

にする撒とによ鞍結嫉癒の発農紅如何なる量異ポあ導拠

を細査した。

その結果,欝 導謙内感染が最臨強 く,肝,骨 髄内嬢種

が略聯これと類似の経過を承し,3欝 頃よ櫨献 牌に病

変を閣始し1還 瞬 瓢結飾化 し,2遡 畷 よ鞍他臓器に病変

ポ灘きれ悉ようにな鵜 然るに膿腔内接種では病変の変.

転ポ藩3熱 こ鷺し遅れ戴つ膝病巣形成は時間的量的に霧

少 であ惹.併 し静騨え⑳影導は此較的強い。簸も病変の

発凝の遅れる懲のは皮下接種で,次 には震飾で次には驗

節内接種の場舎である。然しながら如侮な灘接種部位に

よ蕎毒最毒撃く〓と病変を確認し得為のは糠と騨で纏ば

灘次拡大して播種源となるが脾導は余 む発麗しない.他

臓器殊に骨の病変1翻 灘 形成後 三週曖に趨 蔭継騰 これに

順ずる。従つて部櫨の如穆を問わず感染繭は肺に病変を

発嚢し播種源とな悉ことをポす。



総

発 疫 お よ び ッ ベ ル ク サン

(擁,懸 蔑暮{妻触董暮難藝 慧2s隷 ぎ1醤艶 蕪嚢場き

馨総.老 入驗導撫 轟献 愛墨サベルク攣ン獲応

(鱗立蟻賀療)毒 齪 欝 泰難三,矢 吹 豊 献

鹸選鷲入賑}亙の研究が客力醸 こおいてなされ特に轟 觀

懸 と癌 とはその代妻的な疾患 としてと鯵あげ 毒れている

ぶ濃嘩感染源と㌧て撞会的意義を有す蕊鷲搏1館 嫉跨籍

饗m屯盤ん㌶黛われ騰よ悩こな導,瓢 れ瓢綴す騰綴欝も犠

為諏 礁導旗抑 鱒 醸慧あ導,霧 遠は織 こ老入騨結籔のツペ

ル榊 ン郷 描 斑 傷 年繋ギ拠 みたツベルグ 浮 反麟 義毒

磐三灘,㊤,畢 節 鉦ツベ篤グ脚,⑲,慕 入瓢お睦る遠続

ツベ リ 脚 検乱 亀 老 繍 ぎ結核のツペ導粥 ン猷癒

陰 軽鄭,⑤,藤 結棲の!瓢響療派£1藩にお峯矯'ソ脚 慰,ぐ籍,

外瀞納 冶療後調〉ヅ蘇繕の撚移等について報告し,懸 結模

⑳ 撫紫療法呼離 び載外科療漁にお締嶺ツベ撫グ讐ン探臨

⑳鑑繊 謙強結鯵治療上 野後判定の…資麟とな灘菰とを強

細 したい。

婁簿.小 鷺㌶灘 ナ暴 癬嚢儀稀細 黛饗べ燕ク攣ン蹴嬬⑳

灘驚簿織叢蘭蘭墨研究

導 肇報 非讐異盤擬応鈴諮容隈蕊

(麟 戴康一小発斜)爵11正 婦

瑚 産わが糠 こお睦導ツベ津㌻㌘婆y皮 内課露轍は一・遷H紘

齢憩 叢ツ;鱒拳みが ぎ/罫・られてい導が,ツ ペ 傷グ華ンア

駆㌻ギーマ藤}い小莞訟壕書い℃き態 ゴ/から灘 騨な韓{かP

液謬繁携が璽意れて㍉・た、iき癒 縞1ぎ㌧∴ξな処 弩蓑を鴛つた

輝 凝ぶ壌葱して式縫傘嫌気や準い芯た氏叡氏の渥1ヤをタる

膿黙 こ蛍ざ職い,そ 二 ξ畷㍉児をで 鑛,ギ嚇,二 窪のキ弩

灘二こ撫}て 糠 か峯ヅ曳鄭嘱謡燦!～激を裁 鴬Jl慧蟻犠乳 て・こ

めん鉦した,鵜 工λ導ごは尋寺でミ替採猿 こついて1露 繕薫弘1

勲プ諜。 難α憂未憂総 艶急瞬1等ヅ く察 ・撫慧-以 ギ齢・1㌔堅

約2憩 心 搬はついての憲賊1頚 ∫縫縁を指婁更、1懇と顎錬㌧

て解響㌃繋燐磯瀬,ぞ二鷺り 藩特1ゴ解 ・拭憲の還ギ∫絃 翫 蓬

丸,蔦

1欝寒.繋 ヘルク婆ン驚応鈴緩織駕蟻麟研究

(窺 た幡鰭)締 ト必ひ義,蒲 劇 掌l/露

鞍 環 購 ∴,小 ゴ論1醗 一・愛 ず態 軽 こ 玄

入墾鰭縷蕊感壷家薩識 よぴ1獣顛1感 塾家愈 慧麟W重冊嚇ll

ツベ罵グ夢ン 緯 め 整・勧皆 ドミノ∵。凱ノ…胤マゾゾベ

馬ダ撃ン ㊤A熟 欝曙(譲要熱-羅 ㌶一》ぶA撫 ・丁 憶 α}つ

鞘皮内探臨の維趨 し 鰐岐帯究を勺⊿いゲ導サス濁⊿象とも撫

較 した.

窯)ワ解 力 婆礎蘭スツアダー一ゼ染臨騰軽細 胞はヅ反応

およびアルサ獲現象幽撮群共1こ多嫉ザ織 蕪嶽灘の強幾に

鷺鰐 して認められた、

鱗 多糖類 奪魅墨一陽聾物はξ享1毒群勲賦増量 を示したが

難ぐ銭 感梁蜜晦 驚おいてOA識 灘継丁"麟 撒バ 注毒ま懸

め増惣 議鰹鍵であうた、

3麟 燥 多糖類ヘー胤賜糠物賞⑳最 も鹸い増欝二は嚇漢

蕪謹 は後購綜アルサ凱現欝養では矯纏に認めもれた.た だ

し 駕 《藁感染家癩 瓢お鞍孫 烈》A義簿 丁 騨撫 懸繰必1三離

聾跨嚇齋の増黛繍その難のも鐙1認獣。軽度であつた,

3ぜ 欝鵡ア隣挫細聡はアβレサス幾黛薄場鳶はツ猟声熱

紅此 ㌧やや勢 く認め られた、

璽ア2.導 鞍ア勧ル藩醐に灘 愛轟織串貌体⑳役細 婁報

G㍉大結研 難蔀)灘 灘 典 徳

わ轟われ隷 讐sc法 〈内藤研究蟻よ麺発燕 瓢なつたも

ので3%シ 量タ灘ン灘げ 羅鷺 量が ふ溶蔽を規いた(を 燐い

て憲蒐■灘難離餐群 ツ醗釜麟騰群 鵜客燐 こ隷 妻孫ツ猷およ

び綾爵慧中の沈降航!癖懸 く主葱い 瞭プベルグ灘ポ讐3サ曳搬

轡ぜドポ麹心 を検癖し胤の 鑑群ξ拳嶽浩が 糞翌1還鞭.1馳 黛

慈難轡〉懸1寧についておよ1灘・㌻影響轍ついて概 縫tた 、、

この餐、芸拶 融よ式/二の'た験獄搬こよ灘隈軽搬ぎ轟は穂発育を

指瞭蕊した慈に1激そのアレ津軸ギ例 煽学は認められな、・

蝶の 隠撫 婿讐ギ∵ 二嶽竃猷f/職 ツ課 撫瞬翼彗1を湾察した
・必擁 ♪れわ載 墓蔓ゴ式憾1～∴輸ミ噸 慧豊いてツ盛《および齋 浅魔

■∴1熱1の 轟い孫け縄鐘 講ごλ覧一 ツ『べ1響:駅惣 隷t豊ドこ9慈ミ蟻

轡∴の 置:駐爵■書婁よび聴のワ}彗ゐ■醗1こよろ轡謹および

繕(図 露の出鍵のズ、慈を機蜜した め こ蝦ビ、Lたい鉱懲

、

黙 峯.騨 細締筑糠注麟瓢よ撫 導鞍麓騰ア鞍3影ギ蜘の

難携の羅鑑轟購饗の軽減 く第 黛報)

(詫∴昏～t)ざ∫焉 慈堅鳥囁ミぶ 健 一　爵

麟必慧慰 雄

気二瓢われわ叡は,曝 寿嘘縷鹸の海劉皮、ご感藻も!が欝鑓

大縫の 叢駕暮 脇 乱を鴛い,ザ ヅ」7》 ノレ離一一懸撮の憾1嚇

な蒸こ罎諏終ヂの病総1蚤減のみ∴れる叢嘉を1蕎1警熱た 筆

醤1よ菰れ らの現簸を織妻賓'詠∵野鋳覇さ1織訴的紘詳擁瓢 検式

む,次 の成繍を欝た.〈 ■ 朕滋1瞳 織導漁群では,繍 麟

内の毒力薦は,感 染 蘇選淡で隷感塾澱黙群雛態い舗か轍

少 く,ま た 欝α藁鈴薦数も蓋駕聡態照群曇難焦して少なか



量警

つた.こ の成導 と・一致 して病理艦織学的鑓臨 駕 《誉懲薄

静注群では病変湾癒鐙傾懲が認め 暮れ た,、② 鷺職懸

雛聡 載対する皮鱒の拡敬能は 蓬鷺難 静注鵜よつて影響

.きれなかつた.⑬)瀞 型ホ現象は勢ス塾部糠によ蓼必ず

Lも 成績は一激 しなかつたが繋 腹部で鐙解懲では 葺3〈娘

瀞注群に導鱗な減弱がみもれた,,

1辮.鷺 綴 曇嬢種後⑳ 響ベルク饗ンア勤ルギ蝉獲

響状灘 購ついて

く棄京蕪鱗 灘保鰹漸(離爽 鳥 光 子

(公衆衛礒競(璽 熱 逸 濃

(結嫉予防会(爽 義 纒

笠.小 学校 董年生で 蚤駕蕪初接種⑳響を群に分け,任

憲櫛麟紅 蓋遷毎鑓ツ探を行い,薫～鵜 遷闘観察した.

2.騒 簿 綴申 暮総 鰐,総 。難%が 購導誌 たが,醗 転の

熱 る遮度は 烹遡 鎗%,2懸33%と 鹸高で婁欝鞭%以 上

凄麟 遡以内に購輯す難.

$.賜 轍灘,発 赤径,硬 結触知瀬 慧難発ポ麟など,

すべて 気細$愚 こ急灘 こ増加 し,か が 選で最強 とな翫

爆.鱒 遷以後ツア薪ルギーは次第裟 弱蟻灘ぶ,発 ず

鴬窺発灘率が急激毅低下 し次いで硬結触知離ポ下義、購

牲率は始めゆ導やか繊低下す惹が$心～憩 遷以援絵転が

ふ え灘と典に〓い減少をみせる、鱒 遷以後は 蕪(瑞以下

轟こな鵜

$.購 転は襲選曖よ嬬灘甥L苓 灘爵驚購諜の険輯1は再購

転灘が趨い、樽購転毒は全檸で 欝%で その 欝%は 群

び陰転する、ツ液 と臓 寅をで羅轟だけ…定にし㌃徳ツ猟

の 変動隷鷺較的夢く,殊 鐙弱麺薄は険性,購 挫鰹れ紅も

移行し騰い.

1撚.蕪 継 ㌦《轟。 によ蕊 叢醸薄糞i醗導に熱よ醸書数

種薬物鈴影導に閣す灘研究

導2報m《 灘箋騰鰹蟹懸 職 勲妻難嚇8纏 蟹㌧艶鞍 ・

鍵量簸1繍達纏紳 灘影響1凱や都℃

(賦穴嶽鞭 蕪麟購 究1廊)㌔ヤ野 貴 瓢,鱗 環 徳 驚

菰 本 治

瓶心惑.接 難紅よ轟 釜無磁 現熱 麟オす蕎数翰薬物の影

響はついて研究も,す 饗に第 璽報轍おいて$。N黙董£.お

よびN懇 澄.が 験蕊輝麟効懲麟あ蒸こと並び賦N慧 鵡

の方が$蕊 懸£ よ琴聴の搾1麟効1裁の顕藷で轟導こ蒸を

報欝したが今鰭は 《逢総 重・轍1難,ぐ戯 繍 懸,翌惚 盛燃 《騨,

の影響鑓ついて鐵告す導.海 翼 欝 織を続繕し,入 型絡

核藩 撫潔工v株を接蕪し,ギ ツ」猟癒磯転後 黙£灘 を接

・ 種 し 翌翼よ1穿欝 鷺灘糠 墾の 変鄭を観察 し鵡Q難 鍵・

魏甑 お よ び 蜘貫獅 難 は 鷺。鶏《藁.接種 薫遡簡醗よ絵

盤構を初め 灘 縫醸続睦鵡 磯慧縦韓織 は 毎1讐一羅 欝

撫慧跨欝 菰飼懸 難混ぜ翼に2春 騰藩宛畷蕪皮下注毅 し夢

¢磁1齢 懸 は 蓉懲露宛皮下鑓蒙飛鵜 た.懸 轄醗融 蛇

ぴに 《二欝纏獅総 は共にK㏄ 無現熱 ご薄し搾凝効果ぶあ

嶺.爾 藩を姥較す懇と9難 鷲磁総 の方が郷細効羅は導

しかつた。災に海撲 熱 匹を稱いP糟 磁蒙蕪伽 総 毎 難蓋

-馨 宛叡盤驗濁漉為して再内賦注入も.鶴 様な実驗を響

つた。 籍 麟撫 蜘 欝 は 葦《韓無現象を繕轟簿細す 鶴

欝糟縣総蜘 魏 経欝投与は 鰹欝數のCo鷲 蜘 囎 漁熱 礁鷲蕊

し 獲藷な差を承藤ない。

董薄.灘 《響蘇 ⑳発疫お駕攣療法細⑳鍵用に溺して

⑳糞驗的研貌

仇 大細蕪)戸 鰻 慮 雄,武 谷 健 三渉

黒 淵 一・瓢,小 池 獲 淳二神 申 寛,

徳 永 搬,森 良 一一,萩 療導 鱗,

串轟 教 隆

われわれは化学癒法購によ難結核の発病 苧防の慧礎的

根鍵を得るために,約 窯奪導灘の愚ル嬉 舜 を欝い,次

の如き実験を特つた。

即も,穣 準 猟殿,峯NA銭 醗挫 瓢雄,お よび人型結核

薦の微量接種群の欝蘭につ い て,接 種薩後よ蓼-A難

投辱を騰始した講禽,お よびrツ 」騰転後 喋NA簸 また

は 罫》A$の 投与を醐姶した場禽の鉢量,お よび ヂツ」⑳

変駕を導察し,一嚢 蠣 検定壇したのち,熱 瓢全無 瓢蟻L

て人型慧のチ夢レンジを費 い,総 縛に例潔期鱒観察の

鈴も,金 涯を藩殺細検し滋つ臓器の建欝 霧導を鷲つて,

難澱 の免痩と化学療渋遡使鶯1の灘係を検討した.

峯アア.勤 物韓醸 慧嚢け嘉 難穣 養⑳増殖撫発疫の欝

究

(葉北 大筑研)海 薦名敏聡,海 鷲名購愚

縄 霧 義 郊,本 宮 雅 露,萱 場 薫 一・

$懸 系マウス轍欝熱粉晦錬獄石英や,難c蕪 のメダノ

ー る抽黙物,ヘ チ繋ザー}を 注射㌃て 董駕撫 欝糟 蕪瓢 勤

び鄭 燃oお よぼす鍵三響を検講Lた"

量)各 撒粉響洋 欝液を 懸 置1議マウ践の 喪下轍注射 も

聴跨後 猟鴎 を離無内接織L,繰 蹴醸こ粉簗浅蟹灘 響申

の翫蕪数を小璽纏地で定養凱 驚処,実 験Lた 購 種類の

粉簸串,騰 英および絹雲母では藏の増癒が最も強く,次

撫酸蒼鉛および酸韓錫では殆んど増醸を認めなかつた難

署英鱗家を 難《x豪譲種マウ践瓢翻 甑しても露α纂接並後

璽2遷1羅に粁および膿内㍗で 葺駕"は 簿強叢増鑛し鵡 こ

纏群職$餓 醗雛入醗濾を感染㌃てみ恭訟醗挫繭 臨増殖

㌃,騰 英が 釜駕蘇 轍よ犠撫疫 を高めなかつた、

2(駕Gの メダノー卿抽鐵物をマウス1こ注射す鳶もば

軽度の結核免疫 を得ることが出来孫が,叢 れを 難α驚と

併用しても免疲を轟め導こ義は出来なかつた強ア電 峯ン

紬出物 では 獄澱 の増殖を縫す 叢 とが出来なかつた筆
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㊨ 駕 心接種マウス鑓 欝 栂 変えて へ勢繋ザ…}を

注射㌃驚処,獄 澱 接懸後或購閥経てからヘヂ繋ザー 撃

豪演射 した群によ鞍強い免疲があつ鵡

1欝.囎 ベルク撃ン⑳多糠体翻分にウいて

(粛 北大抜研)菅 野 巖諮新 藤 瓢 藤

村 井 勢

私共は縫ツ濠液にア惣}ン,ア 亀灘一ル,謙 一弊私

穿購器ポルム三塩撫離酸を灘いて多繕韓細分(翫 欝 と難

鑓棄奮禽量 甑○鰭%,欝 γ!{(諜離薫がほぼ繊ツ 気茎21躍誉

紅樵当(を 得 た,そ の鱒でツ反賜性の綾核患者を購い,

欝ぶ および糠ツぜ〉高稀耀液裟対す導購幾率を凱灘と,

塾欝では 《夢冷纏 γ で 導%欝熊韓γ で2藩%婁".貸 酬で

憩惑%奮 烹γ で 灘蒸%撃mγ で!鈴%と 急上罫熱線を

爺 したのに対も,獄 ツは輔 稀釈談でそれぞれ 聡譲%,

総 灘%,霧 憾%,鱒 灘%,継 編 と霞繊的な上昇鹸線を

ポ した。

量た懸一一患蕃の轟側賦OT×OT,OT× 碧縦〉嚇,OT×

鞭,艶 鍍)・$×欝 と皮内注射 し,そ の力懸と発赤の大 難

魯の相蘭を見灘と,力 癒はほぼ懸力癒を示したの鵜対し

報灘係数 γ罵甑鈴,轍 磁,鉱 葡 とOT,聾 》ぴS,狂Fの

購には殆んど樵関を見ない,、聯懸鴛騰性賦嚢れてもそ鐙

発ポの大 きさが今述ぺた如 くまも塞もであ蕊という胤と

はツ筑磁を論ずる縫禽隔鷲まに出た胤とだ替で,峰 れだ費

で懸一載 搬はれ悉こ為は疑嚢雛であ難、

黛薄.響 ベルク攣ンの難窯泳勤的欝究

(販大微研竹羅結研(講 橋 雛 麟

(公立共済近畿中央病院〉 伊 藤 政 …

薄鷲露 株,鎚 瀦薇 株磯 ギツ藩跨電繋{泳動 職縄 し,舞 泌

熱 ザヅ」およびそれぞれのA.黙.心 、欝鱒撫撫 靴細癒懸

につ愚つぎの如蓼成績を蔑たので報告すa難、

電気泳勤では灘熱 ギツ」では(二 騨蕊難無 猶総鰍謙 の

鋭影と共載移動痩鐙よ融小なる 璽ヤ議蕊壼礁 が滅少する績

磯を翠す。また 心罫撒賦糞繍 除去後の鍵 薄では加熱"ツ 譲

は移勤凝大なる 釜ヤ撚童豊餓 の導明な滅少と共絵小な灘移

勤鷹緯 恐 羅轍騰 も滅少す導鱒鵜を示す.叢 れは癬熱鵜

よ穀 ギツ」含憲飾醗鐙荷電に変駕が還癖聾蟷欝磁磁難F撒 ・

雛熱黙の電荷に近い叢爵が増綴するためと考蔑られる,

従つて麟漁 によ軽《二継 総搬 翫㌶癬叢の叡量増癩,A.

難.欝鱒軸無F懸 蝋1繊 跨収數の減少を認めた。戦取麟線

では変駕を示さないが,力 麟は加熱㌶よ甑多少1戚少す犠

蜘 灘を承す鐸その1麟1麟によ1げ ツ拶〉心 欝鍛 癬雛罫鞭

蝶撫 捻中のチ鞭ジン燈は増加"婁懲 鱗懲を示飢

1雛.響 べ鋳ク騨ン溝樵物鷺鵜対す 馨撫熱撫緯 の

影導に噂いて

(棄大賦欝〉 武 講 徳 購野膏 木 良 婬

脇 黙総 洋

ツベルグ騨ン鍵造跨隙,藏 株灘たは培地鐙鵜違によ鞍

ツベルグ導ン産燦状況が歪1鱗綜 異む,特 に培地終家 欝鷺

が酸性賦鑛 くも跨とアルカ醤熱撒績く麟株鐙あることが

指機 されて来た、 ㌃かし現在で臨ツペルク亨ン原液を製

燈する1鵬 終末 茎灘 裟は無騨係に 加熱毅薄し,濃 縮 を

費つてお 蓼,こ の擁熱時拭お睦導濾液 郷 鱒;懸轍 瓢およ

ぽす影響についでは殆んど響慮警れていない 、

われわれはこ跨点㌶購し,培 養濾渡お訟びツベルグ賞

ン熱餓畿ついて検討を加えた結餓,甥 ベルグ婆ン懸性物

賛の 一部は 欝鷺載鞭細戴慧以下で撫熱によ融沈灘す愚が

噺れ斌 翫の 麟蓋震たは 麟《?。む紅鯵薫 し距場禽載は沈

澱銀ない樵とを認めた、、憲た瓢れらの力懸の強きは非撫

熱,騨 蔓7懲 修■加熱および 酸軽三加熱(藪 驚 擁 以下(

繕頓 であ 蜘 ツペルグ婆ンを製造す慈際1瓢は壇養液の終

家 継蓋を讐〓に入れ孫慧翫が必要 と考えられ導.ま た

培養液謙 継藁鐙変鋤に闘しては蔽株撒差と欝時に矯地成

分ぱよつてメく港く左露 され篠叢転を認めた.

1覇.縷 腔内灘出磁鞍総絢内に灘雑番結核ひ菌増殖に

閣す嶺欝究(總 織培鷺によ孫婁驗(

〈名古屋讃〓 畿病銑(篤 灘 一 部諮爾 成 年

杉 林 觀 窯,五 瞭総三部,大 野 敏 郎

結嫉抵貌性慧おけ難麟ゐ感作動物の激核細胞の総蕊1翼

係慧ついて,既 に$戚 獣,夏。-隷 等ぶ報告している.わ

れわれは蟷の縄題を追及㌃,騰 海騰囎}の 感作材料為し

て墨茎c難讐譲 議.牛型黒輪綜,難《x}を用い,感作鋤物の蹴

腔内導核滲撫細胞内賦おける結嫉薄増殖を,■ 常憾ル愚

囎i感 作式慧 ぴ脱感作愚ル騰獣慧菰ついて検討瓢た.

■常騰ル騰響轡》麟幽輝/藍核細胞繊お縫添結樵薄増殖

は を》響1三用 賦鰐成増蟻窪が講められるが,感 作鋤物の腹

難ぎ橿翼核細胞内鈴結核藤増蕪は醜者載比して轄成,鐸 制

婁れ懸齢懲があ鵜,蕊 た感作纏隷 こよつても異な導傾鐡

が議られ難.殊 に彗が繋を講い難感作轟凱おいでは死齢 徽よ

嶺も鐙鵜比して腹腔内嫌核細 麹内結籔醤む増殖は繋い ・

ようである,

脱感鶴鋤 撫 瓢ついては脱惑作方漁の種によ鞍異な導成

績が得 られた、、

婁鍵,導 核蕪に対ず導 鷺磨冨濃蘇欝灘⑳喰麟悸幣に鷲

す鵡欝究

(九大細薄)鎌 良 一

c.$総 緯羅 の方漁搬したがい 鷺蕪熱 細胞の 鱗磁昏

1響欝 壇養を懲い① 奮灘および弱毒結繊繭鐙細蹴内での



懸

増聴状態の撫愚,⑨ 細胞内結穣麟紅薄す孫挑結蝶麟の作

絹について実験を貸い次の断 婁誌を得た。

① 細胞外で 《認癬 彩成の強い 藩も 鞭 撫 細彗毯内で

は 獅織 灘域 が織弱裟職るようであ導無

の 細胞内で灘増殖の毒力が強いもぜ》ほど嬢んであむ

蔚 羅蟹ほど霧い蜘 轟駕 ある撫

③-叢 は織胞内外 焦紅 焦㈱2γ1癬 で 茎董二慮 ㌣株の

増鍵を韓制し,s澱 は細腕内の結核菌の増鱗を舞細する

ため毒こは 灘 賛癖 を饗 無,細 胞外跨繭載姥むて 沁触熱

聾量必要であ難.鈴 γ$鍵 耐臨 讐麟鳶 拳寒では 細胞内

鵜i蜜は 捻齢～薦齢 劉認 議で増難麟み為められた.

綿$。 簸搬導核症に献 愛薦 簸憩 癬《癬欝麟癒 抗体

と細細内礎系機能

く九大1蔓1騰内欝(離 秘 醗 茂,光 富 慎 轡

総 仁 騰,撫 糧 生 撚

蒙薦結縷症はおいて結嫉抗体と細細内斑集機能を経過

を追つて観察 し灘 簸関の縄係を追求した.ま た墨汁導注

賦て蕊処欝した讃兎に結核を発症せしめ鵜の抗休細細内

皮累機能および臓器断蹴を観察L難 瀞漉射の影響を追求

した 抗体偲 濃黛墨α藁接種群,離 灘薦接種群,灘 汁糞舞処

鐙後響璽 薄接難群共に接懸 簸難繕懲で.靴欝搬鱗 鐡を承 し

韓 ジ1～熱 難で簸篤は達iし以後漸次紙下した細細内皮騰

能は■鴬窯兎と比較し機能 驚進し然a体懸と細網内皮系機

賦はあ灘穫嚢の絹騰雛が認めもれた,、

1鑓.導 穣菌導力の欝究

導核菌体細分の鑓膿蒙蝿臼鐡球機縫におよ獄

。 す影響について

(販大微研 竹驚結研(蕪 獄 予 秋

弱毒結核藏今村 輪.蕪 株,蚤罵蕪株,強 毒入型導嫉導

今村 蜘 、磁K株,総7蕪 》橡,お よび難病醸性抗驗蔽チ

騰チ株誇薦綜よ鞍抽出 したひとつの細分を用いて,健 康

家鷺霞嶽球の趨生体染蕪所晃,運 勤遮嚢,簸 欝鍵1繍 に

およぼす影導 を検討Lた が,!瀧 結核〓株の毒力に撫 欝

単讐して導綴 拶醜 球の縫能 を緯導した。

この綴分は 黛岬慧%のN,L2酬L警%の や を含み,

鱗《)-μ にゼーグを書する級駁〓線を示し ビ舗レ轡》

探臨賜縫,濾 紙電気泳動では驗極に移鋤す難嵐つ纏蝋辮

ッ}と して現はれ襲塩酸賦よ難承解す墨と 捻 のア 業ノ

醗 こ分れ,一 種の 熱 騰麟 撫簸欝欝o太麟 と愚われ鵜

1紡。 結穣菌⑳燐脂質による赤血球凝集笈応⑳脇床

的欝究

(鑓療懇弩購 院(寒深 江 導

磯 大結研(蔑 稱 導 夫

結核薦伸野株のソー}ン ・ツベルク欝ンかも数つた夢

糖体,灘 融鷺及び遜薗株か鋸分驗した導量量賛を縷作鷲議

して,細 離漁球を用い,璽 症結核患轡,軽 疲患藩および

靴ソ!反 礁騰雛な難康蒋含せて 玉磁 名の漁溝 と赤漁球凝

藥獄臨を讐つたところ,多 糖体,蛋 霞質誇場舎は,璽 症,

軽度および鍵康藩を購わずいずれ恵趨度の購性薫応を簸

したが,燐 膿賞の場舎は,璽 症警は高度に,軽 症藩は軽

縫鵜健旗轡は殆んど陽挫簾礁鷺呈しないか,或 は盤して

も極めて微弱な反礁であつた窒

病 態 生 理

(言欝疑量 隻馨藝酬 叢黛学讐 蓄憲2蕪 野§譲野麟 導会蕊導)

1総.ス 塾勤ヅ ト響イシン偽結穣に懲藥し海生藩⑳

轡驗慧およ羅蘭影導

(導取大聡繕納 科〉 申ノ森 塁震

骨糠の粥 孚綴織籔養を費つ禰ご,鶯髄 跨結嫉感惣 こよ導

変化及び黛れのs懸 治療鑓よ灘影響を還た、あもか鴛

め結鞍に 感塾せしめた蒙懸 膿s懸 を達難 暮燃麟緊薄 宛

慕が 欝慰 謝 す灘と,鴛 較成鍵藩懸粒欝喰能はと臨妾鴬治

療蒲織比L充 進し,結 穣藩欝喰能は幾下す蒸。治癖 蓄/翫

後 懸 蕪難では鴛較成鰻黛 二灘鞍貧喰能は穂溜懸下し,

結核麟食喰能は1翼 騰鑓磯を示す.$織 笠鰍 建 醗難三薄

感塾および漣簸家懸 こ濁様跨処澱を曹つても以上の様撫

醜縣は縫られないゆ

来濤療樽繕核患蔀 瓢$縫 峯蒸《覇 鰺灘療演 を費いその鹸

後に骨髄嬢養を行う払 治療後の骨髄機能は寛進す難。

$灘 を 繋奪撚慰潔藏宛 鷺 難丈注毅L鑑 時間縫に骨髄を

採 琴培導す愚訟鷺較成提轍墨織欝喰能結穣藤叢喰能はと

もき獣慮進を紫す.

また濾療藩後鐙礁漿で購離に欝蒔に欝…の縫t嚥窯蒐の

骨髄を培養す惹と治療血漿は難漿窯兎骨髄鷺離す蕎毒懸

が滅弱 してい灘。 縫康蒙強 こs纏 を投与して毒こ鈴灘

懲は慰もれない,,

W.細 繕内導穣菌増殖に滋よ獄す饗一華ゾンの影

響

(結嫉予防令結研(岩 聾 灘 蕪事,欝 武 洋 導w

実験結核癒 畿篇一チゾンを{禰1せ悉際蟄結嫉症の増悪

ポみられ,病 蟻漢綜の舞麟と繕織内薦増殖がみもれ嶺傾
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講購報告 婁れてい嵩、この鰻 羅蝦 禦 機構の璽要な鑛争

であ導単核継胞瀕 鐸簿な導態度 を示すかにつもて検討し

た.麹 づ嚇ル騰 舜 癒灘一チゾン処凝し,そ の腹腔内購

嫉郎膿に結嫉繭 縫$7R》 を喰藩せしめ禽薄称とLて 灘一

ヂゾン溶嫉処鍛,無 処職の勲物の郎胞瓢もそれぞれ喰麟

せ しめ,綴 織癩養轍よ鯵それ 毒総鞄内結俊藻発育につい

て麹較 した農その結犠欝一チゾン処縫群では,瀞 媒処羅

群無処躍群に蜘もズ 細灘内結核 欝増薙1瀧轡灘であつ吾

や灘 繊簸地内に67鋤 蕊で灘一チゾンを加濠た霧給 賦

隷藻を認めない.ま た小類培地に諜一チゾンを含轡警せ

驚懲の上での結籔麟発育は紺称 と変 鞍な㌦㌔

璽総.肺 結棲に欝蘭愚齢麟療法趨行前蒙万⑳鎌外分泌

機醜につひて

く懸立轍1瞭,織ll大 灘鐵外翰 鷲 木 安 憲

胸騨成彫繕1$編 癬糠勢除衛27綴 について前離後の

漁液ヂ7ス ダーゼき題濾7ン チ》撃プシン潔撫漕讐バー

ゼにつぎ検し次の結果をえた.

!)蹴 俊ヂ7ス ターゼは肺葉切除前,胸 前成膨前,騰

難域切除の麟賦上興を承す事が多 く欝肺切除前では出癬

鍛の大小盤手前時総の撲餓き禽繕症 等によ鞍饗勲の蕪が

み もれる

2)癬 漕7ン 攣》乳1ヅシンは蟄肺騨成形繕糞鑛窮鍮前

載おいて前後$日 幾にそれぞれ鹸高驚を承し撃2$灘 難に

繍前肺簸に俊す嶺、奮併症では慧の時期鵜前麟櫨復帰は

み られなも姫

5)漁 溝9パ ーゼは,前 後 慧～2箋 繕韓よ1欝変化が現

轟藩2編 鐸にいた導も前購値鑓復しない臨のが多い。

演総.肺 く気管 ・難管寅)内 灘縫,欝 に鍵濁内濫度

に携す導硫 難

く欝大鰭企内料)萩 原 患 文,寧菅 野 茂 雄

佐藤二慧男,本 橋 昭 三,罎 購 難 舞

麹 林 功,大 野 泰,串 稲 纏 ぎ

(日大第一生理)岩 本 守 撚駕

茎.羅 的;気 管 ・気管支内温表分辮および嚢溝内滋糞

を畷かにしようともた.

慧.方 法;内 径1騰 羅 の ポ彗講チレン爵テー勢ルの

一醗にゼー ド型サ ミスぶ一癒封入L,簸 蝶はホや一}践

峯ンヅ撃囎ヂ繊路籔接続も,讐 の不準前電雛を呼暇轍変

前 赴訟も窺電磁オシ撚紅誘導描記して温産および睡戦懸

線を分析Lた 離検査懸表は健康響および!蕪疾患 簿 鱗で

う爆20織 激犠溝内温蔑を漢弩定した.

灘.戒 績 ほ)鍵 常気管および気管支内灘畿分嚇;⑧

分麟部で最無で婁宋構慧行 くに従い主昇す嶺が,鷹 騰温

を起蔑導樵とは徽く.第 還分綾部 よ離姦舘輪 撚 までは

呼吸盤変勤がある、⑤防の撫霞鱗および各潔1葉の答譲灘

麟気管支漏慰 灘驚懸一であ灘.2)撫 溝(内 壁および内

難)濃 嚢載つい鱒 二鱒塞溝内壁温は 馨6灘～37灘 ℃ の範

醗で,流 腸温よ鞍は低いが,欝 蕩健核気管支滋よ蓼薦い

⑤欝撫難大空溝では37。2岬 瓢4℃ で鶏郵大鉱 熱では

3載S揮37護 ℃ の如 蔽驚凝範灘難慧大 港い難 しかし撃呼吸

によ灘変動はない難㊤獅 総の所在(蕊 霜懸 研 簾 懸)に

よ墨灘縫藻はほ蕊んどない,,

1難.肺 結核漉の肺尖隈鶏雛に灘す轟麟究

(九大結蘇,九 鷺病鱒 舞 灘 勝 こ叢,彰 撫浩太郎

澱 中 健 藏,欝 麟 徽,罫 ミ本英 幾

表 野 道一難 寒藤 鐵 蕪 文

舞麟繍 が発蕪した 立繍説灘よびs撚 織 の発表した

撫藏説を追試しさ嚇 瓢綴春の灘え癒聡禽して藤搬懸驚難

に騨す導実験を行いその都鷹報告Lた.

表兎裟おけ嶺騰撚子の防擬繁慧醗す難実騨 隷 鯵,上

下大静鎌よ鞍藥 ま磯撫液は撫心内で充分潟禽霞れ孫ので

はなく,露 心跨 識で運ばれて来難経賂とその欝の動物の

鉢糠裟よ鞍震心内か晦肺裟分奮する癒騰の漁讐力学的灘

熱が変㍍し,表 難で爆熱畿。て静離内に注入麟1た 縫挙

の肺た穰 に分聯す犠鄭は毅静燕注入群載熱べて欝静賑注

入群に参い蟹嚢塾瓢ある

惑糧 瓢われわれはキル靴ナー騨 愛聴 弩むべ識シ蓬)ン瓶

申猷て略 灘々薄 大の結穣麟麟機を作 奪彗導慧とから黛欝

秘子裟代轟結核繭藏塊を驚いて象灘瓢漁蕎雛≧難感染さ鷺

実験的に防尖載猟謙雛の病巣を作難欝的で家蒐70聡 を

俊灘し,麟 塊注入後毎 灘綿 時総立繍癒保たしめたもの蕊

蕉常癒に保たもめた毒の夢灘 讐万少の藩塊注入したもの

馨の緩含せを行いそれ毒の病蟻を肉鍍的夢郎戴学的謬繕

織学的畿検講し瓢,欝 静灘よ絵傑少の麟塊注入もた群に

て数驚の孤在蛙被懲韓肺熱が齢主藥,下 葉背部鑓好発す

灘傾趨隷あ燕翫思われ,毅 静鎌注入群噂は繊灘的に肺 前

葉鑓病樂を認め燕に蕪し墾葺静鎌1曳入群では離藤に鷺し

肺慨藥轍病巣嚢認め難蜘 鹸瓢あ蒸礁

すなわちS難1撫 の撫流譜および 懸磁蓄鍵 や 翼撫改 の

立乾説を契証も薯も賦郎門撃ンパ腺の蕊義をも撫味聾た

三次結核癬の 騨ンバ撫響盤の趨 輸噂に1つ の 立場をえ

た鐸

演麟.む ぎ轍 麟攣量継㌔ 嵐餐驚鑑火難投蕃白2灘瓢熱け

導糠稼病癒状の糞癒1纂讐叢墾℃

(難立た販療)灘 知 前,絵 本 織 は

欝本はAl1蝋 撚,()滋 総 鷺よ詠,古 武等はX識 雛撫・

鐙鰻酸(X識)慧 よ轄実験的前謙病症状の贈症 を報告L

た、薯藤等 も 侮 蜘 総鋤 総く窺s),灘 流逮灘 投与筆ミミ騨 鳳

丁耀欝鱒麟糠 を盤祷せる騰禽その嶽ゆ総X∴ 触警凝 妙轟
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獅轡 靭灘 糠癬鷲 の増盤を認めたので§かか導場禽獄お

け恐撫糖および尿繕の変鋤驚蔑欝防篤蟹食郎一慧て飼欝せ

嵩撫鼠に 心.$.脳 糠 の大鍛を投与しお際の撫糖および

尿前の変鋤 を俊討 し以下の成績癒得たので報管す導職

① α$脳 蕪 達雛投与撫鼠(塞 本食飼群)に 丁糟鋳

鱒擁総 を鎚荷せ嵩揚禽 《∴$.投与鋤物鑓おいて藩購に,

難1葦撲与動物賦おもては 串等鹿の 撫糠主昇繁縁糠の繊

現を認めた,,この!万漁糖状態は 掛》3欝 持続し吾

⑨ 蔦謄防縄蛋撫講群において 《二。$,灘 鷲 は投舞簿

ゐ対照群との購蝶漁糖上昇繋羅糖賜撫鍵欝X.Aの 尿串

欝澱等において藻異を認め,麟 審が高嚢であつた.

⑧ 高叢醜禽鱗群については藻下実験継前中であ萎.

1搬.肺 織穣癒鵜勲け番惣灘欝解翼載に礁液水分慧

の離度につひて

(鳥取大石療内繕)蒸 塚 康 雄
一般に締結核 灘こおいては

,聡 偽,選 核挫 縣,顛 慧,

鱗 および 漁 厳 臨は減少し,叢,総 爆縫黛は増藤 し,

ぬ は軽縫に幾縫 を示す齢漁滅水分は増量す愚轍以上の

変動は露症瓢繧 く穣よ鞍饗進警れ孫.

撫学療法 を実継すれば,好 転軽快魑載おいては,縣,

魑慧,鱗,N蘇 および 繋副蕪沈は烹舞し,K,総 蛋白量は

低芋して健灘薄照総に近づいて来灘漆鷺,こ の変化は§カ

月以ま菰 三灘つて漸く理1れる、

午令の雛移綜よ悉変勤を鍵、嵩払 老入糠結核において

隷,総c蕊,遜 新輯三《譲 が増灘して健康対照紅逡 畷(は

鷲午結俊 よ鯵甑Fし て 鱗畿鷹 臨はよ姻t昇 し,懸 慰,(二翼

には鵯変ないぶ,漁 液水分灘は輝つて減少し総万霞難は

増加する

結俊感染表菟は,c蕪 は経過と典に減少す難ぶ驚兎に

著しく,鎌 慧は滅少 し,Kは 増雛して 漁!K撫 激紙下

の麟織を敢嵩が老兎は軽度であるN議 は殆 ど変化なく

◎ は俊下す犠が老薙では殆 ど変鋤な く,撫 濃水分盤,

聡蜘 撫灘は増藤する

以烹よむ肺結核鑓おけ犠講繋皮蟹機能の畿下繍醸撒,

老入結俊においては少く撃17・K$欝溝蟄ソーン勢ス 峯織

おいて懲欝様の結織を得た.

欝3.肺 結核鳶ウ繋ベプシン

ぐ九大撫縄内科)光 題 旗 聾

(福醗県立逡鍵療)輝 、笠礁 実,武 醗 欝 久

鐡 代 久

An織 のへ讐プ演欝ぜン改良法によ鞍肺結撲患蒋の,ウ

繋ペプシンを測定Lた 崇 健康春32磯 の事均簸は 焦藤

であつた瀞欝2名 の結俊患蒋のウ欝ベプシンを病型顯鵜

晃葛と璽癒2。欝 中等症2。鱗 軽癒2.20で あ む健讃藤

鉱態し聡かに縫縫であつ吾 韓瓢 撫沈,欝 藤,轍 灘療

法発病よ鯵の期醗等とウ灘ペプシンは鞍に藷聡な灘熱隷

鷲毒れなかつた尊胸部撃繕弼(饗 甥 除 慧7粥 胸成3働

の前轍 衛後のウ嶽ベプシンの変動は聴禽で事繕後急激

に増加㌧3日 欝で最趨簸 とな1)約 鐙 欝で前前に僕した

ウ繊マヅシンと/聾 ケ}ス テ鷺イギの灘係 を結俊患蕊 欝

鰐で見灘と綴灘藻数 嚢,$1で 嫌か載棚濁凝係が難られた

郎切除患蒋 獅 劔の衛前前後のウ欝ペヅシンと/7一ケ 峯

ス勢糠イ前の変動は大体慨た麟線を欝いて増滅 もたo

簿4.肺 繕穣癒訟騰翼代謝(第3報 〉

漢病の経過と撫溝騰質⑳変勤灘⑳閣違識びに

結嬢麗解の騰質分析について

(鍵鋳大幾熱内科)井 上 満 治,森 光 正 鶯

論 縫 紀 孝,井 上 章

結俊患 藩離灘 擁鞍質の 変化を疾病の経過 と轡費 して

観察した結巣雷悪化綴では大半漁漕串燐贈欝の儀下 流懸

亦軽映鰐では講様に大半増加す悉のが見 鑓/た 導黛つ懇

化灘 畿は…溺も増加す難恋のが絶られなかつた燈絵驚シ

ステ欝一ルは大Lた 変動嚢承 溢ない臨のぶ多かつた黙変

弗Lた 綱では繕様賦悪枇弼では鰻下し軽快鋼は増撫の俊

1醸菰あ嶺様載愚はれる

更 に嵐共は膿質代謝に密接な騰肺も禽す薦肝総織の辮

蟹の変化を結嫉凝肝繋舞結核轟肝畿ついて鶏鞍鮎結核羅

肝では膿肺肝の鑛疲が高いことを傷学的分祈によ離確認

す蕊為共賦その欝成購蟹は大部分が申性灘紡よ鯵な悉二

為を知つた.慧 つ結俊騰群では難結麟髭肝に比し燐贈賀

の総騰蟹沈は薯しく滅少し羅つ酸懸の増大,ぎ磁 磁の儀

下 を灘嚇す導瓢とぶ繊来た噛以上の結集 よむ結俊癒にお

縫犠贈難代謝は燐騰蟹代灘に異常があ葛もの と藩え災に

この点鑓ついて実験を進めている

壕鱒.肺 表懇(憲 毒なて肺縫穣および肺癌)に 濤け

薦搬溝酵繋葱 継よびサ継ヅ繋テイン比につも

て

く題大沖巾内科)本 総 嚢演日薫,長 沢 溝

彦 坂 兜 一,窯 上理一郎,膿 部 欝

書 懸 溝 一・垂松 晃 裕諮轡 川 繋

懸 こわれわれは愈溝の 瓢麟 沁 融無7轍o灘騰黛 活挫

驚が蹄疾患において肺結核および癌以外の齢羨患では黒

欝範灘内にあ嶺のに糠癌では蔑い簸を紫すことぶ薮い瓢

とを述べたが,翼 にA1蝋 磁 鴨 熱賦沁 畿無ダ撤鰭㈱総

と共賦従来灘定因難 と婁れた 丁漁 総 纏o鋤 糠撫 蓬鱒驚熱

購総 の灘定を実施/♂た断,こ れは1滋 償1心畿轡 盤曜穂・

懸総 よむもむしろ趨瀬 瓢防義藻轍おいて高い繊を蒙ミし舞

更に 無1驚 欝麟 薫驚 の綴が少いので撃臨球的慕禽慧万か

と麟え毒れる

次轍既に肺藻患において撫溝 鎌轡鋼o憾 灘 姥が大 港
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くな導礁とを報告して来たが,わ れわれは更臆その後の

臨灘纒を集めてこの成俊 を鰹認した,

馨総.婁 験的結穣症に齢け箒腿⑳ 《1養騰撫穂欝紳 難

鹸総 訟欝騰肺灘凄の醐係について

(畷立村出療〉 水 野 懸 光,秋 霞干太郎

鈴 木 演1ご㍉㌔ヒ纈 淳 孝,植 野織久雄

〈東京道大生獅溝)鈴 木芳太郎,高 濡 慶 講

董触蕪翼慧よ導と脳はその幾灘産物 を騨紅移送してい灘

しか臨 綜諏癒総 はその一つであもうと述べてい導箒 ま

た結俊艦にて騨購肪は増大してい惹ので撃瓢の{灘011総

為肝膿肪との闘係 を検討し鵡 騒 轟0茎繍総糠織驚 の

A畿 量疲 ぎ(以 下(二鮎撫 と記す)慧 およぼす講織 叢蟹磯

能について実験した燕

1>蕉 常マやスの肝購駐量は単均!。鷺%で あ 馨脳く1鉢

撫 は脳1撚 慧墨鱒 平均 鑑熱 璽 である壽2)黛 常マウ

叢(に《灘綴 鱒驚 注慰Lた 嚇禽は騨贈肺簸は 撃均3。7%

で鋒欝筆を盤し(撫 ・撫 は平愛鍵難3雛鷹 とな孫"3)蕉 常

響轡ス紅()心4油 射した場 禽は絆謄肪爆1は単均3護3攣 轟

で騰肝を蕪し α £黛は 慕。漁1暮 である薫4)結 核マウ

畿の騨難欝鑓鷺は華均2ぶ 難毒で正常響ゆ)(よ 蓼増大㌔て

い愚。 また 心1鮎撫 は畢均3護 撚暮とな畷万か華こ増大し

てい慕.の 結核マ轡ジ(識C鍵 撫o雛 少 量注懸した嚇齋

は騨肺肪鍛は午薦1瓢 騒%で 騰肝の発現は畿い。しか も

心熱撫 は単均 乳懲 罵 で増大(〆てい薦.の 結俊㌣ウ隈

鑓 く1£茎嬉注騒した場合は騨謄鞍鍮 濠平均 銭ぶ7騰 で籍曙

な騰騨を黛も,《 二熱撚1畿 三1芝均3./搬 窮 で鑑常と大蟻が

ない,、以上よ1)結嫉㌣ウス1譲麹・て 《工熱撫 は増大する

が,就 購騨脅鞘 を発揮す鴇穫 曝蜘ll総 は産鐵婁れな篇・.

結簸マウ澱 こ《源前婁蜘 韓 少 犠投与の嚇奮競 は 犠 ・勲 は、

驚かに肝購癬 を減退せしめた無

欝7.糞 験的結鐵症に灘け嶺総網内縫系機能⑳薪究

(第 轟報)餐 種 統結核欝霧幾等の総網内震系

機能に勲よほ蘭影響につ躰て

(獣一讃大小購内科)燃 購 憲 霊諮禽光 党典

懲 こ教蕪糞の講難撚,翁 氏鶏醸球法を耀い畷実験的結接

症獄お縫器継綱内皮系機能癒探求し,結 俊感染3カ 月す

れば欝その郎網内皮系機能は正常よ難遙に甑下す犠慧と

を認めた恭われわれは各難結核講轡灘投㌻が菰の鋳期の

獄 薦細網内皮系機能㌶およぼす影響を検索した.

貸 各種抗結籔麟併鱗一耀投与 鍛 時懸後の健縫家兎

瓶

s麟 遷夢A$貸 餐懸/嚢鎌肇を難ASま たは 欝AS瞳・鑓A鷺

投与難康家薦では健康無処醗家薦の難と略禰磯嫌で,影

響は認めなかつた.然 し 難A縛NA鷺 では常紅機能銭

下を認めた、

2)各 種筑結楼韻併購…麟投与 雛 蒔1慧1後の結核家兎

群.

瓢1擾 》A$+叡A蚕 蓬,s熱1一ゆASま たは 羅A難 垂・欝轟s投

与載よ孫結核表菟総継内皮系磯能は壽霧購載繊復し蕉常驚

に近ず くが,難A+瓢A難 投与は殆んど無影響であつた一

結 核 菌

(嚢欝簿難!嚢繕瀕》2(》嚢難 鐸2蕪 醤遷餐覧轟舞 心畿鳩)

暁 糧3
.結 嬢曙漢培獲前懸澱法慧熱け薦騨薇溝盤翻の

応鱗

(礁次 ・細戴)伊 灘 博昭

賜 ぜオろ 陰 イ愛ア熱び瓢薄 ぜ愛ン各界藤澱鷺1郎のそ

れぞれ導難撃3種 並び鉱3種 を供試じ それ毒の雑懸購

鳶籠登結穣麟簿審度など鷺ついて予め検討したのも黛騰

イオン界磁活性購の 叢っであ葛謄ザ_ル をえもぴ出L肇

これの/%液 賦等量の蕪%統 鹸水を添加した臨の裟つい

て追究した結果これ拭よる牌褻の講処麗法は騨癌の均等

ぜ吾 結麟麟の発畜陽樵灘および雑蕪混ξ熱難点率載おいて

撫来の§%硫 酸法または轟%欝 懸 ソーダ法臆多少と臨譲

諮嶺ものであ嵩ことを擁趣 得た.

1黛登.シ 騨欝ン被覆 叢撃ぜド培獲法(瀬 ◎ 灘応

鱗(第3報)

(京大結研撫学療法蔀)内 藤 益 一一,書 難 敏 郎
寧津久醗澱次,乗 講 一郎,訟 島 留 蔵

井 本 撒 翠

第3/夢32織 本会総会慧引続いて今灘はその後の2襲

3の 臨懲1こついて報告す難、

A.金 蹴液癬液緯騨 癒垂瓢よ愚結核麟墳養に灘す灘応灘

:欝 は 撫7糞v株 撃灘礎培地 といぐキノい菰ナー変法培地

を飛いで凝漁防止繕の撰択肇填養に影響す難諸麟子を検

需して方法を確立し多靴学療法麟被撲与藤の全漁滅航藏

力の消蕪を本灘で観察し欝懸事を畷か織し鵡
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瓶 喀疾申結核麟の題鐵および藩鍵ll検騰(特雛醗擾法)

の愚逮織 瓢対する応懸 二s就1繋瓢 灘してい慈驚鱒 黙法

を絹いて喀経申結嫉薄の検罵を試み好成績を得た幾 意た

種雌の誌礎実験の後 鮪C法 で単期賦検撫 したス謄イ前

上の締鱗蕪を辻のベンヂン法慕よ絵繭液を作成し罫鵡れ

を再び$S《)法 で醗替i核蕪す難樵撮翼よ蓼欝闘接法の坐

!講購を2解3き 麟雛醸 繍螢糺 得た.

200.綴 酸ガ鑑加窯窯磯境下での結穣蕊⑳増殖

第3鞍 騰酸灘鷹,瓢 愛午ン撫騰肺酸の購係

(寒熱叢大瓢内)窯 来 善 次,辻 本 兵 博

小 騰 徹,雛 蠣 掌 介,薄 葉 滋

主 繊 義 一

壊養鱗鱗へ添加した α㌔ の結繊憲(α)黛 漁臨株)増

餓捉進辮 難を醗換Lう 灘薬凝を検討し攣併せて垂種 貯の

鞭肪鹸の麟増殖阻1難作構瓢 対 す る渉ビ愛壁ン鋳およぴ

℃犠 の影響を実験L摩 次の縫な結饗を得た農

〈/)培地へのぜオチン添擁壁が灘当であ導為結猿麟の

増聴を縦進するが轟濃慶で憂訟却つて羅 翫す騰(塞 欝 衿

総o難加犠気申では1総少歎でも輝つて増蟻を難癒す灘.

(2)オ レぜン酸(鵠71煮 の蟹ぜ愛チン礁 騨 ㍑ 〉罫7ス

パ糖ギン礁撒鷺障の を慮秘講蒔1こ添藤した培地では 心病 .

鱒 露懲を殆んど置換しう騰(塑竃串).然 し蟻独あ1蕎いは

瓢藩織禽せでは不完黛であ嶺、

(3)濡 酸繋プ繋ビオン酸肇酪醗竪靴 カヅ鷺ぜン酸塁塑

ナ/ン 酸野オレぐン酸の増懲鑓ll二作絹は 心(隔中ではか

な1)滅弱す為離

(4)ビ オチン添癬す灘訟犠簿1婁でも賢プ繋ビオン酸の

縫の辮紡酸の灘l/ゴ特撫壌かな1擁薄ま軽雷 α義 ぜオチン

薬薄す導といつれの膿肪酸の懸出窪懲も殆んど競われな

も,茎

2麟。 結嬢翻微総簗藩の攣期検灘法 訟難ての濾紙壌

獲法

(懸 勲紳奈川療)寧 伊藤 慮 雄,杉 幾 育 男

織綺 華i表塗大1邸 苓出夫

簸欝o煮癬無驚 擁礁熱磁 鵜ついて種凝検討㌃濾紙培万

法を改幾考業した.す なわも糊膨壇地灘灘賦濾紙片を接

藩せしめ,常 法櫨よ鞍処灘構擾 を(1諜¢叢接種し3耀 捻

日培養後濾紙辞をと1欝出し?物 磯 罫主鱒のせ罎建滅薩の

た染癒し,弱 撚大でその微細集薄 を鏡検する、濾紙片を

と曇)撫した壌地は謬びゴ轟・挫 を施(〆引続いて培万を続け

うるので1流 ・譲地で培養成縫 をも観察す導ことが撫来悉

394件 の患 翻馨擾紅隷 塗導鑛養賜性率は1醸 件(42。繕%)

であつた尊濾紙培養によ燕検繊灘は133磨1《34%)で あ

つて内誠縫壷み難翫球養 緯 日および 鷲 日の濾紙藤上

微纈集藩の俊撫榛轍 讐れそれ114件(29%)婁/27件)

32%)を 紫し た欝 日および12日 培養の 濾紙片 を 訟

1)出Lた 培地 を再びゴム縫を施し培縫を継続す孫と肺

無の壇養賜鑑率は 叢齢 件(3醗の春後書のそれは 慈3樽

(4/。4%)を 承し常溝の韓養曝鶯率(42灘%)と 概ね難

鎌の成績を承した本溝は結鱗麟ぜ〉愚速検出法として要に

惑鴛容懸 慧縫羅 熱来愚。

2縫.病 表内結核藤の欝究(入 ヱ的塗抹磯鍵培養瞳葱

牲驚につひて〉

(綴療梅鎌光騰麟)慧 編 太 郎

病巣内,殊 綴灘鎌挫病嶺に隷 ナ騰塗抹賜性 ・培養縷盤

結鞍鹸賦ついて撫学療渋の影響 と共に病藥の物麗翫蟻的

環境をと奪あげ,乳 鹸処懸によつて塗妹騰牲培養険性議

を作製し欝繋一チゾンを縦いた海篠でその蘇生誹病醸性

を追求した.

慧一噺ゾンアセデー 卦薦 懲黛心鳶のもの艦2心鷺浄プ鎌

キ濃 欝嚇2撫聴 の大黛を構い菌接種後24日 闇繋 また

一蔀 には接懸濾2還 よ絵接鍾淺2懸 叢筋肉内注編 を鶯い

30解鱒 日後麟 殺麟検一し吾

乳酸処騰2週 醗の誌のは繋一チゾン群でのみ糠および

婆ンパ賑か も薄の培養が可能であつたが撃乳酸処雌3遷

以 上の麟接種纏は全測険雛であつた鄭趨織学的蕨見も亦

3薄様で3遷 以上の麟は結核 灘病変を起し)ミなかつた"

茎蒙37飛》接種前物群では 慧一ヂゾン使蠣獣からの臓器

遅騰 賜輯三灘がやや高かつた。

塗抹購性驚養陰幾結鞍薦の一灘をうかがい知 蒸叢とぶ

授!蕪嶺もの毒考激灘.

2給.疇 湊塗抹糠本か燕灘検出繕核藻々数に墓つい

た培養集落数の推定法

(掴 め 寒震 慰 豊 穂,吉 瞭麟之防

均等轍された購痩1麟 喰 欝を・…定範融 こ塗採L,一 一定

視野数鏡検㌧て雲携野脚魯蕪数を算出し,こ れに基匙

推定式,推 定ダ狸7あ る ・は蔽数区分表によ蓼,発 生表

落数あ灘いはその 蓉撚貫 を定め,こ れによつて 計数鷺

漁した簗薄数を得 導ような稀釈段階を定める方漁を述べ

る

喀鍵iおよび 猟X獄 灘孤蕪紺液の塗抹擦本 を塗燃叢撫轟薫・

総欝勲磁・無轟3撫 濠で染総L,検 出菌の凡てを増蟻欝能

とLた 騰禽撃緑にそ窯鴇鰭のみ凡て増殖羅能 とした雛奮

緑載そ 窪孫薦の内ある鰯念のみが増殖しう難と㌧海場禽

裟ついて検討した結果,最 後の場禽鷺実灘鱗と推定簸と

は蝋 もよく近戴することを知つ戯 、推計学的に推定縫の

欝頼鑓闘をしもぺ導と掛的申灘は 簿%程 度であ馨が饗

集落数乃蘂はそのo継 鍵 を略 灘推定する瓢とが出来轟

ので食黙常の薦の定螢的検索に応灘しう贔ものと慧㍉

2麟.表 菌法灘よび集謹螢光法によ悉継核菌の検鐵
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(福島医大,楠 内科)楠 信 男,門 屋桂太郎

熊田富 貴子

懸村氏簗繭法によつて壌養法鵜遙かに優嶺藏検撫繋を

得た瓢とは,先 に第 欝 灘棄北櫨方会緯て発表もた魁

舟鐡は翼畿集菌成績議臨床所磁との衡連慧ついて灘報し

更に本集藻灘 瓢螢光染融を組み会わせた成績 を述ぺる

叢法:集 薄法は細部で異な導点はあ導ぶ,核 講琳 源

法によ添、菰れに螢光染亀を施す鰍 釜には遠心操作の離

に7講 ノールフタレぜンを標掌薬として,雛 塩鹸で中

灘もておく必要がある

載綾:150導 鯨 こつ愚蟻塗(一一1/。3懸欝集薄(牽)34。9

縄趣培養(9紙5%で あ1).鏡 険(十)培 養(一)は

病難懸では夢1V皆 難塗畷,X撫 艶鵬V型 の瀬瓢少 く拳

讃A難 醗臨 謙こ多硫、51}糊 紅つ 憲擾期遜求す纂と軽快

鱗で隷羅塗(一)表 蕪(一)培 鍵(一)を へて薦険性化

する

表蕊法に俊光法を応構す猿と約 緯%の 検出増撫を欝

る

結前 婦ヒ学療法の遷 無によつて培餐(一)綴 の多 くな

やた現在夢麟検出は単塗 と培養のみでなく誰集薄または

万蔽螢光法を 臨行 う瓢為を定騰とすぺ愚である

⑳5導 結書表菌⑳振滋籔培養叢姦つ義峯て

(武灘研)土 屋 醜 懲,三 牽八俊膨

鷲鐡総 俊灘鰭養機を俊驚し 丁騰 礁一A茎擁 総鎌培地に

よ慈結嫉麟の俊磯塘養を獣みた.

驚欝鰍籍齢 は 蕊%の濃万に加颪たと愚最曝鍵好な結果

奮得た。

鷺騨蓋総 麟総騰 歎麟lo黙Vは 簸終濃慶1%を 必要

毒する

俊灘糟養では培地 勲撫1駿0麟 ㈱7難 培養の10榊1稀

駅1癬 を燐えた揚合までは 《)癖餓茎o磯 織7(α 釜〉。〉

麟増加す蕎ぶ10 2稀 釈1麟 では 《)灘.の増加は認め

毒れない.し か難に静縫培養では10礁 稀駅までo。o譲 業

増撫L吾

結俊麟の増殖を0灘.総 藤数,生 蔭単繍,お よび乳酸

購水潔酵舞漕{生によ嫉遷求した結!築に ついても報告す
'幾5
誉

俊澱塔養慧よ葛結俊醗の 《}麟鍵麟1撒 丁無 融謙多 くの

麟株で20鋳 購誌後であつた鱗

尚結鞍藏の 麺慧麟 懲撫沁 な発欝は振難嬉養に よつて

簸長 警れ導蝋とが認められた.

2総.結 核藩の培養に閣す薦欝甕 第1報 灘樵俊

慰天培地の基礎麟欝究

(麟皐県衛研)杉 谷 響

近午,鷺 勲瓢難,W雛1繰.A燃 蹴 糠黙万等は結俊肺の

壇養蕪として,卵 婁織漕等に代えで奨活性簾が利欝欝れ

得 孫ことを報告鮎た,、

そこで,藩 藩も 譲 た,撫 輪 蕊礎塘地裟寒天および

溝性鎌 を撫差た塘地かも出発 し,澱 轍鍛 の濃蔑,培 地の

緯 夢グ婆セ婆ンの濃表養各種題機壌類等糞嬬地の組成に

ついて,灘 細に検講を加蔑,小/l賠 地と懸等に結核道を

発育漆せ得 愚活性撰寒天培地 を籍案した。

実験紅は野 縣遺撃株および轍学蝦法檸鳶申の患憲の

塗採騰盤喀痩を矯い謎小川培地を薄難 と1し繋種 荷の接種

漿で,結 俊薄の発育速度,発 育集落数,お よび集落の大

瀦 の3離 魑 ・験 諭 た魁 藷憲の考黙 磁 地は

蒼置1講v株 においても要 叢た,患 蒋喀綾において懲夢小

鱒培地為ほぼ懸等の成繍を示瓢た灘

猶欝をの織欝紺成綴灘し繋奨味あ騰2瀞3の 知鷲を得

驚ので豊あわせて報告す悉轍

207.饗w総 轍藁欝 撫鶏郎培地について

(結核予防会結研)寒続 木 正 大,斉 藤 悦 子

A)K撫 難04(1惑 慰)(漁 轍撚蕪驚(1。{壌)焦 縫葡騰

酸(0.2擶1灘 光純藁)丁 畿 撒 齢(1灘 癬 策京化成紅て

充分)燕 潔水Goo。o繍)を 原液ゑして撫黙欝解 し癒に

2%醗 羅1縫轟1総 蕪総繊 渡(窃.奪麟)を 加蔑て略40℃ と

なつてか愚全卵液(2弩0.0難1)を 加蔑て振難溝鵜欝3《}分

後裟5細7麟 宛癖試験管に分注L癒 濾凝鐵器で 難0℃1

蒔闇滅蕪凝懸す悉雌篶)欝 選2蓋》(》4(17慕)α雛繍灘 総(L《舞

霧)琉 磯酸(0.2蓼 小宗化学)丁 囎 雛 総(2・0瓢1)黙 灘

水(1蕪0.0癬)を 加熱溶解 してAと 麟撫2%マ 液 およ

び全卵液を繍颪て斜藤とする

叢れ らA灘 爾培地は無処理法,各 種中和鴻1%晦

O騒 漉処難溝欝4%漁 醸 液処輝法(3倍,4楓5催

等),難%漁 ○難液等灘処理法等一蜘 纂欝はれてい孫殆

ん鍵全ての纏養法 を濾繕し得 灘.纏 養結核蒸によ葛墓礎

実験では小川繕地(!%お よび3%K匙 艶0の よ弩も

藥落が畢く現はれ從つて大 慧く掌略17湘 懲 蕪で出つく

もて了う.万 薄激はどの力溝でも,小 懲の4遷 総後の結

果載穐べて2齪3欝 となるき曝俊纏養では3岬4遡 購で

小鰻の磁懸後の集薄の数藩となる、肺轍検査で鵜 聞接

法は略1遜 闇婁慰俊灘 訟略2遡 懸で結業が判購する 菰

れも講培難壷や や太い串試験管(径 約 綿雛撚)に 欝麟

宛分注Lて 斜藏とし,購 繊 諜%漁(聡 液を等量喀疫

が少量の場禽は4%液 で4纏)撫 蔑て処懸 しその軌2瓢累

宛を壇養すれば3-4遮 総の観察期擬で,殊 に微量欝麟

の場含掌鍵来の騰性離を薄な蓼。1勲膿5こ 赴が予慧 盛れ難

2総.結 核蕊禽戴塘地鈴織灘化瀞よぴ麟綴

攣w{懲 無60表 芙培地訟の比較について

(予研)寒 騰塞達 一郎.土 凝まづ 避
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寒天,楠 に麟来す纂結核麟発育難審物貴を充分に除讃

す嶺ことによ鞍,前 選な窯嚢灘および鎌畿源妻懲つ禽成

纏地の懸灘化が懲楠になつた瀞 凱の培地は齢発轡集藩数

ならびに蕪の発欝速縫においてほぼ従来の小灘嬉地と麟

穣糞の盤能を承し蟹繍めて微鑑の糟種醗か鞍の発轡も欝

能である嚇瓢の懸型瑠地は欝従来の難型壌地のように歯

郵,撫 溝,7ル ヅミン,俊 宋,澱 粉等の中灘物貴,鰍 藩

遡を奮まず導特殊の 灘o響撫 無畿轄 や発脊縄進鰹華を

奮豊織故に壁種鍵の纈藏生懸灘的研究鑓賛矯でぎ碁ど奪

蔑ちれる、

轍の醗灘嚢成嬉地は撫根寒天壌地に く毒ぺて藷しも発

育寅持籠を示し,発 響鍵進際y燃 みな婁れた郵貴の撫綴

物貴は.菰 の鰹地鑓よ鞍発育羅欝作驚のあ蕎蝋贔ぶ認め

られ島

209.灘 欝灘襲水の結嬢藻に対蘭薦影響(楠3報 き

(購立揚田療)趨 縄 久 雄,漿 灘 罵 前

灘灘濃表永で蒸溜承の代購を諮せ 癒罵繍鍵 培地 蔚

作製し,結 核麟壌養 鼠礁懸.を 行い,発 育 を楠表す轟に

離表 欝駕灘黙鍵 培地に熊L禽 簾の発育灘始ぶ畢い鑛織ぶ

ある 礁の点の追求をなすに鰺実験方灘 として繋《叢轡 ン

ゲル灘瓶10暮灘鵡丁騰 澱 鱗 罫轟総欝楠地肇貴俊2鑓 慧撲

種の大貴培養法叢に灘濁表灘定淺を行い驚発欝鹸織癒灘

議肇温表培地ぶ1細2滋 発轡麗始ぶ単い夢樵期灘鑑緯欝

象総懸一である ⑨墨汁漁(丁 嚢戯驚 ㌢鑛薫麟驚鷺)貴 法

濡性轟(懇 靴難鷺の 壌地で 鼠礁絨.を 行 う.結 俊欝の

表薄を盤蓉た驚ま鏡検で嚢蒸ように,瀬 盤炭楠釈液を響

貴 として,発 脊を貴表して行 くゐ,温 寮培地の方購1岬

2鑓 発轡醗始が午い。幼鰐薄,老 朽欝に対す導態表臨観

表す孫に,幼 弱な入欝灘 こ蟻し午期発育せし識5傾 溝あ

融.愚 速壌養法 璽〉議1矯 培地と慨てい嶺爵魔.異 孫点臨あ

孫濾表の灘巌な郎戟作驚ゐ推濁せねばならな㌦・o

耐性獲得の 機序

(藏道 慧論細懲35薄 熱 欝午俊 《冶 場)

2給.結 撲貴⑳ 繊獲 謝盤貴⑳撮磯に対する核屋禽

解酵繁灘影響

(融11繋 立申央病院)多 貴 一 郎,丈 織 馨

われわれは入難結俊醗 斑 株の均等浮灘液を作 導3プ

蟷擁 鞭欝串で$絨17/癬 処理を24時 灘行 う凱とに

よ轄S瓢 醗性懲を得てい葛が繋 捻の醗性撫現はあ難懲

の薬郎,酵 嚢によ穆堰撫す犠し,ま た搾前繍 婁れ嶺.

今灘は 蓋《.》輪懸.欝.鱗 磁総 を綴い蕎と醗注繊競の舞

舗がで謬嶺のでないかと響)蔑て灘4種 類の 峯灘薮縦 を欝

い《実験を鴛つた結膜次の搬な成績を得た.

!)鷺.饗 燃鋤 はS醗 灘鷲麟の出環を輝凝嘘ずむLろ

鱒憾鷺Lめ 器のでないかと患はれる

2)狂 鷲蹴 は3懸 醗挫貴の出現鉱あま勢影響を与蔑

ない様な載績を承した.

3)鶏 翼燕総1》。鷲鑓総 を混禽して作驚毒せた楠 舘こ

乳あま鯵総な影響は箆鑓/な かつ吾

211.薫.難 鞍7に鰍 ナる叢 卦シヅ 塾マイシン懸濃度

鮒盤繊 防 機欝

(慶悠大郎繭)寒 牛 揚 大 蔵,氏 表 淳 雄

轡 藤 総 漁 広 欝 交 雄

ス 峯シヅ 卦畷イシン(瓢 の紙濃簾鮒鷲撫理機序綜つい

て 蟹.醗7を 粥いて遮求 し海.0.1%丁 騰 繍 加 釜蒲 ・

轟総欝表天を欝いて 不完全発育 難止濃表に発貴せ導藏

ぶ果して糊濃縫の薬凝を含む織上の寒天培地に累代し得

護5か否かを俊討したところ,少 数薦擾種では必らずし曝

累代し得ず,こ の累代響能率を求蹴5と,あ 碁濃表を鷹、

とす嶺蕎購艶られた。

識た 驚擁礁 麟廊 購 法 癒灘糠・て,か か碁不完全発曹

医止俊農に発育した薄を薬購を俊しない 灘識 獣 欝織総

よ鞍分離す導為,原 株 訟縄¢鰍性を承す臨の麟夢くみ蔭

れ吾 すなわち灘挫薄でない 麟7蜘 薫o麟戯 雛蹴響轟磁 鍮鍛

を考慮しな癖ればならない.か か 嶺俊表におい噸 撫慕

欝繍総 遊麗く発貴した藤と 鍮万 鋤総醗 ぶ畏 く発轡した

譲が鑓慰漆れたが重醗性の逐次上昇機序にどち熱ぶよ鞍

大 な灘俊を果すかを欝下研究中である.

2董2.楠 穣薩のS餓 囎 よび穫臓蔓醗樵獲得機構⑳欝究

(醸大微欝 竹灘結雛)

囎 三 漆 夫,横 井 蕉 騰 灘 窪 敏 文

鳥藥結嫉菌鱈罵株を羅懸蕊培養法を繕いて 欝 難 を禽

む培地に纒代㌧1織 碧藤受性の変韓毒 慧畷 醗醗灘戯貴

の禽無を観表 し繋 憲も賦$懸 繕縫 に欝す導 融難載就鋤・

難凱隷雛 を分離 してその肺挫嚢分嶺を俊素 した難

1)感 受性繭騨欝 鷲肇鎌1醗 性麟の 蜘 驚 の均一盤費

単難麟振 貴壕万法によ1欝検討㌃た漆鷺それぞれ均一な 欝
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麟9醜 麟 馬 吾2)単 齢嚢培貴灘 脇 ・磯 顯 の

熱 を 欝難 を1胃 認,5711憲 ドー 等漸次増量㌃た培地は

繕畿㌃たのに感受性慧は継代2代 または3代 で感受雛の

増大を示し攣この条鈴下では醗性戴はえられなかつた・}

憲た 猶慕 鱒7醗 性薄の継代では7代 で1澱 翌5騨!癬 議

で離牲臓は増?し たぶ婁以後の継代では逆に醗難鍵の蟻

下 を示 したき3)S鍛o鷲 鑓鱒 撚就麟飛 でき蕊華増殖の皐

も 緯 〉濃饗畿一はs懸5鮒 癬 で分離 して$懸 鐙騨灘 ま

露で均一な 紳轡1滋沁篇を蓉し,増 殖のおそい ①)驚 濃

轟一はS絨 憩γ1騰蓄でその 欝難麟撚叢⑳ はすでは不;桑鎗・一

であつた.1N縫 搬慧織就((1{}7で 分離)で は(紛 およ

び(1))灘 撚晶一は共に 欝覧灘1鱒欝その 欝騨1撚1轍 は苓

均一でその総翼著i藻はな桜㌔

2捻 薫 灘《翼き黛黙禦総擁箋撚ゼ鐙羅蓑》《響燃纏薫麟8の 難A8

灘蟻系鉱屋す轟細藤選鷲鋒 的驚察

(鰹療大欝荘)

寧束醤 遵緯,野 難 鐸1,蓑1承 蒸鐸

林 光欝藷安撮 凝

感挫麟の 鎌鐸1糠 欝数と発簿濾度翫は 避轟$(の 濃嚢

(}灘57以 転で鍵続的畿滅少 し,危3γ で獄磁貴後噂窒遜ぎ

幌繁落を形成しない。黒》の作絹の奪質は 灘育遅猛であ等

その作蒲度はF濃 畿とともに連続的綜嚢嚢二樽磯類 纏7で

急に発薄を止め慕という性賞のものではない、灘娃献は

ミ懇 γ以上で 麟曜 撫 繍 蓋漆・毒縛規蟻落を膨戒 し得る欝

で,蚤》の発育遅灘麟鞘 を受鞭蒸程度の㌻ない韓為定義さ

れ燕.鰍1窪麟でも欝濃度の欝癩とと報 こ達i続約載発驚慮

獲が遅麺する,鰍 性麗はF中 の発育達鞭によ今て表凝さ

れ導無F培 地継代の意昧は発育速度の速い慈を撰ぶこと

載あ導とい荒る、轟醗鷲懲 は感性麟に比してs鱗 感受

糠が属 く,亀海絵鷲 感受性が紙い。,高醗挫結と抵醗彊三麟

菰は遺俵的に繋つた性貴のもの 蕊考えられ騰風籔検株は

青隷1鷺株登壇地は/%小 鰐纏地)

結 核 菌

(量題,懸2/4・細・233蕪 弩25事:1晦 潔俊(こ,嚢 糞楠〉

2董曝心 結穣難鐵薬舞彗蕪蓉性騨》一検蓋法

(慈惑籔大林内科)林 癒敬,諸 膿 淳濃
離違藤 次夫

,内 貴 隆箏,赤 講 俊雄,趨 雛 芳彦

われわれは結俊藤薬麟醗性の…検査法として,従 来の

中試験管斜藤によ嶺方溝でな く,次 の娘鷺方法を 慧案し

た毒従来通蓉欝培地 としては,隻 。(1または3諌3%第 …燐

酸爵婆培地を使薦するが,中 試験管でな く,戴径 焦恥撒

のシ午一レ3ケ を大な悉シ・ゼーレに封入した撃蝦鐵貴渋

を騰いた、その結黒は夢(/)培 地雛料が少 歎でよい蜂(2)

表懸横ぶ常に一定L繋 諜繋講一を均等に分熔せしめうる一

(3)欝 雛麟一の第定が欝易,(4)翻 痔に判定しうる 次

載撒の蕪地を驚い結骸麟薬麟醗性患者喀淡および分灘譲

を福溜の薬遡念寳培地並びにs紘 艶A戴 脳A慕3藤 共

存培地賦移櫨L塗 織時慕誕来の方法および$・蟻弧 法を

三讐い,次 の結果を得た,す なわも,共 喜縷懸 ㌘欝馬 そ

の藤,懸 蝉が禽す悉醗雛度よ難,一 段俊い濃獲賦て発轡

麟輝第臆 れ悉ことが認めもれた。
『
2繕.鷹 立拡撒法によ薦結核藩の灘樵度灘定灘検科

纂 董報 麟澱 について

(屋立や野療)題 愚 正 購

糠嫉蕪のS鍼 醗性測定に趨立拡撒法 を承麟籔ノ縛殊な

午籔中試験貴第紘よらず,貴懸鰐 瞭 滅 培地によつても

鱗常俊査とLて 使矯しう鶏ことを認めたので,そ の実験

検醤事壌 を報害す灘雛

D日 雷検蕪材緯 畿よつて,小 癖蛮購 書隷 ぴ単藻撒 」蓑蓋

を湊灘した$澱 藏琵拡撫 凱よ靱 結嫉薩発欝阻ま購}議で

の管底よ1)の鍵さ証瓢1漁 離需地との成績を比較㌃て,

その縄係を綴 らかに㌃た、2)小 終隠 地内のs聾 璽濃嚢を

生物学約定羅瓢よつて,斜 磁,平 蟻培地の 懸1彰:撤灘 蕊

を管底よ1)/鋤騰 闘隔 韓 等分繕地の蕃艀について,拡

撒講始後鋳闘,週 を追つて定量し,S鍛 濃嚢勾蹴と時購

の灘懸を検討し夢轟 無の澄を購らか綜した、憩 注入S擁

濃嚢と難li二帯の一縫さとの醸鎌を核 ぎ窪した,

2総.縫 縷鶴⑳薬物耐蟻判定期蘭⑳購究

(鎌 毅勲 村 葺1彰

銀水1蝋畿入號の全患 蕎蕪つ愚醗縫検蕪を実施し,欝 還

欝1で曝性壇地上の結嫉麟の発轡が完了す導かを臨た後,

叢れ等の小畷壌地鑓奮 愈され導 勲釜繋舗歯1醜8夢獄麟翌ぶ

欝卵器内際黙数の縫議葱とも媒どの灘度の濃!凝嚢業下が起

懇かをペーパー17鷺響}ゲ 謄フで一で実験した,ま た鍛

後ぬベーパーグ黙マ}に よ撫実験結蟻為実際隷結核藏を

小絹醗性培地慕接種した場含の発育状況とを諏較す導た

め綜,小}1購 性培地 を難凝が》期欝/箋郎騨器内羅保存した

もの賦つ難繭を培養して黛たが爵その際発i育が響能か沓

かによ蓼培爆縛}の薬物の濃鍵儀下を窺つた濤以 熱のこと

を綜金㌔て1擁1$㌫餐,1NA難 は3遷 輝定が礁実で鷺蝶甥慧
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落 しがないが,欝A鷺 では η欝鱗定が確訴実か 鐙欝糠定が

縫繋かは尚詳搬な検説を貴す薦.

217。 驚翼簸1醗縫結核医⑳試験貴内に勲け萎耐盤の結

肺樵について

(澱 鳶1東京第一病院検 鋤耕)。 小 酒 井 璽

1N簸 讃療 を受けた患蕃の喀麟i中紬嫉麟の1N峯鷺醗性灘

烹瓢つて争直擾法 凝灘揺i法の垂謙l/鑓の不一撃黛一がしばしば

鼠られ掌一蕪融叢閥接法の方がよ1)鶴い鑓が得 られ騰こと

が多いが,こ れは継代によつて3結難が鐵下す灘ためであ

る そこで菰の1醗艇1畿γの縷寧慕ついて検討した。その

繕黒,主 として次2の つの機宇が考えられ導,

G)既 に搬欝されてい灘桑1還く,高 醗粍麟(憩 乳捻以上き

懸 麟よ安定であ灘が,撒 れ 訟感受性欝乃翌戴醗聾麟が1蟻

窟す導ために,高 醗髄麟の麟合が次第裟減少す轟場禽が

多い。モの結果が醗樵轍下 となつズ斑われ難、

(2)峯1欄灘生藩(/癬37澱 心)は沈較的不安定で鍵代に

よつて醗縄畿 ゼし易い曝のが多㌦㌔

購淡中結核麟の継代によ導 猶蕪 醗性畿γは薄この2

つの機序が綴合窪れて起るな弩)裁もれ添撫

2総.圃 型培地よの 艶礫 癖滋藍隷騰 纂色漢簿1隷よ

番人灘繕棲藤の研究

万 董報 鞭鰻藝鮒性撫鐙醐係

(}葦曙立東京療)
寧漆崎 一磯彗

,詳ギ田 溶 ・,小噴 政敏

魚瞬離難灘難 騰 欝三・毒ノ藷の講驚 はあ嶺馨礎の構購が

認め魯れている、 しかし現蕉響ぎはれてい導C採 郵惑玉をも

つてしては ぐ謀感陽挫の鱒と陰幾の麟が懲 蕾 搬 こ混喪

してい撫とき縫 も議要な 無総瞭前毒綴 欝《》轡1撮 沁無 を正し

く分轡寸馨叢訟は麟難である、最近7蟻 騰鰐雛馨撚 等喜よ

結縷麟の 疑r膿1縣 驚 蓑癒が斗叡11の 感受韓撫 の闇に鷺よ

1)密な蕊鎌あ 琴ゐ鹸調(♂てい灘,,私遠は欝蘇応を藏穣iぱ

鰻璽培地であ嶺小晦矯惣 ご妻施博鰯添二とを工夫し遡嚇翰

の黒楠難欝陰挫の無飽の鰹1落を培地1鴬 簡潔鑓染めわけ

ま纏鋪騨3瞭 瓢 総購欝撫1轡 難1瀬 磁 を決定Lた,、 吏鵜

255纏 の入院患蕃の喀婆i慧つ港実施L感 磐こ灘は殆どF曝

盤蒲簾落からな鞍,高 醗挫群(鱒7織 鷺完憂慮)(Dで は陰

鷲醸集藩からな恐均一藤鱗藩群鉱近い こ毒を認めプ訟.簸

方 艦/7障 鴛の醗挫 で既獄陰性楠壌薄が可成慰られ,離轍

上欝につれ増加す蕎、この群では欝購挫纂陰性薄築藩の

混1)方 は種紺で少数纏では日潔購擾の 撫就欝1撮 欝欝籍

釜譲釜鵜 が大蕃く変動 してい灘,》

219.癖 表跨楠穣蕊⑳欝究

(遜療悲海滋第 ∴,北 大麟鎌)望 月 孝 黙

藤の結核蠣繋97鰐 鉱ついて 獄1%小 絹塘醸堂1擁敏灘

綾地・1《謡 葦雛欝 簸地1慧よ聯是期培養の威績を熊較し露

象たs(慧 はよつて膨態灘 こ菌の発育の醸纈および膨態

の餐撫を追求㌃た、染色煮もてはA総 総総轄 法 と暴1騰

の 澱麟羅織 蕪讐醗蓬糠漁雲漁 法を実施した、壌養法駕の

陽聴灘は,液 巽く培地,小 灘壌地,s熱1の ヌ;嬢こ高かつた

がバ 藤幸,薫、/l鰭地の購には汽憲の樵を認めなかつた、

液揮嬬壌のみの陽牲1訟7纏 欝小1;i培地のみの陽粍は2縄

鴬9簿 とも凝彫菌の勢い赫麟ばか1)で婁擁れも培嚢慧

2攣 羅以烹を饗した。 またs熱 繋慧よつて,鐸 麟に反し

変膨懲 よ増獣寿を宵しない ものが多 く長覇闘培養しても

膨態紅変ぎ慧を藻さないことを知つた.室 騰の染色法はよ

る霧染麟の薄数 と慾養の戚績,お よびA隷 撒 麟鮮 沫織

よ導韓麟の麟数訟の総賦は,必 しも/補∫関猟は認められ

ず,こ の胤とは乾酪難紅おいて藷 しく,か か愚病巣癖の

変膨楠には増殖力はないが,な お室橋の染魚鎌で簿染す

導薄が櫓嶺数あミ5払懸はれる,

220.総 屋の(撫 無糖猷》溝性に対す導 無輔潅熱麟購

⑳ぜ幸繕について

鴫磯児島大賦織薦)5罫 野 濤寿

大窯 信癒許餐 守金良,牛 飼 俊露

各難の擁襲燃 表(董4核)と 難銃酸鷲菌(!(肇株)紅 つい

て,そ の蒙1撃遊灘 こ識 繋5縣 蔑ぬ 繍 灘喩(麟 量 搬 薫/慕

による 麹()津(瓦慧%,畿5撚 護め分解 を 搬議辮欝鷺象睡叢な

◎諸発働で測定)に およぼす1NA翌1難 緯!《購γ癬 添旗1

の彫響を此較 蚕丑導と一・部の弼外を除いて抗酸鷲趨(12雛)

では藩糠 こ搾凝せられメ1腕酸牲欝(8株)て は全く影響

せられない、

雲ら峯こ晦群よ1)竹嬉蔽と大腸菌を磯んてそのぐ瓢麟議鱒

澱挫におよミ灘す薬撰の影響を精査す導と浄藩と 薫騒}藷の

縫罎 戴穣こよつて薬懲 こよる事誉麟の度合が変1瓢し,駄 嚇

鹸 こおいても一定の 銚()壽量に対し蕪縫が少いと誌擬 爵叢

あもわれ,管 屠麟においても鹸量が 蟄いと1鱗講が軽減す

る,そ 叢で薦繭の 《議糠嚢融醗 慧・暁を定 犠的に態較し謎麟

一強 婁の薄簿 こ規瓢して1蕪A聾 蓋の麟糊 を鋤較したがや

は鞍竹臨懲 こおいて鱗麟 が態しい.

また癒麟よ善 撫職叢蕪騰 を抽出}絡製し,抽 出酵嚢液織

対す愚1蕪 洩銭 の舞総を,酵 素液の濃慶を種紺変駕 させ

て鋤毅したが管犠藏酵素液にお。いて特異的な 董NA蕪 蝉

難懇が認め晦れた、

221.結 鐵麟の雛謙構造に屋劇5醗 究(楠1報)

叢駕 株,仲 野樵,黛 熱 騨 難嫁2株,灘 蟹慧海

およ 嚇膿 織 鞍継・嚢撫灘び畿》抗原楠造についで

く駿 驚内拡散法によ蕊航療分析、

(北大結研繍薄部)灘lll栄 一 郊

鍵来の抗鹸性菌の分灘ミは勲主と㌧て慕S総 隷搬 の()謡

蕪漁壽病曝翫 嬉鍵上その纏の{転物慧熾 性較獄繕つて鴛わ
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れた惑ので,撫 溝学的な 艶韓欝朧 蕪織繍1編 こ懸いてな

漆蕊たミものではなく禽欝藏綜の筑醸欝造に灘福ては鵡れ

叢殆んど舞 も知られてい懸 ㌔ 叢灘1喩1磁 らは寒ヌ醜

波降瓢礁によつて抗?樵 菌の分類 を試みてい燕が,分 難

の基灘 義もては寒天串に膨成 され犠沈降帯の数を闘題媒

してい導のみで診趨讐の薩の抗繊構糠 轍ついては鰐解謬1

毒か鑓 されていない.演 蓉も繕様な力法で 瓢欝o繍 鞍轍

欝熱 の分類 を企てた魁 沈降帯の数を灘懸 とす嶺よ!}は

級叡試験鵜よつて鱗紺の抗猿構膿を聡らか翼す碁方が蚕

誤蓮と羅え,今 織は 誠鉾轟㌶搬 織 串よ蓼 鶏,轡 貴,難

慰心欝難灘 難麟 夢《垂灘繍 の5株 を択びその璽残漿分析 を餐

ウた 。成績は次の如 くである

難2畷,謙,紳 野・畷,灘 。,難煮心徽1。難 煮v.

1,灘。1v。,叢灘総麟 職薫.1蓋.

以上部分擁 蟹を繋一掌数字によつて糞わLた が.撫 れら

は説購を容泌紘するため硬繁1上鵡いた毒ので欝研究の進

縫膿藻い将来は取捨整理して畿一して讐 港たい.

222.楠 穣欝⑳フ7一 ジの欝究(第3楠)

生前攣的牲状につ鄭て

("も大郎欝)武 谷 難 三,欝 村 鷲 也

(福灘療前響)瀬 川 三 鄭,古 遡 和 驚

われわれは結嫉麟に薄す愚フ響一ジの分離轍成勢も,

しか毒分離ツ響一ジのあ護5ものは従来報欝を疑ない広

い溶薄域を臨つことを昨午の聡会裟おいて報告し警書毒

鑓その増殖機溝慧ついては細蕪学会裟おいて鱗鵜報欝L

甑、今麟は主として分離フ騨一ジの生物学紛雛状鑓つい

てその後紘得もれた成縫鑓ついて述べ 葛。

フ7一 ジ醗雛驚 を利薦した方法および抗灘溝によ趣欝

勲法によ薙,分 離 ツ7一 ジの難 灘を轡1もか濃した。紘塾

型桔核薄は一般 紅 難,麹,轟,趣,吾 ツ学一 ジによ

つて藩麟されたが,ウ シ型はA3に よつて塞株も溶麟婁

れない.ま た典型的なs型 を灘す 》攣型蕪は,い ずれの

7讐 一ジ鵜よつても溶菌藤れ難 く,麟 型 蕊77一 ジ感受

難 との総裟あ難灘凝の衡達がみられ蕎。鞠 潔lv株 と藁無

蚕轍 綜 との藝熱慧は77一 ジ感受性に相違はないが塗今村

綜の灘株および翁毒株の総紅は穣違を認めたので蝋の灘

藝嬢こついて考表する 婁ちに,77一 ジを魏鹸鷲蕪の分

難に繕いた結隈について臨報告す墨、

223.継 核藤 《)蘇簸W畿 鯵 ⑳磯鐙(1)難 《麟 《ld嚢

騨 蕪婁叢の分離熱よび欝の化攣的盤斌

(奈叢医大細蔽)

小魯 尚窯.曝 北浦 敏行,塁 野 嚢濤

乾 饗氏

難縫畿麟 撚 韓11騨 識1藍の分離掌纏製艶讐の盤状隷つい

ての 蕪醸 磯,c繋 灘藤繍 等の羅究,ly鱒 騨瓢奪の 総茎

響麟 分解作欝を利灘㌔て作 もれた欝鍛 鐵1撤 をめぐ犠

轡6獅磁,鐡 灘縫鷲灘総 等の研究賦先導 毒れて,細道の免

疫学約盤状徽理機能等をその構叢単紘と対礁させて聯究

す難研究分野が次第に発獲Lつ つあ導。

演蕊第は凱のような新Lい 研究方法を来だ不購の点の

蕪だ舞い結鱗藏乃藁結核症の灘凝1題の解ぎ難訴1撚 しよう

と簿荒爵現在(!)継 核麟 磯蕪騰 難 の分離繕製夢その艦

学的攣免疫学約性状の解購霊(2)そ の作欝瓢おいて1艶

馨㌶ぎ騰総載絹懸の結接薩 欝豊蓋響叢蕪分解試薬の発羅を灘

貴載研甕を進めている

本学会では離藩につ熱,(!)撫 雛鱗 培養 黙心蘇 聡蕪

響謙1の 電 華顕微鏡鎌を供覧秘(2)瓢 学的あ孫いは免

疫攣的研究紅使欝しう恐纏幾の 懸11総11翻 分の分離力

法をのべ,(3>蔑 られた 韓1蓑騨麟 翻分の飾学的盤貴鑓

ついて報審す灘(後 轡賦今い》ぐは来導第32縮 日本繍蕪

学会で発表の予定であ難。

224.結 核欝の浮瀞液に細 戯5表 念離激の形武蕊

溶媒鈴物理化攣的変牝訟⑳購係につ導峯て

(大販眠大微徴物)

紳1譲 太木,寒 繕三凝木茂遽

われわれは結嫉藏の平等浮灘濃を17蕊ン酸その織の欝

種奮機無機の酸類瀞液の種礎の濃度罵鷺,驚 た硫酸鉄第

前第塩その藩の各種濃鹿製溶液1講幾下す灘欝レンズ状嬢

懸凝塊を膨成して液灘に浮上す輪状態(A醗 状態と呼ぷ〉

液蘇1に聡確な境界線を描いて拡が導状態⑱型状態)お よ

び液鷹紘沈下して縫罪不購の沈澱ゐな導状態(心 灘状態〉

を黛す墨こ義を前瓢く指鋳 してその摩貴的な機序を解購

せん と㌧て轄鍵,表 癒張力,水 緊イオン俊鍵,ぜ オン強

鷹,泡 沫欝命の灘定鱗 を猟俊繕査(。て勢くの実験成績を

挙げた.

その結果 とLて 結核薩が等電緯点附近で藻講?凝 集の

範嚇に属す導凝集形成 を発現し肇内部引力の増購瓢 従ウ

て塊状万醸をなし夢贈貴含麿貴の濁鎌かも液藤浮主の状

態を趨(。ている二と癒解析 した.

轟畿之続附灘的な諸項難 こ騨むて挙げ得た実験成籏を

繊燐裟表紫す轟、

225.ハ 嚇爵熱ズ 箋金欝 薫無 灘鷺構蓬・婁簗葦核・濃によ箒

継穣灘斑懲力に購す薦鞍麹

(第3報)霧 欝楠穣麓難蕊傭の籍鞍屋分(鷺 壁

29)⑳ 生物蟻的溝蜘 膿壌 灘て

(懸療刀題患病齪)
禦蕉木 勝濃

,癬 藤 允灘,秘 永 溝縄

(九大薮撫学)撫 科 難一一

入型結嫉麟無灘株 蕪潔畿の感染癒費つた ハツカネズ

ミ膿撃籍灘株 熱7繋 》の菟繭侭憲たは死蕪綜よ1)分灘叢
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熱によ鞍得もれた籟畿薩分を静蝋内に糞俊濠入す嶺凱と

によつて,ハ ツカ率ズ業館内におげ難撫購議生貴の生存

繕薙経過が特鐵的に愈毒株の生存増殖経過賦近蝋して く

蕎熱襲をみとめた、この効果は無毒株た難 難3潔議漁身

の医綜や難種郎藏(チ フス薩撃ヅ前一球薦)の 灘搾によ

つては認められない叢とが鳶しかめられた、結核繭の薄

得蘇鑓特異的なものと考鑑られ肇宿藁休内提おけ為灘力

欝撫鵜この纐分が関蓼す灘ことが慧襟される

2鱒.表 験的肺結穣症⑳作戴について⑳麟ないこ叢う

み

(九大結研)傘 杉撫浩太郎,松lll織 雄,坂 上 益雄

鬼塚 信也,本 灘 難一,柴 田 懸数

篠田 寧

(九電病銑)藤 鐵 寅文,宮 崎 敬,桑 野 醗纏

嬬聡 驚

耐前に窯として聴結俊を起婁せ導試みとして新 い ・嬉

灘藤で戴液を作成し,軽 く遠沈後ほぼ単鰻麟となつた 転

溝部分を撃鑛前麓のビンぎ描こ入れた午漁溝撫Kl鴛 繍 獣

嬉地鑓培養,鱒 日乃翌2遡 後総礎紘分離 して 発育した

蕊塊の蕊雛を灘 蓼声食壌讐くで数1醗驚い欝その一定癒数を

動物の静職内に注入もた沿

慮簾 欝0-300μ 穣度のぽぽ一定の大雲をもつ結俊繭

潔塊を講いた場禽テンジグ藩ズ箋およびササギの肺鵜散

在懸の藏難3岬4難 瓢 鍾誉心に表死部を麿す灘結核病巣が

発窯する.た だしハツカ率ズ 藁では粟鞍大の病樂を発生

す碁.1宋感染耐物および感作耐物賦漁入を響つたと愚の

漸織か ら泓入した六蔽塊は大部分防獄捕捉婁れ馨臨の数

薯蔑もれ導、 また広汎な蹄炎を鵡した鞍最初か 鋸金身結

俊を趨した脅して耐物麟死 亡す導鵡とは撫く,防 丸の態

染結期が明もかであ悉.発 窯した病変は結俊治療凝の防

病蟻誠およぼす影響の過穣を観表す嶺 ㍍ 好都禽であつ

た.肺 の結核病巣に鯛す愚織の種凝の実験に臨応灘範灘

を箆出し得嶺と考える、

227.籔 離淋鰹膝よむ分離霞れ海一抗酸蕊株にっいて

(広大織薄)壽 郎 薫塗 寧溝舎 恭素

われわれは懸立貴茂療養研において貴郷淋繊腺よ鯵結

俊薄に極めて懸似した1銃 酸菌株を分離したが,そ の薄

株はその生物学的牲状において結俊麟烹はやや異つた挫

状を轡す嶺ことを講めたので報告す嶺.

すなわち謄纂の菌綜の集落の外観的樵状は類鰐形涛灰

霞色の富濠鱗 様の形態流拳㌧,表 落初総までの断貴 灘数

纏7蕪 で,抗 難灘挫35野～ 中牲瓢簾癒険嚢であつた。

蜘 羅 形成聲三は結核薦鑓較ぺてやや弱 く,カ タ勢一ゼ灘

難は定性試験ではかな難強盤であつた,撹 結核前 とくに

猟$に 対して櫨めて鈍感な態度を示 した。 また実験動

物就 ・中マウスに薄 してかな鯵強い病変を慧趨Lた ぶ聴

ル噸響}に 対 しては夢その病変は醗巻に較ぺてむしろ軽

澱であつた。

22$.い わゆる舞定型撹屋菌訟結穣菌載ぴに灘然欝系

抗酸菌との生物攣的巽欝について

(駕大細麟〉

讃部 薫,滞 舎 恭葉,大 徳 智行,欝 藤 八露

毒田 忠蕊,謹 登 敏郎

いまだ種聯結議のあ薦蓼いわゆ導罪定型抗酸麟の本態

乃灘分類主の所属についての解聡の1段 楷とLて,蝋 れ

もと結核貴および灘然界系抗酸戴との嚢発育態度翌集 藩

軽三状,薄 彫態,航 煮沸挫,灘 熱性,発 育温表域,爵 タ愛

一ゼ活雛,Co綴 形成難,中 難紅反応,魏 結核購に懸す

悉感受樵,実 験動物に薄す愚態鷹等につい鶴 法に従 い

擁究観表瓢,得 られた諸餐斑 紅ついて対比考表㌃た結墨

難建灘抗酸薦と入型結核麟との閥載は,か な解灘確なi蕊

のあ愚ことが認め 毒れ薦が嚢欝然界系薄 との闘には欝少

からず共遜した挫状もあつて,常 に必ずし憲判然 とした ・

楠購はで鳶ない亀のと愚われ鵡、

229.入 型継核藩の籍鑑溺法(殊 に葬表型航酸盤貴訟

⑳獲馨の

(棄北大抗購)今 野 灘

この研究は入型結核繭ぶ嬉養曇主で織の型の抗酸幾貴

(牛型および楠型結核薄,難 定型抗酸挫麟,錐 病灘盤抗

酸性菌)に 態べ蓬かに多嶽の識灘チン酸を灌生す孫こ数

を利絹Lた 一薪鑑鱗法であ薦.鵬 慧チン酸の巌生は 撫・

心鱒雛心灘聡 欝論無㈱鵜 を欝いる微生物学的方法によ鯵

定量的瓢藩た 瓶c想 を総い為化学鐸勺方法に よ鯵定盤譲

たは驚性的に測定 した、錨灘チン酸を念まないソ締}ン

禽成液聾簿地裟種凝の抗酸挫薄17株 をう丸導と入型道

は麟簸 糠8灘 が騨均 緯γ以たの轟繋チン酸 を鷹生す纂

に対しその纏の抗酸牲蕪は1γ 以 下であ惹。 この瓢濃チ

ン醸産盤は麟の毒力に屋係なく入型繭裟特霧であ萎.露

型培地上の集落から遼俊鑑懸するには菌を懲縁7識 ザン

撫CN溶 液を加え導と人型繭は蔽および溶液が鎧 慧に発

磁す嶺が簸の抗酸轍藤は発色しないから定性的に鑑劉礁

来導.欝 しこの方法で捻藤鍛が少ないと発艶が悪いか魯

その時は 勲櫨懸 液体糟地(3の に うえかへて培養も8

艘14欝 後培地賦薩接7ゴ タン 翫鑓 溶液 を加蔑愚と容

易に入璽繭を鑑購出来難、

230.来 定型的抗酸薇(貴 色菌)⑳ 代謝的蒋性

(麟療刀穣由病院)寧 大万 一講

(九大藏駕学)山 村 鹸 一

貴色薫は従来の郎薦学的結性か爵ん ては驚その分慧学

的位謙 畿鱒誕演でない。



102

本報告では,物貴代謝の方懸から,その特挫を追及せん

滋もて,本湧紅おいて分離し,そ の繍薄学的性状よ1)万臨

蕪 と認めう葛 欝 株轍つい瓢 糖貴欝丁蟷Aサ 読7臨 の講

藩貴,芳得族駕禽物,炭 獅承素 を無貴として,鑓 一 爵シプル

グ検繊計を総いて,その呼謹黄鵜およぼす影響費検討蔦た.

黄色戴は一般的にその代謝的澱縫が弱沁㌔ 然し疑紅教

簾鷺よ灘酸轟鞍戴懸 なが藩購で,就 癖 繊一島2雛愚の添譲

によつて,グ 匿歪セ ザンを凌駕す灘級取増大を認めた,.然

騰載難の舞酸戴は,芳 轡族翫禽物に澱Lそ れぞ蕊特異i惣

な態度を1墨すが,炭 化水棄裟は特翼的でない"

以上の様な代 灘!瞬寺讐は豊題色薦と織の紘酸菌の艦懸

の一助織な§)う嶺と弩蔑蒸鵡

実 験 的 空洞

(灘題23/-233藝 難25汗 撃俊 心金場)

23馨.糞 濁形戴物貴藤禽成

(麟療刀蜘ll病院)ぶ 遠藤 一男

(丸 大麟1蝉)lll村 櫨一

(田辺大販研究研)河 灘 光高

滋趨 譲1事篤 は耐物の聴織に韓灘化や嬢濁の膨脚 ご糞

要な投凝を演ず悉抗/欝}物質は,結 核前体よ舞分離 した

晶難の!球 蛋白貴であることを発表㌃た、Lか もこの物

貴は勤物を7シ 鵡ギー窺す薦叢とも響雛であ懸。このこ

之かも,わ れわれは轄核菌俸よ弩分離糟襲したミ灘耐レ

酸 と結購騨 白7ル ヅミン難び鑓精製ツベルグ讐ン熱 勢震

為をそれぞれ結金してミ濃一臨酸 ・アゾ懲 翁を奮成鮎,

撫科曝 の方法に従つて縫康家飛の聴肺内に直接注射L,

表蒐を7レ ルギ～紀す難と勲 こ家蒐の聴臓内鵜塞洞を彫

成せんと試み鵡 その結 濃艶結嫉鑛綜よ1)融出㌃た亨ボ

蟹購貴媒鋤較すれば漕1経ミは弱いけれども,菰 の一籍禽成

物貴鵜よつて数魑紅嚢洞 を形成す灘こ訟垂こ成功した.

232.表 験的肺結核病万,結 に窒澗形戴におよぼ寛肺

羅欝懲奪⑳影響

(大販癒 立蠣曳野病院き
寧木村 良知

,藩 難 成納,醗 村 繕…・

瓢田 俊男

結嫉病厳特載嬢溝形成騰序に糠臓局断の感作の状態が

郵鰹な巻影響をおよ獄すかを検討す導ため次の舞繕実験

を管つた.す なわも結穣死菌 藁駕G生 藤の如嚢発疫灘与

能のあ嶺感作醸翫訟れを欠除す愚チ嫌勢生道をそれぞれ

造影熱 こ混禽し,縫 康表戴の…餐麟 野にビ晶一ノレ管を構

もて注入しX糠 俊査鵜よつて濾測糠垂篇滴入 していない瓢

ゐを確め,一 定期難敏躍後ドツ」翼応陽転を確認し騨牛型

三輪株生麟L伽 総 をA畷 慧懸難奪訟共 畿欝鍵 防貴に注

入 して結嫉病巣特1艶嚢溝)葦残鷺の状熊を熊較検討した繕襲

轄鯵死蕪 欝心難 群では感撫嚢/彗の病変は薄測鶴比して増蕪

腰懸鹸く慧つ嬢瀬彰成率も藪かつたが,チ 懇勢繭感作群

では感作灘の病変の秀が轟度蔭鷺つ甕溝膨圭義率も高かつ

た。

233.案 験麟結核樵肺窯澗形讃(肺)化 攣療法

毅i煮島縄繊病難)織 田 欝 瓢

(総大郵田内醤)㌣ 畿谷 敏之,鱒 本 爽夫

婁謬耗われわれは愚ル騰磐峯裟おけ愚実験的結繊韓三演

嬢溝影成 および空溝膨成過樫賦お酵犠嶽申撹体の推移慧

ついて貴察したが,《㍗織 鼠結核挫糠難濁形成議懲夢ご次

筑元鯵内注射後よ1テ)化学療法剤とLて ス}レ プ 卦マぜシ

ン礁澱)鎗 曜.艶 一チゾア(心韓)!鷲璽.黛1豊 糠璽 綜礁

/難懲.轡 メ吾 お議び強力率オミノフ7一 みヤc(浅 竃⇔ζ惑

黙襟を各紺隔日注癒しつ ・撫 峯建抗俸の推移を申心1こ病麗緯

織臨欝せて貴察瓢た、

茎力鍔麟および2療 ∫輩難の海眼的盛溝膨成毒隷次の飾

鱗騨輔 璽駕 吾(羅 は傷壕糠 法を餐はない灘照醐

K瞬 鉱o餅s臓>s汽1準 《)oゆ熟駕(1カ ∫蒸日)

K魑 《⊃o建ぜ織勤嬉鑛 垂(}韓〉懸c(2療 メヨ鋤

撫球凝嬢探癒鐙おい ては 鎌1君舞豊は篇次抗元注射後第

3灘 鵜ま鱒 総一グがあ嶺が嚢1蓋の群は第4遡 慧ゼー17が あ

鞍 纏(二群は獲纏は簸鰍燃 菰あ難瓢もかかわ らずその後

5瓢 魚欝 蕊溝様ば急激な./二昇 鳶一一ヅを瀬いた.

各治療群闘において 擁o二は灘潟鎌止作灘濤宝叢 も強い

が 縦 二単独では 飴鰐等以後瓢は繭の播布が認められ灘.

化 学 療 法

(鱗道234一 欝95灘26隷 ヤ麟髄・鏑1綴笈冶 場)
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器鑑 叢》浅纏楚澱法灘蕎検欝鳶善鈴臨床簿用

ぐ麟療大癒荘)勝 耀 六讃慧

〈愛知黙立教縫保養艇き 寧城i芳 男

(名大無 鉱学)嚇 灘 欝懸

撫継軸 難箋蕪繋墨織鷲の 翼》A$定 　嚢法は 置〉熱恥 反灘鯨を麟/

構したものであるが,繍 贈灘購礎実験の繕黙 欝AS露 体

は 歎慕%ま での 黛℃Aを 第1試 薬鉦して添撫す葛時織

は 鎌難心籔礁を示 婁ないと獄ミ騰挫質 を購いて 熱懸翼舘ド〉

董綴を変え,}櫨 懲 と 韓A欝 〈鍵磁難3難董竃駕磯叢俵総麟)記 を

分懸窺黛で愚導様iにして焦3臨 床鐸灘懸 こ嚇穣♂た,、各種

欝鴇 製贔の艦申濃嚢1議糞離の潜法鵜 よると従来まで麟

成績よ鞍やや轟驚を示した.購 鹸斉硫 鐙轡醗は撫中 麹翼A

箋》盤を減少 ㌃ 欝A$濃 嚢を鷹 くす孫叢とができた,、蟹A

難量は餐 薫舗$製 贔欝懸人鵜 よ♂:畷異導が 魏総緯瀞AS

は黛 艶AS・鍛の3曝 。碧慈鑓〉多きを灘鮎た,墨》A$醗 鯵嬉

地呼購 誠A蚤》は嚢作藏後書畿約 爆%で あつたが 豊勲月灘

3プ,ギ に保つた講方共約 導"%に 鰭撫L鵡 、手籍鵡夜

まで 芝櫨$3慰 〈至蕪輩)を 澱購して鞍・た患者の勢除塾聲病

巣中のF《s締A艶 濃度を灘定したが,難 溝内欝につい

ては 難ASは 三欝ツ1濕脚暮6γ1窯憲 鱗A評 は 群癩 ぼ酬黛嚢誉ツ

癬(全 難A$鷺$識%岬 騰 。3%)結嫉癒串の 置》ASは 癖細

欝 γ∵難蓋織A茎きは 嚢欄6γ、押灘双全 野》As縫 緯o舘 紡。7%〉

であつた,

難§.7繋 寧嚇ン糖繊病簗擁に勲け纂パ鷹⑳ア融墜ル

化について

{東悲 大挑研)佐 藤蕉瓢郎 寧細塚 徳聾

糖張病時轍おけ燕 艶A$の ア働チタ冒と灘を観察す燕た

め家薦轍ア繋番サンを漁蟹し,趨 漁糖を讐懸,そ の後麟

然濫織糖が瓢鴬驚鵜復壽な、・も鐙はイン・シ欝婆ンを注射

もて漁糖を紙下させ蝋れ穆櫛漁糖鋤蕪麟縄載お縫葛アセ

チル/継馨を,ア 欝キサン注射藩鈴ア魔華ル瓢灘 と鷺較 し

た、署醜$はN漁 燦を繰 濃投与も,投 与縫 隻購欄 縫の漁

液も灘縛醗驚 跨羅を採取㌃,央 鐸アせチル惣灘を測定 し

た、父投与後 鱗 鋳欄 撒全懸 菰ついても観察した.やA$

の竃籔は 蓬電購㌶ 跨:方法慧よ診総パスと遊離パスを測定

し,そ 緯差をア働チルパス赴し 総べ蹴賦対す導ア擬チ

ノレぐス紛比をアセチル凱率とした.購 一翻綜綜ついては

鑑液串,灘 癖聾綜ア働チル撫毒轍褻少幽動懸はあるが略
一定鐙慈を塁した.ア 鷺キザン注蟹後縄慮糖臨で癒叉礁

糖が温常驚ば摸ミ♂てかもでも塗撫騰/凄及び尿串緯ア激チ

胤/慕率はア濃キサン注触、1鋼)簸と酪懸横であ熟。又,ア

雛熱サン注蟹綾数ξご1内で一・時的に懲 鈴ア妻チル/菰率が増

懸す導ことがあゐ導

黛蕊.実 験麟糠銀購に勲け4績 雛勢欝究(講 慧報)

く北大 一1臆)熱 轟 実

糖羅病禽併結核癒 慧およぽす抗結核趨　ゆ 影響と,そ 轟

治療効築を実験織 こ研糞す蒸欝的で,ア 撫薯サン糊猷燐

家鷹轍結嫉麟を接種し,灘 頁総学療渋 を蕎つて,一一般状態

体鑿,ツ 簾,叢 糖 量,尿 糖について観察 し,轡 せて臓器

の肉鰻的繕織学的検紫 と繭定量纏養を実施も驚結果,次

鐙結論を得た,,

誉.糖 穣病 を合耕寄 愚と,結 嫉病変は増悪し,そ 跨病

勢 を悪翫せしめ悉が,駕 学瞭法載よ鱗簿しく好転㌧量其

際特綜3蒋 鉾用療法の効 黙が鎭箸である.

慧.ツ 翼は糖厭病禽轡結繊家薦では遅 く弱 く現われ,

後懸には強化L,宋 期で磁 欝駕す灘が,化 学療法を行う

と,挙 独感染家惣 こおける渥療 群の変飾 菰近㌦・溝轟を示

してく導。

隷.繕 際病舎鍵結鞍家兎は騰糖値 と尿鞭鰻と罎繕の獣

穣が遅鷲して,家 期では悪細す難が,s簸 及び3嚢 併用

は華れ等の荻復 を促進L,捧 欝 はそ の遡延悪化を舞灘

す難、、

曝.糖 搬病に結核が含併 す難義,騨 鰍 こお鞭犠繕羅購

糠病変は熱 凱高獲とな器が,韓 学療灘 蝋よつて,鵜 れ等

の病変は職 もく軽滅される,

懲ア.培 獲総織内継核菌に譲よ鎌す銃織核麹の鶴桑に

ついて

ぐ京大結研小児部)佐 織 一一郎,塞 擬 良 治

礁転癒織塘養漁によ弩 鞭 叢麟 細胞 を培養 し,こ れ轍

結鞍薄を喰食藻せて細 難内結核菌におよ縷す抗結穣講⑳

効 饗をみた、、

烈難 は 凱総γ で完奄鑓結核繭 の発轡 を阻止した恭

瓢蛋はL鰍 》γ ですらなお薄 の発i育をみ鵡 瓢れによ

鞍 灘難 は試験管内轍おけ孫麟に対す導畿小発育羅止濃

度 と細胞内藤紅たいす聯 陰翫濃鷹とのあ い 荘にほとん

ど蕊がないが,瓢 嘆では講4の あいだに大きな糧盤があ

導叢とを確認した.蔓無撫 細胞内にお縫4結 核薄の発育

は極めて燃逮であつて$翼1欝裟 は すで に 《二鍵罐 衡彫成

L,薬 嘗紡 効果判定が響灘 職でき愚利点があ悉蟷為を難

つた,

灘総.灘 蔭酵紫系に対す薦 賢轍蓋 簾び誉の誘導体⑳

隙轡機構(警 の の

(鑛立大販療)灘 知 勤,松 本 徹 二

欝 多欝 彦

4驚 等は先にA難 麟 響鑓o濕難鍮難醗 競対す灘 璽騰竃及

び 黙樋sの 繊警縷織 慧ついて撃襲告 したが,今 藤 ‡A欝

酵嚢の分離轍成功したグルタミン酸騰炭酸酵素鵜講し黛

ぼ講様の実験を欝つた鐙で簾欝す翫

①櫓出酵棄を駕いた実験では 脳}織,鞭 欝・《灘馬欝N蜘

は1轍欝を灘めず 綴蟹$の み鰹度 の 難審を示Lた 、《欝.
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は 鎗畷難 添撫の際 搬獲 よ融臨高渡の難審を承 し,欝構

懸 では 灘鷺 とほぼ騰穣農の鎌審 を認めた撫

⑨A麟o醒 嚢に三簿し 璽澱 董は約73%の 難警 を紫 し掌

魏⑳誘導綜 も軽鍵の難轡を輩 したが誘導綜の癖では 難遺

蟹3の 羅審が趨慶であつた.

⑧鷺礁 及 び 璽峯願3は 叢》A蒙瀞 その接触縛開に姥弼し

て羅警麗の上欝を認みた鄭〈A羅麟7畿 設難瞭鷺就様購審)

④A茎》o酵嚢に封 しPA駕Pと 無瓢雛 蟹 を瓢様に接触魯

せその醗審鷺よ蓼搬 簸及 び搬 懸sが 懸雛譲轟轟 勤葦鰭

嬉 薫鍵 様羅審 を示すことを認鵡た導

⑧各種凱ルフ愛ン酸及び 欝雛齢騨 細 醜麟 総 の鳥璽

叢竹灘株に対す導制菌作用を経時的に観察した.

欝駄 繋幼発結核約300鋼 ⑳治療蔵綾についで

(鑓本緩大小児耕)村 上 勝 菟 野 欝純 鰐
曝書 灘 難

,久 保 倫 生,嚢 淵 欝

われわれは過去 攣o年 閥に取扱つた乳幼児結接 黛96例

に《〉いて治療を串心 為して統計的 に観禦した成綾を違

ぺ 含せて43纏 のツ猷購転児の発病霞漉 鰹についての

成灘 逮ぺ鵜 病型 漉 て 主なもの は初発原発樂結核

鍵 織 蹄門婆ンパ腺結核藏 欝0溺 欝 嶽艦型結繊癒 鍛

鰍 無気薩 ⑱韓35弼 夢結檎磯髄膜炎 騒 濁 であ 蓼年

命は3才 以下 欝§樹(6鼠$%)で あつた鞭主要薬凝は

3鵜 ㌢A蔑 灘 難,の 単独,併 用を各 之3癬 月一 欝年使繕

した翫 病型鍵鰭治軽快率 では,至,獄,灘 型 を遜雛

撫 灘 単狐 取 墨叢牽罫A$求 優れ てお 鞍,金 効濃率では

驚 董蜘(嚢0。3%》 薮暮L嚢%)〉 斑7乳3%)〉 髄膜炎 く34

・0%)で あつ鵡X線 瞼影軽撫 撫は 叢一畷 魏 では3嚢

6,嚢 噂鑓後各 《 撫蕪 単 独 が,灘 型 では 撫 騒牽欝汽$

灘畷 趨を潔した。又臨床症喉改讐率及び薄勲 窯搬 こつい

て臨鰹様 な成織を認めた蔭菟亡綴は3暮 醐妻中3薫 鰐は

髄膜炎で,叢》醗 を用いた初期結核症 では死亡はなかつ

ぬ・三次瞭繕接鑵の発生は$澱 溶療に 黛樋認めたのみで

あつ鵡 なお発病防蕊錘こつては6勲 携跨 鞭纏$投 与後

3年 闇に璽つて観察した結鍛についで報轡す墨.

嚢40・ 小懲切除誌⑳病理的籔麗ならびに嚇除樋⑳争後

よ鞍みた趨応検討

(漕細小難療)織 島 溝,溝 灘 助 藤
傘舉 野 皓

,樋 鐵 難 治

過畿蕪年閥に3才 よ鞍欝 才までの 難o轡窪の結嫉患児

に灘勢除をおこなつた.ζ数れらのうも化療灘 認鑿澗灘亮

轍を認めた懲の 総 倒(43懸)認 めなかつた毒の 鴛 弼

であつ鳥 嬢溝選発を認めた毒のの うも凝鮮な欝蒸形塞灘

では欝縫がない場禽 脚}鶏 カ月のぜ難療によ鯵濃縮盤溝

乃蕊簸痩期の盤細為なつていた.一 方硬壁の盤細,均 等

硬化樂申の簑溝は7鐸 鷲 灘月の濃療 噂講齢臨盤 となら

へ撫 灘
ぱ,轡 以上の治療饗は慧は消失Lが たく,醐 輩

を獲得 し易い。菰 の よ うな鮒樵癒 鋤慰は衛緩,薄 欄悪

化,気 管支結核を趨し易い,,これもの大部分は衛後の濤

療によ絵治癒せしめ得たが,膿 編載よ灘斑亡 箋鰹,雛 鱗

性乾醐 龍糠炎黛鰐,璽 濁 影成 蓋網,そ れに墾衛死 裏綱⑳

露驚 鋼(鐙%)は 予後不良綴であつた、従つて以上の或

績 よ辱み墨ときは醗縫鍵得醜に手徳を実雄す嶺よう考慮

すべきであ鵜

鱗1.嬢1除 繍か蔭発た騰繕核化攣療法⑳検討

く健羅保松簸叢)久 鱗 戯 治,岩 鐵 憲 夫

北 沢 毒 夫,審浜 欝 美 志,翻 霧 牽 拶峯

難 藤 実

当荘入所患蕃で蹄勢除徳 を施行した患審1灘 遡斌就

き,薮 篇s赫,蓬 醜S使 用盤鷺灘 しては 毒力擁以内のも

鈴を短期群筆6既 縁以上のものを鍵期群として切除騨所

見を病理総織学的,細 薦学的に検禦した.灘 き 結核瞳

鱒 綴に就 きレ線撃的病理癒織学的見触 よ蓼(簾)戯 立機

韓 との屬係 ⑫)F線 縫過と⑳屬鎌 ④ レi繊上の大きと

の屬係癒検討した,、繊 淑 除 飾病樂内結核藤め醗性問懸

に醐 しては 麟 趨に就 きs簸,欝AS,猶 難 の灘幾発黛

状溌 を ◎)病 樂性状と醗性 と跨騨係 ⑫)病 巣の鞍懲程

魔との蘭係(3)衛 醜化学療法為して4>薬 購硬用鐙と病

樂内欝挫 訟の屬簾を晃た.以 上め結果次讃機な結論を得

驚.(董)切 除糠 鐙病理綴織攣的瓶見並1こ窮除膝病樂内

結核麟灘醗綬発生状況 よ蓼肺切除徳を澱照と㌃た騰禽,

徳誌化学療法は一一悠6細 嚢力懲を見運 馨謙とす灘.〈 黛)

結核腫慧閣 しては勤線所見上餐澗 よ鞍発生もた嬉のおよ

び大き鋤瓢 以上のものに糠 菰溝意を払うべ きであ導.

鱗焦 磐来化牽療濠の効桑と適応⑳検討

く結籔予防会愛知県支部第一診療所)

磯江騨一郎,寒杢 野 欝 一,欝 木 纒 雄

撫 本 逮 鶴 須 藤 憲 窯

当診癖 響で6騨 雀以上外来化学鑛法を受1憂た患蒋 懲o

名について,そ 緯化療串および轍療終ア後の線過を検討

し外来蜘学療溝の濾慰の問融 瓢つ き考察 した、

対象を化擦騰始縛x線 謬機 烹犠溝なく,病 巣鐙拡 鯵は

製TA分 類で中等縫以贈ド,薄 所懸上塗漁陰挫の条件を溝

黛 きせ嶺4に ついて,一 般臨銀症状を灘慮の上,外 来化

療灘応とし,そ れ以外の藩を外来髭療不瀬 おして大灘,

化療巾の経過に訟導適慰の罵懲 瓢ついては化療 ミ年未溝

の患者700魑 について検討,翼 に鶴療終了後 黒力年以上

経過を観察した鱒0携 載ついては,化 療終丁後鐙経過を

申心 として外来化学療法の簸応を夫凝検討 し,禽 せて艦

療終了時期について毒考察 を稽つた.

鱗3。 懸i婦藤織核⑳外寒駕攣療浅
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(墾路加灘際病院)滞 辺 雰 雄

軽嬢灘結核妊婦 爆3弼の外来化学療法について観察し

鵡 漫潤型11鰐 警硬鶴及結節灘34縄 登肋簾炎1総 歩

初診時灘に勝箆なく妊娠経過職 講灘膜炎及び鰐気管,鎖

驚 翫窩 亨ンバ膿結核を併発/〆た熱1綴 であ悉。漫溝型謄

は 黛纏が妊娠繰過串に一蒋 悪駕の繧溝が鷲られたが,化

聯療法の進行毒共に霧び良好な経過を取つた。初診蒔結

鞍薄培養で欝慧三⑳もの3鰐 も撃分娩織 瓢は険性 化Lた む

硬化および結飾難34纐 申11例 は化学療法 を鷲はず,

黛3鰐 は獅学療法を行つた.蜘 欝よ鞍妊鱗1蒙1総,分 娩

後1纏 悪化を認めた.後 藩 よ鯵悪駕を認めた亀のがなか

つた.硬 駕および結飾型で病変 の拡 弩の小 脳 鴫 ので

は,締 撰毘が将来妊娠,分 娩礎 審い悪轍の傾織を魔す感

かどうかの判定は霞難な事漆叢夢い.か か孫灘鰐に分娩臨

を巾心として,瀬 灘撫予防的駕学療法 を餐荒ぱあ4穫 度

悪轍を防翫出来 葛轟⑳と思 う.

黛麟.翼 蕪驚蓑の物鐵蟻独投募携⑳購床的艶びに病理総

織攣的研究

(羅 謡窟都療)常 盤 太 助,嫉 本 愚 久

久 保 泰 羅,岡 本 縛 実

(窟大結研外科療法部)寺 掛 孝

(蕊叢大高茶麓分院)禽 慮 利 雄

(懸療静澄麟)宮 林 美 綴

(騨療紫欝楽麟)豊 城 藩 雛,輪 購 簿 藻

く澱寛宰多野療)ぎ 舞谷 遽 雄

(織療轡霞魏)擁 藤 幹 夫,大 久保穣子

ぐ澱療鰭熱灘)騰 部 奮 博

糠結撚 こ対す導駕購療灘 畿従来一般 続～祉 鮎て3赫,

欝A3を 念む 驚者ない し3響 併用譲法嘉Lて マ漫われてお

滲,誌 蒋鐙用獄 こ轍二れき隷 導藷効麟みられなくなつた

後に,初 めて1醗 叢を投与す導方式ぶとられてい嶺。

併しながら,わ れわれは1醗 選によ嶺乾麟蟻の軟化融

解機転や鍛痕化機転に羅す恭誌礎実験の結黒から,症 鰹

の妬簿によつては1》撚 を初欝1灘独治療用として用い鑿

方が,病 巣の鑵癒懸熟癒 蔚期簿す導意味でよ翰効墨的な

のではなかろうかゐ藩え嶺 こ灘つてい導.

そこで,わ れわれは更に二の考叢方の鍵廉幾 を臨濠的

に惑立羅す犠欝的で豊3鷺 遡 の藤繕嫉患奮に就いて初診

後導及的速かに1澱 賛 隷4初 織灘独董轟療 を管つた.そ

の中 詑 鋼中では3な いし6が 旗 蕊つて二れを行つた

後紅肺切除徳を行い,切 除繍慧ついて病理総織 嚢蒔叢が

に総織臨学的に懲検討した未だ少激鰹ではあ導ぶ,こ の

戴綾からす嶺とわれわれ⑳響颪方の繋懸銚が臨陣i的導叢蟻

立証婁れつつあ慈ように思われ蕎.

黛賜.繕 核化攣療法に屬す萎研甕(第 蕪鰻)】 餅A§

撫繕撫蕪糠搬 《藁撫麟w《繊織 総 貰鋤賊 綴}漁 耀 葉

糠ぎ{鞭紘磁絶 欝用療法⑳醗鎌戴績

練 大懸坂内科)購 坂 定 孝,吉 樵 鷹 単

鈴 木 秀 藩,賑 申 叢評鈴 木 羅 昭

遠 藤 嵐 濤 水 藏 容,晦 灘 律 細

鳥 形 悦 郎,斎 藤 黛 期

(いす ジ病院)糞 鍋 漕 聡,中 灘 恭 一

鷲 岡 弘

ぐ櫨中央病院)譲 橋 芳 夫

(蕊 灘 病 院)書 絹 宰 慶

〈労 災 病 院)中 篤 耕 一

緒き ほN1蓬 は講浄耀が少な く,ま た その 誘導体惑麹

作用の少ない煮で禽利な薬購であ導.わ れわれは 撚慕

誘導綜の一種であ悉s《燐慧撒 α辮鷺整o難畿 漁 鷹 賦ジ

織y叢難y徴羅o驚 を藤結核患考に使用しで灘験成績を得

た⑳で報告す1翫

簿象はすべて糠結核患者で.既 往療法灘に,群 に分も

観察期間は3一 捻力慧であ鵜

成績:化 学療法牽簾用鰹(第1群 〉紅於いて最 も勝れ

た効果ぶあ蓼,轄 に嬢細の縮小岬験駁消失率はみ嶺ぺき

屯のがあつた誉く1心籔中 嚢簸塞でが消失してい導).病

型聾鷺に発た用合には,軽}申 等叢鷺に於いてレ線勝疑,盤

澗の濃癒率は轟かつた。

結論:こ ⑳欝用療法は従来の灘のと擁ぺて臨少し賑菌

撫溝ない.劔 数をなお追加串であ轟。

鱗6,蒸 灘猛 戴はs戴 に欝用する 欝AS⑳ 澱⑳閥

懸

(神芦眠大一内)中 院 孝懲,寒本 露 薪 鷺

販 本 彩 鷺,生 駒純一錦

く麟立淡路病院内科)鰐 摩 和

(紳鑵病院蕊漆療)盤 藤 蕊 部,安 井 雑 典

規今の鍵用窺学療法に於て 欝A3は1縫3紺1■ 投与

婁れてい萎ぶ,濾 勤 を儀下せしめず欝つ灘轡 繋親を防止

す嶺簸少量を投与すべきであ嶺顎この燕を明 らかにす導

為実験的研究を管つた。試験管内で30遡 に薫 鞍纒代簸

養を鶯つた結黒では嚢欝AS4)鍛 購難常に 微簸でも 轡

用する 欝難 またはs懸 の幾が 大簸なれば醗雛三は撫現

しなかつた.動 物実験に於 て$簸 や 無難 の 単独群 訟

之に 欝A$を 併用した群 とでは,後 きは鰍牲鐵驚纈騰麟

少い,、復 しこの際併用す愚PASの 量 と醗盤出蔑との総

に屬藻は認めなかつ鵡

濤療勧舉轍闘す愚動物実験では,欝ASIN鷺 併用では

濤効は1澱 領の鐙に屬籐し,欝AS⑳ 量に は屬孫せず.

欝AS・$籔 併用では講凝を大盤に旋用す導程濃擬　は良聾
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であつた 誠1燭 結 黙 鮎 脇1M1欝 繕では1瓶s減 鍛

は醒能であ 暴,FAS・ 灘 併絹でも贈1輔 響 鐸愚 。の韓的

のさ卸〉みならば 猟s減 黛は響能であ器

難ア.饗 餐A難 ⑳乾縮物質に対す箒聾…用につひ℃

(継 報広島療}慌 翻 博之

乾酪物翼鈴1NAlll詠 導軟撫融敏 鐸機紙鑓関し鴬

轄 黛翌⑳慧以1懐 用群(1N擁1附 撫 群)と1NA藁 還導霧

以下!韓 群(潜 照醐 に分類して検討した、

1)被 蕊乾酪嘆にあつては,軟 化鐙樫壌1は,1製A難 醗

加群と対照為の総瓢差嚢が認められずに,そ 群舞幾は,

鞍駿難酪等灘鍍膜の察さと大き婁に規定さ慰恐。

黛)塞 溝懸 糠乾酪物難は1}脇1拶 納i馨によつて軟駕融

辮麟樫縫鈴強いも鐙が多 く灘鰍鍛 瓢は少なかつた、1舗A

騒 業た鞭繍群の薮 懸壁は強 い充癬 と細灘漫灘を示し,

菰れ慧課㌔て懸照群では,そ の程度が弱いものが多かつ

黛聡.灘 結核空鵜に繋す蕊化攣療法⑳影響に醐す4購

磯解麟攣的欝究

(穐 大 轄 研)難 聡 勝 叢,野繋中 難 蔵

芝 野 忍,乗 松 瀧 蜘 難 撚 賃 購

囎訟 永 繋 之,承 球 博 之,神 武 薮

《胤 電 病 院)村 灘早 蕪漕縫藤 難譲一

近詐配欝療注の聾及 蒸ともに翻敏輔ないL籔 嚢盤治癒

麟認めちれ 蒸よう載なつたが,演 蓄等はその実態,北 療

懲鐙頻嚢ぜ〉差異,そ 鐙騰 整惣 瓢灘 して検索を行つた、

全餐瀬3饗 申濃縮被驚繋 鴛(1翫/%)紅 対 し浄化麟

覇並磯 こ浄翫窯溝それぞれ11,慧(両 習無計 導灘%)

嬢蔑 鹸期鍛瀬なちびに簸鑓 驗それ ぞれ 欝,11〈 講藩念

戴 戴嚢%)で ある、之を箏次懸隷み導と昭灘 櫛 年廳以

1灘織おいて浄翫なもびに簸痕/しの轡薄な鰐轟頻嚢の増懸1

を認め,衛 熱翫療懸にみる為1N慕 を念んだ傷療群で浄

靴および翻痕{濾)頬織がやや著購であ 鯵,難 つ長期療滋

融 こおいて浄撫の嚢難韓が蓼購∫であ騰。難酪難の融解講除

毒こは乾酪 漿露身の臨状と蘇鎌 気讐震接舎部灘・野1三状,潟 羅

病餐が驚醗爽澱として関与す導.よ つて乾酪繋軟化融解

ならび鑓灘 じの邊麗,病 嘆内の藏,購 鎌 気管支接合部等

を慰織学鞠 に検索し,そ の実態,浄 駕ならび媒綴痕北溶

癒の機序鵜菌 して検討を醸へた。

黛聡.辮 瀦 核癒瀬よび蔓⑳化攣療法の奪傘的考察

(名 鉄 病 轟藻)片1/1富 男

く綴鳶愛 郊療)泉 溝 騰

(轄核予防会愛簿県慧繁第一診療蕨)庫驚 率 羅 雄

(名 大 一 内、 稲 鐵 購 孝

黛年以上 欝 毒灘 観察せ灘肺結縫患滴 懸懸 懸 撒つい

てへ冷 灘 く慕才聡編)に 分類し,縄 氏病醗および蕊丁識

分慧駕慧,そ 傭 ピ繁療法に選す恐窯繍ミを麹較検講す導、

短象の奪令は 矯 才よ蔭 総 才,内 熱 才よ参4襲 才

迄が大 多数を占め艶屑懸では女 掴与占め導率が藩午者で

は高いが,懸 才を越すと急に戴率となる、病醗では1v

、灘鐙舵は 欝 掌台繋311蜜3難 才台で慧:1,4鞭 才

以 郵で隷 菱;1義 な難、叢た霞犠溺樋 の 羨め騰率は 灘

翼 ス/一で急鑓メ藷 な孫が 。そ漁、以 下では約 懸%で あ

熟ぴ病勢懸では高縫の蕾が占める率は3{1一 難0%艶 それ

以下では 訟%蒲 後であ懸.鱗 癒 は 灘 す 以/tに7綾 璽

灘%鑓 講めもれ難が事それ以 ゼでは 響導%慈 後であ蒸.

蒙挨結穣患蕃を膏す灘癌纏は 難 才以下では 麟%を 越

すが攣熱 藩評以 歎では 欝%蕪 後であ 翫

この鯨象鵜ついての鋸 購化療において,わ 蹴1く欝蝋 麟

無蕊獣 か 一建瓢し,灘 ち購一病醸1羅一病勢顯載登》類,

年令糠 窺黛が{・灘,讐 の魏痒効 黙を臨鞍検討す纂と,各

病繁病勢 輪に,鵜 才を縫に高難蓄で は改善率畿く,選

総曇塾霧では高く,改 轟縫について悪高年者で豪戯ぎ隷 鱗

鐸駐 とも紅なだらか載。1騨するが,驚 年脅では急激に 転

昇す惹、不規羅な化療を受けた霧では改欝率敵簿嚢険1畿

紙褥㌔

灘鷺.化 攣療法中の癖蕊状態(第 黛報)窯 隼以よ継綾

耕犠構について

〈康鋭病貌響戦購科)遠 藤 兼 絹

舗 聾賦繊 年総以/潟 与つて緯藤す凝粥鐙 駕学療灘串

鐙排欝決態慧ついて調ヂ賎 た,、翻体灘に欝麟状態の高い

波畿い波跨認めれもた 簸 鯉について特に詳しく細姦し

たが,各 難劔高波数講戴波数此 に おいては6岬1黛 導ぶ

最紙であ聯、また各期懸}二昇数態下降数姥はo～ 勝 達が

最畿で/慧ル 蘇 罫達,1馨一慧4鐸 が最薦 であ導.激 た纏講

趨波は黛次以 劉の高波 と比較㌃て羅続疑膿難1窯∫璽以内砕

短覇轟亀のが多 く,欝 一一癬体で高波を繰鞍返すものでは

後の方が維続襟灘 の藁いもの婚笠多かつた,、以.1二よ碁}化憶

療法のギ∫効欝鵬 の鑛を難～轍す導鳳ゑが羅熊であ導が,韓

葦幡敬こは 黛4勢 彗以t経 つズずゴ購であつたと思はれ醤 纒

も霧寵す臨

熱1.欝 麟 核鵜霧発に蘭す薦構究(第1報)彗 紅攣療法

施行中鑛溝慧化につい鷺

(懸 窪愛媛療)赤 無 松 鶴,lll本 聾 孝
寒坂 根 一 彌

1磯瓢愛媛療鑿所載於て入院/慕学療法を施讐し,x線 写

鐸上改藩父は苓変を示しつつ 爆爵メ3以ゑ麟培養陰挫持絞

した患 欝瓢/名 鑓慧 懸,讐 轡後 鈴難学i療法施行ギ麹ぎ》懸

悪蜘を謀流 し,x線 写爽上シ塊一ブ様絵影を認めた者3

名(瓢3%)趨 癒見上培撫 騨羅韓驚 鮎た霧磯 名◎叡3鵯 〉

を欝た。 シ講一・メ穣険影を認めた、3名 は韓れも1N蕪



107

撲黎蓋で,勢 くは澱療騰鰭後3な い/、 溺慧に緋醸を醤

つて濾韓野慧陰影増綴し讐緯後毒1澱 蓑澱療を継読す導

胤8隷!》 薫ないし3溺 肇後1礁シ 。一ヅ様険影溝縫した

亀ので,1醗 夏跨韓麟物難融解魏出機紙 訟密接癒騨簾が

あ難のではなかみうか と推察 終れ4.従 つて 鞭轍 濡療

慧嚢つては治療騰始後少 くと臨6爵 欝轟讐は安静鴻蜘 舗}

響慧す蕎べ きであ孫と響驚輪

培養再嚇性《載したもの61名 についでは悠学療法溺に

よ導縛欝欝 構鑓 縛 輔期闇および霧麟　繭後⑳緯繭状態 と

醗盤の轡無鰹濁跨奮無病難の拡が姶,治 療離と羅欝繭縛

緯臨影の増滅鎌 灘較等瓢つき検討した,、

黛澱.礎 縞 喋瀬雑 欝用療濠(第1報)

(鰹大鷹力内科)蹴 方 … 沢,幾 鰯1騰 入

勝 罵 鵡 武 井 鴇 増 井 準 濃

佐 輪 孝 鉱 麟鷲 井 瀦 灘,戟 倉 密

野 添 欝,萩 灘 簸 雄

摩郵鷺お響難 丁轟磯搬 叢併用療法 の幾期多方薦 よ鯵

の経過観察報轡が極めで少いのに鑑み,わ れわれは総纏

葺4擁塗 うち漫撫型3溌 欝漫潤韓 灘 型 器 鰐努線維韓酪

璽轟灘轡鍵化灘 慧綴夢播種型0艶 難症混禽灘15織 譲塗

して,T1駕 鞍.壕 群 翫o。o穂 群 の慧群に分も各o.慧 翼

岬0.3黛 の 欝 難 を併用投与し,臨 庫漸騰,胸 部 レ繍飯

懸,喀 餐巾結核薩の撫捗および耐鞭の推移講作用,漁 液

所羅,肝 機能等を3細10力 擁闘にわた鯵検討もて次の如

き結論 を得た、

麟 本療法は遜常焚用諮慈べ き併灘療法 と1/鷲の麟櫨

を禽す嶺塞運聴 患はれ蕎、

の 使用盤麟少難で臓つ灘懸であ㍍

鐙 璽篤な講作用は殆ん ど出現せず,丁 犠 盤鐙加滅

によ鯵翻作用は防止も得 翫

4)喀 嬢i申結嫉繭の 叡 翌蒸醗糠窯舞を結果的載郷舗も

た。

5)丁 蓬㌔0.鱒 慰群は0.1霧 群に態 もて濃搬勘 熱 購

大差なく麟作用の点ではは犠かに優れてい輪

鱒3.織 縦 環灘A8・ 鞭曙A糠 無効叢癒繍継穣鵜繋す

薦 攣黙鮎 墜 熱箏骨イク箏ン菌導鉢欝用療法

(京大結研化学療演離)麟 内 藤 益 一輔,離 辮 鰯 央

灘禽欝灘臨 松 轟 留 蔵

s簸 囎AS・ 穣A騒 を大盤に使用しで然臨猶臨床的濡

癒に灘達し得ない肺結核,殊 に喀襲巾緯鱗繭が縷盤化せ

ず外科的療法薦灘鱒でもない患嚢の濡療は現在われわれ

の最 も懸却してお鑿問懸であ嶺。

これ麟解決の一つ跨道は鰍難癒異にす4結 核鶴撃濃搬

麟が激多 く規れ蕎藝獄あろう.私 共は之 壷親難辮核の臨

の雛求めて丁欝 為併購効業を持つ臨のを探魔した結墨,

勢}箏 サイグ警ン誘導餓 菰灘逮した.灘 ち試験管内静麟

作用に織磯効繋が箆出諮れ,入 緯慧併用投与した後誇戯

中欝菌作用ぶ趨 く簸永 く保持きれ難事が明かとなつた,、

其処で$鍼 畷醜S環 饗A羅 無効の憲鑵 肺結接患奢 慧o数

名を選んで,丁 購 と アク灘響ぜシン あるいはヂ弾マイ

シンゐ⑳鍵用療法を試みた。 其結祭x織 織な晦びに嚇

痩薦 を始め魯種臨津辮晃裟かな融藩萌な終転を認む葛に

i灘つたの噂あ翫

熱4.灘 鷺A鷺 に講す墨 繕織 無 灘欝用麟巣⑳機鞍

に鷺す箒欝究

(麟立北海滋第一療)(牝 大結欝)
曝叢灘林 誠

,菌 驚 修,轟 橋 義 喪

窯造⑳幾的で$鷺 臨 簾 羅董難,$慧臨o聡 翻,$磁 識癒7・

議欝茎およびs磁 蹴搾欝薫磁灘1慧の篠種のs磁3鋼 を く等

愚ル)撫A難 と併用 ㌧て結核患者に投与し,猫A難 ⑳癒

串濃簾,ア 惣チル鶴におよぼす上記$轍3離 ⑳影響お

よび投与後の患藩撫溝 ⑳筑繭力をしらべたところ灘A難

の愈中濃度を蔑 く保も,ア 壷チル鵜を防鉱 したがつて

嵐蕎慮溝拶銃麟力を=鍵時闇持続毒せ嶺という点では上灘

4種 のs轍 叢薦鱒懸に藩購な差は認 められなかつ鵡

灘ち 脳A鞭 に対す贔3繋 豊無 鍛 の 併用働果の機麟 劇

鎌1無 鋼それ鐵檸の抗蔽作用よ鯵も む しろ3慧 糞無 凝

併用によつて1NA欝 のアせチルぜ藝が遷れ,1。 たがつて

遊離の 灘A難 ぶ撫中に擾時闇 しか臨高 く保たれ墨毒い

う点にあ嶺と愚われる.

黛鱒.《 》欝撫 騨・難駆董撒x驚 叢拳灘㈱ 灘縫 灘A欝 に屬す

嶺籍究

(慶大内科)醸 誠 瞭 三 部ド撃 藤 儒 也

憲 纏 昭 雄,藥 田 擁 夫,井 上髄太郎

鍵釜灘篤華,小 沼 巌

我 凝は第 繊 懸本会聡会に於て報告 もた{蹴 難礁7徴 ㌫

翼7・猟 無搾撚S賦 ついて更蕃こ種潔検討した結墨薮報き

す愚.◎)試 験管内抗繭力,患 畜よ鋤辮尭に分離も驚薄

について 鎌 獅慧丁騰3籍A海 鱗瓢撫 培地を使用せ箒抗藤

力は繁0.16紳 甑63γ嬢 であ鞍寮S擁 醗蟹癒 な毒びに欝難

灘盤菌に避して毒略磯様の抗藩力を示した.籍 し 欝A$

醗性灘 菰薄しては航薄力 を翠 憲なかつた.② 噂や凱鍵

験的結核癒 に辮す灘治療効集、本粥煮 鈴撒 あ4い 纏

購 雛o釜弘獅欝A$義 の姥較実験では本離ぶ最懇優れでお

融また経欝投与と皮下投与の漉療効集を熊較す蕎に縫鱗

では欝A$漁 為蜷鐡横であ 滲皮下では蓬か拭優れた麟績

を承し璽量麹では$越 の約1穣 の効果 を黛 した.③

撫串濃度.本 細を家冤に 欝o鞭慧驚o騰 慧経 鑓ならびに

欝鱒 慧繕100撚 蕪 を筋潅 した嚇禽 の最轟蛾申濃癒は轄れ

懲1蒔 懸濾にあ 鯵31岬11劉 慧鑓であづた.入 綜獄 欝懸 歎繕
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櫛搬蕪経 欝投与縛は3～ 蕪縛闘紅叢趨纏を承/。撚細赫

7嬢 であ鞍充分寳効蕪瞬膿 度に達し得た、

難鼠1⑰ 叢無騨灘難 《嚢鑛{聾xぎ錨騰 蓋》繍 讐鍛脚 蚤驚 α》貰》

8)⑳ 騰ル騰囎塾⑳輿験的織核癒に対する治療

箋験

(屬立中騒療)轟 場 溶 賢,寧新 海 明 彦

須 蔵 健 治,手 塚 毅 三 村 文 礦

中 野 昭,鐙 轟 滝 飯 晃 正 昭

(策火病麗)蕨 沢 糊

(東大栄養)橘 正 道

撫)sの 治療効襲を讐ル騰 ッ》 錨o難 を 斑 株で感染

献しめた結核漿豊について実験し,そ の効蝶をス挙レプ 峯

饗イシンおよびス》新プ}轍 ド華ジドと此較検討した.

濡療は各薬用 欝000単位を0。S鵜 の食塩水に溶かした臨

⑳を毎難1繊 皮榊ド注射も,そ の磯懸および 然 遷の翻検

材料を病曝総織学的にまた各臓器の定盤培養を鷲つた.

鑓)sは,s}葦 よ蓼は稍 之劣るが3簸 よむはやや良い治

療敷娯を示し,是 等溝擦群は侮れも封照群に比し推計学

よ畷 毒かな禽意差を承した.激 九1)夏)sの 中憲漉状の蕨

発は認めることができなかつ鵡

欝ア 灘》叢数y耀灘轟餌韮蘇織}灘聴癒峯癒磯妻繍 難驚y鵡蒙鑿嚢(蓑》糞》黛)

⑳屬床的研究(中 闇報き)

(轍科蘇大)大 淵 璽 瓶 藤 森 寛 央

今 耀 珍 燕

(葉大分院)中 規 薫 一,永 澱久太郎

藤 灘 進,鎌 鐵 一・欝

(東大沖申内科)擬 沢 澱 石 井 事

村 灘 麦 常

(騰大)騰 瞭 三 郎

ぐ懸立中野療〉 激綴揚治賢他

われわれは 斑>Sの 臨鎌的欝糞のため全鰐初躍治療鰐

で濃療翻始薩離菌騰挫樹を選び,鐸雛蕃に対照として1壌

s纏,お よび$猛 群を用ひた.全 鋼$蟹,1)1)3,s蚤{は 筋

注1霧 宛遡 簾 熱 し,1N慧 《購(3縫 は 蟹難 が$麹 蟹,に

分子結舎Lて いる数,筋 注 とし殊に内膿せしめない)を

遜 灘灘,PA$10騒 を毎 縫内膿せしめた。濡療翻始織離,

灘始3療 薄,嚇 搬月一 燃 普懸写輿ならびに断屬撮影を

鶯つてい導が,今 懸は6が 彌 叢の成績の中間報告であ

轟.そ の成縷によれば繭の険転轟,璽 洞の醗鎖率,x線

轍⑳改善率は三群共にほぼ縄様の成纏 を紫した。なお殊

裟翻作用 として認むべき所 織臨認められなかつた、

黛鰍 織・c讐も難》簸鱗藁奪峯糞⑳騰績核癬 歌謹する効畢

(新 潟大 櫨内科)縫 雛 鴻,率 下 庸 驚
譲毒 灘 欝 夫

,欝 木 正 作

ぐ1聯二内野療/浜1、 婁蒸 霞,蹴 懸 克 鷺

璽 野 療,滋,疑 溶 知 男

囑 立禽鱒齢 奉 繊 宏,中 鰯 庄驚

禽 翻 亮 一,小 島 誠1ミ岱,松1難 一賦藤

く県 蕉新潟輝 鎗 藤宮松太藤,轟 場 賢 一

く嬢立黒条結核病院:)縄 講 文 雄,樽 撚 佐

壌谷讐叢知,趨 橋 昭 二,岩 井 購 一

蔑 館 孝 鱒,油 鱗健 苔,長 谷川灘央

(財鐡法人薪潟寮社会事難協会)

塩 沢 精 ・一,武 内 玄 儒,橋 本 正

富 欝達 夫ド魑 辮 力,蹄 構 驚 慧

池 醗 駿,嵩 濡 実

織£蓋鞭鑛磁1麟 の肺結核菌拭対 す る効果7擬 環化含物

の一つであ犠 轟《二1蜘総薫叢麟(以 下 礁・1麟)の効鑿につき

弱 名の締結嫉患轡を岩驚氏病型溺 に分類し,餐 病型に

つき,化 学療法灘 く黛 望,掘A鷺 各 潔遜 露蕪,瓶 叙)畿

達 欝の三藩併灘,以 下対照纏)と これ賦翼に 鐸爆1鑓

露～3窪 を懸3礁 併用した併用群(以 下投与繊)搬 闘の

欝麟状態,喀 痩盤,慮 浅,x線 懲,縦 盤の推移ならびに

病藤組織響見を比較し検討した処,次 の結嬢を得た.魏

薦状態には差無く,V畷 礪型で投与儲の購鍵減少ぶ離照

轡よ癖簿しく,赤 沈の改欝には藻を晃ず,X線 像の改善

は難難礪型において投与例ぶよゆ薯聡で,犠 澗像のみ紅

ついで臨v鯉 畷型において欝搬であつた.濠 た酬 癒の推

移は$麟 を除 く黛蕊投与鯛に,S懸,欝AS,灘A獄 共に

醗性の復帰ないし低下が雪脇 れたが,懸 蓬を除 く窯藩対

照鋼は金綴不変蕃 くは増加を示 し たな病理組織蕨見で

は,嬢 洞鍮の消失寒および病巣の繊維化漆1投与例の方が

よ磯欝しく,象 た投与樹串に變氏型難細胞内裟盤状封入

韓を認めた纏があつた.

黛鱒.糞 験的乾酪羅⑳形織撫蘂糊⑳影響

(撫 鑓県鷹谷診療所)寺 撫 灘 央

濾狸の大腿筋肉内に結嫉繭含霧物蟹を注入して結嫉挫

韓酷巣を実験鹸 鍛作製した、感作は$簸 感謄三醸 燃鍼醗

性菌の菟菌および 鷺co生 薦を矯 い感染は3蟹 感性菌
・$懸 灘盤薄の生菌を用いそれぞれ流バラ・ラノ!加 に

懸濁して注入 した.疑 齢 蟹塞実験 とと臨に治療は$纏

・熱撫 ・㍑ 礎A$・V懸 を投与L懸 縛 に 繋一チゾン⑳

併用投与群をおいた.逐 遡的に霧群を麟検し灘酷鍵漸見

・乾酪鍵および繊器の定鑿培養を行つた
.結 渠は実験的

韓酪雛鐙作製に成功鮎たが,懸 濁注入蔵蘇によ導差翼は

少く$鷲 ・V麓 ・艶ASは 濃縮隈揚化 し1欝 も 鷲 は融

解験載の傾向を示した。灘一チヂンの併用は鷺較的影響

ぶ少い、黛鷺3翼 蕪欝では数化 して薬購は無効であつた,、

乾酪藥内には鰻期醗麟を灘明したが繊器内撒灘は極めて
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少かつた.薬 離の譲織漫遜力 と免疫の状態購鞍酪樂を左

霜す馨と思はれ惹、この衛武は種紺朔 慧学癖變締讐跨臓器

内撒布聡止力ととも獄灘酪蟻鑓対す4作 用を判定す導方

法として用いられ孫お愚う.

鱒o。 鷺蕪A蕪 ⑳抗結核維用に鳶よ檬す生体鳶よび菌

体繊分(特 にv叢 纏 撫韮眠為類)の 糞叢嚢v薫糠《》

におけ番影響

〈蕊幌籔大結嫉耕>1/沖 純一郎

欝A欝 が生体に入れば,そ の 蓬運7畿麟 慮 基の活挫に

依 轍雛薄作用を発揮 す嶺 とと臨に諸難 の物欝と結禽す

る鱒最終鹸 こ大部分は 細就麟撚lo織欝れ3心磁宅y慧NA難

の形 として鎌串裟欝灘 姦れる事臨既知の鑿実である、讃こ

の 費総 のmA董1よ 鯵 ㌶磁ぎ1・1翼A驚至の形賦な蒼蓬中

購鷹犠を生ず導事懲懲鍮綜難く糠い、瓢は藤鉢成分,殊

裟その申に含 識れ導V聾 輪擁難総類および血申⑳ 鼻短雛

酸等との結金,な 毒ぴ賦それに 纂つく 継A簸 ⑳筑薦力

の変化を想定し 漁v童駕緯 にて鵜れを検した結墨,以 下

の成綾を得た、即も,鼻 総撫藤雛欝総 欝繰,Fy撒 畷煮

蹴鶏v糞 撫徽蓋総 鶴L,鞠,蓬 》繍宅購総癬心3心撚,L総 寵

鍵董鵡 沿A難A等 に 薫NA騒 と跨拮抗作用 を認め撃鹸ご者

に 欝難鷺 で結禽 獅A秦蔓を馳出した。v藍雛無総K3,犠,

鷺翻FA1),N憩 賦1麟煮蕪"羅 は 撫A1護 と脇力し 殊隷K3

は抗菌力懲強 く且つ1NA鷺 と協力 す 導。V護轍撫漁懸A

およびその態は影響が認めもれなかつた.

黛§1.い わ磯る蕪定灘抗酸蕪⑳K麟 難議撫 脚 灘勲に対

する態度について

(広大細薦)織 部 薫,激轍 驚 露 恭

拳 鑛 慮 彦,池 田昭太郎,大 徳 智 鷲

いわゆ碁難定繁抗酸薦のK縫 糠 瓢y穏難◎《緩)に 対す

為態度について,鎌 然界よ鯵のいわゆ導難病濠牲抗酸薦

群ならびに結核麟のモれと簿駕 し つつ,か つそれも拶

$絨 および 嫌懸 紘対す4態 度と臨比較しつつ検討を瓢

ころみた結犠,

1)入 簿系及び動物系株では 灘 およびK赫 に対も

て低感受難の臨のの,き た購然界系では篤感受性砕選}の

の頻度が高 く,1N欝 に対 してはど跨分離系の黙⑳臨中

等度の感受挫を承すも穆が多かつた,、

の 集薄色細の爵難系鐙ものは…般に感受難淋蟻 く,

麟色系に高感受性株が多かつた.

3)集 落の轄燥性のものでは 鎌1轄 対す る繰感受貿三

株の,ま た湿灘盤の懲のでは 箋く欝 賦対 博嘘 高感受盤株

の鑛農が高い鱗向を灘した、、

の$躍 および 鷲赫 に対す碁枕酸麟の感受蝶醗賦は

あ難程縫緯縮灘二騨藻が認め毒れた欝

黛磁.懸 ル騰礎ト⑳糞験的繕欝縫に繋する灘ナマイシ

ンの治療鋤桑

(予研結核部)膿 魏 沢 瓢 金 井 興 藁

囎ル雙舜 を麿襟結核醸 矯 株 の0.1撒8で 皮下感

染 し,8週 閥数麗 して兜分に感染ぶ進擬 し襲病樂ぶ礦立

す蕎のを待つた藤 これ裟薄して,$懸,葦N難 欝K瓢(爵 ナ

マイシの の1魏 潔 翰窯0懲繕の投与量で濾療 も夢3爵

鍔後に劇検培養して効果を紘較した心か くして,K簸 綜

s懸,鞭 撮 為講程度の効集のあ嶺こ職 が明 となつた.次

裟,撫 株よ鯵 繍 蘇籍8糠 欝でK懸 沁oγ蜘1醗 性集落

を分離1卵 菰れのモル愚 囎》に対する病懸性 を礦認して

から,そ の感染載対してs蟹,1鱗 麺〉濡療勧果を検討L

鳶、鵡れによつてK絨 醗性繭感染轍は$駄 三臓 叢ぶ欝

様轍膚効であろう瓢とがわかつた、蒸

鱒3.K搬 搬誉鷲潔穫難 ⑳作用機序に閣す薦欝究

(第1報)

〈販大第黛内科)伊 藤 丈 雄,寧膏 木 隆 一

K繍 撒鵬欝無 の作用機序鑓屬す難研究の一・つとして,

鳥型結核繭の安患香酸及び 騰瓢撚 の灘癬的酸化におよ

ぼす影響 を検討Lだ

K紺 議撚鉾葦黙はこれ 毒基難の鳥型結核麟竹羅株紅よ嶺

灘癬的酸化を阻審す難,そ の購霧は趨絡菌においては認

められ撒い、翫驚癖o驚翼麟 醗性蕪によ嶺安懲香酸の灘

臨的酸化は 翫総欝o撫翼漁 鑓よつては購審 されないぶ妻

K繍 犠熱y構慧 によつては融雛1菌にお げ導と1濁様購審 きれ

る.以 上の事実よ鞍K繰3撒 頭 慧は鳥 型 結核薦⑳灘癬

酵素膨成を羅審するものと考えられ壕転、

黛麟.霧 灘化蟻療法麟⑳騨綾核患きにおけ薦鮒牲繕樵

菌検鐵華a壱 の意味するもの

(北黒研究所附属病院)佐 藤彦次郎,寧遠 由 瀦 明

薫 藤 鷹 蔵,島 蟹 英 彦,沢 井 武

1鰯 ・1一静鱒?・11ま で本院の入院および外来患藩か

ら徽れに裾慮す嶺 欝囎 鰹を撰択 したが,i織 核 麟 購1生

11{美擁(3マ 康6『擁)で 渉そのうち嚢慰舌挫を検索し得た毒の譲璽

98樹 であ翫

/,昭 鱒 年瓶摩盤蜜指針に纏つて検紫し,$簾10γ ∫

心鑓,FASお よび掘 賢いつれも1γ 嬢 を判定規準とも

て11鰹(11。 黛%)緯 発全醗稽そをみた,,各薬鐡 こ慧す導

醗性の最高麓はS蟹,艶ASで は1㈱ γ嬢 各凝1鰐,

欝慕1γ1"襟 黛例であ灘鶯

黛.こ れも11鰐 の醗性患蒋に穀す嬢 臨学療法の勤果

は感性麟綴とほぼ購様iであ馨.

3.11擁 のツ反慮購転縛覇は 懸 鍛 年(翫 療が細 く

磯ん 鉱なつた贈)以 誌の臨のぶ大多数なので,こ ⑳検査
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成綴蜘ち糊断すれば外来性霧感染は群成 むの事で走翰う

嶺ことを承す。

4・ しかし 羅 鱒 年糠摺錯を検講してみ導訟参不備

⑳点 灘箆鐵鍵れ鑿ので罫検査法⑳確立の上に餅霧検討を

しなげれば,種 聯の深 まつた 結論 を派生す薦恐れぶあ

凱

繋6旗 織棲牝攣療法鵜献ナ薦 黛～3き 灘盤に閣す愚研

(棄大徹研附属病院)北 本 潰,福 膿徳 光

寒知 久 祝 騰 柴 鐵 一 郎
,小 林 灘 夫

昨年の本学会に於脅嶺報告に灘き続き昭和31年 以降

の3・3者 醗性菌の類度瀞雛樋繭培養によ導黛 ・3璽 灘

盤藤の分離,匙 較的醗懲漢の儀い鑑醗繰薄に薄す嶺全漁

藩養によ悉併用効果を検討した鐙で報告す萎.

1)昭 瓢31年 以降の分離株獄つ き$簸10γ 緯 評A3

1γ撫心葦搬鷺1劉嬢 以上の毒のにつ い て 見嶺と感憂盤

舗・o鶉単独醗難 無.3%に 辮 し欝蝉3藩 醗樵 の禽計は

39・7%で 感受機株 とほ とんど購穆度 の 類鷹 を業した.

・ 慧)私 ど臨は1翻 の藤麟 欝種ないし3種 の薬辮に耐雛

癒持つた懲のを慧耀3婁 醗性麟とし遡常⑳灘姓検査で 驚

灘ないし3種 に灘性を持つてい灘如く親われて来た恵の

を慧岬3鞍 醗盤として撒霧してい嶺ぶ蟄単偲麟培養によ

箏厳密な意昧の黛押3鑿 醗懸三藤を得た。

3>儀3菌 醗盤株(各 燐 胃心の 賦つ き譲檸34併 用

董旛行申⑳患藩から蒔簡的経過を追つて採取した撫液 を

用いてs蕪 薦(二麟 く)磁囎馨によ 離鰻癒勅果を昆導と感

難 株の講禽と異礎 欝に難止力求弱い繕果を得た、、

鮪鼠 綾穣菌薬搦鮒盤検査法⑳屬床的検討 く欝に灘性

復懸滋よぴ欝用薬翻培地醗性検査について)

(羅療大府荘)寧 東 村 滋 雄,構 本 正

窯濾 幸 三,林 光 男,撫 本 菌 邦

野 繊 用,安 保 畿 鳥 繕 太

難襲串結核麟 辮轡蒙鍵圭o鷲講成の検討の婁用的検査法

として3段 検査法 を報告し,翼 鑓 脚欝麟鍵lo訟分析の繕

集から灘幾撫用問題および多璽酎性問題を検討した.講

盤震変勸(低 下を奮む)の 濠薦は被検飽麟数の変動為麟撲

漫翻処⑳変鰯であ孫と考颪られた暮定量法で生灘数の影

響を一慈除外して毒凝る醗縫獲変動は麟撲瀧懸処の変勤

によ導と考蔑られ嶺鞭醗性鷹変勸が 撫A慧 および蓬》A$

瀞惣 畿多いのは 脚轡1蹴無 欝成の不均一によ悉毒愚わ

れ鵜 羅独薬翻 翻勃 糠 痴3叢 について認められ嶺時は

大蝋の轟禽 黛～3鷺 醗轄癒 瀞実際載存在す導勲黛細3叢

醗盤麟奮膚灘は灘独荊培地餐得られ器醗桂薄含禽離の積

に罅しいようであ孔 象た 窯岬3離 壇地縫用轍挫検姦め

簿癖的懸鋳はあまむ嵩 くはないよう鵜懲われた、

鱒7・ 結棲麟薬欝彌 性獲得および雄i移に幾す薦屬床競

謙的観鍵

(縄 撫大単木内科)大 藤 嵐 趨繊灘之介

書 灘 潔,沼 本 徹 郎,灘 聾 嘉 彦

噛 谷 勝 一

10露4耀⑳灘盤鰭の鰍雛鍵欝様武,黛08擁 の鱗鎌症状 と

灘繧盤 得の灘 誤,⑳08獅 醗轍の撫移を統欝的に慧今鎌 し

た。欝懸 鰹を分類す嶺と単独 麟%,鴬 鑿35%,窯 璽

霊1%噂 あ鞍,薬 購濁では3M津AS,薫 》酪,薫 璽,鎌 養

の細噂あ灘,、獲得に要す愚期簡は$籔 最 も短 く筆釜醜S

臨案外短い慧獲得型武は鷹鋼共$鍼 璽で磐獲得後はs灘 謬

欝A$は 水平璽,欝}翼 は降下型であ鑿.一 購醗瀧は魏i離

醗性を防止す嶺方向に働 く,、したがつて三蟹羅性は一挙

醗性化淋多く,一 麟醗鰹先行は少い。また三璽難獲得は

単独に鶏す嶺と遷れ愚.鷹 薫醗盤は一挙鍵得 と二鑿か蔭

の懲のが多いまたご璽および灘独か毒三璽醗挫蜘す嶺懸

鐙後鐙薬薦⑳使用盤を晦妹 す馨捻,瓢 難醗樵は第慧4>薬

購⑳灘轍化を嚢単独醗難は飽瓢購の三變耐雛化を羅む4

求分 鞍,し たぶつて一灘獲得の慧戴醗性は簸感餐時閥で

成立す箒.灘 性獲欝時の臨麹癒状は撫雑な醗雛程:麹驚溝

性で餐纐 盤の多い練欝結核が夢簸・.醗性撫移 では,s滋

醗性臨織購投夢で多少儀下し,欝A3醗 樵は無処鐙 で 毒

過奉数黛下し,1》灘 醗性は凡ゆ導騰禽に低γぶ多い、

聡8灘 雙H灘 樵鮪結穣癒に鍛す薦 講蕪繊き癖 癒 薫《癌ン

磯轡叢鴛叢叢⑳効集

(奈婁緩大瓢内)宝 来 善 次,辻 本 兵 博

灘 串 弘 通摯吉 年 愚 三

$縫蕪熔蒙麟磯蝿 磁鞠撫議灘o鷲($A1め と 星醗薫 の欝壌

鵜 絵 轍 鱒 で1醗 竃醗挫藤跨増殖を或 る穣度難止す蕎

とい う用および驚驚の成績に燕 い た薬辮N論o癒 心賦糠.

oン選講㌦蕪麟¢7難畿鷺 無ン畿識蒙総(SA欝)を,叢 欝翌10γ

に醗性を獲得 した肺結嫉患蒋に投与してその効果を検討

した。対照として1醗 薫鱒γに感樵の慧ぎ器結嫉患考 を観察

し為

1)$A聡 投与翻姶後雛洞内乾醗物蟹が欝除きれ,1

押黛遷灘よ鞍購襲量が増加 した例が醗挫群で4響% 罫離

照群で1慕%に み爆れた,、

黛)喀 蓬中結核繭は醗性群で 繋%に 欝対 照群 で30

%に 藩響謬に減少 した.

3)騰 部x線 鱗絶で漫灘性離影は 灘嫉群 黛o%,対 照

群 騎%に 軽減を認めた,、謙た鐙灘鍮鐙溝失ないし縮少

を,耐 鵬群で 慧8%きゴ 対照辮で4《}%妾磯認め瓢、綾化

軽病 蝋の嬢溝慕磯は拡大した,,

以.熱,穣癒的紘 裏N蕪醗轍菌鑓8A獄 ぶ 織効であ騰

箏を支持す導成織は簿 られなかつたが,少 くとも,旗 鷺
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離挫纏にあ蕎灘渡 霧効 であ 瓶 勲輪影響 織 酪物難轍解

欝絵)を 与叢導とい蔑嶺成綾を得た
,、

難鼠 結核菌薬灘謝姓凝串心鳶鋸饗発た考人繍繕楼⑳

漁療方鱒

(鳥取大騰綴内麟)灘 申 弘 透

購 盤を 綿 ・・醜 鱒 響 籍 熱 ・は踏 併用

療法 を行つた懇ので老結為誠結の濡療成綾を織較す灘嘉

成結では濡療難醗鉱此例してほぼ漕纒も多く悪化鰐は少

い・これに獄 し老結では略治鷲懸は癒めて少な く
,選 に悪

化鰹ぶ多く・Lか もその殆んど求驚蕪糠とな離治療の灘

むようのない状態であつた.

醗瀧薄を検討す碁と老結は発現毒が縄 く,ま た鰍難薄

の発現し易い種聯撫条簿を備えてい導ようであ薦
.

また老驚鞭蒐を実験的毅結核載權患婁せ薦と老譲薙に

よ難強い猷臨ぶ晃られ・老窯璽麟を遡過し海麟ぶ驚窯兎

のそれよ鞍発欝が簸鰻であつ海舜

以上の実験から老入と欝 う鵜とによつて韻 難轉轟な療

霞も老結の治療を鑓難な鑓 。めてい愚と考えもれ嶺ぶ醗

牲菌の問題 も璽饗な役翻を果してい嶺。
、

したがつて灘結鈴治療鑓当つては醗性薄⑳問題に十分

緯濠意を払つて蟻独鋳用 を さ酵て努め て併用療法を行

い増殖樵硬勧鍵病熱 謙織十分轡勧な薬購 と量嶽過灘 鑑選

び癒鵜時期を炎せず灘能な蕪鰐は事衛療法を行 うべ きで

あ臨 なお手衛不能鰹および鍵期に慧嶺餐噛 藩等は蕊結

では離鷲蔽などの問懸もあ鯵,特 に厳璽紅隔離など⑳対

策が綴本的に講 ぜち15べ きであろうと考え導
、

内 科 治 療 一 般

繊題 欝o一灘 鰯 器 馨午擾験 鞠

欝§・ 繍紬棲癒に対す馨メ墜脚ル筑簾漁療に麗す薦務

究(纂1報)鍵 験勸物(愚 ル騰礎熱〉継嬢癒

⑳治療戴細

(醒瀧窟城療)串 欝 撚 綾 子,露 彫 盤

餐鎗驚 によつて発嚢され鳶結核繭綜成分 跨 メ舞ノ_

ル抽患液であ碁A繍 癖醗 鍼紬71細 襟 を購沫 爵魔 篤

匪難す撫 嬬 きだ鋸 入型結核藩 焦7獄v雛
,勸 薫灘 株,

塵灘結穣蕪よ警辮講メチール纐 綴を作 軽,樵 れを鞭識 》

鎌で感染憲せた結核薦ル囎 囎》を次の4群 轍わ縫て慧雰

捲簡治疲を経続し鵡 す なわち第1欝 は メチ_ル 蜘禦

o・器 心難選鱒灘皮下注駄 第 慧群 は凱ド掌イ黛懲8毎 黙

皮下謝 講3群 はメ チール撫 蜘 。驚 鵜 惣 購 獄

ド響イ黛撚慧毎欝注嵐 第曝群は対照としてその象ま観

熱 た譲 灘 纐 晦 灘 購 灘1篤 鰍 ㍑,3 ,
鶴6遡 鷺ツベルグ撃ン探臨を籍つた.治 鞭終γ後は購

殺解麟して答臓器の肉鰻的病変の穣鷹なら麟 こ肺,肝,

騨の結核麟驚蜘 講繋を行つた、メチール蜘 駅牽ス卦響ぜ

欝用療法群は諸臓器の肉眼的病変が鰻 毒軽農であ 鞍,臓

器組織内結嫉麟定畿鰭養上かち曝すぐれた漆療効果を承

もた、

黛71・織穣癬 諜対ず墨金製鰯療法に屬す4欝 究

ぐ金大慧内、 沸倉 金 立 一,紳 敏

わ爵繋〉れは結嫉慈染海獲難磯 慧結核患 審撒漁漿ゆ螢光

心磯1傭 船 含臨躍:媛磯 こ醗縫聯 瀧鍛 獄 細 勲 茎驚郷 瞬 綜、

《蹴蕪瀬 麟 蟻跨灘窺を実灘 し,結 嫉撫 こおい で翻腎皮欝

麟篤憾ン轡分泌低下を認め下難鉾講轡畢機能儀下癒蕪し

た・・塞撚 こ隷 ナ難下瑠 輪 摺 系機龍低下は結嫉繭の舞漫

す撫8素 串毒に趨霞す愚ならんとの推定の下裟健羅海翼

に 撫 購轍 鰭地培養濾液 よ鞍得た 糟製ツベノ翫7撃 ン羅

鑓並びに糖製多糖顔を投与せ4結 菓,繭 轡ぶ講腎ゆ舉光

蝋蹴董麟 撫 奮灘を黛下せしめ導ことを知つた
欝

結核慰轡 論 製劇(301辮 磁購)を 投姦せ蕎結黒,下

垂揮纒腎系機能を薯もく寛進せしめ蒸ことを知つたぶ癖

か悉成礦 よ鞍往時の3繍o心 影欝織 療溝の作用機序の一つ

は講腎皮鷺ホル騰ンの分泌薫鐵こよ葛筑毒,抗 炎蕪作用

賦よ導毒のと解せられ,絹 療法の作用機序の一螺を解聡

し得た懲のと懲ず難簿

欝瓢 灘継核患響⑳灘譲潜について(第 難報)

轉に灘礎代謝率鑓謙よ獄す影響

(li戴陽醗療)漿 醗 正 衛,高 縄 久 叢

上 野 滋 夫津韓 醗 易 一一・

従来藤結核患藩鷺とむ濕票は禁忌櫛欝 ・一歌挙げ鵡れて

い4が ・瓢達は昭和 黛9鶴以来彗潔結該患藩を壌潜きせ
,

そ鐙瀬臨および臨床成績 を観察してきた,翼 鑓適癒を確

定す導ため鑓幾浴離後の蕪礎代謝灘を灘定 し,次 に述ぺ

灘ような結黙壷欝た。襲識 まs繍1灘 撒檎 擁獣3繍1灘 鍵

を醗構し欝 事彗は蝶浴森奪,雛=二織 嵐麟 繕麟灘こ,雛 穣

を灘定しだ 症懸 彗捻 警響紹難装1計 灘 鰹であつで儀
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灘 粥と臨泉浴後増撫を来 し約8%(爆0%響 あつた,、黛3

粥中19編 は8%岬 瓢%の 闘にあ 鞍,安 静度 懸 よ鞍み

4と 蕪3度 のものが4度 の臨櫛よ鯵搬浴 菰よ導 熱1獄 の

変動の差が多く,病 型(学 研分類)糠 菰みると蓋選慧難型く二

型の麟臆,高 礎中等度軽度の麟1こ変勸の差が少くなつて

い蕎、今後は1纏一症纒瓢ついて逐時的紅1灘搬 の変動 癒

みたい鷹考え嶺瀞

外科および虚脱療法

〈般般 慧73画げ譲80難 婁華窯誉難ぜ葦罐幾薬)金ゑ簸〉

欝3.沖 羅 隷愛け轟騨結核外麟療法黛爵離⑳経験

(沖総中央病院)金 城 細 一,新 壌 洋 治

新 墨 康 勝,新 綴 漕 栄,真 壁 仁

久 場 勲

昭慾3懸 辮学月始めて瞭外科が導入 され爾来黛奪余を

縫た溝,構 後暮カ月以上の羅灘鋼を議とめて検討/。た.

症灘は男13窯 女64計1%纒 誹撃令は 黛0細3蓼才が黛

8癖%を 占め驚衛武は成移 γ4切 除!慧3(両 縄賦切1を 奮

む)発 病手籍の醗隔は3年 以上が 懲欝衛溝 化療は 篭岬 ・

鷺年ぶ 鱒,驚 年以上が3慕 を占め翫 主病巣 は燐除で

曝成膨で曝樂溝が7導%以 上をしめ露い.病 変の拡が鯵

灘鰭鞍的広 く,対 鰯病変あ 蓼《　燐除の 灘覧 成簸の 鱒

%耗 達す騰.成 般は死亡 暮,気 管枝癬7,膿 胸瓢 徳後

欝般響除磯%,成 形 窯泰%。患藩の経過は般労 薦{殊 完

全就労 講 樋。乗 だ沖縄では麟外科が隷についたばか 蔭

で,将 来の発縫を期したい.内 地の方鐸の御後撰 を希璽

す愚.

黛騰.菌 癒灘織核に対蜜薦外科的療濠

(慧糞大高薬羅分院)久 保 克 行,撫 本 轟 雄

膿 木 繁 郎,欝 本 鎌 一,袴 懇 章 三

鈴 木 建 禰

窺濾藤結核に懸して外舞的療法を行つた74擁 につい

て病型分類を蓉い,そ の各 燃菰ついて心藤般能及び手衛

戒綾を麹較検討した,

心蹄般能の検査成績かも醤断す導と,わ れわれの所灘

灘型 欝,す なわも病巣範屬が全騨野櫛/撒 を趨え濁綴に

手衛対象を禽し難つ%蔀 濡璽が 藝《8も以下の襟な慰 磯鐙

おいては,蒋 裟高変な換気障碍 とそれに伴 う震心鑛難労

作心電麟を灘ミす症鰍が多く,糞 疲締結核の外科的療法を

行 う鑓当つての最 も留慧せねばならな、・癒鰐で轟る為:繕

荒瓠

かかる症纏 瓢澱する撃欝 或績を繊録してみると,嚇 鰐

除衛および胸成獅 では撫めて悪い成績を蒙すの紅対し潜

襟溝舅覇繕ではかな鞍盤好な成般をあげてい叢、これ等

轟成績 を検討す遵こ蒸によ穆,撫 灘辮8講 は以薫の鎌な

菰覇 綜於て独潔の遡心を曝つ事を購らか臆した、

轟死亡趨を検討した結織,欝 症鱗結核の外科的療法施

鴛時鈴麻酔管灘 訟し ては,笑 篠を使鱗した淺麻酔の下

鵜 購絵蕉講節睡吸を宥 う臆とが…つ 鐙禽効な=霧法であ

悉ことを提嚇した、、

黛篶.中 ・篤奪餐藤結撫 轟対ず墨飾螂除後⑳戴纏

(京大結研外科療法部)大 橋 啓 蒼

近時糠結核患趣 嘱 馨,轟年藩の～ぞめ導比灘が増加す嶺

につれ,そ 樽治療薄策鐙研究が 磯要な諜題為なつてい

惹、

そ瓢で,わ れわれはそ鐙 一蠕ゑして京大結欝および騰

係施設で紹灘31年 宋憲でに鴛われた各種肺馨除搬0総

縄中,磯o才 以ま、?翼 ズヂみもの 撚慧繊 瓢ついて治療

成般の講査を試みた。

1)徳 総辮鷲ではX線 的続遜亮漁や著轡諏 麟摸肥摩懸

を示すものが掛い,,撫鹸全繊 慧慕夢療法が行われてい撫

が,織 霞灘 こおける購拠 茎嚇 核欝暴鋼1率は驚年者鍛場禽

に態ぺて蓬か綜高率 蔭あ導.

の 拳衛成績は 熊黛纏串成功鰹1灘 醐 不成功綴 諺

測,観 察申 総 纏,不 明 捻 纏で,1峯 成 功鋼 は 金繕搾

翫嚢%に 樵灘してお轄驚そ継 鰺 弼は駕学療濯ゆ 追鳩

霧手搬等によ鞍靴較的短期闘で治癒 ㌔てい導。撃衛紅よ

鴇趨接死亡携や結核鐙進腰によ灘死亡鋳は1磯 もない・

以.勲鶏よ軽,ジ/い高至1磁肺結核賦突愛しても更に穣蠣的

鑓騨除を蓉 うべ きも跨と考颪らぎも磯,、

欝8.辮 職穣舞懸絵 翻 醤鱒彊ゆ 知難

く札幌蘇大絢部外科)灘 漢 撫 郎 離池 購 敏 夫

秘 藤 織 彦,緯 灘 嚢 強,小 秘 作 般

ド蓄…野 玲 子,富 繊 欝 芳

紹毅 熱 辮末よ諺昭舞1鷺 禽窯 まで賦讐づだ舞豫轟撫 こ

対す4切 除般泌 離 欝調蜘 贈'重われ九片縢全鰯/ζ癖潅翼
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ついて考察し得たことを報欝す4.全 購は,左 γ6%,女

性 灘%,ま た膿脱禽轡12綴 あ 弩簿れ感人瓢気脱轍よ

o続 鑿したものであ惹、舞冷 溺では 懸 代 導o%,30幾

38覧 発病よ1ブ葬織 までの鱗間は3ルo箏 が 過 半数を

激1噂 切除病灘糠 礁絶れば飛詳寛灘が 醗%を 承し,膿 絢

法発8働 戴ぴに気管交癒7例 その難に遷糠脱成ぶ鶯われ

た。補成黙は 認%で あ鞍糀i亡率?%を 除けば蒲れ亀欝

縫權過はよく,聡%就 労,糠 浮鍾鐙 状脱発9鰭 あ鞍,

漁溝蛋鐵殊にアルブミンの儀下群に多かつた 。また膿勤

諏切断によ嶺勸謙難上欝鰐は少かつたが,そ の難検紫し

得たことについて報告す難、

黛η。 灘 麹脱結撲患きに講する灘鍵齢癖除徳

(石縄鐵道病院)鞍 ド繕 輝 夫,驚/ll泰

梁 久 郊,安 達 … 枝,難 狹 一一夫

金 沢 寛 爽

鑑癒膝結嫉癒紅鰐す導外科療法の研究の…般 ともて,

われわれは昭瓢29雑10メ 彗以緯講盤藝繍結核患藩88鰐

載薦健肺勢除徳 をお瓢なつたが 。その講後経過現溌特紅

就業状態を検討 し次の結論を得た。

舎併鑑発生離,死 亡率,お よび喀襲藩養険鞍蔀は搾側

繍切除衛にお締導それ等 と地 ぺて プく差がみ ゐめちれな

い崇

般後1年 以上経過もた患藩31名 中26名 は籔鉄の餐

種職揚に既に就難してい嶺。特に左露禽計$灘 城以下が

切除せられたものでは懲成鞍の璽労働職種に就職せ しめ

得蕎ことを知つた箒

したがつて海測瞭結核患審に辮しては,い たづらに亀

学療法のみに鉄存す番叢とな く,縛 機をみて,爾 翻肺切

除衛の灘臨の薄蒼を検討す碁礁とが必要であ萎.

欝3。 奪少癒戒人型脱結核患き⑳外科療法について

(群罵県立東毛療)潔般 沢 灘 夫,増 村鑵三郎

倉 林 竹 男,深 糾 璽 治,穂 部 揖 郎

錐少春初期結核患藩に薄して化灘療漁は藩明な効瑛が

あ蕎ことが認め もれている麟,年 少藩の勝脱成入型締結

核癒患藩の綜蒙にはひ化学療漁のみにては充分な効果が認

められず,外 科的治療の必要載追 もれ孫臨の も少 くな い

われわれは摯これ等の患藩 く12艘1轄わ に対して婁区

域 勢脱徳 蕪鰐,脱 戚衛1鰹,骨 脱外禽成樹脱充蟹般1鰹

癒経験した.手 徳は 繊 艦$擁 よ鞍欝 鶏 月の欄に行は

れ,賦 域切除纒中1纏 に衛後鰍引轍肺炎と毒膨彊不全を

認め,難 の1溺 鑓気管支喘趨、を見た以外は総て経過順講

であつた。この黛綴臨赫奮は化牽療法 と追加脱成籍を行

い,き た後きには薄症的治般 を樽い,現 在の状態は良静

であ難。鑑学療法よ鞍外群的澱療への転換翻 鳳 麻酔お

よび輪液,輪 撫の問題,般 税療法賦おける骨膜外充擬衛

鐙1勲亂 戒穣 こ伴う概簸嚇馨縮懇鐙点載ついて更鑓欝究を

すすめ嶺必饗があら鰍、

黛簿.小 驚用脱結穣⑳外科的療法について

(屬東ダ蓄映 病院外科)林 繋太齢

鍛近数{繕響に経験した脱床 黛o旋騨をみ灘と,年 令6

ル マあ 鍔4女16窒 手衛鑓 舞膜外 合成樹脱球充蟹およ

び人工気脱欝各1,肺 鰐 除欝 欝,1側 糠全 摘出衛 であ

る、遼醗成績懲1年7榊}掌 年以 上におよび耀徳後⑳脱

趨 変形発育障碍に薯しいも鐙が,な かつたが納脱磐入ヱ

気脱徳の中瓢 充蟹衛全翻衛各1に 膿脱艶部分 窮除驚葉

籔除衛各1に$蝋 蜘 を見欺、訟れ らは総臨なく治般 し

たが,辮 後の健康管畷が大切であ葛ことを考驚きせ惹、

切除療法は肺葉勢除衛迄は脱欝法で徳後の藤機能曝嶽筏

が速い。麻酔方法は気管内挿管で,脱 床実験の爾方よ蓉

二翫,N・ ◎縛2麻 酔が法当為癬 訟れ鵜 輸漁補液その難

は才以上では特に成入の携合と違つた考え方を必要翫し

ない。以上よ鯵小児期輝結核の外麟的療法は,切 除療濾

が良いと考颪ちれ,暮 才以上め症纏では成入と大差はな

い瀞

280・ 小擬脱結核患きに対する脱嫡除衛⑳成纏,欝 に

徳後⑳脱機能について

(神戸毒立玉灘療)寧 撫 磁博 一,轡 木 般

横 撫 催 造

(窟 大結研外科療溝部)醗 灘慶 夫,稲 葉 霊 雄

渡 辺 謙 治,灘 河 難 利

(神芦撫立少年保養勝)石 漂 九 驚

(京大結研小難部)福 井 斉

昭灘 驚轡葦0以降,わ れわれは11才 よ馨 欝 才の小児

肺結核患蒋2慧 名に瞭切除衛を行い,そ の治般戒脱につ

いて細査すると共に,徳 後の肺機籠について身藩の発欝

に伴 う灘機能鐙自然増加を考般しつつ検討し,以 下の結

論を得た。

D般 後の経過は全癒鰐共に良聾で,死 亡例はなく,

禽併癖や再発をみたもの臨ない.

の 残存糠の再膨般も成人の場禽に姥ぺて法かに婁好

であ嶺。

3)衛 後の鮪機能は,切 除範撚が 薫測の上葉,ま たは

それ以内に隈 られてい嶺騰禽に喜濫,衛 後一力年以

上を経過す護と,健 常発にお}爆 霧年令屬の藻灘

鶴に比べて遜色がみ られ撫穫痩雛織復寸為,


